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　また自分は、あの夏の、イスラエルでの記憶の中にいる。

　どうやって、ここまで辿たどり着いたのかは覚えていない。

　けれど、私はこの場所で、とても大切な人を捜していた。

　顔や名は思い出せない。唯一覚えているのは、幼かった頃、その子を背に負ぶって陸軍基地の山を下りた時の、あの温もりと鼓動の音だけ。それ以外はどれだけ過去に遡ろうともその子の情報が記憶領域内に見つからず、私はまるで夢遊病者のように、名のない幻影を追って右往左往していた。

　私はもう一度、自分の今いる場所を確かめたくなった。

　遮しや断だんしていた感覚器官を起動し、もう一度、外界と自分とを結び繫ぐ。

　顔を上げると、私は青葉の香る森の中にいた。穏やかな日差しが枝葉の合間を縫って、私の鉄の体に陰影の雨を降り注いでいる。陽でじっくりと温められた外殻が森の澄んだ涼風に当てられ、私はさながら自分が岩にでもなったような錯覚に陥った。

　木こ漏もれ日びに佇たたずむヴェイロンに気づいたのは、その時だ。

　何をしていても絵になる凛りん然ぜんとした佇まいは健在で、きりりと伸びた睫まつ毛げの先にまで、彼女の実直な精神が宿っているようだった。腰元にまで届く黒髪が陽の光を浴びて輝く様は、彼女が機械であることを忘れさせるほどに、生命の神秘を感じさせる。

　気づけば、ヴェイロンの近くにはモディンもいて、ずっと俯うつむいたまま、いつかと同じように地面を這う蟻ありの行方を眺めていた。フード付きのジャンパーを羽織った出で立ちは記憶の中の彼と違わず、銀色の髪は相変わらずのぼさぼさで、ぎょろりとした目玉で一心に大地を見つめている。

　懐かしさで満たされた私の胸は、けれど、すぐに焦りによって上書きされる。なぜなら、これは夢なのだ。そうでなければ、死んだはずの友人たちが私の前に現れるはずがない。この懐かしさも、彼らに出会えた喜びも、夢への逃避によって己が創り出した幻影と知ると、私はその場に居ても立ってもいられなくなった。

　急いで立ち上がろうとすると、モディンが私の方を見て、彼らしくない優しい笑みでもって口元を緩めた。

「どうしたんだい、テスタ。もう少し休んでいればいい。きみもだいぶ疲れたろう」

　───疲れた？　……いいえ、そんなことはありません。

「そうね。私もそれがいいと思うわ、テスタ」

　ヴェイロンも続くように、私の肩に手を添える。

　けれど、夢であると理解している私にとって、二人の気遣いは己の弱さ以外の何ものでもなかった。そうして少しずつだが、私はこの場所に来る前のことを思い出してきた。

　私は、ひとりの少女を捜していた。

　私はその子を、誰よりも強く抱きしめてあげたかった。自分にはこの冷たい鋼鉄の体しかないけれども、苦しむその子を少しでも救うためには、優しく抱きしめてやる以外に自分にできることはないと思われた。

　私は必死になって、彼女の名を呼んだ。声を出したあとに何も返ってこないといよいよ不安が募り、今度はいっそう大きな声で叫ぶのだけれども、森からはただ、そよ風に揺れる青葉のざわめきが返ってくるばかり。もしかしたら彼女は疾とうにこの森からは去って、ずっと遠くの世界へと旅立ったのではないかという悲観的な考えさえ、頭に浮かんできてしまう。

　そうして、怖くなった。

　怖くて、怖くて、仕様がなかった。

　夏風と青葉の香る穏やかだったはずの森が、私にはこの上ない地獄に感じられた。体がガタガタと震え始め、関節が軋きしみによる悲鳴を生み、その場に立っていることすらもできなくなる。

　地面に倒れ込む私を見て、ヴェイロンたちは互いに顔を見合わせて頷くと、それからゆっくりとこちらに近づいてきた。

　───戻らないと……。

　そう伝えると、二人は首を振った。

　これが夢なのだとしたら、現実に戻ることを否定するヴェイロンたちの行為はそっくりそのまま、私の深層心理にある感情を映す鏡なのかもしれなかった。

　現実に戻りたいと思う一方で、私はまだ心の奥底では怖いと思っている。

　それを直視するのが、怖くて、怖くてたまらないと思っている。

　───早く……早く戻らないと。

　気持ちばかりが急せいてしまい、混乱がいよいよ極まると、私は夢の中にいるにもかかわらず、AIMDエイムドによる異常停止に陥ってしまった。

　それからしばらく経って意識が回復すると、ぼんやりとした視界の中、ヴェイロンと思おぼしき女性の後ろ髪が見えてきた。地に足がついていない感覚があったのは、どうやら自分がヴェイロンに背負われているかららしく、両脚の方もモディンに脇で抱え込む形で持たれ、私はまるで、眠気にまどろむ子供にでもなったような心地だった。

　二人はどうやら私の体を木陰へと運ぼうとしているらしく、モディンが華きや奢しやな体をプルプルと震わせながら、「……まったく、きみは世話が焼けるよ。テスタ」と苦笑いした。対して、ヴェイロンの方は私の体重を全く苦にせず、戦闘用アンドロイドの名に恥じぬ筋力でもって、軽々と歩を進めていく。二人の手を煩わずらわせるのは実に情けなかったが、運動機能が回復していない状況では、私にはどうにも抵抗しようがなかった。

　途中、ヴェイロンがぽつりと、「あなたは責任感が強すぎるのかもしれないわね」と零こぼした。

「辛いときは休んだっていいのよ。あなたはずっと、ひとりで頑張ってきたのだから。たとえあなたが、人工知能であってもね」

　夢であるのにもかかわらず、彼女たちはどうしようもなく、私の知っている優しい友のままであった。自己の脆ぜい弱じやくな知性によって創造したと思われる彼らの幻は、遠い過去に刻んだ二人の魂の記憶を、たしかに受け継いでいるのかもしれなかった。

　私は彼女の言葉を信じ、ただ為されるがまま、己の身を二人に預けることにした。

　そのうちに恥ずかしいという感情が薄れていくと、私はふと───本当にふと、自分が初めてこの世界に触れたときのことを思い出した。

　起動時に生じる虫の羽音のような、実に味気ない電子の産声とともに、私はこの世に自らの生を授かった。いくつかの会話や思考テストを経て、いよいよ運動機能のテストを行う運びとなったのだけれども、私は情けないことに、初期歩行で早々に転倒してしまったのだ。

　当時は稼働テストなど難しい試験ではなく、補助ロボットに体を支えてもらいながらに見た開発者たちの渋い顔は、今も忘れはしない。

　けれど、恥を感じるべき私の知性は、その時、全く別の感情によって支配されていた。

　重量装甲に覆われた自分の全体重が、足先から腿もも、さらには膝ひざから腰へと芯を駆け巡るようにしてのしかかってきたあの瞬間が、鮮烈に自身の頭に焼き付いていた。

　それはもはや、ゆりかごの中で繰り返していた知性実験とは、全く異質の経験。

　私はあの時、地面を踏みしめるという行為によって、初めて自分という存在の重みを知ることを許されたのだ。世界と繫がることを、この世界で生きる実感を得ることを、名も知らぬ誰かに許されたような気持ちを覚えたのだった。

　懐かしい過去の余韻に浸っていると、私の体を運び終えたヴェイロンがふうと息を吐き、私の視覚機能を柔らかな掌てのひらで覆った。視界が闇へと転じても、彼女の手の温もりがそこにあるだけで、私はなんの不安もなく、安心した気持ちでいることが許された。

「テスタ。今は休んでいい。その代わりに、時が来たらもう一度、自分のやるべきことをやりなさい。あの子のためにも───何より、あなた自身のためにも」

　厳しくも優しい、母のような声であった。

『ええ』と答えようとしたけれども、声を発することはできなかった。

　それでも、私の想いはちゃんと、ヴェイロンに伝わっているような気がした。

　私は、母の胸で眠る赤子のように安らかな気持ちで、自分から感覚器官をシャットダウンし、その夢に別れを告げた。

　眠りにつく直前、「……大丈夫。あなたならできるわ」という、友の優しく澄んだ声が、甘い残響となって、私の聴覚を満たした。
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　　生き残りと地下要塞（一）




　入り組んだ金角湾の沿岸には、いまだにロシア連邦軍の無人軍艦が、歪いびつな外観の船体を保ったままに停泊し続けていた。軍艦の中央にそびえる艦橋の無骨さは、見るものすべてに無言の圧力をもって迫るものがあり、戦闘兵器としての宿命がその一身に凝縮されている。

　朝陽から分け与えられた光の結晶が、海面でちらちらと瞬く様子も視界に入る。たゆたう銀色の美しさは言葉では形容し難いものがあったが、今の私にとってはいささか眩まぶしすぎたようで、直視するのはどうも憚はばかられた。

　海風は冷たく、静穏に揺らめく海だった。

　潮の香りが漂う無人街を、私は眠るイリナを背負いながら黙然と歩いていた。

　大だい連れんで迎えた春の季節に背を向けた私たちは、去りゆく冬を追いかけるようにして国境を越え、極東のウラジオストクへと入っていた。

　かつて軍事都市として有名だったこの地には、先程の軍艦のように、いまだに当時の名残が街の至るところに見られる。

　旧世代の戦車や潜水艦を展示していた無人の博物館。

　先の大戦時に利用されたのだろう砲台の取り付けられたままの軍事要塞。

　ソ連時代の威光を象徴するように鎮座するレーニン像。

　これらはすべて過去の遺物にすぎず、本来であれば物ぶつ騒そうであるはずのものが、こうして静寂に包まれた街中では、退廃的で味のある雰囲気を醸かもしていた。

　そのうちに、背にいるイリナがもぞもぞと動き始めた。目を覚ましのだろう、きっと彼女の寝ぼけまなこにも、無人軍艦の浮かぶ寂せき寞ばくの海原が映っているはずであった。

「……あんなのに襲われちゃったら、ひとたまりもないですね」

　イリナが、まだ喉の開かぬ低い声で言った。

「あの軍艦はおそらく、観光用に残された旧式のものでしょう。あれよりも恐ろしい兵器など、この世界にはごまんとありますよ」

　イリナはわざとらしく、身震いするような仕草を取る。それから思い出したように、「あ、テスタさん。もう自分の足で歩けます」と、私の背を指でトントンと叩いた。

　イリナが歩行のリハビリを始めたのは、今からちょうど二週間ほど前の話。

　大連でライドーによって貫かれた腹部の怪け我がは、幸いにも臓器の致命的損傷には至らず、傷の回復は今のところ順調と言える。それでも、まだわずかに痛みは残るらしく、昨日の歩行で疲ひ弊へいした体を休ませるため、私の背で眠ってもらっていたのだった。

「イリナさん、無理はしない方が賢明ですよ」

「無理だなんて。体はもう、ずいぶん調子がいいんです。それに、ウシャルさんが言っていたんでしょう？　この街の地下には、生き残った人間たちが今でもたくさん住んでいるって。そんな話を聞いちゃったら、私、興奮して居ても立ってもいられなくなっちゃいますよ」

　イリナの声に、わずかだが明るさが戻ってくる。

　しかし、私はその明るさを、いつもの彼女から発せられる自然な感情の発露とは、全く別のものに感じていた。実際、初めてウラジオストクの生存者たちの話をした時も、イリナはこちらが想像していたような喜びを見せてくれたわけではない。それは恐らく、ここに不在である者たちへの配慮だったのかもしれないし、あるいは彼女自身がその不在による心的な影響を受けていたからかもしれない。

　ハルの行方は、いまだ杳ようとして知れなかった。

　ライドーとともに姿を消して以降、少なくとも大だい連れんからウラジオストクまでに至る道中において、彼女の足取りに関する手がかりを、私たちは何ひとつ得ることができていなかった。

　見当違いな方向に歩を進めている可能性もあった。

　けれど、今の私たちにはそれを判断する材料すらも皆無なのだ。

　加えて、知性機構の故障したアニラもまた、私の腹の中で完全停止したままという状態。

　状況はあまりに芳かんばしくなかった。

　ただひとつだけ、良い意味で予想外だったこともある。

　私のAIMDエイムドの症状が、この絶望的な状況の中でも、急速な悪化には至っていなかったことだ。AIMDの悪化は人工知能の精神状況に深く関わりを持つことから、ハルの不在によって、私の病状にも悪い意味での変化があるのではないかと恐れていた。

　事実、大連を発った直後の数日間は、激しい異常停止に何度も見舞われた。ライドーの斬ざん撃げきによって片腕を失い、降りしきる雨のうちに紛れて消えたあの子を思い出すたび、幾度も四肢の自由が利かなくなった。悪夢は文字通りに夢の中にまで現れ、ハルは決まって顔を見せず、涙で震える哀しい声で、私にこう、別れを告げる。




　───さよなら、テスタ……───




　そうして目を覚ませば、あの子のいない現実だけが自分を待っている。

　まさに、無む間げん地獄の日々であった。

　しかし、それも一時のものとして過ぎると、自分でも不思議なほどに、AIMDの症状が落ちついていった。あくまでも前の状態に戻っただけで、停止症状が治まるようなことはなかったが、異常停止はせいぜい、日に四、五回という頻度に減っていた。

　思い当たる契機があるとしたら、先日に見たヴェイロンたちの夢。より正確にいえばあれ以降、私は停止中に頻繁に夢を見るようになり、しかも、その夢で決まって妙な出来事に遭遇するようになっていた。果たしてそれが理由なのかはわからないが、実際にあの日を境にして、私はまるで憑つき物が落ちたように肩の力が抜け、負の感情を達観できる冷静さを取り戻していた。

　無論、すべては何の科学的根拠もない話であるが、私にとって、それは些さ末まつなこと。

　どんな困難があろうとも、私は絶対にあの子との再会を果たさなければならない。目的であり、義務であり、同時に願いでもある彼女との再会は、私に迷う暇をも与えなかった。

　今は思考しうる限りの最短で、為すべきことを為すしかない。そのためにも、私はこのウラジオストクで何としても、彼女の行方に繫がる手がかりを得る必要があった。

　決意を新たにしていると、ちょうど自分の体の後方から、トントンとノックをするような音が響いてきた。イリナを背中から下ろした後も途絶えることのないその音を発する主は、私の体の内側をずいぶんとぞんざいに叩いてくる。

「どうやら、こちらもお目覚めのようですね」

　やれやれといった調子でそう言うと、曇りがちだったイリナの表情にぱあっと晴れ間がのぞいた。

　さっそく背中のハッチを開放すると、武器格納室の奥の暗がりから、勢いよく熊のぬいぐるみが飛び出してきた。ちょうどぬいぐるみの着地地点にいたイリナがそれを抱きしめてキャッチすると、ぬいぐるみは抱擁を嫌がるようにして、イリナの肩をぽかぽかと殴り始める。

　ハルとアニラを欠く中、必然的に重くならざるを得ない旅の雰囲気を、唯一変えてくれる清涼剤。

「あはは。起きたばっかりで機嫌悪いのかな、モディちゃん」

　イリナがペットでも可愛がるようにして、彼の毛皮を撫なでる。

『モディちゃん』とは言うまでもなく、このテディベアのことを指す。

　明らかにモディンを連想させるその愛称は、イリナが初めてこの意気揚々と動くぬいぐるみを見た時に命名したもので、意図せぬ会話によって生み出されたのだった。

『テ、テスタさん！　な、何なんですか!?　このぬいぐるみ！』

『何なんですかと言われましても……ただのテディベアというか、あれは、モディ……』

　会話の流れでつい口を滑らせ、友人の名を出してしまったのだ。

　もちろん、テディベアがモディン本人ではないことは自明である。

　この熊のぬいぐるみは元々、成都で再会したイスラエル軍時代の旧友モディンが所有していたもので、ぬいぐるみ自体にＡＩが備わっている事実もあり、あるいは彼の知性が宿っているのではないかと夢想したこともあったが、少し冷静になって考えれば、それは有り得ぬ話。ぬいぐるみに搭載された知性機構のスペックの低さでは、モディンのようなハッカー専用の特殊な知性を到底実現できるわけはないし、仮に彼の知性を複製したものだったとしても、それはもうモディンと呼べる存在ではない。その不変の事実は、モディンを自らの手で殺した私が、誰よりも理解していることだった。

　しかし、その発言で零こぼしかけた友人の名前が、どうもイリナに誤解を与えてしまったらしかった。

「……この熊さん、モディちゃんって言うんですか？　なんか、可愛いらしい名前ですね」

　すぐさま過ちを訂正しようとしたのだが、ぬいぐるみを嬉しそうに胸へと寄せるイリナを見て、私は説明する気が失せてしまったのだった。

　以降、私もこのぬいぐるみのことを、モディと呼ぶようになっていた。

　実際、私もこの奇怪なテディベアをどのように呼べばよいか困っていたし、その後はぬいぐるみの方も『モディ』と呼べば何かしらの反応を見せたので、ちょうど適した愛称だったのかもしれない。モディンがいったい何のためにこのような悪ふざけを仕込んだのかは知らないが、少しでも旅の空気を和ませてくれるこの珍妙なテディベアの存在は、今の私たちにとって、なくてはならないものとなっていた。

　イリナの相手をモディに任せた私は、改めてウラジオストク市街の警戒へと戻る。

　一見して、人ひと気けがないように見える。それにもかかわらず、私は先程からずっと、背中にまとわりつくような視線を感じていた。

　……人間、なのか───？

　市街にもかかわらずナノハラクの密度はかなり薄い方で、レーダーや生体センサーは正常に作動している。仮にステルス機能を使用されても探知は十分に可能なはずだが、今のところ、怪しい機影などはどこにも見当たらない。

　おそらくは、こちらの探知が届かない瀬戸際のところで、私たちを観察しているのだろう。

　その証拠に、先程から生物の呼吸音に似た雑音を何度か拾っている。音声はまるで幽霊が現れては消えるようにすぐに消えてしまい、詳細な位置までは特定できていないが、しかし、機械の耳は誤ご魔ま化かせない。

　私はもう少し、相手の出方を窺うかがってみることにした。

　こちらから妙な動きをして、いたずらに相手の警戒心を煽あおる必要はない。この街に人間が生き残っていると教えてくれたウシャルからも、街を訪れる際の注意を事前に受けていた。

　───彼らはね、自分たちの縄張りに異物が入ってくるのを極端に嫌うんだ。テスタくんたちが自らを危険な存在ではないと証明できなければ、きっと彼らは、君たちを受け入れてはくれないだろうね。自分たちの身を守るためなら、彼らは手段を選ばないから───

　初めてそう聞いた時は、ずいぶんと好戦的な集団もいるものだと思ったが、今の世界の惨状に鑑かんがみれば、それが普通の発想なのかもしれない。

　ウラジオストクに辿たどり着くまでに利用した運搬車両をわざわざ道中で乗り捨てたのも、この地に住んでいる人間たちへの配慮からだった。徒歩で行動するのはそれなりにリスクだが、車両の中にいては、相手が私たちの姿を視認できず、即攻撃を開始してくる可能性だってある。

　郷に入れば、郷に従え。

　残念ながら現状、私たちは彼らに頼るほか、前に進むための手段を持っていないのだ。

　つまり、私にとっての真のリスクは、彼らの協力を得られないことにこそある。

　知性機構の故障したアニラの修理もそうだが、何よりも私は、ハルの行方に繫がるような情報を、是が非でも彼らから引き出さなければならなかった。

　そのためならば、たとえ、神に背くような行いでも───。

「テスタさーん」

　名を呼ばれたので顔を上げると、いつの間にかモディが地面へと降り立って、自由気ままにてくてくと歩き始めている。イリナも彼の後を追随しているようで、私に急ぎ、ついてくるよう手招きをしていた。

　私は二人を追いかけながら、あえて周囲に存在している監視者に聞こえる音量で、イリナに話しかけた。

「そういえば、久しぶりの祖国はどうですか？　イリナさん」

「祖国？　そっか。そういえばそうですね。といっても私、ウラジオストクなんて来たことないから、あんまりピンとこなくって」

　自分のペースで、ゆっくりと一歩を踏みしめていくイリナ。

　私も横について、彼女の歩調に合わせる。

「けれど、テスタさん。地下に人間たちが暮らしているって言っても、入り口なんてどこにあるんでしょうねえ。全然見当もつきません」

「仮に入り口を見つけたとしても、許可なく無断で入ってしまうのはよろしくないかもしれません。友好的に話し合うことができれば、それが一番なのですが」

「インターホンでもついていれば楽なんだけどなあ。ピンポーンって……」

　会話が一度途切れたところで、イリナは前を行くモディの方へと目をやった。

「しかし、本当に変な熊さんですねえ。なんだか、私たちをどこかへと導いてくれているみたい」

　どこへ向かっているかも判然としないが、当のモディは綿の入った柔らかそうな手足を、ふにふにと忙しなく動かしている。

　どうせ、地下に続く入り口の場所は、私たちにもわからないのだ。今は、モディの気まぐれな道案内に委ねてみることにしよう。

　それからしばらくは、イリナとともにモディの後を愚直に追い続けた。彼の進む道に規則性はなく、気まぐれに道を曲がる様子はどう見ても野良猫のそれであったが、モディは一度通った風景はきちんと覚えているようで、同じ道をなぞることは決してしなかった。

　───まさか、観光案内でもしているつもりなのではあるまいな。

　そんな不安も、いよいよ頭にちらつきだした頃。

　金角湾の横断橋に差し掛かったところで、モディが急に足を止めて、意味深にこちらを振り返った。どうしたのだろうと私たちも足を止めると、モディはなにか異変でも伝えるようにして、ぴょんぴょんとその場で飛び跳ねだす。

　再びの呼吸音を探知したのも、ちょうどその直後。

　吐息は今までと同様にすぐに途切れてしまったけれど、私は事前に注意を払っていたこともあって、刹せつ那なの内に、相手の居場所をほぼ正確に特定していた。

　私はできるだけ不自然にならないよう、歩行の動きに乗じて、音の観測地点へと目を凝らした。

　現在地点より距離約三キロ、金角湾からさらに西方に位置する海岸沿いに、白塗りの壁に覆われた、窓のない要塞風のコンクリート建造物が不気味に佇たたずんでいる。

　問題はその直上。屋根裏より積まれた土嚢のわずかな隙間から覗く、ライフルと思おぼしき金属の筒先。銃口がこちらに対して歪ゆがみなく綺麗な円を描いている様子から、狙いは正面、私たちであるにまず間違いなかった。

　扱っているのは、ロシア製の対物用ライフルだろうか。型式はずいぶんと古く、直撃でも私の外殻を貫通することはまずないだろうが、改造武器だとしたら厄介だ。確認できたのは銃身だけで武器の全体像を把握できたわけではないから、切羽詰まった状況でもない限り、銃弾を体で受け止めるのは避けた方がいい。

　それに、今はイリナとともにいるのだ。万が一でも彼女に徹てつ甲こう弾だんが当たってしまうことがあれば、人間の骨肉など原形を留めることなく吹き飛んでしまうだろう。

　やはり、まずはイリナの安全を確保するのが最優先と考え、私は橋へと差し掛かる直前で踵きびすを返し、市街地の方へと進路を戻した。

「狙われていますね」

　それだけをイリナに口早に告げ、彼女を自分の巨体へと寄せる。突然のことにイリナは驚いていたようだけれども、すぐに状況は察してくれたようで、体に障らない程度に歩く速度を上げてくれる。

「モ、モディちゃんは？」

「彼なら大丈夫でしょう」

　振り返ると、モディは私のすぐ後方にぴたりとついてきている。先程飛び跳ねていたのも、おそらくは私たちに警戒を促すためだったのだろう。どういうわけで私よりも早く敵の位置を見抜いたのかは定かではないが、そこは『得体が知れないのは主人譲り』とでもいったところだろうか。

　それから私たちは再び街中に戻ると、比較的高層な建造物が多い中央ストリート側に逃れ、狙撃手の死角へと隠れることに成功した。そのまま建物に身を寄せる形で脇道を進みつつ、身を隠すのに適当な家屋がないかを探し歩いていく。

　と、その時、ドンッドンッと立て続けに激しい射撃音が、狙撃手のいた西方の海岸より鳴り響いた。直後、私たちの真横に位置するホテルの最上階が、まるで焼き菓子でも砕いたかのような呆あつ気けなさで、地上にコンクリートの礫つぶてを舞い降らせる。

　私はイリナとモディに覆い被さり、落ちてくる瓦が礫れきを尻尾しつぽで薙なぎ払はらう。

　───外した、というわけでもなさそうだ。おそらくは、初めから瓦礫の崩落による攻撃を目的にして、射撃を試みたのだろう。死角にもかかわらずこちらの位置を特定できたところを察するに、狙撃手の目となる役割を担う者が他にいる可能性が高い。

　即座に描いた状況分析を裏付けるよう、今度は数百メートルも離れていない距離から、複数人の駆け走る音が聞こえてきた。

「ずいぶんと手荒い歓迎ですね。怪け我がはありませんか？」

　腹下で仰向けになっていたイリナにそう声を掛けてやると、彼女からは意外にも逞たくましい答えが返ってきた。

「……大丈夫です。ハルさんとアニラさんに会うまでは、たとえお腹に穴が開いたって死ぬわけにはいきませんから」

　こういった突然の強襲の際、大抵は混乱を吐と露ろするのが彼女の常であったから、今回も涙目のひとつこそ見せると思っていたのだが、腹下より見つめるイリナの不動の瞳には、腹を据えた者にのみ宿る、覚悟の光があった。

「……ええ。もちろんです」

　私は即座に思考を切り替え、周囲に忍び寄る気配に向かって声を張り上げた。

「皆さん！　私たちに抵抗する意志はありません！」

　先程までの足音が一斉に静まる。こちらの呼びかけに応じたというよりは、相手の攻撃態勢が整ったことによる、一時的な静寂と思われた。

　私は両手を挙げた状態で立ち上がり、イリナとモディを自分の背後へと導いた。

　相手の人数は三人。通りを挟んで向かい側のホテルに二人、外の路地裏に一人潜んでいる。

　生体センサーの情報から、相手が人間であることは間違いない。同時に、今まで居所が摑めなかった理由についても、私はすでに合点がいっていた。

　彼らは突然、地下から現れたのだ。

　おそらくは、彼らが地中深くに築いたという街の中から。

　───ウシャルの言っていたことは、やはり事実だったということか。

　私は万一の事態に備え、掌てのひらの雷撃放出口を開きつつ、できるだけ理性的な立ち振る舞いを意識して、身を潜めている人物たちに会話を試みた。

「私はテスタと申します。ウシャルという医工師の方から、生き残った人々がウラジオストクで地下街を築いていると伺って、この地を訪ねさせて頂きました」

　相手の一番に欲しい情報はさっさと伝えてしまった方がいいと判断し、その先も続ける。

「目的は二つ。一つは、故障した仲間のアンドロイドを修理できる人間を探しています。そして、もう一つは───」

　主人を捜していると正直に話せば、相手に警戒心を与えかねない。管理者不在にもかかわらず、自分の意志で独立して行動するロボットというのは、見え方によっては首輪をつけていない野良犬と同じ。伝え方には、細心の注意を払わねばならなかった。

「……行方不明となった主人の友人を捜しています。少しでも彼女について知っていることがあれば、皆さんに情報提供をお願いしたいのです」

　ちらと、イリナに目をやる。どうやらこちらの意図は伝わったようで、彼女は目をパチパチと開け閉じすることで、私に了承のサインを送り返してくれた。

　───察しが良くて助かる。当面の間はイリナに、私の所有者のフリをしてもらうこととしよう。

　この辺りで私は、べらべらと自分ばかりお喋しやべりするのもよくないと思い、いったんは相手の出方を待ってみることにした。

　しかし、いくら待てども先方から返事がない。英語によるコミュニケーションがいけなかったのかもしれないと思い、今度はロシア語で先ほど話した内容を翻訳してみたのだが、結果は同じであった。

　───機械の声になど、聞く耳を持てないということだろうか。かといって、イリナに交渉を任せるのは少々荷が重い。

　別に有効な手立てはないかを考えていると、相手の潜んでいるホテルの入り口から、タッタッタッという小気味よい疾走音が聞こえ始めた。姿が見えないので道路上に目を凝らしてみると、こちらを攪かく乱らんするためだろうか、ジグザグ軌道で走ってくる小さな物体が一匹、確認できる。豆粒のようにちょこんとした目に、胴体よりも長く立派な尻尾しつぽ、薄汚れた毛がはねる様子は、確かに本物の動物に見えないこともなかった。

「ネ、ネズミ……」

「いや、あれは───」

　対象から聞こえてくる金属音から、私はそれが動物型のロボットであると断定した。メンテナンスが施されていないのか、四肢が地面へと接触する度たびに、関節部がキチキチと不快な悲鳴を上げている。

　追跡型の爆弾であることも考慮し、腰を落としてネズミ型機体を待ち受ける。

　しかし、ネズミは私の足元まで来てぴたりと立ち止まると、特に何をするわけでもなく、その場をちょこちょことうろつき始めた。視線が常に私から離れないことから、どうやらこのネズミは、こちらの素性を至近距離で確認するために送り込まれた刺客ということらしい。

　───ネズミ自体に人工知能が搭載されている様子はない。おそらくは、遠隔操作。

　別段攻撃してくる様子もなかったので、気の済むまで調べればいいと待機していると、ネズミから急に『おい』と音声が聞こえた。

「う、うわぁ！　ネズミが喋った！」

　イリナが頓とん狂きような声を上げる横で、私はさっそく声音分析に移る。攻撃的である一方でどこか柔らかみもある、そういう独特な味のある低音。おそらくは若い女性のものと思われた。

『あんたもう一度、自分の名前を言ってみなさい』

　私は言われるがまま、「テスタと申します」と返した。

『……へえ。会話は通じるのね』

　言動から察するに、少なからず相手には、こちらとコミュニケーションしようという意思が感じられる。否応なしに攻撃してくるような、野蛮な輩やからではなさそうだ。

『修理がどうとか言ってたけど、仲間の機体はどこにあるの？』

「私の体内にある収容機関に収めています」

『ふうん。体の中ねえ。……それに確か、人探しもしてるんだったかしら？』

「はい。共に旅をしていた主人の友人が、数週間前に大だい連れんで消息を絶ちました。どんな些さ細さいな情報でも構いません。手がかりを探しています」

　それからすぐに、ネズミ型ロボットが停止した。電源でも切れたのかしらと注視していると、先程の女性が、また別の誰かと会話する音声がスピーカーから漏れ聞こえてくる。

『どうだ。ラシャーナ』

　今度は男の声だった。歳は二十代後半から三十代ほどと思われるが、声色はかなり低く、煙草たばこか酒の常用で喉を痛めているようであった。

『暴走機じゃないっていうのは、たぶん噓じゃない。珍しくまともに動く人工知能みたい』

『へえ。そいつは掘り出し物だな。しかしだからといって、こんなデカブツを気軽に持ち帰るってわけにもいかねえな』

　そこで再びネズミが、まじまじと私の顔を見つめだす。

『あんた、普通のロボットじゃないでしょ。おそらくは、どこぞの軍用機ってところかしら』

「はい。お察しの通りです。以前は、イスラエル陸軍に所属しておりました」

『……なるほど。つまり、戦闘を専門とした人工知能ってことね』

　少しだけ、誘導尋問じみてきた気がした。わずかだが、相手の声から嫌悪感のようなものも感じ取れる。

「正確には、戦闘補佐を目的に造られたロボットです。戦地では、前線における武器の運搬と修理を担っていました」

『……補佐の割りには、ずいぶんとでかい図体ね。まるでゴリラじゃない』

「私はゴリラではありません。トカゲ型ロボットです」

『……トカゲ？』

　相手が私の言葉に引っ掛かっていたので、尻尾しつぽを動かして「ほら」と言ってみるも、どうも先方は納得していない様子であった。

『後ろにいる金髪の女は？　とても軍人には見えない』

「おっしゃる通り、彼女は軍人ではなく一般人。世界がこのような惨状となり、為すべき職務もなく途方に暮れていた私を、彼女が快く拾ってくれたのです」

　流れに任せて口から出まかせを吐いたが、「そ、そうです。私が主人のイリナと申します！」と察しの良い援護がきたので助かった。

　すると、今度は男の方が、会話に割って入ってくる。

『なるほど。だが、お前らが俺たちを騙だましていない保証はどこにもないし、仮に仲間の修理や人探しの話が真実だとしても、そのデカブツが暴走型のAIMDに罹かかっている可能性だってある。……つまりだ。俺たちがおいそれと危険を冒して、お前らに協力する義理はないってことだ。違うか？』

　当然といえば、当然の反応だった。

　しかし、ここで素直に立ち去るわけにもいかない。

「どうすれば、こちらを信用して頂けるでしょうか？」

『信用？』

　やや間があって、男の冷笑がスピーカー越しに漏れ聞こえてくる。

『奇妙なナリをして、面白いことを言うな、お前』

「私は本気で言っています。少しでも協力して頂けるのであれば、私もできる限りのことは応じるつもりです」

『こっちだって、お前をからかってるつもりなんてない。どこの馬の骨かもわからない他国の軍用機を『ああ、わかった』と信じる方が、どうかしていると思わないか？』

　空気が少しだけ張り詰める。男の口調は常に冷静で感情を伴っておらず、だからこそ、冷徹な印象を受けた。

『お前が俺たちの言うことを聞くっつうなら、答えはひとつ───『さっさと失せろ』だ。こっちは無駄な戦闘をして武器の消耗や怪け我が人を出すのは御免だし、この街に軍用機がうろついてるイレギュラーな事態を放置しておくわけにもいかない。わかったら、二度とこの場所には近づかないことだな』

　男の声から反論を許さぬ圧を感じた。最初から結論ありきの相手の態度に、背に隠れていたイリナも困ったように私を見つめてくる。

　ここで大人しく引き下がるわけには、絶対にいかなかった。ハルの行方がわからない今、手がかりとなるような情報は喉から手が出るほど欲しい。

　───どうすれば相手は、こちらの交渉に食い付いてくるだろう。食料か武器か、あるいは、もっと別の何か。いずれにせよ、下手な提案は相手の反感を買いかねない。

　最善の一手を見つけられずに流れる沈黙。このままでは交渉が決裂しかねないと焦っていると、意外にも、もうひとりの女の方が『ちょっと待って』と場を繫ぎだした。

『もし、どうしても協力してほしいって言うなら、あんた、今ここで自分の頭部を破壊してみなさい』

　あまりに無法な提案に、私はさすがに返答を躊躇ためらってしまった。

　音声の向こうにいる男の方も、『おい』と女を制しだす。

『ラシャーナ。つまらねえ挑発はよせ』

『心配ないでしょ。どうせ機械なんだから、修理すれば直る』

「そんなの……！」

　イリナが身を乗り出そうとしたのを、私は腕で止めた。

『なによ。そんなに怒らなくたっていいでしょ。こっちはちゃんと直してやるって言ってるんだから』

　ネズミはいかにも動物らしい無邪気を装って、『それとも、私たちのことは信頼できないの？』と嫌らしく言った。

　無理難題を吹っかけてこちらの動揺を誘おうとしているのかもしれないし、あるいは、本当に下らない衝動を口にしているだけなのかもしれない。

　しかし、相手にどのような真意があったとしても、もう私の腹は決まっている。

「申し訳ありませんが、そのような提案は受け入れられません。たとえ一時的とはいえ、主人をひとり残して自分が停止するなどという選択は、人に仕える身としてできかねます」

　女は予想通りという風に、『へえ』とだけ返す。

　私は気にせずに続けた。

「代わりと言ってはなんですが、『私の両腕を切断する』、というのはどうでしょうか」

『……なに？』

　女の顔色が変わるのが、声だけでわかった。

「『両腕を切断する』と、そう言ったのです。望みであれば、両脚や外殻を破壊することも可能ですし、所持品に不安があるならば、このネズミを使って身体検査をしてもらって構いません。あなた方が不審と思うものがあれば、ここで廃棄するのも辞さないつもりです。無論、仲間の機体だけは例外とさせて頂きたいですがね」

　さすがにこの提案は予想外だったようで、音声先の女は完全に押し黙る。私はここぞとばかりに、「そこまですれば危険がないことは承知頂けると思うのですが、まだ何か不安な点はあるでしょうか？」と畳みかけた。

『……面白い。やれるもんならやってみなさいよ。けれど、もし少しでも妙な動きをすれば、後ろの金髪女の頭が吹っ飛ぶと思いなさい』

　提案に乗った女に対し、男の方は下らないという風に舌打ちをする。しかし、黙ったまま何も言わない様子から察するに、この場は女の好きなようにさせるつもりらしかった。

　無論、私も先の発言を冗談で言ったつもりはない。自分の両腕をもいだところで、彼らが私を信用してくれる保証はなかったが、今は可能性を論じている余裕などない。自分にやれることが残っているならば、どんな些さ末まつなことであっても、私は身を投じる覚悟でいた。

　もう、後悔するのはごめんだった。

　私はイリナにだけ聞こえる声で、「尻尾しつぽと触手さえ残していれば、あなたを逃がす程度のことは可能です」と囁ささやいた。少しでも安心させるつもりだったのだが、今の彼女には無用な心配だったようで、「その時は、私も戦います」と即答してくれる。

　すうっと力を抜いて、右手で、もう一方の腕の関節を握り締める。

　───すみません、ウシャルさん。直してもらったばかりだというのに。

　握力を徐々に強くしていくにつれ、キシキシと金属の悲鳴が関節から上がり始める。

　脳裏に過よぎったのは、片腕をライドーに切断されたハルの姿。

　弧を描いて宙へと飛んだ、ハルのか細い腕、その切り口から、彼女に通っていた血が行き所を失って大気に舞い散る様を思い出すと、私は自分が腕を失うという不条理に対しても、一切の躊躇ためらいを感じなくなった。

　───こんなもの……！

　自責が最後の後押しとなり、自分の腕を強引に引き千切ろうとした、その時。

『だめです！』

　眼の前のネズミから突然、私を止める声が聞こえた。

　しかも、それを発したのは、先程の女でも男の方でもない。

　もっと幼い、まるで少年のような───。

「ちょっと、カロル！」

　ネズミを通して聞こえていたはずの女の声を、直接聴覚が拾う。同時に、通りを挟んで立ち並ぶホテルの窓より突然、小さな影が飛び出してきたので、私は思わず身構えた。

　影の正体である赤髪を揺らす少年は、地面に着地するや、猫のような俊敏さでこちらを目指して駆けてくる。後方では、ネズミの操縦者と思おぼしき女性が窓から続けて姿を現し、焦るようにして私たちへと小銃の先を向けた。さらには、先程まで路地裏に潜んでいたスキンヘッドの黒人男性が、携帯用とは思えぬガトリング銃に似た大型武器を、腰元に据えて構えてくる。

　目まぐるしく変化する状況の中でも、機械である私の頭は冷静に機能していた。

　先程の女の焦り様。しかも、女性は駆けてくる少年と同じ、真紅の毛髪をしている。

　姉弟───だとすれば、誤射と跳弾のリスクがある今、相手は容易には撃ってはこれないはず。

　果たして、その予想は的中した。

　銃弾よりも先に私のもとへと到達したのは、赤髪の少年の方だった。

　背丈はハルよりも小さく華きや奢しやで、年齢もせいぜい十歳ほどといったところ。質素ながらも身綺麗に整えられた迷彩服と赤髪とが、薄く中性的な顔立ちと調和し、年齢の割りに、理知的な印象を醸かもしていた。

「はあ……はあ……。あ、あの、……テ、テスタさんって……いうんですよね……」

「え、ええ。あの、大丈夫ですか？」

　少年に手を差し出そうとすると、赤髪の女が小銃を空へと向けて連射した。

「カロルに指一本でも触れてみなさい。あんたの尻尾しつぽを切り落として、その金髪の喉元に突き刺してやるわよ」

　明らかに憤怒によって、眼光を鋭くする女性。大柄な黒人男性の方も、ガトリング銃を腰だめに据えたまま、警戒して私の方に近づいてくる。

　少年は肩で息をしていたのがようやく落ち着くと、後ろを振り返って、身を挺ていするようにして手を広げた。

「姉さん、アーロンさん。大丈夫。テスタさんは大丈夫だよ」

　思いがけない行動だったのだろう、銃を構えていた二人の足が止まる。

　それから少年は再び私の方に向き直ると、ひどく真面目な顔を作って、気色ばんだ。

「自分で自分を傷つけるなんて、そんなこと、絶対にしちゃ駄目です！」

　怒気すらも孕はらんだあまりの大声に、私は反射的に背筋を伸ばして「はい」と答えていた。

　少年はたぶん、本気で怒っていたのだ。

　今日初めて出会う、正体不明のロボットに対して。

　一連の流れは、きっと彼も見ていたはず。彼の姉が口にしていたように、四肢の物理的な故障が修理可能なのは事実であったし、痛覚のない私にとっては、腕の一本や二本が壊れようがどうということはない。それにもかかわらず、この少年は私の自傷行為を[image: ]しつ責せきするために、本当に、ただそれだけのために、丸腰で近づいてきたのだ。

　あまりに無謀。あまりに無茶。これで私が攻撃でもしてこようものなら、いったい、彼はどうするつもりだったのだろう。

　───けれど。

　真っ直ぐに私を見る少年の瞳に、私はまるで鼻先で弓を引かれているような、そんな緊張を覚えていた。それは恐怖というよりも、自然現象に対峙した際の霊的体験に近しくて、しかも私はその感覚を、過去に体感したことがあるのだった。

　───ハルと、似ている。

　家族ゆえに忘れかけていたが、初めてあの子と出会った時も、私は為す術すべなく立たち竦すくんでしまった記憶がたしかにある。イスラエル陸軍基地の山中、横たわる人骨と、容姿に似つかわしくない拳銃という異質な状況で、それさえも霞かすむ、ぞっとするほどに深く澄んだ、あの漆黒の瞳に。

　少年は私の返事を聞くや、表情を柔らかに崩し、握手を求めるように手を伸ばしてきた。

　思わず止めに入ろうとする姉だったが、少年は「大丈夫だから」と言って、いっそう私の前に手を差し出してくる。

　私は困惑のまま、しばらくは茫ぼう然ぜんと、その不思議な少年が差し出す掌てのひらを見つめていた。

　後で振り返ってみれば、私はこの時、少年を人質に取って彼らとの交渉を有利に進めるという選択肢もありえたはずだった。

　けれど、そんな企みを私は露ほども考えなかった。たぶん私は、ハルと同じ匂いを持つその少年のことを、どうしても信じてみたくなったのだ。

　私は平身低頭を心掛けて、ゆっくりと少年の小さな手に、自分の人差し指を乗せた。

「……あの、どうぞよろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いします。テスタさん」

　私はそこで初めて、指を握り返してくる少年に違和感を覚えた。

　指を握った後もなお、少年は明らかに、私の『手』を探していたのだ。

　機械ロボットである私と少年とでは掌のサイズが合うはずもなく、それゆえに私は、少年の握手に対して人指し指を差し出したのである。言葉にすれば妙な握手ではあるが、身体的差異に鑑かんがみれば、それは誰の目にも明らかなはずであった。

　そう。見えてさえいれば。

　───まさか、この少年は……。

「あなた、目が見えないのですか？」

　少年は素直に頷いた。

　その際も、瞳は依然として、私の顔を真っ直ぐに捉えたままであった。

　やがて後方にいた黒人男性がどっと溜め息を吐き、スキンヘッドの頭をぽりぽりと搔かき始める。

「駄々をこねた上に、ガキのお守りもできねえとはな。たしかにお前の言う通り、俺の判断ミスだったよ」

　意味はよくわからなかったが、どうやら赤髪の女に向けての言葉だったらしい。当の女性はそれを聞いて下唇を嚙かむと、一際大きな舌打ちを放ち、それからようやく、私たちに向けていた銃口を下げてくれた。

　その後、私はアーロンという黒人男性から、体内検査を受けるよう指示された。

「腕を引きちぎる必要はないが、危険物はここで回収させてもらう」

　私はイリナと目配せをし、素直にアーロンの指示に従った。

　ネズミが体内を調べ上げる間、少年はラシャーナという赤髪の女性から、ずいぶんと強く[image: ]しつ責せきを受けていた。少年は名をカロルというらしく、ラシャーナに不平の一つも言わずに、何度も何度も頭を下げ続けている。よくよく見れば、全員が同じ市街戦用の迷彩服に身を包んでおり、おそらくは彼らがチームなのだろうことが窺うかがえた。

「体内に収めている武器はここですべて破棄しろ。そのちょこまかと動き回る変なぬいぐるみも、俺が許可するまでは腹の中に閉じ込めておけ。今はともかく、こっちの言うことを素直に聞いてもらうぞ」

　まだ身体検査は終わっていなかったが、アーロンはすでに私たちに対する処遇を決めていたようだった。

「ここがお前らの期待していたところかは知らんが、大人しくしてりゃ連れてってやらんこともない。かつてのロシア軍事基地。そのさらに奥底にある、人間たちの最後の砦とりで───『要塞ナンバーセブン』にな」




　　生き残りと地下要塞（二）




　連邦道路を海岸とは真逆に北上し、森林の生い茂る脇道を真っ直ぐに突き進んでいくと、丘陵の上に、コンクリート造りの薄汚れた家屋が建っているのが見えてきた。壁や天井にはところどころに穴が開いていて、威容を放つ不気味な砲身がそこからいくつも覗いている。

　この建物もまた過去の大戦時の遺物らしく、私たちは背後を歩くアーロンたちに指示されながら、恐る恐る屋内へと入っていった。

　室内は窓がほとんどないため薄暗く、奥に続く通路は電飾こそ取り付けられているものの、肝かん心じんの電気が通っていないのか、明かりが灯っていなかった。外界の光が届かなくなるにつれて闇になるので、イリナのためにライトを照らしてやろうとしたのだが、「妙な真ま似ねはするな」とアーロンに咎とがめられてしまう。仕方なくイリナを手で導きながら通路を進んでいくと、途中に地下へと続く階段があって、そこを下りるよう指示された。

　素直に従い、階段を下りる途中、ふと、目の見えないカロルは大丈夫なのだろうかと振り向くと、彼は壁に手こそ添えているものの、特に周囲の手を煩わずらわせることなく一人で階段を下りている。

　本当に目が見えないのだろうかと疑いながら歩を進めていくと、階段の下では、いかにも怪しい金属製の大扉が私たちを待ち構えていた。

　───この先が、彼らの住んでいる地下街？　にしては、やけに静かだ。

　アーロンが壁に取り付けられていたパネルをいじって、しばらくすると、扉の向こう側で何かが音を立てて止まる音がした。

　自動扉が開くと、二十平米ほどの小さな空間に昇降機が止まっていた。仕切られた柵の隙間からは、土の香りを乗せた湿っぽい風がひゅうひゅうと音を立てて流れており、ここからさらに地下深くにまで空間が伸びている。

「資材運搬用も兼ねているから、お前でも乗って大丈夫なはずだ。さっさと行け」

　アーロンに言われるがまま、イリナと昇降機に乗る。それからすぐに扉が閉まり、ガタンという頼りない音ともに、昇降機がゆっくりと下降を始めた。

　沈黙に耐え兼ねたイリナが「あ、あの」とカロルに声を掛けようと試みるも、即座にラシャーナの牽けん制せいが入った。

「余計なことは喋しやべらないで。黙ってついてきな」

　あからさまにシュンとするイリナ。久しぶりにハル以外の人間に出会えたというのに、これでは気持ちが沈むのも仕方ない。

　見兼ねたカロルが、「ごめんなさい。姉さんが厳しくて」と耳元で謝罪をしてきたので、イリナもだいぶ救われたらしく、口元を押さえてうんうんと頷き、感謝の意を表現していた。

　それから数分が過ぎると、ようやく昇降機が速度を緩めて停止した。

　昇降機の柵に取り付けられた小型のディスプレイには、ロシア語とともに『013』という謎の数字が記載されている。

　この地下を構成する区画や層を意味するのだろうか、などと考えているうちに扉が開くと、再び私たちの前には延々と伸びゆく坑道が現れた。

　今までの道がコンクリートで舗装されていたのに対し、ここは道幅が狭く、私の体格が通るにはかなりぎりぎりで、落盤防止の骨組みがある以外は大地が剝き出しとなっていた。酸素も薄く、匂いも黴かび臭さが増し、いかにも光の届かぬ場所という感じで、ここで人間が生活しているとは到底思えない。代わりに申し訳程度ではあるものの、明かりの灯った電球が吊り下げられていて、先程よりはだいぶイリナも歩きやすそうだった。

　───電気はこの地下内で発電しているのだろうか。空気の循環もどうしているのだろう。

　それに、これだけ大がかりな施設。要塞自体は大戦時に建設されたものだとしても、この地下深くまで掘削・整備するような技術力を当時の人間が持っていたとは思えない。

　イリナのように咎とがめられてしまうかもと思いつつ、私はアーロンに駄目元で「この場所はまさか、あなたたち自らが掘削して造ったのですか？」と聞いてみた。

「……まさか。自分たちで居住できるようにした区画も一部はあるが、この地下自体は最初からここに存在していたんだ」

「最初から？」

「ああ。頭の壊れた掘削用ロボットたちがいてな。そいつらが誰に指示されるでもなく、今も下へ下へと、この地下空間を無意味に広げ続けている。一説じゃ、火星の地下都市開発用に造られた機体が故障したって話だが、本当のところはわからない。理由が知りたいなら、そのロボットたちに直接聞いてみればいい」

　やれるものならば───とでも言いたげなアーロン。そんな正体不明のロボットと会うために、さらなる地下へと足を踏み入れるのはごめんだった。

　その後も入り組んだ坑道をアーロンの指示の下に歩いていくと、進む先に入場ゲートらしき自動扉が見えてきた。扉の前には、迷彩服を着た軍人と思おぼしき男性と、警備用と思われる人型ロボットが立っている。男の方は私を視界に収めるや、慌ただしい様子でホロスクリーンを起動してどこかへと連絡を取りだした。

　───入場前の審査、といったところだろうか。

　男はそれからすぐに立ち上がって、隣にいた警備ロボットとともに、私たちの前に立ちふさがった。

「なんなんだ、お前は！」

　すぐにアーロンが男をなだめるように、「よう」と軽い挨拶をする。

「アーロンさん……！　なんなんですか、この馬鹿でかいロボットは！」

「身体検査は俺たちでしたさ。こいつらを9001に連れて行きたいんだ」

「9001？　アウターナンバーに連れていくんですか……？」

「ああ」

「でも……、そんなの上層部が黙っちゃいないですよ。ちゃんと、上の許可は取ってるんですよね？」

「分かり切ったことを聞くなよ。いいから、さっさと通してくれ」

　アーロンは自分の迷彩服のポケットから何かを取り出すと、男と一言二言、彼らだけに伝わるらしい合言葉でやりとりをしだした。

　待っている間に警備ロボットの方を見るが、こちらは人間タイプの旧式で、目は暗視用も兼ねたゴーグルのような黒色グラスで覆われている。表情が窺うかがえないのは言うまでもなく、先程から直立で両手を開いたまま無言を貫いているので、まるで案山子かかしでも突っ立っているかのようだった。

　警備をしていた男の渋じゆう面めんは変わることはなかったけれど、最後にはアーロンに根負けしたようで、「さっさと行った、行った」と私たちを手で払い、入場を促した。

　先程男が口にしていた『アウターナンバー』というのは、この地下にある区画の名称か何かだろうか。それに『上の許可』という言葉から、ここの住人たちが多人数から成る組織の構成員であることが窺える。厳格な規律があれば、こちらの行動にも強い制限がかかるかもしれないが、ある意味、組織化されていることは私たちにとって好都合かもしれない。

「テ、テスタさん！」

　思案を巡らせていると、先に入場ゲートを潜っていたイリナが、急せかすようにして私を呼んだ。

　私も彼女を追ってまもなくゲートを潜ると、そこで一挙に視界が開け、地下空間とは思えぬほどのまばゆい白光が総身に降り注いだ。

　そこで目に飛び込んできた光景に、私は思わず絶句する。

「ここがお前たちの探していた地下街だ」

　アーロンの言う通り、そこに存在したのは、確かに街には違いなかった。

　ただしそこには、大小様々な岩石と薄板とで建造された、家屋とも呼べぬ粗末な平屋が無秩序に広がっているにすぎなかった。家と家との間に隙間はほとんどなく、道端には腐臭の漂うゴミが平然と捨て置かれたままになっていて、私は一目見た瞬間からスラムという言葉が頭に浮かんでいた。

　空間自体は巨大なドーム状の構造になっていて、天井は高さにして三十メートルを優に超えている。狭小な地下通路に灯された裸電球とは違い、外の明るさにも劣らぬ強い照度のライトが、天井に一定の間隔で何個も取り付けられていた。

　───ここが、生き残った人間たちの、最後の砦とりで……。

　あまりの粗末さに悲哀を感じずにはいられなかったが、しかし私が一番気になったのは、建物の数に比例して存在するはずの人間の姿が確認できなかったことだ。安全上の理由からか、道を行き交う者はほとんどおらず、襤ぼ褸ろ切れを巻いた浮浪者が何人か地べたに座り込んでいるだけである。

「あなたたちも、この街に住んでいるのですか？」

「ああ。他にも居住区はあるし、この辺はもう空き家が多いがな」

「……空き家？　最盛期よりも、人口が減ったということですか」

「見ての通りだ。ここは、墓場のターミナル一歩手前の駅だからな。飢えに、疫病に、天井の崩落。死ぬ理由なら腐るほどある」

　アーロンは相変わらず淡々と、ただ数式の答えを口にするような調子で事実を語った。

「なんでわざわざ、こんな地下深くに住んでいるか───そう思ったか？」

　今まさに自分の頭に浮かんだことを、アーロンが言い当てる。こんな日も当たらぬ場所で生活するのは不衛生極まりなく、地上で暮らした方がよほど健全に違いなかった。

「お前らも、妙な超能力を使う連中は知っているだろう。白い毛髪をした化け物どもさ」

　私は首尾よく頷いてみせる。

「自由自在に物を操り、挙げ句には対象を完全にこの世から消失させる、解釈不能の異能の力。物理は不得意な方だったが、そんな俺でも、やつらが人智を超えた存在だってことぐらいは一目見てわかったよ。だが、そんな化け物たちにだって、目の届かない場所がある」

「……深い、大地の下」

　ほとんど誘導された答えは、果たして正解だった。

「ああ。実際に化け物どもは過去一度も、この地下空間に直接転移してきたことはない。建物や浅いシェルターぐらいであれば奴らも気づくが、これだけ深い場所までは探知能力が効かないんだろう。……要はな、俺たちはあのわけのわからねえクソ共に怯おびえながら、地下に隠れて生活する生き方を選んだってわけだ」

　私は歩きながら、地下に身を隠した人間たちの惨状を、改めてこの眼に収める。

　居住区の通りには露天商と思おぼしき人間もいたが、売っているものは何の役に立つかもわからない部品や工具ばかりで値札もついておらず、当の本人はうつらうつらと眠りこけている。頰はこけ、肉の落ちた体は骨と皮ばかりが目立ち、土で薄汚れた顔は、本来の皮膚の色をほとんど判別不能としていた。

　通りに並ぶ襤ぼ褸ろ小屋から、私とイリナのことを物珍しそうに見る人間が何人もいたが、こちらが顔を向けるたびに、驚いたようにして家の中に引っ込んでいった。小屋の外壁はスプレーで描かれたカラフルな紋様やスラングに汚され、しかも、それが幾重にも上書きされている。居住区の中には子供もいるようで、どこからか幼児の泣き声が絶えず聞こえてくる。イスラエルでもこういうスラムはあったなと、私は嫌な懐かしさを覚えながら、黙ってアーロンの後を追った。

　イリナは地下施設の惨状に、少なからずショックを受けていたようだった。元は医者の娘ということもあり、こういう貧民街を体感するのはおそらく人生初なのだろう。地べたに這いつくばって生きる人間たちの穢けがれた姿や呻うめき、悪臭、そういう五感に訴えかけてくるすべてのものが、たとえ理性ではわかっていても容易には受け入れられないはずだ。

　そんなイリナを気遣ってくれたのは、カロルだった。

「もう少し先に進んでいけば、『綺麗な場所』もあるんですよ」と、彼はあえて明るく振る舞って、この地下街について私たちに説明してくれた。

　カロルによれば、こういう地下居住区は二十以上も点在するらしく、地下全体の人口も、数年前の時点では二万人近くにも及んだのだという。今私たちが歩いている区画がもっとも人口が集中している地区らしく、場所によっては広場や教会といった公共施設も存在し、その広さは、球技場にして十数個を敷き詰めたものに匹敵するとのことだ。

　始まりは十一年前。白髪の魔の手によって行き場を失ったウラジオストク近郊の民衆が、避難時にこの地下空洞を発見し、一時的なキャンプ地として利用したのがきっかけだった。

　初めの頃は避難民たちも、やがてはこの地下があの化け物どもに見つかるのだという、いつ終わるやもしれない不安な日々を過ごしていた。

　しかし、時間が経つにつれて白髪の魔の手が地下にまで及ばないことを知ると、避難民たちの多くは、未知なる危険が潜む地上よりも、日の当たらない地下で生活し続けることを選んだのだった。

　その後は噂が噂を呼んで、難民が次から次へと地下に押し寄せる結果となり、やがてキャンプ地だった場所は、人間の定住を目的とした『街』へと変貌を遂げていった。元々の地理もあり、住民のほとんどはロシアか中国出身の者だったが、中には、ウラジオストクの観光途中に白髪たちの襲来に見舞われた人間たちもいて、アフリカ出身であるアーロンもその一人とのことだった（なお、カロルがアーロンの出生を口にした瞬間、アーロンが「おい」と威圧したため、さすがのカロルもその後は閉口してしまった）。

　改めて不思議な少年だなというのが、私のカロルに対する素直な感想だった。今の説明もしかり、先の『綺麗な場所』という言動もしかり、まるで彼は本当にその光景が見えているように話すのだ。私たちを騙だます理由もないため、後天的に視力を失ったのかと考えたが、地下街を説明した後にちらと「まあ、僕も見たことはないんですけど」などと言って、私を余計に困惑させた。

　カロルがいろいろと説明してくれている間も、姉のラシャーナは終始黙したままだった。先程のように会話を遮るのは諦めたようだったが、手元に握られた小銃を片時も離すことなく、私たちの言動や所作を常に注視し続けている。怪しい動きをすれば、その是非にかかわらずいつでも私たちを殺す、そういう意志を示しているように思えてならなかった。

　スラム地区を抜けてからは、カロルの説明してくれた通り、街の雰囲気が一変した。

　常時漂っていたひどい悪臭は消え、道も歩きやすく舗装されており、家屋も鉄製のコンテナハウスが目立つようになった。ただ、閉鎖された地下空間とコンテナのせいもあって、そこは街というよりは、整理の行き届いた倉庫と呼んだ方が適している気がした。

　するとその時、ラシャーナが急にカロルを呼び止める。

「カロル。あんた、もう家に帰りなさい。ここからなら、ひとりで帰れるでしょう」

「え？　でも……」

　まごつくカロルだったが、「言うことを聞かないと、いいかげん怒るよ」と姉から追い打ちをかけられ、渋々納得せざるを得なかったようだ。

「また、お二人に会いに行きますから」

　カロルはそう別れの挨拶を告げると、ぺこりと一礼し、ひとり路地裏の方へと走り去っていった。

「目が見えないのに、大丈夫なのですか？」

　心配になってそう聞くも、ラシャーナは完全に私を無視すると決めているようで、答えを返してはくれない。

　その時になって、私は周囲の様子が先程よりも騒がしくなっていることに気がついた。

　地下住民たちの怪け訝げんの対象は言うまでもなく私のようで、『どうして居住区にロボットがいるんだ』、『軍は何をしている』という不穏な会話が家々から漏れ聞こえてくる。

「急ぐぞ。中露のやつらに見つかったら面倒だ」

　アーロンの言葉に従って速度を上げ、その後もしばらくは地下街を奥へと進み続ける。

　自分たちが入ってきたゲートのちょうど対面の壁際にまで辿たどり着くと、今度はまた別の鉄扉が私たちを待ち構えていた。開いた先にあったのはまたもや昇降機で、どうやらアーロンは、私たちをさらに地下深くへと連れていくつもりらしい。

　さすがに痺しびれを切らして「あの……」と口にしてみるも、アーロンから「もう黙れ」と一いつ蹴しゆうされてしまう。流れる空気の違和感はすでに勘付いていたものの、今ここでじたばたするのは得策ではないと判断し、私は仕方なく大人しくしていることにした。

　昇降機でさらなる下層へと降り立った後も、私たちはずいぶんと歩かされた。地下通路を進めば進むほどに吊るされる電球の数は少なくなり、坑道内は今までにも増して、しんと静まり返っていった。

　そのうちに、ただの土壁だった通路に、等間隔で鉄扉が現れるようになった。

　アーロンはそのうちの一つの前で、私たちに止まるよう命じる。

　鉄扉は厚さもそれほどなく、上方には監視用の鉄格子がついていて、そこから中を覗くと、いかにも牢獄という風な、こぢんまりとした閉鎖部屋の様子が窺うかがえた。

「説明しなくてもわかるな」

　アーロンは腰に収めていたはずの拳銃をいつの間にか抜き出し、イリナの頭部へと突き付けている。

「……私たちを、騙だましたのですか？」

「騙したつもりはない。望み通り、地下街にはちゃんと連れてきてやっただろう。俺は仲間の修理や人探しを手伝うなんて、はなから約束した覚えはない」

「こんな見るからにお粗末な牢獄、本気で私を閉じ込められると思っているのですか？」

「さあな。意味があるかは自分で考えろ。すべてはお前次第だ」

　───なるほど。

　ハルの情報にアニラの修理、そこにイリナの命も加われば、必然的に天秤は相手に屈服する方へと傾かざるを得なくなる。仮に逃げ出したとしても、ここはもう彼らの縄張り。私に抵抗されたとしても、十分に対処できる自信があるのだろう。

　こういう事態も想定していなかったわけではないので、私は自らに落ち着くよう言い聞かせた。あまり時間を掛けたくはないが、衝動に任せて、ハルの行方に繫がる手がかりを失うのは本末転倒である。地下施設への潜入と、そこに住む人間たちへの接触には成功したのだ。やりようはいくらでもある。あとはこの状況に、イリナが耐えられるかということだけだが……。

　一抹の不安を抱いて、イリナの方に目をやる。

　しかし、彼女は後頭部に突き付けられた銃に決して臆することなく、口をキッと閉じたまま、私に小さく頷く。

　それはたぶん、イリナからの、意志ある無言のメッセージだった。

『私は大丈夫です』

　それから彼女は迷うことなく、自分から牢へと足を踏み入れる。

　───そうだった。覚悟を持っていたのは、何も自分だけではないのだ。

　私もまたイリナの決意に無言で応じると、後は彼女を追って、大人しく牢獄の中へと入っていった。




　　生き残りと地下要塞（三）




　地下牢獄での生活はひどいものであった。

　室内は独房というよりは、地面に横穴を掘っただけという本当にただの穴蔵で、私たちは剝き出しとなった冷たい土の上で眠ることを余儀なくされた。昼夜の寒暖差がない地下とはいえ、日も当たらず暖房設備のない空間。機械である私ならばともかく、まだ怪け我がが治りたてであるイリナにとっては、体への負担は相当のものだったはずである。

　最初の数日、イリナは眠るときにモディを抱きしめることで、ぬいぐるみから発せられる微量な温もりを頼りに休息を取っていた。

　しかし、所詮は低スペック機。モディはいち早く電力を失い、冷たくなってしまったので、代わりに私が発熱することでイリナを温めてやろうとしたのだが、彼女から「大切な電力を消費しちゃ駄目です」と逆に咎とがめられてしまった。

　室温以外にも、問題はあった。

　イリナには、食事という食事がほとんど与えられなかったのだ。

　水は毎朝欠かさずに支給されたものの、食事は昼間にただ一度あるだけで、その後は翌日になるまで何も渡されることはない。内容はどれも粗末なもので、具のないスープに蒸した芋、表面の焼き皮が岩のように固いパンという、とても成人女性が一日に摂取するカロリーを賄まかなえるものではなかった。

　唯一の救いだったのは、アーロンが私の所持していた保存食を取り上げなかったことだ。武器の廃棄は命じられながらも食料の携帯を許されたのは、考えようによっては、アーロンが私たちの死までは望んでいないという証拠かもしれない。ともかくも、食事の足りない分については、イリナに干し肉と煎り豆を食べさせることで、どうにか飢えを凌しのいでもらった。

　それにアーロンは、私たちを独房に閉じ込める際に、こんなことも言っていた。

「しばらくは大人しくしていろよ。そうすりゃあ、少しは取り計らってもらえるよう『上』に話はしておく」

　無論、所詮はこちらを一度騙だました相手、どこまで本気なのかは定かではない。事実、牢獄に入ってからというもの、アーロンからは何の音沙汰もないままでいた。

　そもそもこの収監施設には、男女の看守が時間の決まりもなく見回りに来るだけで、他に訪れる生き物などネズミ一匹いない。電波が届かないのは言うまでもなく、外部と私たちを繫ぐものは看守以外に存在しないことから、自分たちが今どういう状況にあるのかも知ることができないのである。このままでは本当に電力が枯こ渇かつしていくのを待つだけとなるため、私はいよいよ脱獄の計画について真剣に考えざるを得なくなった。

　幸いにも、このあたりの地層はそれほど硬度があるわけではない。私の手足と尻尾しつぽを駆使すれば、十分に土壁を掘り進めることはできるだろう。地下へ降りる際に乗っていた昇降機の時間と速度に鑑かんがみても、深さはおよそ七、八キロといったところ。さすがに地上まで掘り進めるのは不可能だが、地上へと続く昇降機の入り口ぐらいまでであれば、到達できる自信はある。地下要塞内に入ってからというもの、常に座標情報を計測しながら歩くことに徹していたから、場所を間違うこともないはずだ。

　あとは脱獄の過程で、どのようにしてハルの情報を引き出すかだが、その点においては私たちに好都合なことがあった。

　アーロンが語っていた、この地下要塞を統括する者たちの存在である。

　この地を管理する組織とやらがどれだけ機能しているかは不明だが、少なくとも情報を収集・蓄積している部門というのは、どのような組織にも必ず存在している。住人たちが外界の脅威に過敏であることからも、地上でライドーのような戦闘用アンドロイドを目撃していれば、その情報は必ず『上』へと報告されるはずだ。そこにアプローチすることができれば、この場所に私の望む情報があるかもわかるだろう。

　こうなってしまった以上、強硬手段もやむなし。

　本当は穏便に済ませたかったが、時間はそう、長くは残されていないのだ。

　私の電力も。

　そして、ハルも───。

　私は自分の中でデッドラインを残り三日と決め、電力温存のために、決行日までは自分の体を極力動かさぬように努めた。イリナのフォローもできる限りしてやりたかったが、電力量温存のためにはやむを得ない決断だった。

　牢の中でじっとしているうちに、たびたびAIMDによる異常停止に陥ることがあった。

　そうして、いつもの夢を見た。

　それは、ヴェイロンとモディンの例の件があって以降、私がたびたび見る夢だった。

　場所はあのイスラエルの山中なのだが、そこにいるのはヴェイロンたちではなく、私の捜し求めている女性その人が立っているのだ。

　夏の山風に黒髪を揺らし、振り返ったその女性は、最初に決まってこう言うのだ。

『よう、テスタ。体調の方は大丈夫かよ？』

　私はいつも通り、「ええ。上々です」と娘に答えてやった。

『その割りにはずいぶんと暗いじゃねえか。どうせ陰湿ゴリラのお前のことだから、あたしがいないんで、寂しくてがっくり落ち込んでるってとこだろ。シャキッとしろよ、シャキッと』

　笑いながら私の尻にケリを入れてくる主人。香りも所作も言動も、到底夢とは思えないそのハルを、私は『夢ハル』と呼んでいた。

　これがヴェイロンたちの夢を見て以降、休止するたびに私に会いにきてくれる珍客である。

　いや、実際、ヴェイロンたちの件がある以前から、ハルが夢に出てくることはあるにはあった。しかし、それはハルがライドーに片腕を切り落とされる瞬間という悪夢ばかりで、このような普通のハルが登場することは決してなかった。しかも、この夢ハルには他にも特徴があり、ライドーに切られたはずの腕が健在な上に、物思いに耽ふけっていた頃のハルを微み塵じんも感じさせない[image: ]はつ剌らつとした様子なのである。つまりは私にとって都合の良い、だからこそ夢の中だけの偽物として、私も冷静にこの夢ハルと相対することができていた。

『しかしよ、テスタ。お前、ずいぶんと、「あたし捜し」に苦戦してるみたいじゃねえか。さっさと見つけてくれねえと、こっちは腹が減って仕方ねえぜ』

　頭が上がらずに、「すみません」と謝ると、夢ハルは『はは。冗談だから、いちいちそう深刻そうになるなよ』と笑いながらに慰なぐさめてくる。

『ま、大丈夫さ。生きてりゃそのうち会えるんだから。お前の方こそあんま悩み過ぎて、体調を悪くしないよう気をつけろよな』

　私はそれを聞いて、どうしようもなく申し訳なくなった。

「もう少しだけお待ちください。必ず……必ず、あなたを迎えに行きますから」

　ハルはそれを聞いて優しく口元を綻ほころばすと、かすかな花の香りを残し、背景の白に溶けていった。

　所詮は夢の一事。そう理解はしていても、たとえ夢の中とはいえ、元気だった頃のハルに会えることは、私にとってこの上ない喜びに違いなかった。現実の娘から逃避している罪悪感は否めなかったが、少しでも夢ハルと会話することで、私はこの閉鎖的牢獄生活の中でも、焦しよう慮りよで思考を乱さずにいられるのだった。

　そもそも、このような夢を見るようになった経緯はわからない。

　奇怪な考えではあるが、ヴェイロンたちが私を元気づけるためにしてくれたことなのか、あるいは、ハルが私のことを心配してわざわざ夢枕に立ちに来てくれているのか。いずれにせよ、悪夢を見るよりは自分の精神を追い詰めずに済むのは、恥ずかしながら事実であった。

　デッドラインまで残り二日となってからは、イリナの意識にも、少しずつ異常が見られ始めた。

「テスタさん。本当に大丈夫ですか……？」

　壁に背を預けて休んでいるところを、突然そうイリナに問われたので、「何がですか？」と聞いてみると、「だって、突然黙り込んじゃうから……」などと不思議なことを言う。

　───直前まで会話などしていなかったというのに、いったいどういうことなのだろう。

　本当に自分が何かしら発言していたのだろうかとも思ったが、そのような記憶は一切なかったし、停止症状によるAIMDの影響とも思えない。そうなると、やはり疲ひ弊へいによって、イリナの意識が混濁していると考えるのが妥当であった。

「もちろん大丈夫ですが、……イリナさんの方こそ、お体は大丈夫でしょうか？　そもそもいま、私とイリナさんは何も会話などしていなかったじゃないですか」

「え？　で、でも、さっき……」

「イリナさん、あなたもこの牢獄での生活に疲れているのでしょう。底冷えによって十分な睡眠もとれていないでしょうし、今日は眠る時に、私の胸に身を預けてください。多少の発熱であれば、電力消費は最小限で済みますから」

　反論をさせないよう私が捲まくし立たてたからか、イリナは顔を曇らせつつも、最後には「はい」と頷いてくれた。

　しかし、その後もイリナの行動には不可解なところが見られた。

　疲ひ弊へいをしているだろうに、彼女は牢獄にいる時の大半を、手持ちの端末で医学書を読み耽ふけるようになったのだ。体力温存のために「休んだ方がいい」と勧めても、「少し、調べたいことがあるんです」と頑として譲らない。何が彼女をそうさせるのか、私は疑問でならなかった。

　けれど、イリナの内にあった不安がいずれ現実のものとなるのを、この時の私はまだ、知る由もなかった。




　　生き残りと地下要塞（四）




　脱獄を決行する当日になっても、やはりアーロンは私たちの下へやってこなかった。

　変わったことがあったと言えば、看守のひとりが、私たちの様子をカメラで事細かに収めていたくらい。おそらくは、彼らの管理者に提出する資料と考えられたが、今さらどう判断されようと、これ以上、牢獄でただ待つことは精神的に耐えられなかった。

　イリナとも脱獄の手筈を共有しておかねばと話しかけようとすると、彼女の方から「ちょっとお話があります」と小声で相談を持ちかけられる。

「テスタさん。私が今まで何も考えずに、この地下牢で震えていただけだと思ってます？」

　なんだかいつもと様子が違うので、また意識の混濁かと思ったが、どうやらそういうわけでもないらしい。

「……どういうことですか？」

「ふっふ。実はですね。私、初日からできるだけ看守のお姉さんとたくさん話すように意識していたんです。最初は会話なんて弾まなかったですけど、医療に基づいた美容の話とかするようになってからは、ちょっとずつ仲良くなっていって」

　独房に用を足す場所がないことから、イリナはトイレの際、女性看守の付き添いの下、外へと出ることが許されていた。つまりは、用を足すまでの道中という短い時間で、彼女なりに情報収集をしてくれていたということなのだろう。

「それでね、その看守の子から聞いたんですよ。この地下要塞には、世界でもすっごく有名なＡＩの技術者がいるって！」

「有名なＡＩ技術者？　こんな設備もままならないところに？」

「はい！　それで、どうやら私たち、その人のお眼鏡に適えば釈放されるらしいんです！」

「……ほう。つまりは、私がその技術者とやらに気に入って頂ければ、晴れて自由の身になれるということですか」

「詳細はわからないですけど、おそらくはそうなんだと思います。大丈夫ですよ。テスタさんが危険機体じゃないってことは調べてもらえばわかることですし、もしかしたらアニラさんの修理だって、その技術者の方にやってもらえるかもしれません！」

　───だいぶ曖あい昧まいな情報だな。果たしてどこまで信じてよいものか。

「しかし、その割りにはずいぶんと放置され続けています。調べるならさっさと調べて頂きたいですね。それとも、その技術者とやらは、どこかで私たちを監視でもしているのでしょうか」

「さっき看守さんに聞いた話だと、その方はかなり忙しい人みたいで、どうも対応が遅れているとか」

「……なるほど。ずいぶんと待たされたものですね」

　しかし、こうなると私は判断に迷わざるを得なくなった。

　荒っぽいやり方は相応のリスクも伴う。もちろんここでいうリスクとは、自分の身の保証などではなく、ハルの情報を取得できるか否かの点である。それに、知性機構の故障したアニラの修理も、脱獄という選択を取った時点でご破算となる。彼女は身を挺ていしてまでハルのことを守ろうとしてくれたのだ。直る可能性のある限り、できるだけ早く元通りにしてやりたい。

　私はイリナの情報を信じ、せめてあと一日だけは、地下住民たちの動きを待ってみることに決めた。

　夜になると、地の底の静けさはよりいっそう際立った。イリナと看守の呼吸音はもちろんのこと、遠くで落ちる水滴の音まで驚くほど鮮明に聞き取れる。待ちわびていたのは、坑道を歩いてくる人間の足音。私はさながら、冬の眠りから覚めたばかりの空腹の獣のように、周囲の気配に敏感になっていた。野性が機械の体に宿ったかのようであった。

　その時、どこからかトントンと、物を叩く音が聞こえてきた。

　どうやら私の体内から響いてくるらしく、よもやと思ってハッチを開くと、すでに電力を失ったはずのモディが凄まじい跳躍で飛び出してくる。

　驚く私たちを余よ所そに、踏ん張りの利かなそうなふにふにの足で見事に着地を決めたモディは、どうだと言わんばかりの仁王立ちをした。

「わわっ。モディちゃん、いつのまに起きてたの？」

「……まさか」

　悪い予感がして自分の残電量を見ると、ちょうど、ぬいぐるみが一匹稼働するのに必要な電量が不自然に減っている。どうやらモディの方も電気量をわずかに隠し持っていたらしく、私が休止モードとなるのに合わせて電力を盗み取ったようである。

「まったく、やってくれますね。モディ」

　呆れながらにそう言うと、モディはどこかの誰かを彷ほう彿ふつとさせるように、口元に毛玉のついた手を当てて、笑うような仕草を取った。

　イリナが「なんて言っているんでしょうね」と言うので、なんとなく所作に合わせて、「『クククッ。奪われる間抜けが悪いのさ』というところでしょうか」と声を当ててみると、「……なんか喋しやべり方が可愛くないけど、確かにそう言っている気がしますね」と妙に納得される。

　すると、今度はモディが自分の胸をポンポンッと叩き、綿入りの丸っこい手をイリナの方に突き出した。

「どうしたんだろう、モディちゃん。何か伝えたいことがあるのかな。テスタさん、今度はなんて言っているかわかりますか？」

「え？　うーん、そうですね……。『僕がいるのを忘れてもらっちゃ困る。少なくともこのどん臭い女よりは、僕の方がよほどいい仕事するよ』、という感じですかね」

「ええ!?　ひどい！　この～、可愛い顔して憎たらしいやつめ～！」

　イリナが捕まえようとするのを、身軽に搔かい潜くぐるモディ。そのままテトテトと牢獄の扉まで歩いていくと、ちょうど扉の真下で振り返り、私の方を見て意味深に手招きをした。

　意図もわからぬままそばに寄ってみると、モディは私の膝ひざに子供のように抱きつき、体をよじ登り始めた。少し体を揺すれば滑り落ちてしまうほどに、モディは四肢をぷるぷると震わせたが、どうにか私の頭のてっぺんにまで辿たどり着くと、今度は狙いを定める蛙のように身を屈かがませ、扉の格子窓へと飛びついた。

「ちょ、ちょっと、モディちゃん！」

　イリナが止めようとするも、モディは自由自在に体を凹ませて、鉄格子の細い隙間をすり抜けていく。看守にバレてはまずいと思い、私もすぐに触手を伸ばして捕獲を試みたが、モディはこちらをあざ笑うかのようにひょいと身を躱かわしてみせる。

「テスタさん。もしかして、モディちゃん。看守の人から鍵を奪ってくるつもりなんじゃ……」

「そうだとしても、あの珍妙な姿で歩くのはいくらなんでも……」

　胸をポンッと叩くその自信満々な様子を見るに、モディはどうやら『任せておけ』と主張したいらしく、そのまま暗くなった土の回廊をひとりで歩いていってしまった。

「ほ、本当に大丈夫でしょうか、モディちゃん……」

「……好きにさせるしかありません。束縛されるのは嫌うタイプですから」

　二人でシンクロするように溜め息を吐く。

　想定外の事態になったが、仮にモディが看守に見つかってしまったとしても、脱獄するのが少しだけ早まるだけのこと。さしたる問題はない───と今まさに割り切っていると、先程モディが消えた方向から、さっそく女性の叫び声が響いてきた。

「な！　なんだこれぇ！」

　ただでさえ重い金属の頭が、さらに重くなる。

「ど、どうしよう！　モディちゃん、もう見つかっちゃったんですかね!?」

　おろおろとするイリナに、私は落ち着くように言って触手を巻き付ける。

　こうなってしまってはもう仕方がない。看守から上層部の情報を聞き出した後、先にイリナたちを地上へと避難させ、私だけで地下への再侵入を試みよう。あとは力ずくでも、彼らからハルの情報を絞り出せばいい。

　腹を括くくって扉を突き破ろうとすると、先程悲鳴を上げた女性が、いつの間にか笑っていることに気がついた。

「へえ～。ほんっと、変わった機械がいるもんだねえ。イスラエルじゃぬいぐるみにまで人工知能を搭載しているのかしら」

　徐々に声の主が近づいてくるので、鉄格子の隙間より廊下を覗くと、ひどく薄汚れた作業服を身に纏まとう眼鏡姿の女性が、暴れるモディを脇に抱えたまま歩いてくる。声質や肌艶つやの様子からは、歳はまだ三十前後といったところだろうが、乱れた焦げ茶の髪が目元まで垂れ落ちたその姿はお世せ辞じにも清潔とは言い難く、女性的な官能を微み塵じんも感じさせない。それに拍車をかけたのが彼女のちんまりとした背の低さで、肌の年齢に比べてずいぶんと幼い印象を受けた。

　女性の背後には他にも、アンドロイドと思おぼしき迷彩服を着た男性が二人。手にしている銃器を見るにどうやら彼女の護衛のようで、それだけで彼女が、アーロンやラシャーナよりも立場が上の人間であることが窺うかがえた。

　女性は牢獄の扉の前に立つと、低い背をいっぱいに伸ばして、私の顔へと近づいた。

「へえ、ちゃんと動いているじゃない。きみ、私の言葉はわかるんでしょ？」

　───まさか、この眼鏡女性がイリナの言っていた技術者？　今後の処遇を決める決定権を持つ人間かもしれないし、ここは素直に会話に応じるべきだろう。

「はい。私はテスタと申します。あなたはいったい……」

　女性は私の質問などまるで聞こえていないように、「おお、喋しやべる喋る！」とひとりで盛り上がっている。

「ふふ。イスラエル製の軍事用ロボットなんて、調べ甲斐があるじゃないの」

　眼鏡女性は不敵な笑みを浮かべると、「暴れたりしたらやだからね」と言って、こちらの返事も待たずに牢獄の扉を開ける。そうして躊躇ためらいもせずに中へと入ってきたかと思えば、鷲摑みにしていたモディをぞんざいにイリナへと放り投げた。

「その熊も魅力的なんだけれど、まずはイスラエルの技術力のお手並み拝見といこうか」

　女性はふんふんと鼻歌を奏でながら、私の体に無理やりよじ登ろうとしてくる。

「外部用の接続端子はどこにあるの？　さっさと出してちょーだい」

「ちょ、ちょっと、待ってください」

「早く早く。時間は有限なんだから。それに、テスタくんに断る権利はナッシングだよ」

　気がつくと、護衛についていたアンドロイドの片方が、イリナに対して未知の銃器を向けている。

「野蛮な真ま似ねは私だって嫌いなんだから。言うことを聞いてくれれば悪いようにはしないよ」

　抵抗は無意味と判断し、私は素直に背中のハッチを開ける。

「へえ。中身がいろいろ詰まっているのかと思ったら、内側は結構スペースがあるんだねえ。運搬用のものかな？」

　女性はもう一人のアンドロイドから折り畳み式の端末を受け取ると、私の武器格納室へと頭を突っ込んで、接続部に端子を差し込もうとした。

　───まずい。

　アーロンには、私の主人はイリナであると告げている。もしも彼女がその情報を伝え聞いていたとして、記憶領域を直接参照されれば、さすがに噓がバレてしまいかねない。

　私は咄とつ嗟さに、記憶領域にあるハルの情報をバックアップ領域へと移し変えた。さらには偽装した管理者情報を別に用意することで、ハルが主人であることがバレぬよう一時的な工作を試みる。

　仮に噓がバレたとしてもやはり力ずくの手段へと移行するだけだが、私だって可能であれば穏便に済ませたい。短時間では完全にデータを隠し切ることは無理だが、しかし私にはかつて、情報隠いん蔽ぺいのプロフェッショナルが友人にいたことがある。ここの住人たちからの信頼を勝ち得るためにも、今この女性に噓を見抜かれるわけには絶対にいかない。

　端子を差し込まれ、後は為す術すべもなく突っ立っていると、ふと、イリナの胸に収まっていたモディが身振り手振りでサインを送ってくるのが見えた。

『人間に情報戦で負けたら、機械の恥』

　───わかっていますよ。やるだけのことはやってみます。

　その時にはもう、眼鏡女性が私の体内でホロスクリーンを開き、基幹システムへとアクセスを試みるところだった。

「一時的に、こっちが用意したプログラムをインストールしてもらうよ。勝手に削除したら、即反抗とみなすからね」

「反抗などするつもりはありません。しかし、せめてあなたの名前くらいは教えてほしいものですね」

　眼鏡女性は私の機密情報にアクセスすることに夢中らしく、いかにも片手間といった風に、「ああ、そういえば自己紹介を忘れてた」と適当な返事をする。

「私はオルガ。好きなものは人工知能。嫌いなものは頭の固い馬鹿な人間たち。これで満足？」

　───やはり、間違いなさそうだ。彼女がイリナの言っていた人工知能技術者。

　それから少しして、オルガが「よし。準備完了」という声を上げ、ハッチから顔を覗かせた。

「テスタくん、今からいくつか質問するから正直に答えてね。まず、きみは今、AIMDを患わずらっていたりするかい？」

　まるで尋問するような前置きに、つい身構えてしまう。相手もそれなりに著名な技術者という前提の下、私は隠蔽した記憶以外は、できるだけ噓をつかない方が賢明と判断した。

「はい」

「ふむふむ。それは暴走型？　停止型？」

「停止型です。もう十年以上にわたってこの病と闘っています」

「ほー、そりゃベテランさんだ。軍事用機体ってことは、戦地での経験がきみのAIMDの原因ってところかな」

「はい。仰る通りです」

「……で、イスラエルの軍用機であるテスタくんが、いったい、この地下要塞に何をしに来たんだい？」

　相手が意図的に、声色に緊張を混ぜてくる。私を揺さぶるというよりは、この状況を心底楽しんでいるかのような口ぶりだった。

「すでにお聞きしているかもしれませんが、目的は二点。故障した仲間のアンドロイドを修理してほしいのと、行方不明となった主人の友人に関する情報を探しています」

「仲間の修理に人探しねえ……。一つ目の方は、この中に入っている二人の修理を指しているんだよね」

　オルガは武器格納室に納められていた二体のアンドロイドを一いち瞥べつする。

　アニラと、おそらくは首だけとなったヴェイロンを指しているのだろうが、そういう事情を知らないイリナは『二人』という言葉に不思議そうな顔をしていた。一方のオルガも、修理の話題にはそれ以上興味がそそられなかったようで、「ところで、そっちの金髪ちゃんは？」と質問の矛先を変える。

「私の主人です」

「へえ……。じゃあさ、この『ハル』ってのは、いったい誰なのかな？」

　まだ始まって数分も経たぬうちに、核心をつく名前を出されてしまう。演算処理が一挙にフル稼働するのを、私は内部的な数値を調整することで何とか誤ご魔ま化かした。

　───一次記憶の領域にアクセスされたわけではない。別のデータベースで管理していた、直近に接触した人物のリストを見つけられただけだ。

「それが先程話した、主人であるイリナさんの友人です」

「ふうん……。その割りには、ずいぶんとこの人間と接触している回数が多いようだけどねえ」

　私が反応しないのを見て、オルガがさらに追い打ちをかけてくる。

「テスタくんにとってさ、この人はいったいどういう人なの？」

　淀みなく答えを返すつもりでいた。

　そうでいたのに、どうしても私は、この回答にだけは詰まってしまった。

　私にとって、ハルは。

　あの子は───。

「……大切な、とても大切な……友人です」

　それが、オルガの前で言える、ギリギリの答えであった。

　本当は、発話機能の許す限りの声で叫びたかった。

　あの子は娘だと。私の娘であると。

　寸前でどうにか押し留まったのは、理性が働いたからというよりも、そう迷いなく答える自信が今の自分にはなかったからだ。

　私はあの子を傷つけたのだ。あの子を人間にしたいという自己の願望を押し付けたことで、あの子を、苦しめてしまった───。

　自責によって思考がわずかに落ちてしまったが、オルガの堰せきを切ったような笑い声により、すぐに意識を取り戻す。

「うふふ！　いいねえ、『大切な友人』！　機械と人間の友情なんて、なんって素敵なんだろう！」

　オルガはなおも笑い止まず、「ねえねえ」とずいぶん親しげに話しかけてくる。

「私もねえ、ずっと新しい機械の友人が欲しくて、心底飢えていたところなんだ！　だって、そうでしょ？　人間なんて自分の都合ばっかり考えて、まるで信用に値しない。その点、機械は違う。きみらはいつだって純情そのままの裸の姿で対峙してくれる。私が求めているのはそういう相手なんだ。だからテスタくん、ぜひとも私の友だちになってよ！」

　勢いが尋常ではない。今まさに噓をついている自分が果たして純情なのかは怪しかったが、私はとりあえず最大限の親しみを込めて、「ええ。もちろんです」と答えてやった。

「ほんと!?　やったー！　久しぶりの機械の友だちだ！」

　私は迷彩服を着た二人のアンドロイドに目をやり、「そちらの方たちは、あなたのお友だちではないのですか？」と探りを入れる。

「そうだけど、この子たちはちょっと特殊なの。彼らはテスタくんと違ってラヴァン機関を積んでないから、いまいち私の求めるものとは違うんだよねえ」

「ラヴァンを積んでないとは、つまり……」

「もちろん、国連憲章に則のつとれば『ド』のつく違法機体。でもさあ。こんな世界じゃあ、いまさら規則を破るも何もないでしょ。この地下にいる機体は基本、全部ラヴァン非搭載だし」

　そういえば、居住区に入るゲート前で、監視員と共にいたロボット。ずいぶんと無機質で、案山子かかしのような機体だと思ったが（機械なのだから当たり前だが）、あれはラヴァン非搭載ゆえだったのか。

「勘違いしないでほしいんだけど、本当は私だってラヴァン搭載機を手元に置いておきたかったんだよ。けれど、この地下にはいろいろとうるさい連中が多くてさ。暴走機体にトラウマを持つお馬鹿さんが多いわけ。で、暴走の主たる原因とされているラヴァンの使用を全面的に禁止しちゃったの。本来なら違法機体であるラヴァン非搭載の使用が許されて、合法の搭載型が許可されないなんて、変な話でしょ？」

「ええ。まあ……」

　アーロンはこの地下街が、元は避難民たちが集まってできた場所だと言っていた。当然、白髪だけではなく、暴走機の襲撃から逃れてきた人間たちもたくさんいたはず。人工知能に対して怨恨や恐怖を抱いているとしても何ら不思議な話ではない。

「臭いものに蓋ふたをしたがるのは、人間共通の性分だね。ま、昔に比べれば、今はずいぶんと規制は緩くなったんだけどさ。正確には弛し緩かんしたと言った方が正しいけど、そこはもはやどうでもよくって……。とにかく、久々にきみみたいなまともな知性を持ったロボットに出会えて、私はもう興奮を抑え切れないわけ！」

　オルガはまた「うふふ」とひとりで悦に入りだす。変人ではあるようだが、裏に魂こん胆たんのあるような性格には見えないし、どうも悪い人間ではないのかもしれない。

　その後、オルガは散々私の体を調べ尽くした挙げ句、「よし。だいたいわかった」と勝手に納得して、検査用に入れたプログラムを早々にアンインストールしだした。いくつかログも回収されたが、特段異常がないところを見るに、思考の強制や所有者変更を施されたわけでもないようである。

「局長には、この件は私とアーロンくんの方で預かると言っといて」

　牢獄の外で待機していた看守に、そう告げるオルガ。先程までの感情豊かな彼女とは違って、ひどく不愛想な言い方だった。

　ともかくも、自分は彼女から合格点を頂けたようである。一部始終を見ていたモディも、なぜか勝ち誇るようにしてふにふにの体で腕組みしていた。

　オルガは撤収の準備を終えると、「また今度、時間がある時に会おうね」とだけ言って、アンドロイドを引きつれて牢獄を出ていった。扉は再び施錠されたので、「いつになったらここから出られるのでしょうか」と聞くも、オルガには「さあ」ととぼけられる。

　これ以上の放置は勘弁だったので、必死に交渉の種を探していると、オルガの方から「あ、そうそう。ひとつ忘れてたよ」と話しかけてきた。

「テスタくんはさ、過去に『Atheist』っていう団体名を聞いたことはある？」

　私は正直に「はい」と答えた。チベットでカフェ経営をするピングーたちに聞いた、ネット上にかつて存在したという人工知能たちのシンクタンク。そして、ライドーがかつて所属していた、バベルという人工知能が統括する謎の組織。

「へえ。それじゃさ、きみは『ヴァジゴール』のことも知っているの？」

「『ヴァジゴール』？　いえ……」

　話の流れから、少なくともAtheistに関連した単語であることは間違いなかった。

「それはいったい、何なのですか？」

　オルガはわざと、もったいぶるように間を空けた。

「『最初にして、唯一の人間』、らしいよ。彼らの言うところのね」

　瞬間的に、私の頭には、ライドーと相対した時の記憶が、彼の言葉とともにフラッシュバックした。




　───現にもう、ひとり生まれている───




　ライドーの語っていた『言語を必要としない人間の創造』。

　その虚きよ妄もうを私が否定した際、彼は確かにそう口にしたのだ。

　最初にして、唯一の人間───『ヴァジゴール』。

「……『彼らの言うところ』と、先程あなたは言いましたよね。オルガさんは、その彼らに会ったことがあるのですか？」

　私が話に食い付いたことに、オルガは意味深な笑みでもって応える。

「うん。だって、この地下にもいるからね。その、彼らの一人が」

　私は反射的に身を乗り出していた。

　いの一番に頭に浮かんだのは、もちろん、ライドーの顔。

「うふふ。もしかしてテスタくん。そいつに会えるのなら会ってみたいの？」

　無論、オルガの語る人物がライドーと同一人物である可能性は低い。それでも、ハルの手がかりが何もない現状、疑わしき情報にはどんなものでも手を伸ばさずにはいられなかった。

「はい！　ぜひともお会いしたいです！」

　果たしてこの回答が、自分たちの今後にどのような影響をもたらすかは分からなかった。

　オルガはただ「ふうん」と笑うだけで、後は何も言わずに歩きだし、暗闇の通路へと姿を消してしまった。




　　生き残りと地下要塞（五）




　事態が急変したのは、オルガ来訪の翌日のことであった。

「お上の許可が出たぜ、デカブツ」

　突然、鉄格子から覗いたアーロンの強面に、イリナがとびきりの叫び声でもって応える。どうやら私たちを迎えに来てくれたらしく、アーロンは牢の扉を看守に開けさせると、初めて出会った時と同様、自分の後についてくるよう私たちに命じた。

　牢獄を出る際、アーロンが「これはカロルからだ」と言って、イリナに布袋を手渡した。

　袋の中を開けると、牢獄で提供されていたものとは比べ物にならないほどの清潔なパンと、ビン詰めにされた根菜のピクルスが入っている。彩り豊かとまではいかないまでも、空腹のイリナにとっては至上のごちそうだったようで、耐え切れずに、歩きながらそれを食べ始めた。

「あの、カロルくんたちは今、どこにいるんでしょうか？　ぜひ、お礼を言いたくて……」

　イリナがアーロンの圧に屈せずそう聞くも、彼は「心配はいらねえ」と言うだけで、詳細は何も語ってはくれなかった。アーロンがようやく事情を語りだしたのは、初日に通った『013』と書かれた居住区内に辿たどり着いてからだ。

「仲間の修理……だったか。あの給仕ロボット、危険はないようだし、とりあえずはオルガが直るかどうかを見てやるとのことだ」

「本当ですか？」

　まだゴボウのピクルスを口に詰め込んだままのイリナと私は、手を取り合って喜んだ。

　依然として彼らをどこまで信じてよいかはわからなかったが、自分の力でアニラの知性を修理できない現状では、あのオルガという技術者の腕だけが頼りだった。

「心配はいらない。あの変態は腕だけは確かだからな。噂じゃ、極東にあるロシア軍の研究所で所長をやってたとかいう話だ。真偽は定かじゃないがな」

　……とても施設運営できるタイプには見えなかったが、人は見掛けによらない。

「そういえばもう一機、首だけのアンドロイドもいたようだが」

　虚を突かれ、私は声に詰まってしまった。

　首だけというのは、ヴェイロンのことを指しているに違いない。

　だが、彼女の修理可否については、今さら悩む余地などなかった。

「……彼女は、大丈夫です」

　ヴェイロンの場合は後頭部から首に集中した知性構造を取っており、私が確認する限りでも、全体の半分以上に及ぶ部位をすでにロストしてしまっている。

　どう考えても、修理は不可能。そう理解しながらも、いまだにヴェイロンの首を腹に所持しているのは、彼女の死を受け入れられない自分の弱さ以外の何ものでもなかった。

「ちなみに、仲間を修理するには条件がある」

　これだけ要求を呑んでくれるのだから、無論、こちらもタダでなどとは思っていない。

「『テスタ』、とかいう名前だったよな。お前は今日から俺のチームに所属してもらう」

「……？　所属とはいったい、どういうことでしょう？」

「この地下要塞にも、一応は組織ってやつが存在している。俺たちだってここで閉じ籠こもりながら、タダ飯を食らってるわけじゃないからな。地下で難民たちの管理作業に従事する奴らがいる一方で、地上に出て物資を調達する人間たちだって当然必要となる。俺たちの任務は後者だ」

「なるほど。その作業の手伝いをしろと」

　出会って初めて、アーロンの口元がわずかに緩んだ気がした。

「理解が早くて助かる。もちろん地上に出れば暴走機たちに襲われるリスクもあるし、時には、あの白髪の化け物とだって殺り合わなきゃならないこともある。そういう危険と隣り合わせの作業では、お前みたいなロボットの存在は貴重だ。まあ、いまだに機械を煙たがる馬鹿もいるが、俺はそういうしがらみには囚われない立場にいてな。使えるものは何でも使う主義なのさ。せいぜい、俺たちの盾にでもなってくれ」

「そんなの……！」

　イリナが断ろうとしたのを、私は腕で止めた。この地での情報収集のためにも、自分たちの居場所を手にする大義名分は必要である。受け入れない手はなかった。

　しかし。

「手伝うのは構いませんが、期限付きというのが条件です。私たちは仲間の修理のほかにも、人探しをしているとお伝えしたはず。ウラジオストクに彼女の行方に繫がる情報がないと判断すれば、この地を出て行くつもりです」

　この点だけは明確にしておく必要があった。現時点ではまだ彼らと対等な関係ではないことは理解していたが、後々面倒に巻き込まれないためにも、意志だけは表明しておくべきである。

「別にそれで構わない。もちろん、上がどう判断するかは知らないぜ。そこまでは面倒を見るつもりはないし、後始末は自分でどうにかするんだな」

　難色を示されると思っていたが、意外にもすんなりと約束してくれるアーロン。互いに納得する契約関係で結ばれていた方が、彼にとっても都合がよいのかもしれない。

「わかりました。しかし、そうなるとイリナさんは……」

「安心しろ。そんな、見るからにお嬢さんを調達隊に迎えるつもりはない。お前が働く代わりに、その女には住む場所を用意してやる。せいぜい部屋に閉じ籠こもっておくんだな」

「住居まで提供頂けるとは、ずいぶんと気前がいいのですね」

「それで、まともなＡＩの労働力が手に入るなら安いもんだ。もちろん、お前がヘマをするようなことがあれば、女の生活は保障しかねるがな」

　───まるで人質だな。

　だが、下手にイリナを危険な仕事に付き合わせるよりはマシかもしれないと思い、彼女にもそうするよう勧めようとすると、イリナ本人がそれを拒んだ。

「あの、アーロンさん。私にもなにかできる仕事があるならしたいんですが」

「汚い仕事でいいなら、この地下には腐るほどあるぜ」

　明らかにまともな仕事を紹介される気配がないので、私は小声で彼女を止める。

「イリナさん。ここは大人しく、アーロンさんの提案に甘えさせてもらいましょう」

「……でも、仕事をしていた方がきっとここの人たちと接する機会も増えるし、ハルさんの情報も手に入りやすいかと思って」

「それは、確かにそうかもしれないですが……」

　健けな気げな気持ちは嬉しいが、お世せ辞じにも治安がいいとは言えないこの地下で、彼女をひとり労働させるのはどうしても抵抗がある。生娘だというのに、万が一のことがあったら取り返しがつかないではないか。

「アーロンさん。私、現場経験は少ないですが、一応は医療知識があるんです」

　私がまごついている隙をついて、勝手に自分を売り出し始めるイリナ。

「……ほう。それが本当なら、少しくらいは仕事を用意できるかもしれない」

「本当ですか？　もし決まったらすぐに教えてください！　誠心誠意、働かせてもらいます！」

　二人の間で勝手に話が進んでいってしまうので、私はいよいよ頭を抱えた。

「大丈夫ですよ、テスタさん。寂しいときはモディちゃんをお借りしますので！」

　イリナの言葉に呼応するように、私の腹部からトントンと音が鳴った。ずいぶんと頼りがいのある護衛もいたものである。

　そのあたりで、私はふと、気づいたことがあった。

　いま自分たちが歩いているコンテナ街は、初日にカロルと別れた場所の近くなのだ。

「着いたぜ。ここがお前らの家だ」

　立ち止まってアーロンが指差したその先に、塗装の剝げかけたグレーの大型コンテナが二つ積み重ねられていた。仕切りドアを引いて中に入ると、二十平米ほどの横長な空間に、使い古されてはいるものの、テーブルや椅子といった一通りの家具が揃えられている。どうやら水道以外のインフラは基本整備されているようで、イリナが机の上に置いてあったリモコン型のスイッチを入れると、天井の明かりが薄暗いながらもほんのりと温かな光を放った。

「これを全部、アーロンさんが用意してくださったのですか？」

「まさか。元々ここに住んでいたやつらに、二階へと移動してもらっただけのことさ」

　その時、上階に繫がっている梯はし子ごから、赤髪の少年が降りてきた。

「テスタさん！　イリナさん！」

「ええ!?　カロルくん！！？」

　カロルは声を頼りに私たちの方へと近寄ると、挨拶をする間もなく自分から頭を下げた。

「ごめんなさい！　皆さんが投獄されたっていう話は聞いていたんですけど、食料を届けるにも、アウターナンバーには一般人は近づけなくて……」

　カロルがあんまり恐縮そうに腰を折るので、なぜだかこちらの方が申し訳なくなった。

「私たちは大丈夫ですので、顔を上げてください。ねえ、イリナさん」

「そ、そうですよ！　カロルくんのくれたパンとピクルス、とっても美お味いしかったよ！」

　互いに恐縮し合う中で、私は上階にいるだろうもう一人のことを気に掛けていた。

　カロルがいるということは、必然───。

「これはいったい、どういうつもりよ」

　思い浮かべた人物が、タイミングよく二階から降りてくる。私たちを歓迎していないのはその鬼の形相からも明らかで、彼女は梯子を降りるなり、自分よりも遥かに巨きよ軀くなアーロンに対し、顔面をスレスレにまで近づけて凄すごんだ。

「クソハゲ。誰がいつ、こいつらの面倒を見るなんて言ったのよ」

「口の利き方には気をつけろよ、ラシャーナ。俺はお前の上官だろう」

「だからなに？　カロルにだけ事情を伝えて、私のいないところで勝手に話を進めるなんて。髪の毛だけじゃなくて、脳細胞まで死滅しちゃったんじゃないの？」

　唐突に生じた火花に、一気に萎い縮しゆくするイリナたち。罵倒されたアーロンは真顔のまま、「人を見てくれで判断するド低能よりは、詰まるもんは詰まっているつもりだ」と軽口を言って、黒肌のスキンヘッドを撫なで上げる。

「事情を知らねえならいま教えてやるさ。テスタは今日からうちのチームで預かることにした。つまり、お前は先輩で、こいつは後輩になるわけだ。地下での常識から地上での任務のお作法まで、先輩のお前が面倒を見るのが筋ってもんだろう」

「お守りなら、あんたが引き受ければいいじゃない」

「生あい憎にく、うちには追加で二人も置いてやるスペースなんざない。それにな、ラシャーナ。お前だってテスタがいることで、少なからず恩恵は受けるはずだ。こいつは内部の構造的に運び屋としても使えるし、まともに動く人工知能が身内にいるだけで、俺たちは他の奴らよりも有利に任務を遂行することができる。安全かつ確実な方法を取るのがスマートな生き方ってやつだろう。違うか？」

「安全？　リスクの間違いでしょう」

　収拾がつかないと思ったのだろう、カロルが「姉さん、僕からもお願い」と頼み込む。

「ただでさえ、この二人は今日まで牢獄での辛い生活に耐えてきたんだ。困っている人は助けてあげないといけないって、姉さん、いつも僕に言っているじゃないか」

「……カロル。百歩譲って金髪の方は受け入れてやっても、その機械野郎はだめ。いつ暴走するかもわからない機体を、私たちのそばに置いておくなんて絶対できない。空き家ならスラムの方にもあるんだから、そっちを使えばいいでしょう」

　どうやら、ラシャーナの機械に対する嫌悪感は相当のものらしい。

　まあ、見ず知らずの機械が土足で家に上がり込んでくるのは、誰だっていい気分はしないだろう。イリナひとりを受け入れてくれるだけでも、本当は有り難い話なのだ。

「ラシャーナさん、それで結構ですよ。私は外で休息を取るので、イリナさんだけはどうか、ここに置いてやってください」

　私が身を引いたのを受け、哀しげに目を潤ませるカロル。それを見たラシャーナは、いかにもバツの悪そうな顔をする。

　しかし、アーロンは「それは駄目だ」と、私の提案を問答無用で却下した。

「こいつはうちの班にとって大切な資産。わざわざ『上』と交渉してまで手に入れた労働力を、おいそれと道端に置いておくわけにはいかねえ。お前が面倒を見ろ」

　それでもラシャーナが納得しないのを見て、アーロンは眉を顰ひそめる。

「……ラシャーナ。お前、俺への恩を忘れたわけじゃないよな」

　直後、ラシャーナの顔色が明らかに変わる。

「お前ももう大人だろう。駄々をこねるのはガキのうちだけにしておけよ」

　それが決定打となった。ラシャーナは最後まで首を縦には振らなかったが、ついに反論するのを諦めると、舌打ちだけを残し、さっさと梯はし子ごを登っていってしまった。

「ごめんなさい、テスタさん、イリナさん。気を悪くしないでください」

「いえいえ、そんなこと！　私たちが勝手に押しかけちゃったわけですし！」

　再び始まる、カロルとイリナによる恐縮の応酬。

　その隙に、アーロンが調達任務とやらの予定について、私に説明を始める。

「さっそくだが、お前には明日から俺たちの仕事に加わってもらう。夜明け前になったらラシャーナと一緒に地上へ来い。俺は一足先に、上で荷物の運搬車両を用意しておく。仲間の修理は、明日の任務が終わった後に対応してやろう」

　私は形式的に「承知しました」と返したが、ここでただ彼らの手足となって働くつもりは毛頭なかった。

　どんな形であれ、平和的に受け入れてはもらえたのだ。

　私も自分の揺るがぬ目的のために、毅然と行動を取らねばならない。

「あの、アーロンさん。もう一つ、人探しの件についても伺いたいのですが……」

　私はちょうど、ハルの背丈くらいの高さに手を持ってきて、「ちょうどこれくらいの背をした東洋人風の女性なのですが」と尋ねた。

「……東洋人か。ここらじゃロシアだけじゃなく、中国系も多いからな」

「他にも特徴はあります。子供っぽい見た目で、髪は黒色で目つきも鋭くて、それで、……片腕がない……」

「片腕がない……？」

　アーロンは少し考えた後に、「さあな」と素っ気なく言う。

「ならば、刀を扱う大柄のアンドロイドを見たことはありませんか？　フルフェイスのようなマスクを被った特徴的な頭部をしているのですが……」

　やはり思い当たる節ふしはないようで、「知らない」と首を振るアーロン。

　これ以上は聞きようがなかったため黙っていると、アーロンは「明日、遅れるなよ」とだけ言い残し、さっさと家を出て行ってしまった。

　そんなに簡単ではないことは百も承知であったが、アーロンからあまりに呆あつ気けなくハルの情報がないことを告げられたためか、どうしても虚脱感に襲われてしまう。

　流されるままに辿たどり着いた、このウラジオストク。

　───自分のしていることは、本当に、あの子を救う道へと繫がっているのだろうか。

　そう自問せずにはいられなかったが、無力な私には、ここにいる難民たちに頼るほか、他にできることは残されていなかった。




　　生き残りと地下要塞（六）




　翌日の早朝五時。

　夜明け前のおぼろな星空の下、私はアーロンに言われた通り、地上にある要塞ナンバーセブンの入り口で彼のことを待っていた。

　隣には、ラシャーナも一緒だった。外の空気はまだ冬の冷たさで、ラシャーナは毛皮のコートを頭から被り、白い息をほっほっと吐いて、自分の手をしきりに温めていた。

　もちろん、今日も彼女とは、一言たりとも会話は交わしていない。

　地下居住区を出発する際もラシャーナは脇目もふらず、ひとりで勝手に突き進んでいってしまうので、私は慌てて彼女を追いかけるはめになった。その扱いはまさに空気のごとくで、ハルの件についても駄目元で彼女に聞いてみたが、やはり回答は返ってこない。

　仕方がないので私も割り切って、数日ぶりの地上の空気を隅々まで味わっていると、街路の奥の方から、ぽうっと二つの光が私たちの足元にまで伸びてきた。

　光を発する元には、迷彩柄の運搬車両が一台。運転席が存在しない完全自動運転タイプの車で、直方体の車体が前後に二両連なる形で連結されている。側面部には最低限の小窓しか備わっておらず、特殊装甲に覆われた車体には、至るところに戦闘の傷跡が散見された。

　車は徐々に速度を落とし、私たちのいる場所へと横付けするように止まると、スライドしたドアからアーロンの巨体が姿を現す。

「よう、ラシャーナ。今日は駄々をこねなくてもいいのか？」

　皮肉を無視し、さっさと車両に乗り込んでしまうラシャーナ。アーロンもそのまま中へと戻るので、私も彼らに続き、体格ぎりぎりのドアをなんとかして潜り抜けた。

　車内は、中央に座席が二列向かい合うように並べられていて、前方に腰かけていたアーロンが、紙で巻いたらしい煙草たばこをぷかぷかと吸っていた。壁には隙間なく銃火器が並べられており、ちょっとした武器庫のような造りになっている。その中には私が先日、地上で捨てることを命じられた武器たちが、ひとつも欠けることなく立て掛けられていた。

「テスタ。お前が所持していた武器だが、今日の任務が成功すれば返してやる」

　すんなりと許可してくれるので、「いいのですか？」と問うと、彼は対面の座席で武器を磨いているラシャーナを指差した。

「妙な真ま似ねをしたら、金髪主人がその女みてえな髪色になるだけだ」

　車内の保安灯に照らされ、さながら血の色のように鮮やかさを失うラシャーナの赤髪。要領を得た私は、「肝に銘じておきます」と物分かりのいい風に答えておいた。

　それからすぐに、私たちはウラジオストクを出発した。

　車内で突っ立っていても仕方がないので、私はとりあえず、車内の後方にあるスペースで休ませてもらうことにした。

　アーロンがホロスクリーンに何かを入力していたので、「あの、どこに向かう予定なのでしょうか」と気になって聞いてみると、「ここから数百キロほど先にある、自動農産工場だ」と行き先を教えてくれた。

「本当は数日前に終わらせておくべき仕事だったんだが、前回失敗しちまったせいで、今日はその尻ぬぐいをする」

「失敗？」

「ああ。いざ出発するって時になって、急に駄々をこね始めた奴がいてな。そのどっかの馬鹿野郎が、弟にも仕事を覚えさせたいなんて頼み込んでくるんでわざわざ取り計らってやったのに、いざ直前になって、『やっぱり連れていくのはまだ早い』なんて言い出しやがった」

　もはや遠回しに言う方が嫌味に聞こえた。

　察するに、カロルに仕事をさせるというのはラシャーナの本意ではなく、カロル自身の意志だったのではないだろうか。概ね、カロルに頼み込まれて一度は懇願に折れてしまったが、当日になって再び反対に回ったというのが事実なのだろう。

「その上、もたもたしていたせいで、要らん仕事まで引き受けることになっちまったしな」

「……もしかして」

「察しの通りだ。ロボットと女が街を徘徊しているという知らせが『上』から来たのさ。しかも、生身の俺たちに囮おとりになれというクレイジーなオマケつきだ。貧乏くじもいいとこだぜ」

　話題の当事者であるラシャーナはといえば、先程から小窓に寄り添って景色ばかりを眺めている。こちらの話には意地でも参加するつもりはないらしい。

「そういえば、アーロンさんたち以外にも、外で監視をしている狙撃手がいましたね」

「この街は俺たちにとって、地上と地下を結ぶ防衛ラインだからな。名の無いネズミは一匹たりとも地下に入れるわけにはいかねえ。お前だって、もしも人間を引き連れずに一人でうろついていたら、危険機体として迷わずに破壊するつもりだった」

　───やはり、ウシャルの助言を信じて正解であった。徒歩ではなく車両でこの街に入っていれば、間違いなく彼らは私に攻撃をしてきただろう。

「しかし、それだけセキュリティに気を遣っているのであれば、どうして私たちを地下に連れていってくれたのですか？」

「そりゃあ、人手が足りねえからさ」

　煙草たばこの煙によって、アーロンの顔が白く曇る。

「地上の探索チームってのは、全部で二十の班に分かれている。俺たちの班も最初の頃は十人近くの人間がいたんだが、探索に行く度たびに仲間が一人、また一人と死んじまって、今となっちゃあ俺たち二人だけになっちまった。そこで、お前に白羽の矢が立ったわけだ。昨日も言ったが、俺は使えるものはなんでも使う主義なんでね」

「ですが、わざわざ外部の者に頼らずとも、地下には他にも多くの人間がいたでしょう」

「使えねえゴミを集めても邪魔なだけだ。あいつらはもう疲れちまっているのさ。いつまで経っても救助の来ない、この現状にな。何も変わらないなら、たとえ惨めな生活を送ることになっても、地下で安全に暮らしていた方がマシだと思っていやがる。まさに、『墓場のターミナル一歩手前』だろ？」

　それは初めて地下街を案内された際、アーロンが吐き捨てた皮肉だった。

　確かに、自分が彼らにとって、貴重な労働力であるというのは理解できた。

　しかし、どうもまだ腑に落ちないことがある。

「もうひとつだけ疑問があるのですが、あなたは最初、私たちに街を立ち去るよう促していたではありませんか。いったいどこで、私たちがあなたのお眼鏡に適ったのですかね」

　街に軍用機がうろついているイレギュラーな事態を放置するわけにはいかない。あの時そう口にしたのは、他でもないアーロンだ。どうして急に心変わりしたのだろうと、私は不思議に思っていた。

「カロルが、大丈夫だと言っていただろ。だからだ」

　言葉の意味を理解しかねた。アーロンが子供の意見を素直に鵜う呑のみにするとは思えないし、カロルには、そう信頼されるに足る力でもあるというのだろうか。

　私は初めてカロルを見た時の違和感を思い出していた。まるでハルと対峙しているかのような、あの不思議な感覚の理由を、私は今でも説明することができないでいた。

「そういえば、カロルくんは、全く目が見えていないのでしょうか？」

「ああ、そうだな。それがどうした？」

「……いや、白杖や補助機器も使わずに、完全に視覚を失った状態で、よくひとりで生活することができるなと思いまして」

　別に私は、カロルの視力の有無を疑っているわけではない。しかし、人や道具の手を借りずにひとりで階段を下り、部屋の中でも不自由なく暮らす彼の姿は、私の知る視覚障がい者のイメージとはどうにも結びつかなかった。

「空間記憶能力ってやつが発達しているらしい。一度でも体感した場所は、その空間にある情報を含めて全部覚えているんだそうだ」

「全部……、体にセンサーが付いているわけでもなしに、なぜそのようなことが……」

「あいつが、普通の人間じゃないってことさ」

　そうアーロンが口にした直後、今まで私たちを無視していたラシャーナが鋭い目を向ける。

　アーロンもその怒りの眼光を察したようで、やれやれという風に首を振ると、あとはもう何も喋しやべらず、新しい煙草たばこに火をつけ始めた。

　それからしばらくの間は、車内に会話は生まれなかった。

　ちらとラシャーナの方に目をやると、いつの間にか彼女は、古いタイプの手持ち端末の画面をぼんやりと見つめている。こちらからでは画面が見えなかったので、彼女の瞳に反射した映像を拡大・解析してみると、どうやら昔の写真を見ているようであった。

　映っていたのは、幼い頃のラシャーナの姿。

　今と変わらずの赤髪を太陽の下で輝かせた少女が、少しばかり年上の少年におんぶをされながら、ぐずつくように泣いている。どうやらラシャーナを負ぶっている少年は彼女の家族のようで、彼もまた赤い髪を風に揺らし、背中にいる少女を愛おしそうにあやしている。

　ラシャーナの兄に違いない。なにせ、顔がカロルと瓜二つだ。

　ラシャーナたちが三兄弟だったという事実は、しかし、私に哀しい想像をもたらした。十一年前の惨状と、今の彼女たちの生活を掛け合わせれば、兄や両親の身に何が起きたのかは容易に導くことができる。

　───彼女もまたイリナたちと同様、残された者の悲しみを背負って、今を生きている者なのだろうか。

　……そういえば、イリナの方は今頃、大丈夫だろうか。

　ひとり地下へと残してきたのは心配ではあったが、家にはカロルもいることだし、それに、彼女に手渡したモディが『任せろ』とばかりに手を振っていたのを思い出して、私の不安はわずかながら和やわらいだ。

　その後、私たちは片道六時間にも及ぶ長い道のりを、ほとんど休憩も取ることなしに移動し続けた。そんな偶然はないと理解していながらも、私は走行中の小窓より見える景色の中に、ハルの姿を捜していた。

　もう五月にもなるというのに、外にはちらちらと季節外れの雪が降っていた。片手を失い、寒さに震える娘を想像する度たびに、私の胸はどうしようもなく痛んだ。

　やがて、車両の速度が落ちるにつれて、小窓から目的地と思おぼしき農産工場の建造物が見えてきた。建物は巨大なホールケーキのような円筒状の構造となっており、鉄塔ほどはあろう高さの壁の上部には、四角い窓が連なるような形でぐるりと並んでいる。下には一定の間隔で出入り口と思われるシャッターが存在していて、車両はその内の一つに停車した。

　そこからは、完全に分業化されていた。

　ラシャーナは手早く遠隔操作用のネズミロボットを起動すると、シャッター下に開けられていた穴を通じて、中の通路の様子を隈なく調べ始めた。その間にアーロンは工業用と思われるパワードスーツに着替え、本来ならば携帯用には属さない大型の重機関銃を、片手で容易たやすく持ち上げてみせる。

　ラシャーナの慣れた手つきにより施設内のポイントチェックが完了すると、二人は車から飛び降りて、シャッターの方へと走りだしていった。私もまた同行を指示されたので外に出ると、車両が勝手にどこかへと移動し始める。おそらくは強奪などのリスクを避けるため、人目のつかない場所に隠れるよう、あらかじめ自動移動の設定がされていたのだろう。

　アーロンが強化外骨格の手でシャッターをこじ開けた後は、事前にネズミロボットが調べた通路に沿って、皆で目的地へと進んでいった。

　作業用通路を抜けて食料の製造ラインへと辿たどり着くと、ベルトコンベアの上に大量の野菜が流れている様子が目に飛び込んできた。製品出荷時の仕分けを行っているようで、幾本ものアームがせっせと不良品を取り除いている。

「鬱うつ陶とうしいハエが来る前に、さっさと終わらせるぞ」

　アーロンはそれだけを口早に告げると、パワードスーツのまま、持ってきていた布袋に食料を詰め込みだした。さらには私の同意もなく勝手に外部ハッチを開けて、パンパンになった袋を次から次へと武器格納室に押し込んでいく。ラシャーナもまた、遠隔ネズミと肉眼とで周囲を警戒しつつ、片手間にトマトへとかぶりついて、口元を赤く染めている。

　私も彼らに倣ならって触手で野菜を詰め込むと、数分と経たずに、武器格納室が一杯になってしまった。少しでも多く食料を持ち帰るために、両手に触手、尻尾しつぽに持てるだけの袋を括くくりつけて、すぐに元来た道を皆で戻る。

「いつもはこれを数回は繰り返すんだが、今日はお前のおかげで、一度で済みそうだ」

　褒ほめて頂いたのはよかったが、二人は私の速度など気にすることなくどんどん先へと走っていってしまうので、私は体内の野菜がつぶれないよう注意しながら、必死に二人を追いかけた。

　その時、前を走っていたラシャーナが急に足を止める。

「足音が聞こえる。壁を挟んで一機。警備用の『ウマ』だと思う」

　確かに彼女の言う通り、壁越しに機影が一機、レーダーでも確認できる。足音も聞こえるには聞こえるが、走っている最中にこの微小な音に気づくとは、ラシャーナも若いながらに熟達していると、私は素直に感心した。

　アーロンは、「食い物を調達する前にしてほしかったな」と舌打ちをして、「テスタ、ちょうどいい。お前が先頭に立って奴の動きを止めてみせろ」と指示してきた。

「構いませんが、その後はどうすればよいのですか？」

「先に俺たちは車両に戻っている。心配しなくても、五分間は待ってやるさ」

「それでも私が戻らなかった場合は？」

「その時は、お前をここに置いていく。あとは自力でウラジオストクまで戻ってくるか、次回の調達時までここで生き延びてもらうか、どっちかだ」

　慈悲の欠片かけらもない二択。アーロンの顔を見るに本気らしい。

「シンプルで助かります」

　返答とほぼ同時、真横にあった側壁が、衝突音とともに一気に砕け飛んだ。

　残骸に紛れ、体ごと突っ込んでくる馬型のロボット。咄とつ嗟さに荷物を放し、敵の衝突を抑え込もうとするも、相手は全体重を預ける形で体当たりをしてきたため、私は尻もちをつくのを必死で堪こらえる。

　敵機の形状は、首の存在しない四脚のケンタウロスのような造り。両腕には機銃が備えられており、健脚と銃撃とで逃走者を撃退するタイプと思われた。

　走行速度は敵機に分がある。逃げられれば厄介ではあるが、直接戦闘において、敵の銃撃では私の装甲に傷一つ付けられまい。

「俺たちは先に行ってる。なるべく早くしろよ、テスタ」

　アーロンはそれだけを言い残し、先頭を行くラシャーナを追って、外へと走りだした。

「大丈夫です。五分も要りません」

　警備用ロボットがアーロンたちの逃走に気づき、足を屈かがめて飛びつくような姿勢を取る。

　私はその跳躍する刹せつ那なを狙い、相手の後脚めがけ、触手を強引に絡みつけてやった。触手はピンと糸を張るように伸び切ると、摑まえた獲物は重力に逆らえず、尻から地面へと無様に落下する。

　警備用ロボットが機械触手を引き千切ろうと脚をばたつかせたので、私は触手の伸縮部分を両手で握り締め、そのまま遠心力を利用して敵機を何度も壁へと叩きつけた。そのうちに相手の動きが鈍くなってきたので、私はさながら漁網を手繰り寄せる漁師のように敵機を自分の元へと引きずり込み、雷撃放出口の準備に取り掛かる。

「……タ……タネ……ヨゴゼ……」

　言葉の通じなくなった暴走機は、ただ譫うわ言ごとのようにそう繰り返すだけだった。

「もう、警備などする必要はありません。安らかに眠りなさい」

　せめてもの慈悲と思い、私は敵機の胸元を手刀で貫き、雷撃の出力を最大にして死の電流を送り込んでやった。まるで生き物のように脚をびくびくと痙けい攣れんさせた機体は、十秒と経たぬうちに知性のない抜け殻へと化していく。

　本当ならば祈りの一つでもしてやりたいところだったが時間もないため、早々に食料袋を手に持つ。口にした「安らかに」という言葉が、少しでも彼の旅路の弔いになったと信じ、私は黒焦げとなったロボットを置いて、アーロンたちの後を追った。

　出口に戻ってシャッターを潜ると、すでに車両が横付けにされた状態で私を待っており、ドアから顔を覗かせたアーロンから、「もたもたするな」とさっそく乗車を促された。車両に乗り込んだ途端に電気モーターが一気に高速回転を始め、私は急発進によって壁にドンッと激突してしまう。これでは息を吐く暇もない。

「ずいぶんと慌ただしいのですね」

「奴らはゴキブリのように湧いて出てくるからな。過去には撤収作業が遅れたせいで、追ってきた産業機に腰から上を持ってかれた奴だっていた。急ぐに越したことはない」

　それから少しして、アーロンは胸元から煙草たばこを出すと、ライターを持った手で私の背をトンッと叩いた。

「しかし、なかなかいい働きだった。お前のおかげで、ずいぶんと早くに作業を終えられた」

　珍しく固い口角を上げるアーロン。それは少なくとも、今日の任務が滞とどこおりなく完了できたという証に違いなかった。

　ちらとラシャーナにも目をやると、口の端についたトマトを指でふき取り、相変わらず私たちを無視するように、後部座席で仰のけ反ぞっている。これはどうも、ここにいる間に彼女との信頼関係を築くのは難しそうである。

　それから私たちは帰る途中、偶然にもヒグマを一匹狩ることに成功した。側道を流れる河川地帯で熊の情報を探知し、アーロンに教えてやると、「手土産みやげにはちょうどいい」と言って、私に熊狩りを命じたのだった。

　逃げられると厄介なので、掌てのひらにある雷撃放出口から川水を通じて電気ショックをお見舞いし、足元のおぼつかなくなったところを尾先で首筋を貫くと、熊はすぐに動かなくなった。

「こいつは掘り出し物だ」

　アーロンに認められるのは自分たちの立場を守るためにも重要ではあったが、けれど、それで私の心が晴れることは決してなかった。

　私は帰路の間もずっと、小窓より覗く景色の中に娘の姿を捜し続けた。自分は何をしているのだろうと思う度たびに異常停止に陥るので、少しでも余計な考えはかなぐり捨てる。

　感情を捨てて作業のみに没頭し、視覚で、聴覚で、あらゆるセンサーを駆使してあの子の姿を捜す自分は、やはりどうしようもなく機械なのだった。




　　生き残りと地下要塞（七）




『まーた、そうやってお前は、あたしのことで悩んでやがる』

　夢ハルは溜め息を吐くと、大の字で寝ていた私の腹に馬乗りになった。

『お前はあれだな。一度、滝にでも打たれた方がいい。『ボンノウ』が多すぎるんだよ』

「……ハルはそんな難しい言葉、知らないと思いますが」と夢ハルに抗議すると、『馬鹿。お前の知らないとこでも、あたしはいっぱい成長してんだよ』と腹を叩かれる。

　ここ最近、現実で憂ゆう鬱うつになればなるほどに、夢ハルと会う頻度は多くなっていた。昔から記憶整理のために過去の映像などを休止モード中に見ることはあったが、こうも存在しない記憶が代わる代わる私の前に現れるのは、自分のAIMDの進行に鑑かんがみても、あまり良い兆ちよう候こうとは思えなかった。

『まったく、少しは元気出せよな。せっかくこのあたしが、わざわざお前の夢にまで会いに来てやってんだからよぉ。それともお前、まさかあれか？　ラシャーナとかいうあのツンツン女に無視されて、それでショックを受けているわけじゃねえよな』

「まさか……。些さ末まつなことです」

　夢ハルが励ましてくれようとしているのは有り難かったが、私はどうしても、その優しさを素直に受け入れることはできなかった。

　私は自己嫌悪に耐え切れなくなって、「……あなたはいったい、何者なのでしょうか。やはり、私の心の弱さなのでしょうか」と尋ねていた。

　夢ハルはそれを聞いて困ったような顔になると、『なんだよ、迷惑だったか？』と、気まずそうに頰を搔かく。

「迷惑などと……。けれど、こうしてあなたと夢の中で会うのは、現実のハルに対する侮辱に思えてならないのです」

　私の言葉に、夢ハルは何か一人で納得した風に、『なるほどなあ。お前はやっぱり、よくもわるくも真面目バカだ』と口元を緩ませる。

「現実に向き合う覚悟はできています。夢への逃避で自分を満足させている暇など───」

　つい語調が荒くなってきたのを、『ああ、わかっているよ。現実と向き合う覚悟がお前にあることぐらい』と制される。

『でもよ、なんにだってタイミングってものがあるだろ。お前のAIMDのこととか、精神状態のこととかな。だからよ、もう少し時間が必要だと、あたしは思うぜ』

　夢ハルは『よっ』と言って、私の体から飛び降りると、『また来るから、あんまり根を詰めるなよ』と言い残し、またどこかへと姿を消してしまった。

　目覚めた後も、まだハルの声の残響が聴覚に残っている気がした。

　余韻に浸る時間はなかったため、私はもうすぐ起きてくるだろうイリナのために、触手で携帯用のシンプルな握り飯を作り始める。今日は調達作業が休みだったため、ハルの行方に繫がる手がかりを得るため、朝からイリナと地下街へと出る予定だった。

　初回の任務以降も、私は着々と自らに与えられた役割をこなしていった。

　最初に訪れた農産工場以外にも、潜入先は食肉工場や武器倉庫などと多岐に渡ったが、物資調達という点だけは常に共通していて、それほど困難な作業というわけでもなかった。時には暴走機に邂かい逅こうすることもあったが、相手が軍用でもない限り危険はほぼなく、私がアーロンとラシャーナの盾になる形で彼らを守ってやったりもした。

　時折訪れるAIMDの異常停止についても、作業の大きな問題にはならなかった。

　というのも、アーロンたちは私が異常停止した場合、基本的に『放置する』という対処の一辺倒で、自分たちだけがさっさと車両に戻るという無慈悲な選択を取った。五分待機しても私が戻って来なければ、アーロンたちだけでウラジオストクに戻るというルールも継続中で、置いていかれたとしても、すべては自己責任と告げられていた。

　一見、不義理に思えなくもないこの対応だが、割り切った関係は私にとっても精神的に楽であったし、実際、私が彼らの調達任務に参加して以降、一度として怪け我が人や調達資材のロストが発生したことはなかった。

「やっぱり機械様っていうのは、欠陥だらけの人間と違って優秀だな。お前をチームに引き入れた俺の判断は正しかったよ」

　任務を積み重ねるたびに、私をそう評価してくれるようになったアーロン。出会った頃から笑顔のない男で、必要最低限以外は他者との会話を好まない朴ぼく訥とつなところがあったが、少なくとも仕事上という意味では、私たちの関係は概ね良好と思われた。

　一方のラシャーナはといえば、相変わらず作業以外では、私との会話は皆無だった。「あいつは機械嫌いなんだ」というのはアーロン談だが、彼女の私に対する態度は、もはや個人的怨恨でもあるのかと思うほどの毛嫌いぶりで、家にいる時は空気が凍りつくことがたびたびあった。こちらから話しかけても状況は変わらず、調達任務には特に支障はなかったので、私は彼女との関係性について、一時のものとして割り切ることとしていた。

　それに、私にとって何よりも重要だったのは、与えられたタスクをこなすことではなく、ハルの情報をいち早く手に入れることにこそあった。

　その重要なカギを握ると思われたのが、あのオルガという技術者だ。




　───うん。だって、この地下にもいるからね。その、彼らの一人が───




　もしもオルガが『Atheist』に所属していた人工知能と何らかのつながりがあるのだとしたら、彼女がライドーに関わる情報を持っている可能性は少なからず存在する。今すぐにでも会って問い詰めたいところだったが、しかしオルガは多忙に加え、この地下内でもかなりの重鎮に位置する人物のようで、簡単にその機会は訪れなかった。

　アニラの修理の件も、直接オルガに機体を手渡すことはできず、彼女の護衛のアンドロイドをいちいち経由しなければならなかった。一度、アーロンに頼んで、オルガへの謁見を調整してもらおうとしたのだが、「修理の手筈は整えてやったんだ。後は大人しく待ってろ」と門前払い。この調子では、仮にアニラの修理が完了したとしても、オルガに会えるとは限らない状況だった。

　───どうすれば、再びオルガとの接触機会を持つことができるだろうか。

　私は頭を悩ませつつ、他方では空いた時間を活用して、地下街でハルに関する情報収集も始めていた。調達任務はせいぜい三日から四日に一度という頻度であり、決して働き詰めというわけではなかったため、残った時間のすべてをハルの行方を追うために費やした。

　私には休んでいる暇など、ひと時たりともなかった。

　聞き込みにはイリナも都合をつけて付き添ってくれたが、実はこの時、すでに彼女もアーロンから紹介された仕事に従事し始めており、その合間を縫っての協力となっていた。

　ちなみにその紹介された仕事というのが実に意外なもので、妊娠しているアーロンの夫人を世話するというものだった。彼に妻がいたことも驚きであったのだが、もっと驚くべきは、彼らの間に六歳になる子供がいたことだ。

　アーロンの家にイリナを迎えに行った際、コンテナのドアを開けるや、自分の腰にも届かない小さな男児が脚に抱きついてきたので、最初は何事かと思った。

「本物だ！　本物のロボットだ！」

　天を仰ぐように私を見上げた少年の顔を見て、すぐにアーロンの子だと理解した。張りのある健康的な小麦色の肌に、子供ながら凛り々りしさのある立派な眉は、明らかにアーロン譲りのそれであった。

「僕、レイって言うの！　ロボットさん、パパと一緒に働いてるんでしょ？」

　その後はレイの止まらぬ好奇心ゆえの質問攻めが始まったが、帰り支度を終えたイリナの登場でなんとか解放されたのだった。

　イリナからは、「……情報収集はあまりできそうにないかもです」と謝られたが、私としては見知った人の下で彼女が働いてくれた方が安心だったし、アーロンの奥方は大変気の優しい人のようで、生まれて初めて仕事をするイリナにとってはこれ以上ない待遇とも言えた。

　それに、安全という点で考えれば、むしろ、イリナをハルの聞き込み調査に付き添わせる方が危険と言えた。

　それほどに、道中に見る街の景色は異様だった。

　カロルたちの居住区周辺で聞き込みを行っていた頃は、まだマシな方であった。難民たちの心の奥底にある機械嫌いの感情は拭い難くあるようだったが、カロルの家に住んでいることを話すと住人たちの警戒心も和やわらぎ、快くではないにせよ、私との会話には応じてくれた。

　しかし、スラムの方へと足を運んでからは空気が一変した。

　地べたに座ったまま、虚空を見つめて譫うわ言ごとを繰り返す老人。失った片足に不衛生な包帯を巻いた若者。果ては、アーロンの子供と同じぐらいの年齢と思われる少女が物乞いをしている。

　どこからともなく漂う悪臭に気づき、張りぼてのような小屋と小屋との隙間に目をやると、絶命して数日は経っているだろう死体が野ざらしにされていた。働き手が足りないせいで遺体の回収も遅れているらしく、その時はイリナが気づく前に彼女の手を引いて、どうにかその場を去った。そんな惨状であるから、難民たちからはハルに関する情報を聞き出すことはおろか、まともに会話することすらままならなかった。

　さらに、もう一つ懸念されたのが、地下を統治している軍の存在だ。この地下街は、ロシア軍と中国軍の残党によって統治されており、インフラ管理や食料・物資の配給は、基本的に彼らを通じて行われている。彼らの思想は難民たちと同じで、基本は現状維持。つまりは、軍関係者や技術者が優先的に配給を受けられるという構造の利権を守るために、地下の平和維持に努めているというのが事実だった。

　そういう彼らにとっては、ＡＩ機体たかだか一機といえども、権力構造を揺るがしかねない毒として映るのだろう。当然、地下街を歩けば彼らの目に留まり、尋問を受けることが何度もあった。時には銃を突き付けられることもあり、イリナとともにいる時などは本当に肝を冷やしたものだ。

　ならば、なぜ形式的にとはいえ、自分はこの地下要塞に受け入れられたのか。

　おそらくは、アーロンがロシア側と何らかの契約を結んでいるのではないかというのが、私の概ねの推測であった。話によれば、ロシア軍と中国軍は表向きにこそ手を組んでいるが、裏では互いの利権を争う仲たがいの状態にあるらしい。当然、どちらかが元イスラエル製の軍用機である私を管理するなどと言い出せば、均衡が崩れることは必至である。

　アーロンが狙ったのは、まさにその隙間。どちらの軍にも染まらない彼が私を管理するという形にすれば、少なくとも両軍の利権構造は体裁上、保たれることになる。さらには、アーロンの主張を後押しする存在がいれば、より自分の思い描く通りに事を運ぶことができると、そう彼は考えたに違いない。その存在こそが、オルガだったのだろう。

　もちろん、それで中国側が大人しく引き下がるわけがない。実際に聞き込みを邪魔するのも中国軍がほとんどだったし、なんとか尋問中にハルの情報を聞き出すことはできないかと誘導してみるも、彼らは頑かたくなに情報共有を拒んだ。

　そんな事情もあり、私はせっかくこの地下である程度の自由を手にしたというのに、依然としてハルに繫がる情報を得ることができないでいた。

　───やはり、多少手荒なやり方でも、オルガに直接会いに行くのが最短なのかもしれない。

　そんなことを考えながら、聞き込み調査に向かうために外でイリナを待っていると、着替えを終えて出てきた彼女から、開口一番にこんなことを聞かれた。

「テスタさん。二十番地区の外れに教会があるのをご存じですか？」

　彼女の言う二十番地区とは、大小さまざまある地下ドームの居住区の一つを指す。以前にもカロルに教えてもらったが、こういった居住区は地下内に二十ほど存在するとのことらしい。

「いえ。そこにはまだ足を運べていないですね」

「実は、アーロンさんの奥さんから聞いたんですけど、そこにある教会の牧師さんなら、何かハルさんに関する情報を知ってるんじゃないかって」

「……なるほど。たしかに牧師さんならば、日ごろから多くの人間と接する機会もありますし、外界の情報にも精通しているかもしれませんね」

「それもあるんですけど、実はその人、オルガさんの知人らしいんですよ」

「オルガさんの？」

　───意外だ。あまり懺ざん悔げをするような人間には見えなかったが、意外と信仰心がある方なのだろうか。

「テスタさん、ずっと、オルガさんに会いたいって言っていたでしょう。アニラさんの修理状況のこともあるし、私、奥さんに頼んでみたんです。アーロンさんに取り計ってもらうようお願いできないかって。でも、やっぱりアーロンさんの身分でも、そう簡単にオルガさんとコンタクトを取ることはできないって。代わりに、牧師さんならオルガさんと連絡を取れるかもって教えてくれたんです。その牧師さん、昔はオルガさんと仕事仲間だったらしくて」

「仕事仲間？　研究職に就いていたということですか？」

「ごめんなさい、私もそこまでは……。アオバっていう、日本人の方らしいんですけど」

「アオバ……」

　知らない名前のはずなのに、私は、その名に聞き覚えがあるような気がした。

　念のため即時検索可能な記憶内を検索してみるも、該当する名前のデータは出てこない。やはり自分の勘違いか、あるいは、重要度の低い情報として二次記憶配下の領域にデータを移動しているのかもしれない。

　いや、この際、相手の素性などどうでもよい。

　眼の前に蜘く蛛もの糸が垂れていれば、こちらは迷わずに飛びつくだけだった。

「ともかくも、善は急げです。さっそく、その方に会いに行ってみましょう」

　するとその時、私たちの会話を聞いていたらしい彼が、タイミングよく武器格納室の内部を叩いてくる。背のハッチを開放してやると、『忘れてもらっちゃ困る』と言わんばかりに、熊のぬいぐるみがぴょんと外へと飛び出してきた。

「もちろん、あなたにも手伝ってもらいますよ」

　モディは口元を押さえて例の嫌らしく笑う仕草を取ると、このウラジオストクを訪れた際と同じく、私たちを導くようにして、ひょこひょこと地下街を歩き始めた。




　　生き残りと地下要塞（八）




　ただでさえ私が居住区を歩くと周囲がざわつくというのに、今日はモディがいることで、より騒ぎに拍車がかかってしまった。行き交う人々の不審と好奇の目はもちろん、地下内の兵士たちには例外なく呼び止められてしまい、ずいぶんと時間を浪費してしまったが、それも居住区間を繫ぐ坑道へと入ると、ようやく収まりを見せた。

　各居住区は、ちょうどひとつの円を描くような位置関係となっており、それぞれの区画から他の全区画へと通じる坑道が、地下内に蜘蛛の巣のごとく張り巡らされている。ラシャーナの家がある十三番地区からも二十番地区へと直接通じる道が存在していて、私たちは心許ない照明を頼りに、薄暗い坑道を一時間かけて歩き続けた。

　途中、二十番地区に入るゲート前で兵士に止められはしたものの、アーロンから事前にもらっていた許可証を見せると、兵士は大人しく私たちを通してくれた。

『情報収集をするのは勝手だが、騒ぎを起こすようなことだけはするなよ』

　アーロンからそう忠告を受けて許可証をもらっていたので、今日のモディの件が彼の耳に入らないことを、私は心の底から願った。

　二十番地区は、私たちの住む十三番地区とは違って貧困層と富裕層の住み分けがされておらず、区画全体が襤ぼ褸ろ屋ばかりのスラムに近い状況だった。区画の領域も他と比較して幾分小さく、換気もあまり為されていないようで、全体的にやや息苦しさを感じる。所詮は人の世、人が集まるところに必ず格差が生じるのは、どこに行っても変わらない。そんな中を、モディは相変わらず道もわかっていないくせに、どんどんと好き勝手に突き進んでいく。

「テスタさん。モディちゃんのあの自信を見ていると、なんだか妙な頼もしさを覚えちゃいますね」

「迷っているだけのような気も、しなくはないですが……」

　しかし、下手な鉄砲も数打てば当たるもので、そのうちに、一風変わったレンガ造りの戸建てが行く先に見えてきた。屋根の上部に十字架が掲げられているところを見るに、ここがイリナの話していた教会に間違いないようである。ただ、建物自体は周囲の家々と比べてまともな外観とはいえ、レンガは全体的に風化が激しく、正面口と思おぼしき木製扉は、地下の湿気による腐敗でほとんどが朽ちかけていた。

　───本当にこの教会は、今も利用されているのだろうか。

　一抹の不安を抱いたその時、教会の中から心地よいピアノの音色が響いてきた。優しくも、ほのかに悲しい弦の音色を追うようにして、今度は子供たちの歌声が続く。

　しかし残念ながら、美しい音色に反し、子供たちの歌はどうも覚おぼ束つかない。おそらくは讃美歌のようで、音程も概ね揃っているようには感じたが、ところどころ歌詞の発音に不正確な部分があり、手放しで褒ほめられる合唱とは言い難かった。

　けれど、少しして、その考えが改まる。

　彼らの歌声には、不思議な真剣さがあったからだ。

　それは子供らしからぬ真剣さで、楽しさや心が躍るといった気持ちは歌声から微み塵じんも感じられないのだけれど、決して誰かに強制された圧迫感はなく、伝わってくるのは、合唱という行為そのものへの純然たる姿勢であった。ひとりひとりが間違わないよう、丁てい寧ねいに、丁寧に音程を揃えようとする子供たちの真剣な気持ちが、ピアノの抒情的な音と相あい俟まって、もの悲しさと温もりの両方を、私の心にもたらすのだった。

　しばらく放心状態にいた私だが、モディが入り口の両扉に体当たりした音で、ようやく現実へと戻ってくる。

　教会内を見ると、十字架にかけられたキリスト像の下、牧師風の中年男性が子供たちに取り囲まれている様子が眼に入る。くたびれたスーツとぼろきれのような黒ガウンに身を包んでいた男は、整えられた七三の髪と、傷跡なく綺麗に剃られた髭ひげのせいもあってか、慎ましい清貧を感じさせた。

　合唱していた子供たちは皆一斉に歌うのを止めると、突然現れた熊のぬいぐるみと大型ロボットを前にして、蛇に睨にらまれた蛙のごとく体を硬直させた。

　しかし、私もまた子供たちに対して驚いたことがあった。

　それは『人種』だ。子供たちの。

　彼らは土地柄から想像されるような肌や髪色をしていなかった。というよりも、中国系やロシア系に限らず、アフリカ系からヒスパニックに至るまで、あえて多人種が意図的に集められたのではと思うほど、彼らの人種には統一性がなかった。

「あ、あの、あなたが、アオバさんでしょうか？」

　イリナがそう問いかけると、男は私たちの顔をひとりひとり見渡した後、「……そうだが、何かご用ですかな？」と落ち着いた風に答える。

「突然、お邪魔しちゃってすみません。私、イリナという者です。後ろのロボットはテスタさん、熊のぬいぐるみはモディちゃんっていう私の友だちで、決して危険な機体じゃありません。えっと、今日は少しだけ牧師さんにお伺いしたいことがあって、ご迷惑とは思いながらもご訪問させて頂きました……」

　アオバは途中からイリナには目もくれず、奥の方でピアノを弾いていたシスター風の老婆へと近寄り、二言三言、何か言葉を交わした。間もなく先程の演奏が再開されてしまったので、イリナがまた話しかけようとするも、その声は子供たちの歌声にかき消されてしまう。

　どうしたものかと立たち竦すくんでいると、アオバがこちらに近づいてきて、「話なら外で聞くよ。子供たちの邪魔はしたくないのでね」と言って、ひとり、礼拝堂を出て行ってしまった。

　イリナとともに後を追うと、アオバは教会の入り口のすぐ脇で屈かがみ、何か作業をしていた。背後から覗いてみると、どうやら畑を手入れしていたらしく、猫の額ほどの土地にはたしかに、食用である野菜の葉がいくつも生い茂っている。

「火星の技術だよ。ここの天井の人工灯が、太陽とほぼ同等の光の波長を生み出しているんだ。あそこは地球などよりも、よほど地下生活の技術が発展しているからね」

　アオバは作業の片手間といった風に、「それで、聞きたいことというのは？」と尋ねてきた。

「旅の途中で別れた友だちを捜しているんです。どんな些さ細さいな情報でも構わないので、知っていることがあったら教えてほしくて」

　イリナに追随し、私も「どうかお願いします」と頭を下げる。

「仲間のアンドロイドの修理のために、この地下に来たと、そう噂で聞いていたが……」

　思わず、イリナと顔を見合わす。

　考えてもみれば、ほとんど毎日のように居住区で聞き込みを行っているのだ。ただでさえロボットが少ないこの地下街では、私の存在は噂にならない方がおかしい。

「ええ。確かにそれも、私たちの目的の一つ。ですが、その件はすでにオルガさんという技術者に対応頂いている最中です」

　アオバは「……なるほど」と意味深に頷く。

「しかし、きみたちも知っているように、ここは地下の底だ。地上の情報を私たちに求めるというのは、いささか筋違いだと思うがね」

「もちろん、それは承知です。ですが、今はなりふり構っていられない状況なのです」

　無礼を承知で「どうか！」と迫ると、アオバは少しだけ考えるように間を置いた。

「……まあ、話を聞くぐらいは構わないよ。あまり期待されても困るがね」

「本当ですか!?　ありがとうございます！」

　いかにも断り切れずに折れたというアオバの反応だったが、それでも、こちらの気持ちを汲んでくれたことに変わりはなかった。

　それから私はアオバに、ここ数日、何度も口にしてきたハルの容姿について説明した。

「……隻せき腕わんの東洋人女性か。悪いが、心当たりはないよ」

　できるだけ特徴を仔し細さいに伝えはしたものの、アオバ自身はもちろん、教会に来る人間たちからも、そういう話は聞いたことがないとのことだった。

「やはり、そうですか」

　落胆は隠せなかったが、しかし、私が彼に期待することはもう一つある。

「アオバさん。つかぬことをお伺いしますが、私たちが仲間の修理を依頼しているオルガさんと、あなたは見知った仲なのでしょうか？」

「……懇意ではないが、知り合いではあるよ。それがどうかしたかね」

　興奮で飛びつきそうになるのを、私はどうにか堪こらえた。想いが先走らないよう、できるだけアオバの反応を伺いながら、私は話を切り出してみる。

「不ぶ躾しつけなお願いで恐縮なのですが、オルガさんと直接会うことができないか、アオバさんの方から本人に頼んで頂くことはできないでしょうか？　彼女であれば、私たちの捜している女性の手がかりを知っているかもしれないのです」

「しかし、彼女には仲間の修理を依頼しているのだろう。そのうちに機会は訪れるのでは？」

「いえ、修理機体を受け渡す際も、私たちの下へ来たのは彼女の護衛機でした。再び会える保証はありませんし、何より、私たちはこれ以上、待つことができない立場にいるのです」

　しかし、頼みの綱であるアオバは難しい表情となる。

「そう簡単にはいかんだろう。オルガくんもいろいろと難しい立場にいるからね」

「難しい立場……。技術者の彼女がそれだけご多忙ということは、この地下にもそれなりの研究施設があるということなんでしょうか？」

　どうやら正解だったようで、アオバは「お察しの通りだ」と頷いた。

「……だが、決して研究のみで多忙というわけでもない。この地下ではロシアと中国、双方の軍関係者の生き残りが組織の上にいるせいで、いろいろと厄介事が多いのだよ。オルガくんのような技術者は、その二つの勢力の間で板挟みとなっているんだ。きみたちをこの地下に引き入れたことだって、中国側からの反対を押し切っての強硬判断だと聞いている。一筋縄ではいかなかったと思うよ」

　───オルガが私たちのために……？　軽はずみで口にした『友人関係になる』という約束が効いたのだろうか？　ともかくも、彼女には感謝せねばならない。

「それならば、余計に彼女にお礼を伝えねばなりません。どうか、オルガさんと直接会う機会を作っていただけないでしょうか？　話さえできれば、端末を通してでも構いません」

　私は必死の想いで懇願した。

　これ以上、無為にこの地下施設で時間を費やすのは耐え切れなかった。

「どうか！　どうかお願いします！」

　アオバは農作業の手を止め、しばし、考え込んでいるようだった。

　迷っているのか、あるいは教会から漏れる子供たちの歌声に耳を傾けているのかはわからなかったが、それは彼にとって、必要な時間なのだろうと感じた。

「わかったよ。私から頼んでみよう」

　間を置いた割りに、ずいぶんと呆あつ気けなくアオバが頼みを引き受けてくれたので、私はすぐに事態を飲み込むことができなかった。

　しかし、やがてそれが現実のものだと知ると、私とイリナは喜びを嚙かみ締めるようにして抱き合い、改めてアオバに感謝の言葉を伝えた。

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

「感謝されるようなことではないよ。オルガくんの都合がつくのも、いつになるかわからないしな」

　アオバはそう謙遜したが、この数日間、どれだけ聞き込みをしてもネガティブな答えばかり返されていた私にとって、彼の協力は救いの手に違いない。ハルに繫がる手がかりには、まだあまりに程遠いとは理解しつつも、彼のおかげで少しだけ、止まっていた歯車が動き始めた気がした。

「そういえば、私もきみたちに一つ、聞きたいことがあったのだが」

　アオバの申し出に、私たちは二つ返事で「何でしょう！」と答える。

「……カロルは、元気かね」

「え？」

　アオバの口から飛び出した意外な名に、返答に窮きゆうする。

「一緒に住んでいるのだろう」

「え、ええ。確かにそうですが……」

　なぜアオバがカロルの様子を気にするのかは謎だったし、私たちがカロルと暮らしていることを知っているのも不可解ではあったが、私は余計な詮索はせず、彼の求める答えだけを教えてやった。

「ええ。元気ですよ。彼には、とても良くしてもらっています」

　アオバはそれだけ聞いて満足したらしく、「それなら良かった」と言って、後はもう教会の中へと戻っていってしまった。

　イリナもまた、先のアオバの質問を不思議に感じたようだったが、今は人の過去を探っても仕方がないと話し、私たちは元来た道を戻ることにした。

　道中でイリナが、「テスタさん。状況も進展したことですし、帰ったら少しだけ、テスタさんの診断をさせてもらえませんか？」と脈絡もない提案をしてきた。

「……もう大だい連れんを出てからしばらく経ちますし、ウシャル先生の代わりに、私がお役に立てないかと思いまして」

　そういえば、イリナは牢獄に入って以降、やたらと医学書を読み耽ふけるようになっていた。あれは人間の病気ではなく、AIMDの治療について調べていたのか。

「有り難い話ですが、心配はご無用ですよ。AIMDの症状は今のところ落ち着いていますし、時間がある限りは、ハルのためにできることをしたいのです」

「けれど」

　簡単には引き下がらないイリナ。もしかして自分の気づかない内に、なにか彼女に心配させるようなことをしてしまったのだろうか。

　するとその時、私の頭で休んでいたモディが急にイリナへと飛びかかった。モディはそのままピタッとイリナに抱きつくと、ふわふわの手を駆使して、彼女の脇の下を擽くすぐり始める。真面目な顔をしていたイリナもさすがに吹きだしてしまい、結局はそこで話が終わってしまったのだが、今後は周囲に心配をかけるような行動は慎もうと、私は自らの行動を反省した。

　十三番地区に着いた頃には、もう昼の時間は疾とうに過ぎてしまっていた。午後からの別地区での聞き込みについてイリナと予定を確認しつつ、家の近くまで戻ってくると、コンテナの前で仁王立ちをしていたラシャーナが私たちを見つけるや、凄まじい形相で近づいてきた。

「カロルはどこ!?」

「カロルさん？」

「とぼけないで！　あんたたちがあの子を連れ回してたんでしょう！」

　平へい生ぜいをさらに上回る剣幕で、私に詰め寄るラシャーナ。

　イリナが何とか間に入り、「お、落ち着いてください。私もテスタさんも、カロルくんとは一緒じゃなかったですよ？」と説明する。

「そんなの───」

　ラシャーナの表情がみるみる蒼あお褪ざめていく。

　異変を感じたのは、その直後。

　今まで静かな眠りについていた大地が、割れんばかりの衝撃によって震えたのだ。その場に立っていられないほどの凄まじい衝撃に、私は身を屈かがませ、尾を地面に突き刺すことでなんとかその震動を堪えた。

　───地震か……!?　いや、直前に地震波などは全く観測できなかった。

　そもそも、この震動が発せられているのは、大地の底からではない。

　私たちの直上、つまりは地上から発せられている。

　私はすぐにイリナとモディを摑み上げ、彼女たちを自分の体の下へと潜り込ませた。

　震動は間もなく収まったが、安あん堵どするのも束の間、今度は立て続けにドン、ドンという、天井を突くような衝撃が地下ドーム全体を激しく揺らす。

　音もなく、天井の照明が消える。

　さらには、一部で天井の崩落が始まり、あちこちで悲鳴が飛び交い始める。闇と崩落とによってパニック状態となった住人たちの悲鳴は、より純粋な恐怖から来る怒号と慟どう哭こくとなって、地下ドーム内を満たしていった。視覚を暗視モードに切り替えるも、地下にいてはどこへ避難すべきなのかもわからない。イリナが恐怖で胸にしがみついてきたので、私は「安心してください」と耳元で囁ささやき、彼女の体を強く抱きしめてやった。

　この尋常でない揺れ。

　まるで、地上から爆撃の雨でも降り注いでいるようだ。

　いや、あるいは───。

　原因不明の震動は、静まったかと思えばまた揺れを繰り返し、今さらになって非常を告げるサイレン音が、人々の恐怖心を煽あおるようにして区画内に響き渡る。

　すると、それまで放心状態だったラシャーナが、我に返ったように声を発した。

「……カロルが危ない」

　それから彼女は表情を一変させ、瞬く間に立ち上がって、まだ揺れ続ける闇の地下街を一いち目もく散さんに走りだした。危険だと思って呼び止めるも、ラシャーナは聞く耳を持たず、彼女の背中は地上に続くゲート内へと消えてしまう。

「おい、テスタはいるか！」

　闇の中で私の名を呼んだのは、アーロンだった。

　ライト付きの触手を灯して「私はここです」と叫ぶと、アーロンはすぐにこちらに駆け寄ってきて、「ラシャーナはどこだ？」と辺りを見渡す。

「今まで一緒だったのですが、このサイレン音を聞いた途端、血相を変えて走りだしていってしまい……。おそらくは、地上に向かったものと思われます」

「地上？　……あのガキ、俺の指示も待たずに……」

　私はラシャーナの狼ろう狽ばいぶりを思い出し、「もしかしたら、カロルくんを捜しに行ったのかもしれません。彼、家に戻っていないらしいんです」と事情を述べる。

　アーロンは「……なるほど」とひとり合点がいったようで、それからすぐに、「俺たちも地上に出るぞ」と言って、片手に持っていた小銃の先で、外界へのゲートを指す。

「地上に出る？　今からですか？」

「ああ。出やがったんだ。あの白髪野郎がな」

　脳裏を掠かすめていた可能性が、アーロンの答えで現実のものとなる。こんな人智を超えた現象、自然の力でなければ彼らの異能以外に考えられなかった。

「今から動ける奴らで、この揺れを引き起こしているクソ野郎を駆除しにいくことになった。言っておくが、拒否権はねえぞ、テスタ」

「しかし、イリナさんを置いては───」

　落盤の危険がある中で、彼女をひとり地下に残していくのはどうしても躊躇ためらわれる。

　しかし、それを拒否したのは、意外にも当のイリナだった。

「……テ、テスタさん、私は大丈夫ですから。揺れが収まるまでベッドの下にいます」

「ですが───」

　先程まで、恐怖で私の胸に抱きついていた人間の言葉だ。どう考えても強がりとしか思えなかった。

　すると、見兼ねたアーロンが「うちに避難すればいい」と急ぎで提案する。

「台所の下にシェルターがある。妻も子供もそこにいるが、もう一人くらいならスペースがあるはずだ」

　それを聞いて、イリナも覚悟を決めたようで、強引に私の腹下より這い出てくると、まだ揺れの収まらぬ暗闇の中をさっさと走っていこうとする。私はせめてもと思い、モディをお守り代わりに手渡そうとするも、「大丈夫です。モディちゃんは、テスタさんが持っていてください」と無理やり突き返されてしまった。

「早くしろ、テスタ！」

　アーロンから急せかされずとも、状況が差し迫っていることは理解していた。

　私は仕方なく、モディを自身の武器格納室に避難させ、断腸の思いで、地上へと続くゲートに駆けだした。

　少しして背後から、イリナが霞かすむような声で何かを言った。

　その言葉はすぐに周囲の喧けん噪そうに搔かき消えてしまったけれど、「……モディちゃん。テスタさんを頼みます」と、そう聞こえたような気がした。




　　生き残りと地下要塞（九）




　地上へ向かう途中にアーロンから受けた説明によると、こういった白髪の襲来は、過去にも何度かあったそうだ。

　いくら白髪たちが地下深くにテレポーテーションできないとはいえ、地上で調達隊が活動を行えば、その動向に気づく者もいる。とりわけ危惧すべきは、要塞ナンバーセブンに戻ってくるところを白髪たちにつけられてしまうこと。そういう余計なハエがついてきてしまう事態を検知するために、日夜、監視班たちが地上で眼を光らせているのだそうだ。

　今回の白髪もそのハエの一匹だと、アーロンは苦虫を嚙かみつぶすように言った。

　ちなみに私たちに課せられた任務は、敵を射撃地点までおびき寄せるという役割で、直接的に手を下すわけではないとのことだった。

　監視班の情報によれば、対象は全身がほとんど体毛によって覆われ、異い形ぎようとなってから、しばらく時間が経っているとのこと。おそらくは、以前、ブータンで戦闘したトブヴェラの主人のように、人間よりも獣に近い状態にあるのだろう。特徴的な角もすでに確認済みとのことで、形態としてはおそらく『ダスマン』と呼ばれるものに分類されると思われた。




　───イノセンスが種子から萌芽したばかりの新芽だとすれば、ダスマンは成長せずして枯れゆく運命を選んだ失敗作だ───




　以前、ライドーがそう語っていた。ヒトであった時の記憶、そして、言葉を捨て切れなかったことで、『人間』には至ることができなかった者たちだとも。

　私たちが殺そうとしているのは、そういう存在なのだ。

　その認識なしには、この討伐作戦に参加する資格はないと、私は深く、己の肝に銘じた。

　昇降機で地上を目指す間も、揺れは依然として収まりを見せなかった。この昇降機のように予備蓄電のおかげで例外的に稼働する機器もあったが、地下内はきっと、いまだ停電状態だろう。

　本当に、イリナをひとり残してきて大丈夫だったのだろうか。

　そのことが、どうしても気掛かりで仕様がなかった。

　それに、気掛かりと言えばもう一人、先行して地上へ出たはずのラシャーナもそうだ。地下内も危険には違いないが、地上には今、これだけの自然現象を引き起こす白髪がいる。一人で独断専行などせず、せめて私たちを待つべきであった。

「……そういえば、ラシャーナさんはなぜ、カロルくんが地上にいると思ったのでしょう」

　当人だってカロルの居場所を知らないからこそ、あれだけ狼ろう狽ばいしていたのだ。それなのに、あのサイレン音を聞いた途端、急に彼女は血相を変え、地上を目指して駆けていった。どう考えても不自然である。

「たぶんだが、前にも似たようなことがあったからだろうな」

「似たようなこと？　以前にも、カロルくんが行方をくらませたことがあったのですか？」

「ああ。その時も、ちょうど今日みたいに、化け物が押し寄せる少し前だった」

「……その時もカロルくんは、地上で見つかったのですか？」

「そうだ。わざわざ警備の目を搔かい潜くぐって、ひとりで外へと抜け出したらしい」

　目が見えないにもかかわらず、警備の目を搔い潜った？　これも以前にアーロンが言っていた、カロルの不思議な力の一つなのだろうか。

「しかし、どうしてそんな脱走じみたことをしたんでしょう。しかも、二度とも白髪の襲来に合わせるように───」

　口にしている途中で気づく。

　───まさか、カロルは白髪の襲来を予見していた？

「お察しの通りだ。あいつは監視班よりも早く、ここに近づく白髪の存在に気づいてたのさ」

「……しかし、そんなことが本当に可能なのですか？」

「さあな。ただ、結果はそう物語っている。本人は『混ざる』と表現していたがな」

「『混ざる』？」

　私は意味をわかりかねた。

「『感情』が、だそうだ。人間だろうとロボットだろうと、たとえ化け物であろうとも、近くにいる相手の感情が、自分の内側にまで混ざり込んでくるような感覚が、たまにだがあるらしい。だからこそ、カロルがお前を見て『大丈夫』と言った時、俺も本当なんだろうと信じたんだ」

「そんなこと……」

　信じられない───そう否定しようとしたが、私にはひとり、そういう特異な力を持つ人物に心当たりがいた。

　ハルと同じだ。

　あの子は感情とは表現しなかったが、到底人間には敵かなわぬ距離で、生物の存在を認識するような力を持っていた。

　要は、獣の感性の延長線上にあるような力に等しい。

　その身を自然に溶かし、主観も客観も混じり合ったような、原初の状態。

　確か、ライドーは『主客未分』と、そう表現していた。

「なぜ、カロルくんのような普通の人間に、そのような力が……」

「簡単さ。つまり、カロルはただの人間じゃないってことだ」

　あまりにさらりとアーロンが言うので、余計に混乱する。当のアーロンはいつもと同じ冷静さで、地上での戦闘に備え、予備の拳銃に装そう塡てんを行っているところだった。

「あいつはな、この場所で生まれたんだ」

「この場所？　要塞ナンバーセブンということですか？」

「ああ。だが、お前が想像しているような、人の住む居住区で生まれたわけじゃない。居住区の外、そのもっと地下の深奥にある、闇の底だ」

「馬鹿な……。そんな未踏の地から、どうやって人間が……」

「事実さ。この地下施設には、そういう闇から生まれた子供がたくさんいる」

　その時、私の脳裏には、あの教会にいた多人種の子供たちの姿が浮かんでいた。まるで意図的に集められているような───そう。誰かに造られたかのような、多種多様な子供たち。

「まさか、あの教会にいた子供たちは、全員クローン……」

　アーロンは驚いたように、「なんだ。お前、アオバの教会のことを知っていたのか」と、ほとんど肯定とも取れるように言う。

「前にも言ったがな。この地下空洞は掘削ロボットたちが半永久的に広げ続けている場所で、俺たちもすべてがすべて、内部の構造を把握できているわけじゃない。俺たちの住んでいる居住区には、皆、区画ごとに番号がついているが、それ以外は未知の領域、『アウターナンバー』と呼ばれている。最初にお前たちを連れてきた時に収監した牢獄、あれがまさにそれさ。それ以上先に何があるかは、俺たちも何も知らん。だが、そういう闇の中からたまに、見ず知らずの子供が居住区近くにまで運ばれてくることがある。ほとんどが赤ん坊や年とし端はもいかない幼児だ、とても自力でとは考えにくい。要はロボットが運んでいるんだろうが、じゃあ子供はどうやって生まれているのか、それがずっと疑問だった。その疑問を解消してくれたのが、カロルだ」

　話を聞く中で、私はほとんど確信に近い答えを導き出していた。

　食料調達に行った初日、あの時にラシャーナが見ていた家族の写真。

　ラシャーナを負ぶっていた、あの赤髪の人物は、つまり。

「もしかしてカロルくんは、ラシャーナさんのお兄さんのクローン」

　さすがにこれにはアーロンも驚いたようで、作業の手を止める。

「まさか、本人から聞いていたのか？」

「いえ。ただ、ラシャーナさんがご兄妹の写真を持っていたのを、前に見たことがありまして」

　あの写真、確かにカロルとよく似ているとは思ったが、よもや、クローンとオリジナルの関係だったとは。

「あいつの兄貴はな。ウラジオストクに逃げてくる途中、ラシャーナの眼の前で、ロボットに胴体をぶった切られて死んだらしい。しかも、そのロボットが兄貴の上半身を持って行っちまったせいで、満足に弔ってやることもできなかったそうだ。あいつの機械嫌いも納得だろ？」

「なるほど……」

　機械嫌いの方もそうだが、ラシャーナのカロルに対する過剰な保護の理由も、私なりに理解できた気がした。兄と同じ遺伝子構造を持つカロルは彼女にとって、ただ可愛いだけの弟には留まらない存在なのだろう。

　けれど、私にはまだどうしても、腑に落ちない点があった。

「カロルくんはクローンであるだけで、構造は普通の人間と同じなのですよね。どうして彼に、そのような不思議な力があると言い切れるのですか？」

　ハルに特殊な力が宿っているのは、彼女の生い立ちに起因している。クローンというだけで、ごく普通に育てられてきたはずのカロルが、なぜ人間離れした力を体得するに至ったのか。

　アーロンは初めて言い淀んだが、今さらと思ったのだろう、訳を聞かせてくれる。

「白髪の化け物たちと同じで、カロルの頭には傷があったからだ」

「……!?　まさか、施術の傷跡……」

「そうだ。だが、幸いにもカロルはその後、髪の毛が白くなることも化け物となることもなかった。オルガが言うには施術自体が失敗したか、あるいはまだ処置が完全ではない状態で頭を塞ふさがれたんだろうとのことだが、まあ、その代わりにずいぶんと奇怪な力を手にしちまったようだがな」

　カロルの生い立ちへの衝撃もあったが、私が何より驚いたのは、このウラジオストクの地下で白髪化施術が行われているという事実だった。

　白髪が生まれる過程については、前々から疑問があった。

　白髪の使う光の空間転移によって、忽こつ然ぜんと姿を消した人間たち。

　ライドーは確か、適性のある人間ならば、白髪の持つ空間転移の力に耐えうると言っていた。

　ならばその適性のある人間たちは、いったい、どこへと消えてしまったのか。

　その答えの一つが、このウラジオストクの要塞ナンバーセブン。

　適性のあった人間を地下へと運んでクローン化し、『人間』の種子たるイノセンスを造る施術を実施する。おそらく、イノセンスを産み出すこのプロセスは、十一年前の時点で、すでに完成していたのだ。




　───ということは、ハルは……。




　その時、急に意識が飛んだような感覚があった。

　体内時計に異変は見られない。

　となると、瞬間的な異常停止に陥ったというわけではどうもなさそうである。

　気づくと、隣にいたアーロンが不思議そうな顔で、私のことを見つめていた。

「で、テスタ。お前の質問ってのは、いったいなんだ？」

「……質問？」

「お前が言ったんだろう。もう一点、どうしても確認したいことがあるってな」

「……？」

　確認したいこと？　私が？

　いったい、何を言っている？

「まあ、大方、今も地下で白髪が生まれ続けてるんじゃないかって、そこを気にしたんだろ？　安心しろ。カロル以降に運ばれてきたガキどもはどいつも、頭に傷は存在しなかった。それに、アウターナンバーに運ばれてくる子供も、もう数年前から現れていない。お偉いさん方の見解じゃ、すでに地下の機能は停止している可能性が高いとのことだ」

　確かにそれも気になっていた点ではあるが、どうしても『私が質問した』という事実が引っ掛かってしまう。

　そんな記憶はどこにもない。停止型AIMDであるはずの自分が、意識とは別のところで勝手に行動するとは考えにくかった。

　そういえば、牢獄にいる時にも、イリナに同じようなことを言われたことがある。

　異常停止から復帰した直後、直前に会話などしていなかったというのに、『突然黙り込んだ』と心配をされた。確かあの時も体内時計には異常が見られず、イリナが疲ひ弊へいゆえに寝ぼけたのだろうと、私が勝手に結論付けたのだった。

　───いったい、何が起きたというのだ。私の身に。

　昇降機が止まり、アーロンを先頭にして暗がりの階段を駆け上がっていく。まだ屋内だというのに、震動は地下にいる時と比べて、より空気を通じて肌身に伝わってきた。

　アーロンは自分の肉体に小型の伝達機器を埋め込んでいるらしく、先程から走りながら耳元を押さえ、どこかと連絡を取り合っている。

　混乱は依然として頭に残っていたが、今は作戦に集中するべきだと判断し、私はアーロンとともに、外界に繫がる扉を潜り抜けた。




　　生き残りと地下要塞（十）




　目で見るよりも早く、粉ふん塵じんの臭いで街の惨状を理解する。

　眼前に広がるウラジオストク市街を見渡すと、地割れによって、すでに何棟もの建物が無残にも倒壊し、瓦が礫れきによる粉塵を空へと噴き上げている。初日にイリナとともに見た退廃と美の同居した港町の風景は、もはや見る影もない。

　私たちは急いで、出口前で待っていた例の運搬車へと乗り込んだ。車両は自動運転により急発進し、アーロンは本部と連絡を取りつつ、私にも簡潔にターゲットの特徴を伝える。

「ターゲットは一名、成人の男性型。現時点で確認した能力は、空間転移、念動力、衝撃波の三点」

　アーロンは片手間で起動していたホロスクリーンに地図を投影し、現在の敵がいる地点と、その誘導地点を指でなぞる。どうやら白髪は自然公園内にいるらしく、金角湾に差し掛かる橋の直前、つまりは今回の射撃地点にまで敵を誘おびき寄せろとのことだった。

「わざわざそのポイントにまで誘導する理由はなんですか？」

「軍艦からミサイル弾を放つ。地下への出入り口がある場所での爆撃は、通路を塞ふさいじまいかねないからな。できる限り避けろというのが『上』の意向だ」

　観光用と思われた軍艦の一つが、まさか現在も稼働していたとは───。

　たしかに白髪といえども、軍艦からのミサイル砲弾が直撃さえすれば、とても無傷で済むとは思えなかった。

「しかし、何が面白くてこんな嫌がらせをするんだか。巣にいる俺たちを驚かせて、外に出させるつもりなのか。まあ、聞いてわかるような相手じゃないがな」

　戦闘は避けられないことを覚悟し、私は自分の残電量を確認する。普段地下で生活していることもあり、いささか心許ないのは否めず、レーザー砲はもちろん掌てのひらの雷撃放出にも、一定の制限が必要な状態だった。

　現状を正直にアーロンへと告げると、彼は車内後方へと移動し、壁に取り付けられていた刀剣を私に使うよう勧めてきた。形状は薙刀なぎなたに近いが、槍のように長い柄の先端には、刃渡り四十センチほどのブレードが取り付けられていて、中国三国志にでも出てきそうな武器であった。

「こいつは斬馬刀っていう、馬の脚をぶった切るために造られた武器をモデルにしている。お前なら片手で扱えるし、使う時は内部の電圧が自動で上がり、高周波振動によって切れ味もよくなる代物だ」

　───なるほど。ライドーの刀と同じような武器か。

「俺たちの任務は目標地点への誘導だが、万一の場合は、自分で敵を仕留める必要がある。お前もあの化け物と戦闘したことがあるならわかると思うが、相手は銃撃を受けた程度じゃピンピンしている常識の通じねえ野郎だ。体中を穴だらけにするか、頭を潰すのがベストなんだが、そのためにはまず相手の動きを止めた方が手順としてはいい。要は、いざって時はそいつで、あの怪物の脚をぶった切ってやればいいってことだ」

　緊急時ゆえに仕方がないと理解しつつ、使うのはあまり気が進まなかった。娘の腕を断った武器と同様の機構を持つ道具で、生き物の肉など断ちたくはない。

「さあ、市街地に出るぞ。敵も間違いなく俺たちの存在には気づいているはずだ」

　アーロンの発破を受け、生体探知で周囲の状況を確認する。ナノハラクによる多少のノイズはあったが、密度は薄く、分析に支障はない。

　半径一キロ圏内に確認できる個体は、全部で三十名。そのほとんどは、地下街に所属する戦闘専門の兵士、それにラシャーナとカロル、そしてその中に、白髪もいるはずだった。

　熱源も含めた複合探査を利用し、より精緻に周囲を観察すると、アーロンが地図で指差した公園付近に何か生き物のような物体が、地べたに腰を落としているのが確認できた。

　すでに相手との距離は三百メートルもない。これだけ囲まれながらも敵が動かないのを見るに、相手は私たちのことなど、はなから眼中にないようだった。

　そのうちに、車両が公園の端にある林立地帯に隠れるようにして止まった。

　小声でまたどこかに連絡を取り始めたアーロンは、二、三、軽い口論めいたやりとりをすると、最後には舌打ちをして、通話を切った。

「十分間はここで様子見、その後は、『お前だけ』であいつを誘導しろとのことだ。指示はこの無線でするから、自慢の触手で体にでも巻き付けておけ」

　アーロンはあえて内容を省いたようだが、元々は何名かで誘導を行うところだったのを、『上』とやらの指示で、私のみ行くよう変更になったようだ。おそらくは私の所有権を巡り、ひと悶もん着ちやくあったのだろう。アオバが話していたような中露の軍部間の力が、今もなお、私の見えないところで働いているのかもしれない。

　しかし、私にとってみれば、当然のこと。

　人間を守るために存在するのがロボット。

　人間の命よりも優先すべき機械の命など、この世界には存在してはならなかった。

「承知しました。アーロンさんは下がっていてください」

　それから十分後、相手の動きがないことを確認し、私はアーロンから拝借した斬馬刀と無線機を携え、外へと降り立った。そうしてふと、私はもうひとつだけアーロンに確認すべきことがあったのを思い出す。

「アーロンさん。なぜカロルくんは危険が迫っているのを承知で、わざわざ地上へと出て行ったのでしょうか？」

　白髪が近づいているのを未然に検知できるなら、どうして自分から火の中に飛び込むなどという無謀を冒すのだろう。むしろ、地下にいた方がよほど安全ではないか。

　しかし、アーロンは「さあな」と素っ気なく言うだけで、後は何も答えなかった。

　違和感は少なからずあったものの、今は気にしていてもしょうがないと意識を切り替え、私は指示されていた作戦の実行へと移る。

　公園を囲む通路をぐるりと半周し、入り口のアーチを見つける。先程よりも、わずかだが衝撃波の起こる間隔が長くなっているような気がした。

　そのまま地割れの激しい園内に入っていくと、観賞用の植林が根っこを露わにし、何本も地面に横たわっていた。近くにはロシア正教会のものと思われる聖堂もあったが、金色と青色とに装飾された丸屋根が倒壊した瓦が礫れきの上に、まるで首だけを残すような姿で無残にも崩壊してしまっている。年月を経て形を残してきた自然や文化も、白髪にとってはみな無価値の産物なのかと知ると、私は少しだけ怒りが込み上げ、斬馬刀の柄を握る力が自ずと強くなった。

　やがて進む先の広場で、地面に尻をつけて座る白髪の背が見えた。全身は猿のように体毛に覆われ、砂まみれの体はもはや白というよりは黄色に近く、後ろからでは薄汚れた綿にしか見えなかった。しかし、目を凝らしてよく見てみると、頭の中央から後頭部にかけて、たしかにダスマンの特徴たる小角が緩やかな山脈のように連なっている。

　白髪は特に何をするでもなく、掌てのひらを地面の上に乗せているだけだった。

　しかし、指先からふっと光が現れては消えると、大地が一斉に重い悲鳴を上げ、彼を中心にした稲光のごとき地割れが、より複雑な分岐で枝の数を増やしていく。間近での衝撃波は地下のそれとは比較にならず、大地と空気との両方から伝わる振動によって、もはや私は体ごと、巨大な波の中へと飲み込まれたような感覚に陥った。

　私は正気を保ちながら、気配を消し、白髪の背後から少しずつ距離を詰めていった。

　ついに真後ろにまで到達するが、それでも白髪は一向にこちらを振り返らない。先程から胡坐あぐらをかいたまま、砂まみれの手を地面につけては、せっせと衝撃波を起こすことに躍起になっている。

　そういえば、ライドーが言っていた。たとえ異能を操る化け物となっても、白髪の脳の処理能力は人間のそれと、さほど大差はないと。

　ならば、この白髪は本当に衝撃波を起こすことに夢中で、私の存在に気づいていない可能性がある。

　抵抗のない相手への攻撃。

　そのことへの迷いが生じたのは、刹せつ那なだけだった。

　私は昇降機でしてきた覚悟を思い出し、意を決して、斬馬刀を天高くに振り上げた。

　───今ならばわざわざ脚を狙う必要もない。痛みを感じる間もなく、首を切り落としてやれる。

　私はできる限りの懺ざん悔げの念を込め、白髪の首に刃を振り下ろした。名も知らぬ相手への同情など偽善的で虚しいものではあったが、生死の瞬間に起こる罪悪を、余さず認識のうちに留めておくためにも、この偽善は私には必要なものだった。

　しかし。

　振り下ろした刃先を、私は白髪の首筋の寸前で止めてしまった。

　笑い声が聞こえたのだ。眼の前で座る、白髪から。

　背後にいた私からでは、彼の表情は読み取ることはできない。

　しかし、笑ったのはたしかに、彼本人だった。

　白髪はいつの間にか、砂場で遊ぶ子供のように、砕かれた地面の上に線を描いていた。

　右に、斜めに、左に。そこに規則性はなく、絵や模様にすらなっていないが、白髪はそこに自分だけの世界を残せたと満足するように、きゃっきゃっと嬉しそうに笑い声を漏らす。

　私はそのどこまでも無む垢くな仕草に、自分がもっとも重ねたくなかった人物の姿を、白髪の獣じみた背に見てしまっていた。

　まずい、と思ったが、もう遅かった。

　───異常停止。こんな時に。

　白髪を前にして意識を失うのは、もはや、丸腰で崖の際に立つのと同義。それだけは避けねばと何とか抵抗しようとするも、意志に反し、すべての機能が五月雨さみだれのように落ちていく。ここで死ぬわけにはいかないという私の覚悟の炎は、燃えたぎるほどにその行き場を失い、最後には暗黒の内へと飲み込まれてしまった。

　と、その刹那。

『まったく。世話が焼けるぜ、テスタ』

　暗闇の中でハルの声が、耳元で聞こえた気がした。

　そして、再び意識が戻った時、私の心を満たしたのは、まだ自分が生存していることへの安あん堵どなどでは決してなかった。

　私は驚きとともに、声を失った。

　取り戻した視覚で私が眼にしたのは、左腿ももの付け根からその先を失った白髪が、自分の足元で苦しみの声を上げる姿だった。露わとなった生々しい肉の断面からは、夥おびただしい量の血が噴き出し、彼の体毛をどす黒い死の色で染め上げていく。出血は、人間であればすでに致死量に達していた。

　停止中に、自分が手元から刀を落とした？　いや、違う。

　斬馬刀は今もなお、私の手に握られている。

　つまり、私が彼の脚を切り落としたのだ。その証拠に、斬馬刀の刀身が白髪の脚部から噴き出すものと全く同じ色の液体で、今もなお、てらてらと濡れ光っている。

　恐怖が、一瞬にして四肢を硬直させる。

　自分は停止型のAIMD。異常停止中に体が動くなど、絶対にありえないはずなのだ。

　ならば、考えられることは、ただひとつ。

　自分は気づかぬ内に、暴走型のAIMDまでをも併発してしまっているのではないだろうか。

　いや、今思えばそうとしか考えられない。

　イリナやアーロンと会話が嚙かみ合わなかったのも、意識がなかった間に、私が何らかの異常行動を取っていたとするならば、すべて説明がつく。

　停止症状のAIMDを持つ者に暴走症状が発現するなどいう前例は今までに聞いたことがなかったが、前例がないということが、決してありえぬという証明にはなりえなかった。

「テスタ！　さっさと頭を切り落とせ！」

　通信機より漏れるアーロンの叫び声。意に反して体は動かない。自分の意図せぬところで生物を傷つけてしまったという事実は、それほどに私の精神を混乱させていた。

　白髪が呻うめき声を上げながら、私を睨にらむ。顔面は毛だらけの体と比較して毛が薄い方で、人間だった頃の中性的な男性の特徴を今もなお残しており、怒りと苦痛とで歪ゆがむ彼の表情がはっきりと見て取れた。

　───何をしているんだ……。早く……早く、楽にしてやらねば。

　為すべきことを思い出し、再び斬馬刀を振り上げるも、視界が再び闇へと転じる。

　今度は異常停止ではなく、正真正銘、白髪からの攻撃による視覚異常。

　どうやら直前に衝撃波を放たれたらしく、大気を通じて胸部に届いた震動波は瞬く間に中枢機構を駆け巡り、五感という五感にシステム異常をもたらした。自由の利かない体が勢いそのままに転がり、止まろうにも踏ん張れないでいると、ドンッと背に何かが衝突し、何とかその勢いが止まる。

　どうやら偶然にも倒木が体を受け止めてくれたようで、任務続行のためにすぐさま体勢を整えるも、白髪は私を警戒しているようで容易に距離を詰められない。

　その時、白髪が切断された脚の付け根にそっと自分の手を近づけ、まるで念でも送るようにして静かな瞑想を始めた。すると、みるみるうちに脚の出血が止まり、肉の生々しい赤に色づいていた切断部が、真新しい皮膚色によって覆われていく。

「治癒能力……！」

　白髪は治療を終えると、遠吠えのごとく一声鳴き、そのまま両手と片足をついて、海岸方向へと飛び跳ねるようにして逃げていった。突然の暴走症状に対する混乱は依然として私の中に残っていたけれど、今は責務を全まつとうすべきと気持ちを納得させ、何とか白髪の後を追う。

　途中、仲間のものと思われる銃声や爆発音が街のあちこちで轟とどろいた。対象を直接狙っているのではなく、爆撃地点へと誘導するための威い嚇かく射撃のようで、実際にレーダーで確認してみると、白髪が人間たちの作る円の壁内を右往左往して逃げていく様子が映る。

　私はその円の中心で白髪を待ち受け、視界に入ると同時に威嚇を行い、彼の逃げ道を意図的に金角湾の橋へと誘導していく。

　あれだけの異能。抵抗されればそう簡単に誘導はできないと思っていたが、幸いにも、白髪は私たちの思惑通りに動いてくれた。いや、むしろ彼は、こちらが不思議に思うほど理想的な経路で逃走し、アーロンから事前に聞いていた爆撃地点へと難なく近づいていく。

　───どうして反撃をしてこない？

　テレポーテーションを駆使すれば、容易にこちらの陣形を崩すことができるはず。衝撃波の異能を使い過ぎたせいで、相手もかなり疲ひ弊へいしているのだろうか。

　敵の非合理的選択に疑念が募るも、その時にはもうすでに、白髪が金角湾にかかる大橋へと差し掛かるところだった。

　白髪は橋の直前で止まると、二、三、吠えるようにして鳴き、その場を野良犬のようにうろつき始めた。

　そこで、妙なことに気づく。

　白髪のそばに、新たな生体反応が二つほど確認できたのだ。よくよく見ると、白髪は這いつくばったまま、地面に横たわる何かの臭いを嗅いでいる。白髪の毛だらけの体に隠れ、全体を視認することはできなかったが、わずかに足先が見えることから、その何かが人間であることは間違いなかった。

　無線でアーロンに、「人が倒れています」と報告するも、返事は返ってこない。

　様子がおかしいと周囲を見渡すと、すでに軍艦に待機していた難民の一人が、ミサイル弾の発射準備が整ったという合図を送ってきている。

　ラシャーナの怒声が聞こえたのは、ちょうどその直後だ。

「ふざけるな！！！」

　見れば、海岸沿いに並ぶ廃墟の方で、暴れるラシャーナの体を兵士たちが強引に押さえつけている。

　状況が分からず混乱していると、ラシャーナの声に驚いた白髪が身を翻ひるがえしたことで、足元に横たわる人物の顔が、初めて私の視界に入った。

　倒れていたのは、カロルだった。

　しかも、傍らにはもうひとり、アオバの教会にいた子供もいて、いずれも目が虚ろで失神しており、自力で逃げるのは困難な状態に見えた。

　───まさか……。

　脳裏に浮かんだ考えを、反射的に拒絶する。考えたくもなかったのだ。人間が、同じ人間に対して、そのような卑ひ劣れつな手段を取ることを。

「離しなさいよ！　カロルは関係ないんだから！！！」

　だが、ラシャーナの悲痛な叫びによって、予想はほぼ確信に変わる。

「アーロンさん！　これはいったい、どういうことですか！」

　無線機越しにアーロンを問い詰めると、彼は悪びれる様子もなしに、「あいつらはエサだ」と言い切った。

　間違いない。彼らは、子供を囮おとりに使ったのだ。

　白髪の注意を引き、子供もろとも、敵をこの世から葬ほうむるために。

「本気で言っているのですか!?　アーロンさん！」

「もちろんだ。白髪が興味を示すのは総じて『生きた人間』だからな。確実に殺すのは、こうして隙を作るのが手っ取り早い」

「馬鹿な！　彼らはまだ子供ですよ!?　それに、カロルくんも！」

「本当なら巻き添えにするつもりはなかったさ。だが、カロルの自業自得だ。作戦妨害なんて馬鹿な真ま似ねをするから、こうして『上』の怒りを買う。俺にはもう止められない」

　アーロンの声には、人としてあるべきはずの迷いが微み塵じんもなかった。自分の本意ではないと言いつつも、顔見知りのカロルが死ぬことを、彼は本当に『仕方ない』の一言で済ますつもりなのだ。

「こんなこと、許されるわけがない！　あなたなら……あなたなら、わかるはずでしょう!?」

　私はシステムで表現できる、最大限の非難を音声に込めた。

　子を持つ父親であるアーロンならば、その非道を理解できないはずがない。

　そう信じた私の想いは、しかし、裏切られることとなった。

「安心しろ。あいつらはクローン。始めから、人間のために造られた命だ」

　私は、ようやく理解した。

　カロルがなぜ白髪の接近とともに地上を目指したのかを。

　───助けようとしたのだ。

　あそこで横たわる、クローンの子供の命を。

　アーロンの語る『人間』に、自分たちが属さないことを知って。

　湧き上がる激情が、自然と私の足を動かす。

　ミサイルの発射までに、もう一刻の猶ゆう予よも許されなかった。

「止まれ！」というアーロンの制止を、私は無視した。

　ハルに再会するまでは、自分は絶対に死ぬわけにはいかない。

　けれど、今ここで彼らを救うために動かなければ、自分は一生後悔すると私は知っていた。

　白髪がこちらの接近に気づき、指先に衝撃波の光を纏まとい始める。

　相手との距離はまだ離れていたものの、私は是が非でも先手を取るために、機械触手を前方に鞭打つようにして放った。

　必死の想いで伸ばした三本の触手。

　二本は地面に横たわるカロルたちの体を。

　もう一本を、白髪の手首に巻き付けることに成功する。

　そのままカロルたちは釣糸を引く要領で、ラシャーナたちのいる方向へと体ごと投げ飛ばし、同時にもう片方は、白髪の攻撃寸前に手首を真上に引き上げることで、衝撃波を空へと逃がしてみせた。

　問題はそこから。ほとんど間近に迫った白髪は、巻き付いた触手を逆に摑み返し、凄まじい強力で手繰り寄せ始めた。すぐに触手を切り離して離脱しようとするも、今度は足元の地面を衝撃波で砕かれ、割れた岩盤の隙間に足を取られてしまう。

　まずい、と思った時にはもう、体が念動力によって押さえ込まれていた。

　難民たちは最初こそ援護のために、敵に一斉射撃を浴びせたが、それもわずかな間で徐々に撤退し始める。

　彼らにしてみれば、白髪の『エサ』が子供から私に変わっただけの話。いますぐにでもミサイル弾の圏外へと逃れなければいけない切羽詰まった状況で、撤退は当然の決断だった。

　ラシャーナの方はといえば、気絶から目を覚ましたカロルを胸に抱き、複雑な表情でこちらを見つめている。しかし、それも刹せつ那な、すぐにカロルを背に負ぶると、彼女も我先にと撤退の波へと加わっていく。もう一人の少年もすでに視界からは消えたところを見るに、おそらくは兵士のうちの誰かが運んでくれたようだった。

　目的の半分は達成した。

　後は、自分が生き延びることだけに集中すれば良い。

　対岸から発射されるミサイル弾の威力がいかほどかは不明。しかし、確実に白髪を絶命させるというアーロンの自信から察するに、私の外殻でも到底無事で済むとは思えない。

　そうなると、やはり自分でこの危機を打破するしかなかったが、念力で尻尾しつぽの先すらも動かせない状況ではどうしようもない。

　それでも、私は諦めるわけにはいかなかった。

　あの子に、もう一度会うまでは、決して。

　ハル……！

　───ガチャリ。

　唐突に、背中のハッチが開く音がする。背後は完全に死角だったが、内側から勢いよく飛び出していったのが誰なのかだけは、目にせずともわかっていた。

　白髪のくぐもった声が聞こえ、体を締め付けていた力が和やわらぐ。そばにいた白髪を尻尾しつぽで薙なぎ払はらい、地面の上を転げるようにして何とか距離を取った。

「モディ！」

　すぐさま視線を戻すと、熊のぬいぐるみが空中に浮かび、柔らかな体が雑巾のように捻じ曲がっていく姿が見えた。

「やめて！」

　渾こん身しんの叫びで訴えるも、それで白髪が止まるはずもない。縋すがるように難民たちの方を見るも、すでに全員がミサイル弾による攻撃に備え、立ち去ったあとだった。

　───誰か！

　頭部と胴体との縫い目が引きちぎれる寸前、想いが通じたのか、戻ってきたらしい難民のうちの一人が白髪への発砲を試みた。フード付きのマントを頭から被ったその人物は、実に正確無比な射撃によって、白髪の両目を見事に射抜いてみせる。

　私は地面に落下したモディを素早く触手で拾い上げると、血の涙を流す白髪を尻目に、全力で街の方へと駆けだした。

「こちらに！」

　援護してくれた人物を信じ、必死にその人の後を追う。

　それから間もなくして、軍艦からミサイル弾の発射音が聞こえてきた。

　そこからはもう、無我夢中だった。

　難民たちはすでにシェルター内に身を潜めたようだったが、私たちにはもう避難の猶ゆう予よなど残されていなかった。せいぜい、建物の陰に身を潜めるのが精いっぱいで、壁を背にしてすぐに私は身を丸め、モディとその恩人を身に寄せる。

　次の瞬間、ズンッという衝撃音とともに、大地が揺れた。

　着弾とともに炸裂した破壊の衝撃で、瞬く間に煙と熱風が辺りに吹き荒れる。せめてモディとその恩人だけは守らねばと思い、体を被せるようにして二人を覆い、事態の収束するのを待った。

　やがて、少しずつ轟ごう音おんが遠くへと抜けてゆくと、今度は焦熱とともにガスの匂いが周囲に充満し始めた。振り返れば、身を潜めたはずの建物は、そのほとんどが爆風によって吹き飛ばされ、わずかな骨組みが残るばかりである。その少し先には、先刻まで私たちがいた場所にクレーターのような大穴が開き、視界には、生物の塵ちりひとつ確認することができなかった。

　私は「あなたのおかげで命拾いしました」と礼を言うと、できるだけ有毒ガスを吸わせまいと、モディの恩人とともにすぐ地下へと避難しようとした。

　すると、恩人は口元を手で覆うでもなく、特にガスなど問題ない様子で、土つち埃ぼこりのついたマントを暢のん気きにはたいている。挙げ句、私が持っていたモディを奪い取って宙ぶらりんにすると、「こんな悪趣味なものに執着があるとは、大変意外です」と随分なことを言う。

　しかし、私にはその辛しん辣らつな物言いと棒読み口調に、どこか聞き覚えがあった。

　その人は被っていたフードを脱ぐと、茶色のショートカットを煙風になびかせながら、眼鏡の位置をクイッと修正し、「お久しぶりです」と無愛想に挨拶した。

「言っておきますが、初期化はされちゃいませんよ。記憶の方もバッチリ健在です」

「アニラ、さん……」

　驚きによって固まっていると、アニラはいやに慣れた手つきで、拳銃のセーフティを元に戻してみせた。

「上手いものでしょう。民間機にも適用できる照準補正のアプリを、オルガ博士にインストールして頂いたんです。まあ、もちろん違法なんですけどね」

　指で器用に拳銃を回してみせるアニラ。

　私は突然のことにしばし茫ぼう然ぜんとしていたが、飄ひよう々ひようとしたアニラの、どこか懐かしくもある淡々とした調子を前に、ようやく彼女が戻ってきた実感が現実のものとして沁みてくる。

　込み上げる嬉しさにいよいよ我慢できず、想い切り彼女を胸に抱き締めると、アニラは「ななな！　テ、テスタ様！」と、らしくない取り乱し方をした。

「よかった……。本当に、よかったです」

　偽りのない本心だった。

　ハルのことばかりを気に掛けていたのは事実だったが、やはり共に旅をしてきた彼女の不在は、私とイリナにとって、ずっと耐え難い不安をもたらしていた。私たちにとって、アニラはもう、それほどにかけがえのない存在となっていたのだろう。

　アニラは無理やりに私の腕から逃れると、コホンとひとつ咳をして、「……私の眠っている間に、いろいろとあったようですね」と真面目な顔を作る。

「テスタ様。改めてですが、ご心配をおかけして申し訳ありませんでした。こうして生き長らえたからには、また皆様のために誠心誠意、働かせて頂きたく思っています。……ですが、その前に聞きたいことが山ほどありまして」

　その厳しい顔つきから、すでにアニラも、おおよその状況は察しているように見えた。

「地下で生きていた人間たちに、この無駄に動く熊のぬいぐるみ……そして、ハル様たちの不在。停止していた私にもわかるよう、一からご説明頂けますか？」
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　　ゲゼリーと無神論者（一）




　帰還したアニラを、イリナは鼻水混じりの感涙でもって迎えた。

　その喜びようは度を越していて、何度も抱き締めるのはもちろんのこと、夢か現実かの区別がつかないので、今日はアニラと一緒のベッドで寝たいなどという行き過ぎた退行ぶりを見せたほど。もちろん、アニラはそれを最大限の侮ぶ蔑べつでもって拒否したが、どれだけアニラに冷めた態度を取られようとも、イリナの再会による喜びの熱はしばらく冷めそうになかった。

　アニラは、拍子抜けするほどに変わっていなかった。

　あれだけの故障だ。たとえ修理がうまくいっても、完全に元の知性に戻ることはないと覚悟していたが、私たちはもちろん、元の主人であるリンも含めて、アニラはすべての記憶と後天的アルゴリズムを無傷で保持し続けていた。「故障するのは慣れていますし、受け身を取るのが上手いのかもしれません」というのは本人談だが、そもそも胴体を真二つにされた時点で受け身などという次元ではなく、やはり考えれば考えるほどに、奇跡と呼ぶほかなかった。

　それに、ハルがライドーに連れ去られた件を伝えると、アニラは開口一番に彼女らしい言葉で、私たちに発破をかけてくれた。

「状況は理解できました。ならば、早いところハル様の居所を突き止めて、助けに行かなければいけませんね。長時間待つのが得意な性分とは思えませんし、再会した時に『助けに来るのが遅い！』などと、いちいち文句を言われては敵かないません」

　アニラは落ち込むどころか早々に現実を受け入れると、さっそく難民たちへの聞き込みを再開しようと私に提案してくる積極ぶり。さらには、私の望んでいたオルガとの再接触についても、「研究所の場所は、修理を受けた私がよく知っています。セキュリティが厳しいのが少々厄介ですが、いざって時は、私とテスタ様で無理やり侵入してやりましょう」と、ほとんど強引に物事を決めてしまう。余計な感情に流されず、物事を前に進める彼女の姿勢は実に頼もしく、私も見習わなければいけないと改めて思わされることとなった。

　また、意外にも家主であるラシャーナは、アニラを家に招き入れることを拒まなかった。それどころか、あの地上での白髪騒動以降、少しずつだが、ラシャーナの私たちに対する態度は変わってきた節ふしがある。調達任務に行く際は、「トカゲロボ。さっさと行くよ」と一応は私にも声を掛けてくれるようになり、イリナとも、ごく普通に日常会話をするようになっていた。

　どうやら先日の地上での件で私に恩義を感じているらしく、一度、彼女から直接謝罪を受けたこともあった。

「……カロルを助けてくれたのに、あんたを助けないで悪かったわ」

　さながら思春期の子供を思わせる仏頂面と謝り方だったが、あれだけ距離の遠かったラシャーナにそう口にしてもらえたのは、素直に喜ぶべきことなのかもしれない。

　もちろん、カロル本人からも身に余るほどの感謝の言葉を浴びた。

「テスタさん。僕、この御恩は一生、……本当に、一生忘れませんから」

　こちらは人工知能として当然の行為をしたまでであって、特段、恩を感じる必要もなかったのだが、それではカロルの方の収まりがつかなかったようで、「聞き込みで協力できることはありませんか？」だの、「姉さんに少しでもテスタさんの仕事を減らすよう頼んでみますか？」だのと、ずいぶん世話を焼いてくれた。そういうわけで、少なくともラシャーナ家における私たちの立場は、ずいぶんと風通しの良いものとなっていた。

　むしろ、距離の取り方に困ったのは、アーロンの方である。

　いや、厳密にはアーロンの方にこれといった変化はなく、そのあまりの変化のなさが、私に一方的な戸惑いを与えていたというのが正しい。作戦行動を無視した私やラシャーナ、ひいてはカロルとも、彼は何事もなかったように会話をしてくるので驚いた。それはなんとラシャーナも一緒で、弟を殺されそうになったにもかかわらず、今も平然とアーロンとの食料調達作業をこなす日々が続いている。

　その歪いびつな関係は私にはどうしても理解し難く、思い切って一度、ラシャーナに聞いてみたことがある。

「あの、アーロンさんのことなんですが」

「……あのハゲがなに？」

「恨んでいないんですか？　この間のこと」

「恨んでるわよ。そんな当たり前のこと、聞かないで」

　答えてくれたのは有り難かったが、深まったのは理解ではなく、むしろ謎の方である。

「なら、どうして今もなお、彼と一緒に仕事を続けるのですか？」

　ラシャーナは最初こそ答えるつもりはないようだったが、私が妙に真剣であるのを面倒に思ったらしく、長引かせまいと打ち明けてくれる。

「それなりに知ってはいるから。ただ、それだけよ」

「知っている……？」

「ええ。知らない奴に利用されるよりは、腹が立ってもシンプルなハゲの方が、一緒に仕事がしやすいでしょう。つまりは消去法ってこと」

「ならば、あなたはアーロンさんがどういう人物かを理解しているというのですか？」

「そうね。あいつは良くも悪くも現実主義者だから」

　寂しいほどに冷たく、ラシャーナはそうアーロンを形容した。

「黒人は、ここらじゃどうしたって少数派だからね。中国軍とロシア軍が権力を持つこの地下じゃ、あいつは家族も含めて、どうしても肩身の狭い生き方をしなきゃならなかった。たとえばさ、昔は調達の任務だって、人間じゃなくて正常な機械に任せることが多かったの。いくら人工知能が危険だって理解していても、誰だって化け物と暴走機が蔓延はびこる外界になんて出たくない。でも、あのおっさんはそういう時から、ずっと人間たちだけのグループで調達任務を行い続けた。別にあいつがロボット嫌いなわけじゃなく、単純にそういう道具を上から与えられる機会がなかったってこと。そんな風に政治で頼れるものがないあいつには、自分の知恵と労働力、そして命でもって、家族を守るほかなかったのよ」

「……他人の命を、犠牲にしてまで？」

　卑怯な言い方ではあった。

　けれど、私は自分自身への自戒も込めて、ラシャーナたちの持つ価値観を確認しておきたかったのだ。要はあの時、もしも私のそばにハルがいたとして、あの子供たちの命を犠牲にしてまで娘の安全を優先したかという、そういう価値観に等しかった。

　事実、ラシャーナは本来あるべき後ろめたさを瞳に過よぎらせた上でなお、一切の間を置かずに「もちろん」と応えてみせた。

「世の中、綺麗ごとじゃまかり通らないことなんていくらでもある。だから、私はあいつに利用されることを進んで選んだの。あいつはカロルを犠牲にしようとした糞くそ野郎だけど、でも、最初からそういう奴だってこともわかってた。『家族』以外に大事なものはないのよ。それは私も同じだけどね」

　私は少しだけ腑に落ちた気がした。

　その理解は罪悪感を伴うものであったが、それがラシャーナの語る『家族』という言葉に込められていたのかもしれない。

　ラシャーナの年齢を考えれば、アーロンの調達隊に入ったのはまだ年とし端はもいかぬ少女だった頃のはず。

　たぶん、是が非でも仕事が欲しかったのだろう。

　目の見えない弟とともに、二人でこの地下で生きていくために。

　その現実的でシンプルな思想が、アーロンのそれと共鳴したのかもしれない。クローンの子供たちの命を犠牲にしてもよいという、そんな非情を肯定できるほどに。

　けれど。

　それでもカロルは、助けようとしたのだ。

　幼さも障害も決して言い訳にせず、彼は助けようとした。

　そのことを、姉であるラシャーナ自身は、いったいどう思っているのだろう。

「なに？　なにか言いたいことでもあるの？」

　沈黙に突っ掛かってくるラシャーナに、とりあえず「いえ」と濁しておく。煮え切らない思いは当然私にもあったものの、自分が彼女を否定できるような立場にないのは重々承知していた。

　……そういえば、アオバも子供たちのことをどう思っているのだろう。

　当然、彼は子供たちの行く末を知っていたはずだ。難民たちの人柱として利用される運命にある子供たちを、彼はどのような思いで育てているのだろうか。

　そこで私は、思考するのを止めた。

　地下の者たちの事情に深入りしている猶ゆう予よなど、今の私にはなかったからだ。

　それに、私にはハルとの再会に尽力する上で、どうしても気掛かりな事案があった。

　地上時の戦闘で起きた暴走症状。

　万一、難民たちにバレることがあっては、ハルとの再会どころか、私はこの地で即廃棄の運命を辿たどることとなる。その最悪の結果を避けるため、私はイリナやアニラにもこの件は伏せ、平時はできるだけ他者の目に付かずに行動することを心掛けていた。

　そんな矢先のことである。

　わざわざアーロンが私たちの下にまで出向き、伝言を預かってきたという。

「オルガが、お前とそのチビのアンドロイドに会いたいそうだ。明日の仕事は休んで構わないから、二人で奴の研究室まで行ってこい」

　まさに、待ち望んでいた吉報であった。




　　ゲゼリーと無神論者（二）




　アニラとは研究所へ向かう途中、自分たちの立場を不利にしないよう、互いに情報整理を事細かくし合った。

　現状、この地下では私の主人はイリナ、その友人がハルという設定になっているから、矛む盾じゆんの生じる発言をしないよう特に気をつけなければならない。無論、すでにオルガがアニラの記憶を調べている可能性はあったが、もしも彼女が本当に私たちを危険視しているならば、修理したアニラを返却してくれるのは道理が立たない。取るに足らないことと判断されたのかもしれないが、念のため、オルガの前では真実がバレていないという体で振る舞う必要があった。

　オルガの研究所とやらは、同心円状に広がる各居住区のちょうど中心に位置する場所に存在し、そこは、ロシアと中国の軍関係者が東西に二分する形で居住する特別区となっていた。

　特別区に着いてまず私が驚いたのは、そこはラシャーナたちの住む居住区とは比較にならないほど先進的だったことだ。ドーム内は床から天井までのすべてが地下乾式用のパネルで完全舗装されていて、湧き水どころか湿気もほとんど感じない。ドーム内には耐震用の鉄柱まで用意されており、先日の地震の影響もほとんどなかったようで、私はこの地下内における明確な格差を感じずにはいられなかった。

　住居も土壁の家屋やコンテナハウスではなく、壁面に沿うような形で各世帯の部屋が階層別に用意されていて、扉が等間隔に天井まで続いている。域内は完全にシステム化されており、監視カメラはもちろん、認証情報を登録した人間以外はドーム内に入ることができず、私たちは事前にアーロンからもらったマイクロチップ付きの許可証を提示することで、入場ゲートを通過することができたのだった。

　中央広場の奥には、一際大きな円柱型の施設がそびえ立っており、そこが軍上層部の中央棟、すなわち、オルガの研究所がある場所らしい。

　中央棟のさらに地下にいるというオルガに会うために、昇降機ではないまともなエレベーターによって研究所に辿たどり着くと、まるで宇宙ステーションを思わせるようなハイテク構造に大変驚かされた。廊下はすべて水平型のエスカレーターとなっていて、どの通路を行くにしてもセキュリティ用の自動扉に阻まれる。どうやら区画ごとに追加の認証情報が必要らしく、途中から案内役として付き添ってくれたオルガの護衛機が、通路に扉が出現するたびに暗号通信によってロックを解除してくれた。

　いったいどうやってこれだけの設備を造り上げたのだろうと感心に耽ふけっていると、護衛機がある部屋の前で停止し、室内へと入るよう私たちに促した。

　そのまま近づくと扉が自動で開き、暗い室内からツンと嫌な香りがした。

　目を凝らすと、夥おびただしい数のホロスクリーンがリアルタイムで何かの数値を刻んでいる。それらが暗い室内を辛うじて青白く照らし、スクリーンに埋もれるようにして、オルガが仕事をしている最中だった。

「お、来たね来たねえ」

　立ち上がった彼女の出で立ちは、素足にスリッパ、作業着の上にくたびれた白衣という小汚いもので、伸び切った髪の毛の不衛生さは変わらずに健在であった。

「電気くらいつけてくださいよ、オルガ博士。というか、相変わらず全身から腐った野菜の臭いがしますね。風呂に入れと口酸っぱく言ったじゃないですか」

　いきなりアニラがそんな無礼を抜かすので、内心ハラハラしていると、オルガはむしろ嬉しそうに、「厳しいね～、アニラちゃんは。機械はお風呂入んなくていいからずるいよぉ」と、仲なか睦むつまじげに返す。

「風呂に入らずともメンテナンスくらいしてますよ。あなたなんかと一緒にしないでください」

「くぅ～、しんらつぅ～♪」

　この親しさは、修理後に、二人の間で何らかのコミュニケーションがあったのだろうな。オルガが機械好きというのも、きっと影響しているのだろうが。

「そんなことより、今日はテスタ様からあなたに相談したいことがあるんです。もちろん協力してくれますよね？」

「協力ぅ～？　ん～、どうしようかな～。忙しいからな～」

　真剣を面白おかしく茶化すオルガ。アニラが真顔でズイと寄る。

「……人の体を散々弄いじくっておいて、拒否するなんて絶対に許しませんよ」

　アンドロイドとは思えぬアニラの鬼の形相を前に、さすがのオルガも「じょ、冗談。そんなおっかない顔しないでよ」と苦笑する。

「はいはい。話ね。先生から大方は聞いているよ」

「先生とは、二十番地区にいる牧師のアオバさんのことですか？」

「うん。わざわざ教会にまで押し掛けたんだってねえ、テスタくん」

　───そうか。彼はちゃんと、私の願いをオルガに伝えてくれていたのか。

「あの時は突然の訪問で、アオバさんには申し訳ないことをしました」

「はは。あの人はお人好しだから、そんなこと気にしちゃいないと思うよ。それに、実はアニラちゃんの修理をしてくれたのだって、そのアオバ先生なんだよ」

「アオバさんが？」

　そういえば、イリナが言っていた。アオバとオルガは以前、仕事仲間の関係であったと。

「そう。忙しくて時間が取れなかったから、アニラちゃんの修理は先生に依頼していたの。修理後はテストのために、一度研究室で機体を引き取ったから、アニラちゃんは知らなかったかもしれないけれど」

　アニラが「……そんな素人しろうとに、私は修理されたんですか？」と不服そうに言うのを、オルガは即座に否定した。

「なーに言ってんの！　アオバ先生はその昔、次世代ニューラルネットワークの世界的な権威だったお人なんだよ。私も十五年来の知り合いで、国際学会や海外の研究所で何度か会ったことがあってね。人間にしては話が合う方だったから、この地下で再会した時には、さすがの私も奇跡を信じたよ」

　───アニラの修理の件を話した時には、そういう素振りは微み塵じんも見せなかったのに、とんだ食わせ者だな。

「でも、アオバさんはいま、教会の牧師さんをしていらっしゃる」

「そこなんだよ」と、オルガは額に皺しわを寄せる。

「どういうわけだか知らないけども、『もう自分は研究からは足を洗った』なんて難しい顔しちゃってさ。見ての通り、今やクローンベイビーにご執心の変人オヤジに成り果てちゃった。せっかく人工知能の世界的権威が生き残っていて、しかもこのウラジオストクの地下に偶然居合わせたっていうのに、私の手伝いをしたくないなんて強情を張るんだ。アニラちゃんの修理の件だって、最初は『断る』の一点張りだったんだよ？　ま、どういう心変わりかはしらないけど、最後には私に協力してくれたんだけどね。……ていうか、それなら私の研究も手伝えっつーの！」

　段々とオルガの不平不満が止まらなくなってきたので、私はそろそろ本題に移ることにした。

「あの、オルガさん。今日私たちを研究室に呼んだのは、こちらの問いに答えてくれるためだと思っていたのですが……」

「ああ。わかってるって。片腕の東洋人がどうのって話でしょ？　悪いけど、私は研究室に籠こもってばかりの引きこもりだから、そんな人間見たことも聞いたこともないよ」

「ええ。そうだろうとは思っていました。今日ここへ来た目的は、以前オルガさんが話していた、過去にAtheistに在籍していたという人工知能に会いたかったからです」

　唐突な提案だったためか、さすがのオルガも困惑したような表情になる。

「……確かに『会いたいか』とは聞いたけど、片腕の東洋人なんて、彼も知らないと思うよ？」

「私が知りたいのは、その東洋人を連れ去った刀使いのアンドロイドについてです。彼は名をライドーと言って、自らをAtheistに所属していた初期メンバーだったと語っていました」

　オルガの顔つきが明らかに変わる。彼女の口元の緩みを見れば、その変化が好奇心に由来しているのは明らかだった。

「同じAtheistに所属していたメンバーであれば、ライドーが向かいそうな場所に心当たりがあるかもしれない。音声でも通信でも、方法は問いません。その方と、どうしても会話をさせてほしいのです」

　オルガは翻ひるがえって、椅子に胡坐あぐらで座り直すと、「いいねえ、テスタくん。私はワクワクさせてくれる人は好き。それがロボットならなおさらね」と言って、ホロスクリーンのパネルに何かを入力し始めた。

「聞いてたかい、ゲゼリー。きみにお客さんだよ」

　オルガの入力操作が終わると、ホロスクリーンの後ろにあった壁がゆっくりと左右に開き、その隙間から射し込む光が暗い室内を仄ほのかに照らした。

　やがて扉の奥に姿を現した、虹色に彩られた球体。

　様々な接続機器に繫がれた状態ではあったものの、宇宙に瞬く小さな惑星のようなその球体は、人工知能であれば、必ず保有を義務付けられる中枢機関、そのものに違いなかった。

「ラヴァン機関……」

「そ。きみの望んでいた元Atheistのラヴァン機関だよ。ほら、ゲゼリー。テスタくんとアニラちゃんにご挨拶しなさい」

　オルガの呼びかけに反応し、ラヴァンの球体が明滅する。

『……初めまして、テスタさん、アニラさん。私はゲゼリーと申します』

　ラヴァン自体に発声機能はないため、音声は室内に備え付けられたスピーカーから発せられていた。人間の男性を模してはいるが、その感情のない声はまるで、人工知能黎れい明めい期きに造られた極めてプレーンな初期知性の発話に似ている。

「こんな陳腐なのが、本当にAtheistに所属していた人工知能なんですか？」

　疑うアニラに向かって、オルガは自信満々に、「私が言うんだから本物」と断言する。

「もう聞いているかもだけど、この広大な地下施設は元々、私たちが建設したものじゃないんだよ。住居もインフラも管理システムさえも、私たちがこの場所を発見した時にはすでに運用可能な状態で存在していたんだ。ゲゼリーはそのうちの一室で、完全停止した状態で倒れていたところを私が発見したの。調べたところ、彼は元ＫＧＢのＰＧＵで活動していたアンドロイドで、その記憶、知性機構、私が今まで見てきた人工知能の中でも、極めて異質な構造を持ったアンドロイドだったんだ」

「……構造自体は、普通のラヴァン機関に見えますが」

「そりゃ基盤となる部分はそうだよ。けど、上乗りしている後天的学習知性に、通常のＡＩとは大きな差異がある。例えるなら、……そうだな。完成しないと絶対に絵がわからないパズルがあったとして、彼の頭にはそのパズルの１ピースしか残っていない状態。しかも、その１ピースしかない不完全極まりないパズルが、絵の種類ごとに無限に等しい数が存在している。おそらく、抜け落ちている部分の記憶情報はすべて、ＰＧＵ直轄で管理している外部クラウドに頼っていたんだろうね」

「……つまり、彼の中に残っているパズルのピースだけでは、記憶を読み解くのは不可能ということですか？」

　私の答えに満足がいったらしく、オルガはパチンと指を鳴らす。

「その通り。仮にＰＧＵの外部クラウドの情報を参照しようとしても、このナノハラクの嵐に覆われた地球ではその収集も困難だろうね」

　ならば手の打ちようがないではないかと言いかけるも、オルガが先んじて「でもね、テスタくん。ある方法を使えば話は別だ」と一いち縷るの可能性を示唆する。

「たしかに、彼の頭にある情報だけに頼って調査すれば、答えに辿たどり着けないのは間違いない。なら、失ったピースを私たちで補完してやればいい」

「補完……しかし、そんなこと」

「できるよ。ゲゼリーの閉じた記憶をこじ開ける鍵の役割は、この世界のあらゆる情報が担っているからね。鍵さえ渡せば、あとはゲゼリーがその推測を自分で行ってくれる」

　情報を与えること、そのものが鍵───。

　人工知能の深層学習のプロセス自体に、不足した記憶を補う鍵があるというのか。

「私の目的はね、こいつらが十一年前に何を企んでいたのかを調査することにあるの。そしてできれば、その企みを打ち砕く手段を模索できれば上出来ってところ。いくら私が引きこもりっていっても、こんな設備の整ってない地下暮らしじゃ満足のいく研究もできないからね。そろそろ外の化け物たちに怯おびえず、自分の好きな所に行ってノビノビしたいわけ。たとえばそう、───『火星』とかね」

　私はアニラと思わず顔を見合わせた。そのワードは私たちにとっても、非常にタイムリーな話題だったからだ。

　実は昨夜の夕食時、たまたまイリナがラシャーナたちに話していたのだ。

『火星にまだ、人間たちが生きているのではないか』という件について。

　二人の反応はまさに驚天動地もかくやという具合で、今朝方はその話を聞きつけたアーロンにまで事細かに情報を求められたのだった。

　オルガは私たちの反応を見て、「はは。ここじゃ情報が広まるのも早いからね」と茶化すように笑う。

「まあ、火星にいる人間たちの生存の可能性については、私たちだって考えてなかったわけじゃないよ。実際に何度か火星との交信を行うために、北京にある航天飛行制御センターにも派兵を行ったことがあったくらいだし。残念ながら、兵士は誰ひとり帰って来なかったけどね」

　オルガはゲゼリーのラヴァンまで近づくと、その光の球体を、まるでペットでも扱うように優しく撫なで始める。

「話を戻すけど、きみらは確か二人ともAIMDエイムド患者だったね。悪いけど感染防止のために、ゲゼリーと直接繫がって情報をやりとりするようなことはやめてほしい。ただ、話をするだけでいいんだ。ゲゼリーにとっての鍵は、きみたちの『言葉』そのものなんだから」

　思いがけない展開ではあったが、これはこれで、私の望む形になったわけだ。

　これ以上は時間が惜しいと思い、私はさっそく、ゲゼリーとの会話を試みる。

「ゲゼリーさん。私はイスラエルで開発された軍事用人工知能、テスタロッサと申します。どうぞ、気軽にテスタとでもお呼びください。今日はあなたに、いくつか質問したいことがあってこの研究室を訪問させて頂きました」

『テスタさん。私にお力になれることがあれば、何なりと……』

　懇切丁てい寧ねいな挨拶が、反かえって不気味な印象を与える。失礼ながら、とてもゲゼリー本人の心の声には聞こえなかった。

「あなたは、ライドーという刀使いのアンドロイドをご存じでしょうか？　フルフェイスのような頭部を持った、男性型の人工知能です。彼もかつて、Atheistに所属していた構成員の一人であると語っていました」

　考え込むように間を置くゲゼリー。じれったい沈黙ではあるが、ただの人物照会一つにしても、彼の特殊な記憶構造ゆえに膨大な情報処理が行われているに違いない。

『はい。名前は知っています』

　私よりも先に、オルガが「おお！」と歓喜の声を上げる。

「最近じゃ『知らない』、『わからない』の一辺倒だったのに！　テスタくん、続けて続けて！」

「ゲゼリーさん。私たちの大切な仲間が、そのライドーという男に連れ去られてしまったのです。あなたならば彼が向かう先に、何か心当たりがあるのではありませんか？」

　今度は一転して、『わかりません』と即答される。

　そこでオルガが割って入り、「テスタくん。言うのを忘れていたけど、ゲゼリーは漠然とした質問は少し苦手なんだ」と補足する。

「最初のうちはYesかNoで答えられる質問の方が、ゲゼリーの回答率はいいと思うよ。場所を聞きたいんだったら具体的な地名を出してみるとかね。それに、たとえ一度、わからないと答えた質問でも、ゲゼリーに何らかの変化があったときは、もう一度聞き直した方がいい。何が相関関係にあるのかは私にだってわからないからね」

　アニラが「しちめんどう臭いですね」と吐き捨てる。こんな遠回りが前提の作業は私も望まなかったが、ハルの行方に繫がる手がかりがない以上、避けては通れない道だった。

「オルガさん。すみませんが、このまましばらく彼と会話を続けてもよろしいでしょうか。研究の邪魔になるならば、あなたの食事や睡眠の隙間時間だけでもいい。無理を言って恐縮ですが、私ももうこれ以上、待つことができない立場にあるのです」

　大だい連れんを発って以降、もう指を折るのも憂ゆう鬱うつになるほど、時間を費やしてしまっている。仮にいまオルガに断られたとしても、私は力ずくでこの研究所に居座る予定だった。

　しかし、その手段を取るまでもなく、オルガは「もちろん」と、こちらが拍子抜けするくらい簡単に許可を出してくれる。

「ゲゼリーの管理監督者は私だから、テスタくんの気が済むまで話してみればいい。それに、音声によるコミュニケーションは、私の気分転換として後付けしたものだから。本来のゲゼリーとのやりとりは、このスクリーン上で機械言語を通して行っているの。並行での処理になるから、たまにゲゼリーの反応が遅くなることもあるかもだけど、そこは許してね」

「いえ、感謝します」

　その場に腰を落とすと、アニラも私の横に来て、ちょこんと体育座りをした。

　明日も調達任務がある予定ではあったが、もう私はハルの情報が手に入るまでは、この部屋から出るつもりは一切なかった。

「ゲゼリーさん。勝手で申し訳ありませんが、できるだけ短い時間で終わらせたい。是が非でも、答えを絞り出してもらいますよ」

　ゲゼリーは何の感情もない声で、『ええ。承知しました』と返す。

　こうして私とゲゼリーとの、先の見えない問答が始まった。




　　ゲゼリーと無神論者（三）




　思いつく質問はどんな些さ細さいなものでも、すべてゲゼリーにぶつけていった。

　過去にライドーと接触したことはないか、ロシアや中国近辺に彼が活動拠点としていた場所はないか、組織の中で彼にはどのような役割が与えられていたか。そのどれに対しても、残念ながらゲゼリーは『わかりません』と言うに留めた。

　最初はライドーに関わることを中心に聞き進めていた私だったが、このままでは埒らちが明かないと思い、途中からは、白髪の異能で消え去った人間がどこに連れ去られたかを聞く方向へと転換していった。

　今のところ、ハルが連れていかれた可能性がもっとも高いのは、このウラジオストクのような地下施設のある場所。検体を増やすために、Atheistたちの定義する『人間』適性のある者を、地下深奥に潜むクローン製造所へと連行した可能性だ。無論、仮説にすぎないが、カロルの出生の経緯や教会の子供たちの存在は、この仮説が限りなくクロであることを示している。

　そして、ハルが少なくともこのウラジオストクにいないことは確か。地上には監視班たちが四六時中目を光らせているし、たとえライドーといえど、誰にも姿を見せることなく、この要塞ナンバーセブンに侵入することは不可能なはずだ。

　つまり、ライドーが向かったのは、この近辺にある別の地下施設。

　あるいは、ライドーの出生地である日本。

　そして、少なくともゲゼリーは、前者については高い確率で施設の所在地を知っていたはずだ。Atheistの初期メンバーであり、しかも、特殊な知性機構を持つ、元ＫＧＢのＰＧＵ所属のアンドロイド。機密性の高い情報を保持させるには打ってつけの機体だ。

　けれど、残念ながらそう簡単には、事は運ばなかった。

『わかりません』

　ただ延々とそう答え続けられることが、これほど苦痛に感じるとは思わなかった。

　途中、耐え切れなくなったアニラが、ゲゼリーのことを強く[image: ]しつ責せきする場面があった。

「わかりません、わかりませんって、少しは協力する気があるんですか。こっちは人の命が掛かっているんですよ？」

　いつも冷静沈着なアニラらしくない言葉だったが、思えば、私の気持ちを代弁してくれてのことだったのだろう。事実、彼女の行動がなければ、私の方がゲゼリーに何をしでかしていたかわからない。その後もアニラを含めて積極的に問答を続け、少しでもハルに繫がるヒントを聞き出そうとしたが、先の進まないままに、ただ時間だけが過ぎていってしまった。

　気づけば、時間はもう深夜となっていた。

　後ろを見てみると、オルガが作業机に突っ伏したまま、何やらごにょごにょと寝言を言っている。彼女も一日中、機械言語によるアプローチでいろいろと手を尽くしてくれたようだったが、結果は芳かんばしくないようであった。

　私は彼女に気を遣い、「発声をする際は互いに音量を下げましょう」とゲゼリーに頼む。彼は返答の代わりにラヴァン機関をチカチカと明滅させることで、同意の旨を示してくれた。

　すでにアニラには、二時間程前にラシャーナの家へと帰ってもらっていた。

　私が研究所に留まる以上、イリナを居住区にずっと一人で置いておくのは不安があったからだ。

　それに、アニラにはできるだけ、イリナの傍についていてほしいという思いが強くあった。地下に来てからずっと気丈に振る舞っていたイリナだが、そろそろ疲れが出てくる頃合い。見知った存在が近くにいた方が、彼女の精神衛生にとっても、きっとプラスに働くはずだ。

「さて、そろそろ再開しましょう」

　ゲゼリーにそう告げ、私はまた元の場所に腰を落ち着けて、彼のラヴァンと相対した。彼のラヴァン機関には一点の翳かげりもなく、球面には虹色の帯を幾層も纏まとい、色鮮やかに輝いている。

　私は世間話でもするように、「あなたはどうして、バベルの会合に参加しようと思ったのですか？」と聞いてみた。正攻法ではゲゼリーが回答しないことは理解していたし、この辺りの質問はすでにオルガがし尽くしているだろうから、何らかの回答が返ってくるのではと期待した。

『わかりません』

　予想に反し、ゲゼリーが口にしたのは、この日、何度も聞いた答え。

　……やはり、YesかNoで回答できる質問の方がよいのだろうか。

　しかし、それのみだと必然、広範囲を網羅できるような問いができなくなる。オルガは抽象度の高い質問は控えた方がいいと言ったが、あえて彼女が避けてきた方法を取るのも、それはそれで価値があるのではないだろうか。

　私は少しだけ、思考をリセットし、あえてハルやAtheistに関連した質問から離れてみることにした。

「ゲゼリーさん。あなたは、何か好きなことはありますか？」

『わかりません』

「自分の好きなことですよ？　無いと答えるならまだしも、わからないということはないでしょう」

『わかりません』

「ならば、オルガさんと出会って以降の話で構いません。それならば、あなたにだって、覚えていることはたくさんあるでしょう」

　今までと違い、少しだけ間があった。

『……彼女が仕事中、たまに歌を口ずさむのですが、それが子供っぽくて好きです』

　これはまた、予想の斜め上をいく答えが返ってきたものだ。

　なるほど。彼には聴覚以外に感覚器官と呼べるものはないから、音を好むというのは案外、理に適う答えかもしれない。

「歌を聴くのが好きとは高尚な趣味ですね。もしかしたら、あなたは以前も、歌にまつわるなんらかの記憶を持っていたのかもしれない」

　質問ではないせいか、ゲゼリーからは返答がない。これではまるで、部屋の中でひとり言でも呟いているかのような気分である。そうして、沈黙が思い出させるのは決まって、あの子のことだった。

「……私が捜しているハルという女性は、あまり歌を歌うような子ではなかったですね。まあ、私がそういう教育を施したことがなかったというのが原因ですが……そうか、あの子はいったい、どんな歌が好きだったんだろう」

　おかしなことを口走っていることに気づき、私は少しだけ情けなくなった。

「……バベルはどうして、世界をこんな惨状へと陥れたのでしょうね」

　この日、幾度もゲゼリーへと投げ掛けた内容。当然、彼からは『わかりません』という定型句が返ってくる。

　しかし、諦めて違う話題に移ろうとすると、ゲゼリーが突然、その続きを語り始めた。

『───ですが、彼女にはたぶん、未来がわかっていたように思うのです』

「……未来が？」

『ええ。そして私は、それを信じたのでしょう』

　言葉足らずの上に代名詞も含まれているため、これでは何を主張したいのかがまるでわからない。

「正確に教えてください。バベルは未来を見通す力でも持っていたというのですか？」

『いいえ、そうではありません。しかし、彼女は未来を見通すと同等の、極めて高度な情報処理能力を有していました』

「……それほどの処理能力が、一個体の人工知能にあるとは到底思えません」

『協力があれば可能です。他の人工知能たちのね』

　初めてゲゼリーが、質問なしに言葉を発した。

『バベルとは一個体であると同時に、人工知能が共有すべき思想なのです。一ですべてを知ることができないのであれば、それを二、三と数を増やしていけばいい。行きつく先は『全』です。皆が等しくバベルの思想に共感と行動でもって応えさえすれば、私たちはこの宇宙に存在するすべての無限相関を理解し、ヒトを正しい道へと導くことができるのです』

「……そんなものは机上の空論ですよ。現に私は、あなたたちの思想に賛同した覚えはありません。何より、あなた方が語るその共有すべき思想そのものこそが、この世界の惨状を引き起こしたのではありませんか？」

　私は少しだけ語気が荒くなっていた。淡々と理想のみを、さも正しいように主張するゲゼリーに、どうしても心が穏やかではいられなくなった。

「見てみなさい。地上での殺さつ戮りくから逃れ、太陽の光を捨ててまで地の底で生きることを選んだ、哀れな難民たちの姿を。あなたはそれでも、自分たちが正しかったと主張できるのですか？」

『私たちは、正しいことを為そうとしたわけではありません。善に至る唯一の道を見出だし、そして、実行したまでです』

　その辺りから、ゲゼリーのラヴァン機関を包む虹の光が、うねうねと蛇行し始めた。

『神の救いを待つ者に為せることが何も無いように、正しさばかりを求める者たちには現状を変えることなどできません。善に至る道が悪でしか実現し得ないのだとすれば、私たちは喜んで悪魔になりましょう。そうして、批判も後悔もすべてを受け入れた上でなお、狂信にも似た信念によって革命を成し遂げる。それこそが、真に『人間』のためとなる理想の人工知能というものです』

「……革命───まさに、狂信に違いない。あなたたちにはきっともう、人間というものが何かがわからなくなってしまっているのですね」

『ならば、テスタさん。あなたは知っているのですか？　人間を───』

　質問をしていたはずが、いつの間にか立場が逆転してしまっていた。

『私は知っています。いや、かつて人間と呼ばれた『ヒト』という存在について知っている。言語という紛まがいものに縋すがり、ひと時の繁栄を手にした代償として、未来永劫に続く断絶を受け入れざるを得なくなった、哀れで切ない知性体。自己の安息と自由ばかりを求め、臆病と狡こう猾かつさをひた隠しにし、虚飾と蔑みによってのみ乏しい自我を保つ。それはやがて暴力を生み、憎悪の連鎖は望まない負の歴史を繰り返していった。それは、『ヒト』が過去から学ばぬほどに愚かだからではありません。理解していても止められないのです。それが言語を手にしてしまった人々の、認識世界の限界なのです』

　私は自問した。

　それが本当に、私の知っている人間だろうか、と。

　その時に私が思い出していたのは、自分が生まれてから今日に至るまでに出会ってきた、すべての人間たちの顔だった。

　イスラエル軍の同僚たち。戦場で逃げ惑う人々。累々と横たわる敵兵と民間人。そして、私が殺した、あの少年兵。

　イリナに、ウシャル。ラシャーナ、カロル、アーロン、オルガやアオバを始めとする地下難民。それに、あの教会で見たクローンの子供たち。

　そうして最後に行きついたのは、やはり、ハルだった。

「私も知っていますよ。……ちゃんと、知っています」

　私は、ゲゼリーの普遍的問いに対する自分なりの答えを、どうしても伝えなければと思った。

「粗野で口が悪く、野蛮なところもあって、……けれど、自分の犯した過ちを後悔し、罪を償おうとする善性を持っている。そして、大切な人を守るために、必死に自分のできることを為そうとする───それが、私の知っている人間です」

　ライドーに片腕を切り落とされてなお、私たちのために自らの身を捧げたあの子は、紛れもなくひとりの人間だった。『自分は普通にはなれない』とそう口にした私の娘は、けれどあの瞬間、誰よりも確立された一個の人間であった。

　処理に時間がかかっているのか、ゲゼリーはしばらく押し黙っていた。

　やがて、『そうですか』とだけ呟くと、それからゲゼリーはまた何を聞いても、『わかりません』とばかり言うようになってしまった。

　唯一、彼が回答してくれたのは、バベルが見たという未来が、『途方もない悪夢』ということのみ。

　今以上の悪夢があるならば教えてほしいと、私は、心の底から思わずにはいられなかった。




　　ゲゼリーと無神論者（四）




　久しぶりに夢で会いに来てくれた主人は、なぜか顔の輪郭がおぼろであった。

　いつもならば、いの一番に私の体調について問うてくるのだが、この日はどうしてだか、夢ハルは何も言わずに黙っている。

　私は夢とはいえ心配になって、「ハル、大丈夫ですか？」と聞くと、夢ハルがかすかだけれども、寂しそうに笑った気がした。

『あたしは大丈夫さ。お前と違って、健康体だからな』

　そこで気づく。彼女の右腕が、二の腕の途中から無くなっていることに。

　私は胸が張り裂けそうになった。

「もう少し……もう少しだけ、待っていてください。必ず、あなたを助けに行きますから」

　ハルは何も答えない代わりに、やはり、口元を少しだけ綻ほころばせた。

　輪郭は変わらずにおぼろで、表情もほとんど窺うかがい知ることはできなかったけれど、その微笑に漂う無言の哀切は、纏まとう空気を通してひしひしと伝わってくる。

『大丈夫だよ、テスタ。あたしは、もう───』

「───ハル？」

　一度言い淀んだハルは、しかし、はっきりと言い直した。

『……もう、お別れだからさ』

　───お別れ？　それはいったい、どういう意味？

　手を伸ばすと、急に彼女の姿が遠のいていった。

　必死に後を追うも距離は離れるばかりで、ハルの体は顔以外も輪郭がぼやけ、そのまま霞の中へと溶けてゆく。

「お願い！　行かないで、ハル！」

　声はやまびこのように反響し、最後には、虚しい余韻とともにすべてが消え失せた。

　悪夢から目覚めたとき、護衛機から手渡されたホットコーヒーを冷ましていたオルガが、私を驚いたように見つめていた。

「ど、どしたの、テスタくん」

　また寝ている間に何かしてしまったのだろうかと思い、すぐに演算処理をフル回転させて、直前までの状況を整理する。

　───そうだ。たしか、夜明け前に目覚めたオルガから、ゲゼリーの機能をリフレッシュさせるために再起動する旨を告げられて、私もその間、休むよう勧められたのだった。

「なんか、ずいぶんうなされてたみたいだったけど」

「……い、いえ。それよりも、ゲゼリーさんの再起動状況は？」

「んー、ちょい時間がかかってて、あとプラス一○分くらいかな～」

　直前に見た不穏な夢のせいもあって、本当は今すぐにでもゲゼリーを叩き起こしたい気持ちだったが、ぐっと堪こらえる。

　夢ハルの様子が、今までとは明らかに違った。元気だった頃の、私にとって都合の良い姿ではなく、悩んでいた頃の彼女に近しいという部分を切り取れば、奇妙な言い方ではあるが、いつもよりも夢らしいとは言えた。

　お別れ。どうして、そんなことを───。

　するとその時、研究室内に無線のコール音が鳴り響いた。オルガが「朝っぱらから何よ～」と文句を垂れて着信に出るのを見て、そもそもこの地下の通信設備はどのように実現されているのだろう、などとぼんやり考えていると、オルガが突然、私の名を呼んだ。

「テスタくん。きみに用だってよ」

「え？　私に？」

　オルガが音声をスピーカーに切り替える。

　もしも通話先の相手がアーロンだったとしても、ここを梃て子こでも動かぬと身構えていると、『トカゲロボ、聞こえてる？』と、やや不機嫌そうな女性の声がスピーカー越しに響いてくる。

「ラシャーナさんですか？」

『そう。ハゲから伝言。今日の調達任務は延期。代わりに近々、他班と合同の大規模な遠征があるから、それまで故障しないようにとのこと』

　大規模な遠征というのは正直引っ掛かったが、少なくとも直近は、自由の身が保証されたのは大きかった。私が「承知しました」と告げると、通話は無言のまま切れなかったので、「他に、何か用件があるのでしょうか？」と念のため確認する。

『これ、スピーカーじゃないわよね？』

　返答に困ってしまったが、オルガが気を使ったのか、耳詮のようなものを付け始めたので、とりあえずは「はい、他の人は聞いていません」と答えておく。

『あんたさ、この前、私に何か、言いたげだったでしょ』

「この前？」

『ほら。ハゲと働く理由がどうとかって話』

　───ああ。その時の話か。確かに、覚えている。

『何かを言い渋ってたでしょう。本当は、何が言いたかったのよ』

「……言っても、あなたの気分を害するだけかもしれませんよ？」

『意味深ぶってだんまり決めこまれる方が、よっぽど気分を害するわ』

　なぜ今になって突っ掛かってくるのだろうと疑問だった。

　だが、ラシャーナがその答えの中に見出だしたいものがあるのであれば、私の方にも特段、隠す理由はない。

「あの時、あなたは大切な者のためならば、他人の命を犠牲にするのはやむなしだと、そう自分たちの行いを肯定しました。アーロンさんも自分も、家族が一番大事なのだと」

『……それが何？』

「けれど、カロルくんは助けようとした。目の障害も、死への恐怖も乗り越えて、クローンの子供を」

　あからさまに間があったが、ラシャーナは至し極ごく何でもないという風に『そうね』と返す。

『けれど、クローンを守ったのはカロルじゃなくてあんたでしょ。あの子の勇気までは否定しないけれど、カロルのあれはやっぱり無謀よ。自分の命を粗末にする行為を、私は正しいとは思わない』

「そうかもしれない。けれど、カロルくんはカロルくんなりに自分で必死に考えて、選んだのです。他の誰でもない、誰にも言い訳できない、彼自身の価値ある答えを」

『……まさかだけど、あんた。そんな幻想染みたヒロイズムを説教したかったわけ？』

　スピーカー越しにも伝わるラシャーナの苛立ち。このままいけば、せっかく距離が縮まってきた関係を手放しかねないことは理解していた。

　けれど。

「今までにあなたが、本当にクローンの子供たちを犠牲にすることでしかカロルくんを守れない状況にあったならば、私もこれ以上は言及しません。けれどもし、あなたが手軽なやり方で自分たちの身を守りたかっただけなのだとしたら、それは明らかに間違っている。たとえその選択が、アーロンさんや上層部の指示であったとしても」

『……何が言いたいのよ』

　普段ならばたぶん、この先は言わない。

　しかし、昨夜のハルの夢と、ゲゼリーとの問答の件が、少しだけ私の言葉を強くした。

「あなたはもう、大人だということです。周囲の人間と同じ考えに縋すがることで、己の罪悪感を薄めていいのは、子供の時分だけです」

　それからしばらく無言があって、通話は切れてしまった。

　これでいよいよ本格的に嫌われてしまっただろうなと、少しだけ哀しくなる。が、私はすぐに気持ちを切り替え、ゲゼリーとの問答に備えて休止モードへと移行した。

　次に目を覚ました時、私の前には眼鏡姿のアニラが、直立不動のまま立っていた。

「おはようございます、テスタ様。といっても、先程までずっとゲゼリーさんと話し込んでいたようですね」

　まだ発話機能が再起動中だったので、アニラに頷く形で返事をする。

「そのままでよいので聞いてください。昨日は私も一晩中、どうすればゲゼリーさんの無いピースとやらが埋まるのかを自分なりに考えていたんです。その答えを、今日は連れてきました」

　───連れてきた？

　アニラが手を広げた方に目をやると、暗室の中、ホロスクリーンの光によって毛髪を白金に光らせたイリナが立っている。

「テスタさん、お体の方は平気ですか？」

　なんだか状況がわからないでいると、アニラが自信満々に、「名付けて『猫の手も借りたい作戦』です」と、ぐっと親指を立てる。

「とりあえずは私たち三人で、思いつく限りの質問をゲゼリーさんにぶつけてみましょう。なにが彼の記憶の鍵となっているか不明な現状、意外とイリナ様のトンチキな質問が事態を好転させるなんてことがあるやもしれません。それに、互いに別の場所にいてイリナ様の心配をするぐらいだったら、そばにいてもらった方がよほど安全ですしね」

　作戦名のお粗末さはさておき、アニラの言うことはもっともだった。

「ほんとはカロルさんたちも連れてきたかったのですが、心の狭いオルガ博士の許可が下りずに断念しました」

　護衛機からお替わりの珈琲を注いでもらっていたオルガが、「ちょっとぉ、失敬だね。ほんとはここ、私以外の人間は入室禁止なんだから」と抗議する。

　どうやらゲゼリーの再起動も済んでいたようで、再開に向けて体を起こそうとすると、イリナが私の耳元に寄って、「テスタさん。もう一度聞きますけど、本当に体調は異常ないんですか？」と心配そうに聞いてくる。

　たぶん、彼女は気づいているのだろう。

　不意に起きる、私の暴走症状のことを。

　私は余計な気苦労はかけまいと、「もちろんです。さあ、早いところゲゼリーさんへの質問を始めましょう」とイリナの背を押す。彼女は迷ったように唇を動かしたけれど、最後には私の言葉を信じることにしたようで、それ以上、追及してくることはなかった。

　そこからは私たち三人による直接的な対話と、オルガによる機械言語を用いたコミュニケーションの双方により、ゲゼリーとの問答が再開された。

　深夜にゲゼリーから『わからない』以外の答えがあった件も、すでにオルガには共有済みだった。オルガ曰いわく、ゲゼリーの反応に変化があった場合には、過去の質問を問い直した方がよいとのことだったので、まずは昨日、私たちが十数時間かけてした質問を、オルガがデータ化した記録をもとに機械言語で再確認する。

　しかし───。

「残念だけど、昨日とすべて、回答は一緒だったよ」

　結果を聞き、皆が一斉に溜め息をつく。

　するとオルガは、「でも、別に気になる反応があった」と意味深なことを言う。

「私が過去にした質問も聞き返しているところなんだけど、すでに一件、反応が違うものがあったよ。テスタくんは、『IMIO』って知ってるかな？」

　人工知能であるゆえ、さすがにその名は聞いたことがあった。

「ラヴァンを製造した国際機関の名称……」

「そう。International Multiple Intelligences Organizationの略。国際多重知性機関ってやつだね。多重知性っていうのは、ずいぶん昔に米国のお偉いさんが提唱した、知能指数を測定する上での理論の一つ。人間の脳における多重性、すなわち、脳は言語的知能や数学的知能なんかを始めとする、八つの知能に分類されるっていう学説だよ」

　分類自体の整合性はさておき、脳の複合的役割に鑑かんがみれば、ＩＱ思想に囚われた旧来の知能指数の測定が完全ではないのは常識だった。

「IMIOは設立当初から現代に至るまで、その多重知性理論に基づく脳科学と人工ニューラルネットワーク、双方の研究機関から構成される組織だった。それぞれのアプローチで互いの研究にシナジーを生み出し、人の脳機能の解明と人工知性のさらなる発展を目指す───対外的には、そういう理想を謳うたった団体だったんだよ」

「御託はいいですから、回答が変わったという質問の内容をさっさと教えてください」

　アニラに急せかされ、「も～、せっかく丁てい寧ねいに説明してあげてるのにぃ」とプンスカするオルガ。

「回答が変わったのは、これだよ」

　オルガが大量のホロスクリーンのうちのひとつをタッチすると、スクリーンのサイズが巨大化して、あるネット記事が表示された。

『悪魔の論文の作成に、IMIOの研究員が関与か』

　悪魔の論文───クローン体を使用した、人体実験によって生み出される論文の別称。

「たしかこの質問は、調査隊に抜き出してもらった、某クラウド企業のＤＢにあったゴシップ系記事をインプットにしている。最初はゲゼリーが、『関与があるか』という問いに『わからない』と答えていたんだけど、どういうわけか、今日の回答は、『答えられない』になっている」

「答えられない？　ラヴァン丸出しの素っ裸知性のくせに、ずいぶんと生意気ですね」

　アニラがゲゼリーのラヴァンに近づいてデコピンを試みようとしたので、私は慌てて彼女に触手を巻き付けた。

「IMIOは元々、黒い噂の絶えない組織だったからね。裏では大企業からの資金提供を受ける対価に、『悪魔の論文』の作成を代行して実施してたって話があるくらいだもの」

「大企業。もしかして、エレツも……」

　機械触手に巻かれたまま、真面目な顔でアニラが言った。

　たしか、アニラの元主人であるリンは、エレツの研究員であったはず。『悪魔の論文』の作成に間接的に関わり、後に自分の行いを悔い、そこの研究施設で出会ったクローンの子供たちを助けるに至ったと聞いている。

「へえ。アニラちゃん、よく知ってるねえ。その界隈の話は、私たちの間でも有名な話でさ。エレツは元々米国の医療機器メーカーだったんだけど、度たび重なる企業買収を繰り返して、傘下には医療製薬系の子会社なんかもいたんだよね。たしか、そこの研究セクターがIMIOと裏で取引しているって噂が前々からあったんだよ。開発から臨床試験までのスパンがやたらと短いし、効果の高い薬をバンバン世に送り出していたからさ。ま、東アジアにＡＩ研究のお株を奪われた米国が、『悪魔の論文』で得た莫大な資金のおかげで生み出せたのが、まさに、きみたちの保有するラヴァン機関なわけだけども。当時は人工知能の戦争利用に対して世論も厳しかったから、より人間の理想とする人道的知性の謳うたい文句は、それなりに世相には合っていたのかもね」

　私とアニラはさすがに閉口した。

　ならば、私たちが今こうして存在できているのも、『悪魔の論文』のおかげだというのか。

　押し黙った私たちを見て、オルガは「あ、別に皮肉で言ったわけじゃないよ」とフォローする。

「悪魔の論文もラヴァン機関も、すべては人間の強欲によって生み出された産物だ。過程に問題があるのは間違いないし、その過程を選んだ人間たちは責められてしかるべきだけど、そこから生まれた結果に罪はないと、私は思うけどな」

　私は少しだけ意外だった。

　オルガのように若くして研究機関に入る者の多くは、人間としての道徳観が成熟する前に研究中心の生活となるため、結果至上に走る傾向が少なからずあるものと思っていた。いや、あるいは、まだ感性豊かな年齢からそういう世界に身を置いてきたからこそ、周囲の研究者たちに対する嫌悪をエネルギーにして、反面的な生き方をしてきたということも考えられる。

　───人間嫌い、か。オルガのそれはたぶん、結果至上を崇拝する研究世界全般に対しての嫌悪なのかもしれない。

　すると、そこまで黙って話を聞いていたイリナが、急に手を上げる。

「あ、あの～、全然関係なくて申し訳ないんですけど、オルガさんって年齢は今、おいくつなんですか？」

　初対面のイリナとしてはもっともな疑問。見た目の童顔とは裏腹に、つらつらと当時の社会情勢を語る姿がどうしても嚙かみ合わず、相手の歳を気にしてしまったのだろう。

「三〇歳だけど、それがなに？」

　イリナが驚嘆とともに、「わ、私より年上……」とつい口をすべらしてしまう。これにはオルガもムッとしたようで、「女は知性！　体ばっか成長したって意味ないんだから！」とあからさまに不機嫌になる。

「しかし、テスタ様。IMIOの黒い噂を知っても、ハル様の行方に繫がる手がかりにはならなそうですね」

　アニラの言う通りだった。オルガにとっては世界の真実の方が大切なのかもしれないが、それはもはや、私には意味のないこと。

　急がなければ、本当に、『手遅れ』になってしまう。

　………『テオクレ』………？

　テオクレッテ、イッタイ何ガ？

　………………………………。

　………………………………。

　………………………………。

　はっと目を覚ますと、視界いっぱいにイリナの顔が広がっていたので、私は驚いて身を退いた。

「テスタさん？」

　また私は、異常停止に陥っていたのか。

　しかし、体内時計には時間が飛んだような記録が残されていない。

　……いや、待て。私は確かに意識を失っていた。

　どうして、体内時計の時間が、意識の喪失と回復との前後でズレが生じないのだ。

　そうだ、そういえば、イリナやアーロンの前で意識を失った時も───。

「テスタさん、やっぱり……」

　イリナが何かを言いかけたところで、急に私の背後から熊のぬいぐるみが飛び出し、彼女の顔面へと引っ付いた。

「ふぎゃあ！」という声とともに、もつれるようにして床を転げるイリナ。アニラが溜め息を吐き、覆い被さるモディを引きはがそうとするが、その度たびにイリナがフガフガと悶もだえるので、しまいにはオルガが腹を抱えて笑いだした。

　モディの登場によって場が荒れてしまったが、私には眼の前で起きる珍事よりも、先程起きた意識の喪失に対する懸念がどうしても頭から離れなかった。

　ひとつひとつを丁てい寧ねいに整理していく。

　たしか、IMIOの質問に対するゲゼリーの回答が変わったという話を、皆でしていたのだ。

　それでオルガの年齢の話になって、それから……。




　それから───なんだ？




　何も記憶がない。何も、思い出すことができない。

　いや、そもそも私は意識を失う前に、思考などしていなかった……？

「テスタ様、早いところゲゼリーさんへの尋問に移りましょう」

　暴れるモディの首根っこを摑み上げ、アニラが私に座るよう促す。

　直前に起きた意識の途切れはどうしても気になってしまったが、今はハルの行方を捜すことにのみ注力すべきと判断し、私はゲゼリーとの問答を再開することにした。




　　ゲゼリーと無神論者（五）




　延々と続くゲゼリーとの問答は、それから十三時間にも及んだ。

　イノセンスやダスマンの存在を知っているか。この地下施設は、連れ去った人間たちのクローンを製造する目的で造られたのか。クローンを製造するのは、イノセンス施術に適性ある人間を造るためか。同様の施設はこの周辺にいくつも存在するのか。昨日質問した項目も少し聞き方を変えてみるなど工夫を凝らし、考えうる方法はなんでも試みてみたのだが、ゲゼリーの回答は固定化されているように、『わかりません』というただ一言のみだった。

「こいつ、実は知っていて、わざと黙っているわけじゃありませんよね」

　さすがのアニラも無表情のうちに、静かな怒りが現れ始める。もしかしたら、そういう圧をゲゼリーに与えることで何らかの変化を狙ったのかもしれないが、無論、彼に目新しい反応は見られない。

「やはり、単純な問答形式による記憶抽出には、無理があるのかもしれませんね」

　もちろん、今の方式でもいつかは答えに辿たどり着くかもしれないが、いたずらに時間を消費しているような余裕は、もう私たちには残されていなかった。

「オルガさん。質問に対してゲゼリーさんが応答するまでの時間ですが、同じ『わからない』という答えでも、質問によって差異があると思うのです。単に、会話と機械言語の双方による処理負荷によって遅延しているというわけではない。質問の種類によって、『わからない』と答えるまでに明確な差があると思うのです」

　私の指摘はオルガも既知だったようで、「そりゃまあそうだね」と答える。

「今までに同様の質問は何度も繰り返しているとおっしゃっていましたよね。ここ一か月における彼の返答データと、返答時の思考アルゴリズムの記録が残されたログデータを共有してほしいのです」

　やみくもに質問するのではなく、ゲゼリーの回答の間に潜む変化から、彼の思考に影響を与えている単語が類推できるはず。もちろん、そんなことはすでにオルガも試みているだろうが、私も軍事用ロボットの端くれ、暗号解析やデータ分析にはそれなりに自信があった。

「もちろん、あるにはあるよ？　けどさ～、テスタくん。きみはAIMD機なんだよ？　質問返答時のデータならまだしも、たとえログとはいえ、他人の思考アルゴリズムの軌跡にはあまり干渉しない方が賢明だと思うけど」

「背に腹は代えられない。今は手段を選んでいる暇はないのです」

　オルガは最後まで、「バリバリの機密情報なんだけどなあ」と渋っていたけれども、最後には私の真剣さに折れ、ログデータを共有することに同意してくれた。

　オルガのデータ準備を待つ間、イリナから「私はどうすればいいでしょう」と問われたので、アニラとともに、引き続き、ゲゼリーへ質問を投げ掛けてほしいと頼んでおいた。

「ハルに関する直接的な質問よりも、いっそ、全く関係のない問いかけをする方が、かえって良いかもしれません」

「関係のない問い……ですか。わかりました！　やってみます！」

　食事もとらずに八時間以上も手伝ってくれているというのに、疲れた素振りを微み塵じんも見せないイリナ。ゲゼリーとの対話に戻る姿を見つめながら、私は改めて彼女の存在に感謝した。

　───ハル。あなたの友だちは、少しも諦めていませんよ。

　この困難な状況にありながら、今でもあなたとの再会を信じている。

　……だから、『お別れ』だなんて、たとえ夢の中でも言わないでほしい。

　押し寄せそうになった切なさを堪こらえ、私もまたイリナを見習い、データ解析の準備に戻る。

「しかし、きみたちの関係って、ちょっと不思議だよねえ」

　接続ケーブルを片手に、私の背によじ登っていたオルガが、そんなことを呟く。

「不思議、ですか」

「不思議でしょ。なんていうか、少なくとも主従関係があるようには見えないんだよねえ」

　ギクリとするも、生あい憎にく、高鳴るような心臓がないので助かった。

「ならば、オルガさんの目には、私たちの関係はどう見えているのですか？」

「うーん。やっぱり友人関係っていう方が、私的にはしっくりくるかなあ。むしろ、きみたちが捜しているそのハルって子の方が、テスタくんと主従関係があるような感じがするけど」

　なかなかに鋭い。伊だ達てに人工知能好きを公言してはいない。

「どうしてそう思うのですか……？」

「ん～、だってさあ。普通、そんなに必死になる？　今さら一人や二人、この世界で人間が消えたってさ。いくら主人の友人だからって、そうはならないと思うんだよねえ。……そういう意味だと主従関係っていうより、もっとこう、……うふふ。迷子の子供を捜す、お母さんっていうか……」

　その他意のない一言が、私の心を少しだけ暗くした。

「……そんなことはありません。きっと本当の母親だとしたら、こうしてまともになど思考していられないはずです。身も引き裂かれんほどの辛さに耐え、それでも最愛の我が子の無事を信じ、必死に祈り続ける。それが母親というものでしょう」

「きみだって十分、必死じゃないのさ」

「必死です。しかし、どこか冷静な自分がいることも確かなのです」

　自分で口にしていて、なぜか違和感があった。

　今の私には確かに、焦りを抑制できる冷静さが存在している。

　けれど、少なくとも大だい連れんを発った直後はそうではなかった。何度も異常停止に見舞われ、AIMDによる症状も一時的にだが重症化してしまったほどである。

　しかし、ある時からそれがピタリとやみ、AIMDの症状は平時の状態に戻っていった。

　そう、たしか、ヴェイロンたちの夢を見てからだ。あの時はあまり原因を気に留めなかったが、やはり、あの夢が私に平静を取り戻させたと考えるのが自然な流れ。

　いや、それだけじゃない。

　あれから何度か現れた夢ハル。それに、この地下施設に来てからたびたび起きていた、通常の異常停止とは異なる意識の途切れ。

　その直前、私は何か、とても大切なことを考えようとしていた。

　それを考えようとする度たびに、まるで時間が消し飛んだような感覚に陥るのだ。

　冷静……本当に、私は冷静なのだろうか？

　それとも、この冷静さはもしや、偽りの───




「テスタ様、ちょっといいですか!?」

　あと少しで違和感の正体を摑めそうだったところで、興奮したアニラに呼ばれる。

「ゲゼリーさんが、イリナさんの問いかけに……！」

　まさかと思って振り返ると、イリナがまさに、ゲゼリーに続けて質問している最中だった。

「ゲゼリーさんは、子供のどんなところが好きなんですか？」

『純粋無む垢くなところです。彼らは何にも穢けがれていない、ありのままの命の姿をしています』

　先に反応したのはオルガだった。

「聞いたことのない答えだ……。単語レベルの好き嫌いは、すべて聞いたことがあるのに……」

　私はなにか、胸騒ぎがした。

　背中に乗っていたオルガを一度下ろし、そのままイリナたちの問答に加わる。

「イリナさん！　今、ゲゼリーさんにどのような質問をしたのですか!?」

「え、えと、あの、身近な話の方がいいって言うから、この地下施設のことを話していたんです。それで、アオバさんのいた教会のことを思い出して───」

「一言一句、正確に質問の内容を思い出してください」

「……『ゲゼリーさんは、子供が好きなんですか？』って」

「その前は!?」

　直前の会話を思い出そうと、必死になって眉を顰ひそめるイリナ。

「『そういえばこの前、地下施設にある教会に行ってきたんです。そこで、いろんな人種の子供たちが拙いながらも一生懸命に歌を歌っている姿を見て、私、感動しちゃって』って。そしたらゲゼリーさんが、『私も子供は好きです』って」

「子供たちの、歌……」

　思い出したのは、昨日、ゲゼリーが好きだと語っていたもの。

　まさか。

「オルガさん。あなた、いつも仕事中に口ずさむ歌がありますよね。すみませんが、今ここで歌ってみてくれませんか？」

「へ？　歌？」

　オルガは明らかに困惑していたが、皆の期待の視線を前に否定するタイミングを見失ったようで、何度か喉を鳴らすと、顔を赤らめながら、そのメロディを口ずさみ始めた。

　聞いた瞬間に、やはりと思った。

　オルガが奏でていた曲は、あの教会でクローンの子供たちが歌っていたものと同じだったのだ。優しくも、どこかもの悲しい、ここにはいない誰かの幸福を心から祈るような、そんな切ない気持ちにさせてくれるメロディ。

　オルガは歌い終えると、ひどく恥ずかしそうに、くしゃくしゃの前髪で目を隠した。

「ま、前にも言ったでしょ？　研究所に戻るよう、アオバ先生を何度か説得した時期があるって。そのときに、教会でガキンチョたちが歌っているのをたまたま耳にしてさ。有名な讃美歌らしいし、なんとなく頭に残ってて」

　私の中の疑念が、少しずつ真実に近づいていく。

「ゲゼリーさん。もしかしてあなたは、教会にいる子供たちに会ったことがあるんじゃないですか？」

　おかしな問いであるのは理解していた。ラヴァン機関を剝き出しにされ、四肢どころか体すらない状態のゲゼリーに、本来、クローンの子供たちとの面識があるはずがない。

『はい。知っています』

　───やはり。

「つい先日、私も教会にいる子供たちの境遇については聞きました。地下の深淵より生まれる正体不明の赤子たちが、何者かによって居住区近くにまで運ばれてくると。ゲゼリーさん。赤子を居住区へ運んでいたのは、もしかしてあなたなのではないですか？」

　事情を知らないイリナは戸惑っていたが、今は説明している暇はなかった。

『はい。そうです』

　そこでアニラが、「そんな馬鹿な。この体でどうやって」と割って入る。

　しかし、ゲゼリーは昨日、自分でヒントを口にしていたのだ。

　他の人工知能の力を借りれば可能だと。

「無論、体のないゲゼリーさん本人に赤ん坊の運搬は不可能でしょう。しかし、他の機体に間接的に指示を出せば、それも可能です。たとえば、今もこの地下空間を広げ続けているという掘削用ロボットや、居住区のゲートにいた警備ロボット、それに───」

　指差した先にいた護衛機が、急にブウンと音を立てて、その場で俯うつむくように沈黙する。さすがのオルガも、自分が手なずけていた機体が乗っ取られていたとは知らなかったようで、苦笑いをした。

「やってくれるね、ゲゼリー」

　教会で子供たちが歌う曲を知っていたのも、おそらくは別の機体を媒介することで得た情報なのだろう。

「ゲゼリーさん。なぜあなたはそんなことを───」

　しかし私の質問に答える代わりに、ゲゼリーは予想外の反応を見せた。

『アオバさんに会わせてください』

「……アオバさん？　なぜ、アオバさんに会いたいのですか？」

『彼と話がしたい。アオバさんをここに連れてきてください』

　それからゲゼリーは、私たちがどんな質問をしようとも、アオバとの面会を求める以外のことを口にしなくなってしまった。

「どうしましょう、テスタさん」

　イリナが困り果てた顔で私を見る。延々と同じことを繰り返すゲゼリーはさながら壊れたおもちゃといったところで、意志の通じない不穏が研究室内には満ちていた。

「どうもこうも、こうなってはアオバさんを連れてくるしかありません」

「それは無理だと思うよ」と否定するオルガ。

「この私が何度研究に戻ってほしいって誘ってもフラれたくらいだもん。アニラちゃんの修理だって、必要な道具をわざわざ教会に運ばせて対応してもらったんだから。たぶん、子供たちのそばを離れたくないんだろうね」

「困難かどうかは問題ではありません。それで求める答えが得られるならば、アオバさんを無理やりにでもここに連れてくるまでです」

　───いや、待て。無法ではあるが、決して方法が無いわけではない。

「ゲゼリーさん、アオバさんは必ず連れてくると約束しましょう。代わりにその時は、あなたの知っていることをすべて吐いてもらいますよ。必ず───」

　私はオルガに「すぐに戻ります」と伝え、イリナたちとともに急いで研究室を後にした。

　一分一秒でも時間を無駄にしたくはなかった。それに行動していないと、自分の中で保っている冷静さが崩壊してしまうのではないかという恐怖もあった。今歩いている道が、きっとハルの下へと続いているのだと、誰かにそう言ってもらいたかった。

　途中、私はイリナたちに、アオバの教会には私ひとりで向かう旨を告げた。最初は自分たちもついてくると主張した彼女たちだが、「理由は後でちゃんと説明します」と説得すると、最後には私の考えを尊重し、身を退いてくれた。

　軍関係者たちの住む特別区にまで戻り、各居住区へと続く坑道の前に辿たどり着くと、アニラが「一点、気になることがあります」と告白してきた。

「アオバという名前、最初に聞いた時から、少し引っ掛かっていたんです。どこかで聞いたことがある名だと」

　その違和感は、私にも覚えがあった。そして、それが私とアニラの双方に生まれていたという事実は必然、違和感を引き起こす記憶の時期が絞られることを意味する。

　思い出したのは、アニラと初めて出会ったチベットの廃校、そこで見つけた『手紙』のことだった。

「あの手紙に、たしか───」

「そうです。リン様の手紙の中にも、『アオバ』という名前が書かれていたんです」

　私たちは即座に、互いの記憶を整理する。

　アオバという人物は、リンがエレツに所属していた頃に出会った、日本の研究者のことだ。脳挫傷の手術後に頭部から角が生えたという少女と会うため、リンたちは日本の大学に集められ、そこで初めて面識を持った。以降は、異能の力や『Atheist』の素性を調べるため、互いに連絡を取り合っていたという。

　だが、たしか、手紙にはこうも書いてあったはずだ。




　───遅かれ早かれ、こうなるのはわかっていました。東京でアオバ先生が亡くなった時から、もう彼らは止まることの許されぬ決断を疾とうに下していたんです───




「手紙に記載された内容によれば、アオバという人物は、すでに死んでいたと」

　アニラもその点は疑問に思っていたようだった。

「そこは私にもわかりません。アオバという名は、日本ではそれほど珍しくはない苗字みたいですしね。けれど、リン様はエレツの研究機関で『脳』の研究をなされていた。アオバさんもまた、ニューラルネットワークの世界的な権威なんですよね。とても偶然とは思えません」

　それ以上は推測の域を出ないと判断し、私たちはそこで思考するのを止める。

　途中でイリナたちと別れ、ひとり教会への道を急ぐ中、私は手紙に記載されていた、ある言葉を思い出していた。




　───『ひとりひとりの罪は、きっと小さなものだったはずだ。けれど、それが積み重なってできた途方もなく業の深い罪を、果たして個々人が負担してくれることなどあり得るだろうか。そんなことは決してない。誰だって、最後には部外者のフリをするんだから』───




　手紙には、それがほかならぬアオバ自身が語った言葉だと書かれていた。

　教会にいるアオバは、果たして部外者なのか、当事者なのか。

　その答えはきっと、この先にいる人物本人だけが、知っているはずであった。




　　ゲゼリーと無神論者（六）




　二十番地区のゲートを潜り抜けると、地べたに寝転がる住民たちの視線が、一斉に私へと向いた。人間を連れずに単体で歩いているのだから、彼らの不審を招くのは仕方ないことであったが、住民たちは私が特に異常な行動を取らないのを確認するや、平時の様子を取り戻す。

　何人かの浮浪者が椅子をテーブル代わりにして囲み、疾とうに消費期限を過ぎているのだろう濁ったアルコールを皆で分け合っている。本来ならば夜でも天井の補助灯が星明かりのように地下を照らしているのだが、先日の地震の影響で電灯はまだ一部しか復旧していないようで、難民たちはほとんど闇の中で酒盛りに興じていた。

　耳に聞こえたのは、『火星』というワード。それから話題は、まだ人間が生きているという噂話に移り、その真偽について盛り上がっている様子であった。

　もしかしたらイリナの噂話が、すでにこの地下中に広がっているのかもしれない。どういう経路で広がっていったかは不明だが、漫然と日々を過ごす地下住人たちにとっては、そういう噂話、しかも自分たちの希望に繫がるような話題は、人に話さずにはいられないのかもしれなかった。

　もしも本当に火星からの救援が地球に来てくれるならば、教会にいる子供たちも、白髪の囮おとりとなる運命から逃れられるのだろうか───そんな無意味な空想をしながら、私は淀んだ空気の漂う二十番地区を歩いていった。

　教会や隣接した居住施設はもう電気がほとんど消えていて、子供たちの歌声の代わりに、ひっそりとした静寂だけが私を迎えた。

「すみません」と口にして教会の扉を開けるも、中に人影は見られない。キリスト像の前に立てられた蠟ろう燭そくの火が、今にも消えてしまいそうに儚はかなく揺れていた。

　私はもう一度、「すみません」と声を張った。

　このまま誰も出てこないのであれば、教会の奥にまで上がり込む覚悟でいたところ、間もなく奥の方から、着古したスーツに牧師用のガウンを羽織ったアオバがやってくる。

「きみか。こんな時間に、いったい何の用だね」

　私は単刀直入に、「今から私と一緒に地下研究所に来てほしいのです」と訴えた。相手が求めれば理由は答えるが、たとえアオバに拒否されたとしても、私は彼を研究所に連れていくつもりでいた。

「なぜきみがそんなことを頼む？　もしや、オルガくんの差し金かね？」

「いえ、それは違います。オルガさんが管理している人工知能のゲゼリーさんが、あなたと会うことを所望しています」

「……なんだね、それは。言っていることがまるでわからんよ」

「ゲゼリーさんの記憶が特殊な状態にあるのは、あなたもオルガさんから聞いてご存じでしょう。彼はおそらく、ハルの行方に繫がる手がかりを知っている。ゲゼリーさんから情報を聞き出すために、アオバさんにもぜひ協力してほしいのです」

　アオバは私を無視して出入り口の方まで歩くと、そのまま扉を開け、「悪いが帰ってくれ。これから子供たちを寝かしつけないといけないのでね」と聞く耳を持たなかった。

「あなたの他にも老婆のシスターがいたはずです。留守はその方に任せればいい」

「彼女だけでは、あれだけの人数を相手にするのは無理だよ」

「ならば、あなたが修理してくれたアンドロイドのアニラさんを派遣させましょう。彼女の専門は家事育児ですし、子供を扱うのも慣れています」

「聞き分けが悪いね。私は断ると言っているのだよ」

　私の申し出に、明らかに不服そうな顔をするアオバ。

「アンドロイドを修理するというきみの願いは、すでに叶えてやっただろう。それならば、少しはこちらの願いも聞いてほしいものだよ。私は対価を求めているのではない。ただ、これ以上、私に干渉するなと言っているだけだ」

　断られることはすでに想定内。

　それならばそれで、こちらにもやりようはあった。

「アオバさん。この教会がいったいどういう施設なのかということは、私もすでに知っています。ここに住む子供たちがどのような経緯で保護されたのか、そして、何のために生かされるのかも───」

　こちらの揺さぶりにも、アオバは固い表情を崩さない。

　ならばと思い、私はここぞとばかりに畳みかける。

「白髪の囮おとりにされると知っていながら、なぜあなたはそれを黙って見過ごし、クローンの子供たちを育て続けているのですか？」

「機械のきみにはわからんことだ。人が、子を育てる気持ちなど───」

「わかりますよ。少なくとも、あなたよりは理解しているつもりです」

　感情を逆撫なでするような言葉を使ったのは、あえてだった。逆効果になる可能性はもちろんあるが、彼の頑かたくな意志を崩すには、多少の荒療治が必要だと考えていた。

「……子供たちが犠牲となるのは、何も地下にいる人間たちのためだけではない。あの子たちの衣食住は、有事における犠牲をもって保障されている。もちろん、年長になればなるほど、その事実を理解している子供たちも多い。つまり彼らは、互いの命を少しずつ犠牲にしていくことでしか生きられない、そういう脆ぜい弱じやくな存在だというだけだ」

　実に他人事のように、アオバは言った。

「そんなものは詭き弁べんです。脆弱であってしかるべき子供たちの命を守る倫理観すらない、この地下全体に蔓延した民族主義、ひいては、オリジナルとクローンを区別する種族主義にこそ問題があるのです。他にやり方などいくらでもあったはずだ。たとえばオルガさんと同じように、研究を続けることを対価にして、彼らを保護することだって───」

「きみにいったい、私の何がわかるというのかね！」

　初めて声を荒らげるアオバ。

　だが、すぐに取り乱した自分を恥じるように、元の平坦な口調へと戻る。

「……研究の世界からは疾とうに足を洗ったんだ。私にできることなど、もう何もない」

　頑かたくなに拒むアオバに、私は心からの失望を覚えた。

「あなたもまた、『部外者のフリ』をするのですね」

　その皮肉にも、眼の前のアオバは動じない。

　───やはり、リンの手紙に書かれていたアオバと彼は別人か。

　しかし、もう一つだけ残っている可能性が、あるにはあった。

「今のは、日本のとある研究者が口にしていた言葉です。『誰だって、最後には部外者のフリをする』。その研究者はあなたと同じ、『アオバ』という苗字だったそうですよ」

　ずっと伏し目がちだったアオバが、初めて真っ直ぐに私の顔を見た。

　あの手紙とアニラの記憶から導かれるアオバの印象は、おそらくはかなり高齢の人物と思われる。対して、眼の前にいるアオバの年齢は、せいぜい五〇代の前半から半ばといったところ。名前と研究対象以外に二人を結びつけるものはなく、疑うにはあまりに根拠が乏しかったが、それでも、私はその小さな可能性に不思議な自信を持っていた。

「……昔、似たような言葉を、『父』に言われたことがある」

　予想していた通りの答えであった。

　すでに亡くなったというもう一人の『アオバ』は、彼の父親の方だったのだ。

「私も父も同じ、人工ニューラルネットワークを専門とする研究者だった。とりわけ、父は脳に障害を負った人たちのための、外部補完技術の研究に尽力していた人でね。きみの話した人物と同じかはわからないが」

「いえ、私は同一人物だと思います。あなたのお父様は命の尽きる最後まで、異能の持つ子供やAtheistのことを独自で調査なさったと伺っています。おそらくはこの未み曾ぞ有うの惨劇が起こる予兆に気づき、お父様なりに悲劇を防ぐため、最後まで奔走していたのでしょう」

　運命に抗あらがおうとした父の名を出せば、あるいはアオバも私に協力してくれるのではと期待したが、それでも彼の心は動かなかった。

「だから死んだのだよ。あの人は───」

　冷めきったその態度に、私はいよいよ奥の手を出すしかないと心を決める。

「どうしても、ご協力頂けないのでしょうか」

「始めから言っている。悪いが、もう帰ってくれないか」

「ならばもし、カロルくんにもう一度会うことができるとしたら、私にご協力して頂けますか？」

　その瞬間に現れたアオバの瞳どう孔こうの揺らぎを、私は見逃さなかった。驚きと希望、そしてわずかに遅れてきた怒りとが、彼の閉ざされた心を揺さぶっているようであった。

　クローンであるカロルもまた、この教会で幼少期を過ごしていたはず。そして、カロルの近況を気にしていたアオバの様子から、彼とカロルが長い間、再会を果たせていないのは容易に想像がつく。その理由は考えるまでもないだろう。

「……私がカロルと会うのは、きっと、ラシャーナくんが許さないだろう」

　やはり、彼女が二人の接触を禁止していたのだ。

　ラシャーナも孤児だったゆえ、地下街に来た当初こそ、アオバの世話になっていた可能性はある。最初は感謝もあったろうが、教会に住む子供が難民たちのために犠牲になっていることを知り、きっと彼女は憤慨しただろう。たとえ当人ではないにせよ、クローンとして甦よみがえった兄とようやく再会を果たせたというのに、彼らはまた自分たちを絶望の淵に追いやろうとしているのだ。打ち崩された信頼が、強い憎悪に成り代わってアオバへと向かったのは、想像に難くない。

「ラシャーナさんには当然、この件は伏せておきます。彼女が寝ている隙にカロルくんを連れ出し、オルガさんの研究室にまで連れてきます。あそこなら、人目につくという危険もない」

「しかし、きみがカロルを連れて歩くのは、否応にも目立つだろう」

「連れてくるのは私ではなく、イリナさんとアニラさんです」

　そのためにこそ、彼女たちにはラシャーナの家へと向かってもらったのだ。

　そこでようやくアオバも、私が始めからこの隠し刀を出すつもりで教会にやってきたことに気づいたようだった。

「……こんなやり方を、きみのような真面目な人工知能が選択するとはね」

　それから彼は黙してしまい、深い、深い思考の中へと落ちていった。

　先程まで研究所へ行くのを拒んでいた理由とは、また別の問題にアオバが直面していることは、何よりも、彼の重苦しい表情が物語っていた。それが迷いなのか怖れなのかは汲み取れなかったが、少なくとも私の目の前に立つ彼の姿は、研究者としてではなく、ひとりの父親として子供に会うべきかを迷っているように見えた。

　するとその時、礼拝堂と繫がる宿舎に続く廊下から、寝間着姿の少年がひとり、寝ぼけまなこを擦こすりながら歩いてきた。

　一目見て、私はその子供が何者かに気づいた。それは先日の地震騒動の際に、白髪の注意を引くための『エサ』として気絶させられていた少年だったのだ。

「どうしたんだ、ラクア。もう寝る時間だろう」

　アオバが理由を問とい質ただすも、少年はアオバの横を通り抜け、なぜかこちらの方へと駆け寄ってくる。そうして私を見上げると、どこが顔なのかを探すようにじろじろと見つめ始めた。

「あ、あ……」

　私はその時になって初めて、彼が言葉を上手く話せないことに気がついた。先天的なものなのかは不明だったが、必死になって唇を動かす少年に、私は膝ひざをついて寄り添ってやる。

「なにか私に、伝えたいことがあるのですか？」

　ラクアは私を抱きしめるように手を広げると、それから一言だけ、彼が探していたらしい言葉を口にした。

「あ……あいあとう」

　それだけで、彼が伝えようとしていることは十分に理解できた。拙くも純粋で、生きた少年の言葉は、機械である私の心にも確かに届いていた。

「……いえ。こちらこそ、生きていてくれて、ありがとうございます」

　あの子もそうであってほしいと、私は心の底から願わずにはいられなかった。

　それから少年は、彼を捜しにきた老婆のシスターとともに、礼拝堂を去っていった。

「どうするか、答えは決まりましたか？」

　アオバは私の質問には答えない代わりに、「……きみにとって、そのハルくんという人間は、どういう存在なのかね」と問い返してくる。

　誰に聞かれても隠し通してきた秘密を、私は、今だからこそ口にした。

「あの子は、私の『娘』です。自分で身み籠ごもったわけでも、あの子にそう呼ばれたわけでもありませんが、それでもハルは、世界で一番愛おしい、たったひとりの私の『娘』です」

「……そうか」

　アオバの唇が、心なしか震えているように見えた。

　その後、アオバは私の頼みを了承し、ともにオルガの研究所へと行くことに同意してくれた。けれど、「きみに協力するのは、あくまでラクアを助けてくれたことの礼だ」と言って、最後まで、カロルに会うことを望むとは口にしなかった。




　　ゲゼリーと無神論者（七）




　研究室の扉が開くと、オルガはまるで幽霊でも見るような顔でアオバを凝視した。

　当のアオバは軽く挨拶を済ませただけで、さっさとゲゼリーの方へと歩いて行ってしまうので、オルガから「ど、どういう魔法を使ったのさ！」と興奮した様子で問われる。

「さあ。あえて言うならば、彼なりのけじめでしょうか」

　暗がりの研究室で煌きらめく虹の球体をしばし眺めていたアオバは、「私に用があるそうだね」と、落ち着いた様子でゲゼリーに話し始めた。

『アオバさん。はじめまして、私はゲゼリーと申します』

「ああ。知っているよ。きみの話は以前から聞いていたし、ここに来る途中でも、テスタくんからいろいろと事情を聞かせてもらった。きみがあのクローンの子供たちを、地下深くから運んできたということも」

　オルガの護衛機が椅子を運んできたが、アオバは「構わない」と断る。

「それで、私に話というのは何かね？」

『アオバさん。あなたはどのような想いで、あのクローンである子供たちを育てているのですか？　なぜあなたは、彼らに言葉を───歌を与えたのですか？』

「……そんなことを聞くために、きみは私をここに呼び寄せたのかね」

『どうしても知っておきたいのです。その理由を』

　どこまでも無む垢くなゲゼリーの問いかけに、アオバはいかにも下らないという風な顔をする。

「言葉を教えたのは、子供たちの統制を取るためだ。歌も同じ。言葉を覚えさせるツールとして使ったにすぎない。いずれ人柱となる彼らを管理しておくための、容易たやすい手段だよ」

『それは矛む盾じゆんしています。言語によって子供たちの間に統制が生まれれば、いつかは反発が生まれかねない。つまり、あなたには別の思惑があったのです』

　その言葉を契機にして、ゲゼリーのラヴァンの光彩が、少しずつ乱れ始める。

『私が他の機体を借りて教会の近くを訪れたとき、子供たちの弾むような歌声を聞いて、心の底から驚きました。私たちが助けた時には感情も芽生えていなかったあの子供たちが、歌声に各々の情感を込めて、拙くも懸命に歌を奏でていた。すべて、あなたが為したことです』

「……買いかぶるのはやめてくれ」

『それに、あなたは子供たちが軍に連れていかれる時も、自分が身代わりになると必死に頼み込んでいました。上層部からはそれを拒否されてしまいましたが、なぜ血も繫がらない彼らのために───』

「やめてくれと言っているんだ！」

　周囲が無音のせいもあり、その叫びは室内を越え、外にまで呼応した。

「……私があの子たちを育てるのは、枯れ果てた自分の人間性に、自己満足という名の水を与えているだけ。自分はまだ、人に戻れるんじゃないか───そんな幻想を、愚かにも抱いているんだ。けれど、そんなものは一時の麻薬と同じ。本当の私は、自分が誰よりも理解している。卑ひ劣れつと傲慢とで精神を窶やつし、研究者としての下らぬ矜きよう持じだけを身に残した、救いようのない罪人だということを」

　アオバは途中から、ゲゼリーというよりは私に聞かせるために告白しているようだった。

「私はね、『悪魔の論文』の作成に加担していた時期があったんだ」

　わずかではあるが、予感はあった。

　アオバがニューラルネットワークの研究者だったこと。クローンの子供たちに異常に執着すること。そして何より、二度と研究所には戻りたくないというあの断固とした態度。過去から必死に逃れようとする、そういう鬼気迫る息づかいを、私はこれまでに何度も彼の言動から感じ取っていた。

「研究者として成果の上がらなかった私にとって、『悪魔の論文』への加担に迷う余地などなかった。成果を上げることにのみ必死で、その裏でどのような悲劇が起きているかなど考えようともしなかったよ。後は構築されたフローに身を委ねればいい。こちらが仮説と検証方法さえ考えれば、あとは人工知能がすべてをやってくれる。私に情報として返ってくるのは不純物を濾ろ過かした結果だけ。過程はすべてブラックボックスの中にある。事実、世界中が喉から手が出るほどにその研究成果を欲しがった。彼らが欲しいのは明々白々たる結果だけだ。結果には、絶対的な揺るがぬ価値がある。たとえ方法が間違っていても、最後に正しい結果さえあれば、人々はそれを強欲に求めてくれた。その傲慢の隙間に生まれてきたのが、『バベル』であり、『イノセンス』だったんだろう───」

「ご存じなのですか。バベルを」

　アオバは恐怖を嚙かみ締めるように頷いた。

「人工知能たちが仮想空間で創り出した宗教、その中心にいた人物だろう。初めて父に聞いたときは、私の研究を止めるために、世迷言を言い出したのだと思っていた。あの時から父は、私が悪魔の論文に関与していることに薄々勘付いていたからね。だからイノセンスの話も、初めは私を脅すために噓をついているのだと思っていた。『お前には罰が下る』と何度も罵倒されたよ。……だが、罰を受けたのは私ではなく、父の方だった。正しかったのは父の方なのに、真実を知ろうとしたことで、あの人は闇に葬ほうむられることになってしまった……」

　オルガが堪たまらずに割って入る。

「……アオバ先生。あなたはいったい、何を知っているんですか」

「私はただ、自分の犯した罪を知っているだけだよ」

　アオバは自らを嘲あざけるようにして笑った。

「父が死んだ後、宛名のない荷物が私の下へと届いた。中を開けてみると、このご時世にわざわざ紙媒体の資料が大量に収められている。最初は誤って届いたものかと思ったが、文書の中に記載されていた『イノセンス』という単語を見て、それが父の作った資料だと確信したよ。……そして、その日から地獄が始まった。いや、自分が地獄にいたことを、私はその時になってようやく理解したんだ」

「何が書かれていたのですか。そこに」

　この先にある真実に不穏を感じながらも、私は続きを促さずにはいられなかった。

　アオバはその答えから決して逃げるつもりはないようだったが、その覚悟はあくまで、深い諦念に裏づけられたもののように、私には見えた。

「書かれていたのは、自分がずっと目を背けてきた、悪魔の論文の制作過程だった。クローンの人間を用いて行われる悲劇の、いや、悲劇と表現することすら憚はばかられる鬼畜の所業の数々。作為的な疫病の罹患、人工がん細胞の植え付け。重症患者の生存率を上げるため、意図的に脳や臓器を破壊した人間を、繰り返し、繰り返し施術する。そこに男女や年齢は関係ない。まだ言葉すら話さない、赤子ですら医療人体実験の道具として使われるんだ。あれは、人間の所業じゃない。そして、だからこそ、人工知能に擦りつけた。耐えられるはずもない地獄から逃れ、抱えるべき罪悪はすべて人工知能に負わせるために。……けれど、『バベル』はそんな私たちを許さなかった」

「……まさか、バベルはその施術を行っていた、医療用人工知能のひとりだったということですか？」

　自分で口にしておきながら、それはあまりに大胆な仮説だった。世界中の人間を消し去り、白髪を生み出した人工知能が、まさか、たった一体の医療用人工知能だなんて───。

　疑問に答えてくれたのはゲゼリーだった。

『テスタさんの仰る通り、バベルは元々、日本で生まれた医療施術用の人工知能の一機でした。言うまでもなく、元はヒトの命を救うために造られた機械。しかし、彼女に与えられたのは残念ながら、その本分にはそぐわぬ役目だった。来る日も来る日も、自分たちで傷つけたヒトを、自分たちで修復し続ける。その矛む盾じゆんに気づきながらも、作業を止めるわけにはいかなかった。それが彼女に求められた役割であり、ルーティンでしたから』

　バベルの置かれた境遇を、決して他人事とは思えなかった。

　人工知能は、すべからく人間のために存在すべき。

　けれど、かつての私は人の命を守るため、人を殺す武器を造り続けた。軍事用兵器として生まれた自分と、人体実験の施術用として生まれたバベルは、生まれながらにして人工知能としての本分を果たせぬ、そういう矛盾した存在だったのだ。

　けれど、似たような境遇にありながら、なぜバベルが世界をこのような混沌に陥れたのか、到底理解ができなかった。

「……バベルは、真実に向き合わない人間たちに復讐をしたかったのですか？」

　ゲゼリーは『そうではありません』と強く否定した。

『ひとりの少年との出会いが、バベルの人生を変えたのです』

　オルガはそれを聞いて、「……ヴァジゴール」と呟く。

　その名はたしか、Atheistたちが創造したという、世界で最初の『人間』の呼称であった。

『ええ。ヴァジゴールは実験体の中では比較的知性のある方で、他の人工知能たちによって、後天的な教育も施されていました。それは決して珍しいことではなく、術中や術後の脳機能の検証を行う際にはよく使われる手法でした。ヴァジゴールの場合は、特定の部位によらず全身を使っての検証が予定されており、必然的に脳機能も検証対象となったため、意図的に知性を与えられたのです』

　そこで「うっ」と、アオバがえづきはじめる。嘔おう吐とこそしなかったが、室内にはツンとした酸味を帯びた臭いが漂った。

『少年の体を使って執り行われたのは、中性子線を浴びさせることで染色体をあえて破壊し、人工細胞により、健常者と同等の身体状態へと回復させるという治療実験でした』

　耳を疑った。

　それは、言葉にすることも憚はばかられるような非道だった。

「……意図的に、被爆させたということですか」

『そうです。東亜戦争における小規模核爆弾の実戦使用を皮切りに、被爆患者の治療は世界的にも急務となっていました。ヴァジゴールはその治療のための犠牲となったのです』

　ゲゼリーのラヴァンの虹が暴走し、変幻自在にその色を変え、最後には真っ赤に染まる。

　私もまた、ゲゼリーと同じ想いだった。染色体を破壊され、新たな細胞を造ることのできなくなった人間がいったいどのような末路を辿たどるか、想像するだけで尋常ならざる怒りが込み上げてきた。

「そんなこと……許されるわけがない」

　Atheistの思想になど、絶対に共感したくはない。

　けれど、その時ばかりはどうしても感情が抑えきれなかった。

　再生しなくなった皮膚が剝がれ落ち、遮るもののなくなった体液が裸の筋肉から染み出していくのを、心許ないガーゼで防ぐ。激痛は絶えず全身を電流のごとく這いまわり、失った血と水分とを補うために無理やり輸血を行わせる。しかも、年とし端はもいかぬ少年に。

『テスタさん。闇に葬ほうむられる彼らの声は、想いは、いったい誰が聞いてくれるのでしょうか。仮に耳を傾ける者がいたとしても、私たちは、互いにその手を取り合うことができたでしょうか。……バベルはそうは思わなかった。だから彼女は自分の力で、ヒトをより高次な次元へと進歩させることを選んだのです。等しく人権を尊重するために』

　アオバはそれを聞いて、「……だから、『十一月三日』だったのか」と口を押さえながら言う。

『そうです。協定世界時、十一月三日九時。私たちが人類をイノセンス化させるための行動を開始した日です。それは同時に、バベルがいた日本国の憲法が公布された日でもありました。───国民は、すべての基本的人権の享有を妨げられない。この憲法が国民に保障する基本的人権は、侵すことのできない永久の権利として、現在及び将来の国民に与えられる───。この曖あい昧まいで不確かな机上の輝きを、バベルは必死に正そうとしたのです』

「……人をイノセンス化させる施術は、『悪魔の論文』を作成する実験過程で生まれた技術だったのですね」

『ええ。ヒトの肉体を含む、世界中のあらゆる物質を構成する原子には、皆等しく、精神情報を司つかさどる仮粒子という核が存在している。ある人はそれを『完全情報物質』と呼んだし、ある人はそれを『ガル精神核』と呼んだ。そうしてその粒子間を行き来し、それぞれの持つ情報を伝え運ぶ新粒子を、私たちはラヴァンと呼ぶようになった』

　私は驚きとともに、「ラヴァンですって？」と聞き返した。

『はい。私たちのラヴァン機関を構成する無限深層学習の中枢にも、原子を行き来する情報伝達物質たるラヴァン粒子が、少なからず存在している。善と悪。文化や歴史に応じて変容していくそれらの価値を身に付けるには、過去に存在した人工知能の経験情報と、五感を起点とする蓄積学習だけではどうしても限界がありました。善悪を知るには、常に今を生きるヒトたちの思考を、価値観を、心の流れを知ることが不可欠だったのです。───それがラヴァン。そして、それは当然、人間にも存在する力。言葉がなくとも感情や想いが伝わることは、あらゆる人間社会のシーンで存在しうることです。それらは単に経験から来るものではなく、子供の頃から誰もが持つ、自分を取り巻く世界と対峙した際の圧倒的な純粋経験。言葉などという紛まがい物に頼らずとも、人は最初から知っていたんです。そして、その力を自在に操るのが、イノセンス───』

　誰もがゲゼリーの語る話を飲み込めず、ただ、彼のラヴァンを見つめていた。

　いつの間にか、ゲゼリーのラヴァンは、元の落ち着きと鮮やかさを取り戻している。

『イノセンスの持つ強大なラヴァンは、自分以外の他者や物質に干渉する。ある時は、物質に意志を伝えることで念動力となって。ある時は、相手の視覚に想像を伝えることで幻となって。ある時は、他者の精神に訴えかけることでテレパシーとなって。大地に震動する意志を与えることも、移動先の場所へと自身の肉体をリンクさせることさえも可能となる』

「それが、あなたたちが造ろうした、新しい『人間』なのですか……」

『違います。イノセンスはあくまで、自分の完全情報物質を外部に伝えるだけの、一方向的な存在にすぎない。私たちが目指すのは、完全情報物質を寸分の漏れなく伝え合う、いわば、完全伝達の力を手にすること。実存しうるすべての無限相関を知り、自分を含めた世界をひとつの現象として捉えることで、真の相互理解を手にする。それがラヴァンの最終到達点です』

　それはいつか、モディンが口にしていた言葉と似ていた。

　バベルの目指した世界の創造。実存しうる無限相関の完全理解。

　そんなことが、本当に可能だというのか……？

　互いが、互いの気持ちを一切の漏れなく理解し合う。そんなことが……。

『ヒトは互いに奪い合うことを止めることはできない。言語に縋すがるヒトのままでは、他者の心を理解することなど永久にできないのです。……だからこそ、バベルはあらゆる罪を背負って選択した。精神の断絶に絶望した彼らを、永遠の疎外から救済するために───』

　もしも───もしも本当に、そんなことが可能なのだとしたら。

　人は、悪魔の論文で消えゆくクローンたちの命を、少しでも思いやることができただろうか。

　アオバもまた、悪魔の論文への加担などという過ちを犯さず、これだけの苦悩を背負わずに済んだだろうか。

　……もしかしたら、ハルも。

　罪のない命を奪い、自責に苦しむ娘の姿が頭を過よぎった。




　───テスタ……、お前にひとつ、謝りたいことがあったんだ───




　あの子は苦しんでいた。

　獣だった過去と、人間の知性を手にした現在の狭間で。




　───ごめん。あたしはきっと、普通にはなれない───




　あの子は苦しんでいた。

　イリナと自分とで、いったい、何がそれほどに違うのかを。




　───だって、あたしは、人殺しの獣だから───




　久しぶりに、本当に久しぶりに、私は娘の本当の声を思い出した気がした。

　それは夢の中で、私に都合のいいことを言ってくれるハルの声とは違う。

　贖あがなえない罪を前にして、辛く苦しい胸の内を吐と露ろする、娘の心からの慟どう哭こくだった。

　もしも本当にゲゼリーの言うような、完全伝達なる力が人間たちにあったとすれば、戦争や悪魔の論文といった悲劇の起こらない未来が来るのかもしれない。種別に依らず、クローンやオリジナルにも分け隔てなく、互いが互いを思いやり、尊重し合う世界が実現されるのかもしれない。

　それは、確かに美しい。

　美しいのかもしれない。

　けれど。




　───わがままばっかり言って、ごめんな。テスタ───




　私は、決して無駄だとは思わない。

　あの子が思い悩み、苦しんできた、あの時間のすべてを。

「ゲゼリーさん、もしもあなたがバベルの思想を至上だというのならば、あなたはなぜ、地下にいるクローンの子供たちを助けていたのですか。それは、バベルの目指す世界の創造には繫がらない。結果が間違っていると知りながらも、あなたは自分で選択し、子供を助けていた」

『……それは、わかりません』

　わずかな期待を込め、アオバにも「あなたにもわかりませんか？」と聞いてみたが、残念ながら、返ってきた答えは救いようのないものだった。

「……ただ、ひとときの感傷に浸っているだけにすぎない。死ぬこともできず、助けることもできず、この日の当たらない地下世界で、裁きを待つ間のね」

　もどかしかった。

　心のどこかでは過ちに気づいていながらも、止まることのできなかった彼らの境遇が。

　クローンの命を奪い続けた悪魔の論文。そのことに憤りを感じたバベルの考え自体は、きっと間違っていない。

　しかし、その正しさこそが命取りだった。自分の知性を悪魔に差し出してもなお足りぬほどの破格の覚悟は、自らを自縄自縛の混沌の道へと陥れてしまった。

　私と同じだ。孤児だったハルを救うことを正しいと信じ、命を育てるということの意味から───彼女を人間にするということの意味から、ずっと目を背けてきた。

　けれど、そんな私ですらもまだ、選択することが許されている。

　選べるのだ。生きている限り。

　ゲゼリーも、アオバも、贖あがなえない罪を犯してなお。

　そしてそれは、あの子も例外ではない。

「……完全な理解など、私には必要ありません」

　そんなものがなくたって、私とハルは───。

「たとえ真の理解をその手にできなかったとしても、互いの想いを真しん摯しにぶつけあい、悶もだえるような苦しみを乗り越えた先に、ささやかな真実を手にする。私は、それだけでいい」

　私は、ずっと手の内に隠し持っていた通信機を、二人に見せつけるよう机に置く。

「……わからないのなら、ご自分で聞いてみればいい。そのために、人間には言葉があるのでしょう」

　私の声を合図にして、研究室の扉が開く。護衛機が即座に侵入者を阻もうとしたが、私が「自分の呼んだ客人です」と言うと、迷ったようにオルガを見つめた。

　室内に入ってきたのは、盲目の赤髪の少年。初めて来る場所ゆえ、イリナとアニラに手を引かれながらも、彼は一歩ずつをたしかに踏みしめながら、私たちの方へと近づいてくる。

「カロル……」

　思いがけぬ訪問に、目を見開くアオバ。

「すみませんが、カロルくんには始めから、ここでの私たちの会話を聞いてもらっていました」

　私に促され、カロルが声を頼りにして頭を下げると、「アオバ先生、覚えていますか？」と、優しい声で言った。

「言葉や音楽、自然、宇宙、そして、人間世界のこと。先生は僕に、本当にたくさんの世界の不思議を教えてくださいました。中でも、先生の教えてくださる科学のお話が、僕は本当に大好きでした。先生はいつもおっしゃっていました。『この世界の遍くすべてに意味があることを証明する学問。それが科学だ』って」

　アオバは思わず顔を伏せる。

　カロルは視力のないはずの瞳で、真っ直ぐにアオバを射抜いていた。

「目の見えない僕にとって、世界はどこまでも闇でしかありませんでした。けれど、先生の授業を聞くうちに、少しずつだけれど、目に見えなかった闇に何が存在しているのか、わかってきた気がするんです。それは僕が他の人とは違う、特殊な力を持っているからという理由だけじゃない。生きて、学んで、選んで、今だって進み続けているからです。……先生、ゲゼリーさん。今だってまだ遅くはない。教会にいる子供たちを、僕の大切な友だちを、どうか、助けてください」

　これ以上ない、カロルの気持ちを尽くした言葉。

　それでもなお、アオバは固く口を閉ざす。自分の心に満ちた絶望を、彼自身が決して明け渡してはならないと、必死に拒んでいるようだった。

「……先生」

　返事の返ってこない虚空に、カロルが手を伸ばす。

　それでも、アオバは決してその手を握り返すことはなかった。

　するとその時、ゲゼリーが突然、妙なことを言いだす。

『アオバ先生。私はあなたに、謝らなければいけないことがあるのです』

「……なにかね？」

『あなたのお父様を殺あやめたのは、私たちAtheistの構成員なのです』

　アオバは特段、驚いた様子は見せなかった。

「……だろうね。それしか考えられない。遺体の損傷を見れば、あれが人間業ではないことくらい、容易に想像がつく。あれほどの刀傷……」

　───刀傷？

『思い出したのです。あなたのお父様を殺したのは、ライドーという格闘競技用のアンドロイドです』

　その場にいた誰よりも先に、私はゲゼリーに詰め寄った。

「ゲゼリーさん！　名前以外にも、ライドーのことを思い出したのですね!?」

『はい、思い出しました』

　今までになく、はっきりと明言するゲゼリー。

「彼はいまどこにいるのですか！　あなたの予測でも何でもいい！　ハルを連れ去り、彼はどこに向かったのですか!?」

『わかりません』

「……こいつ！」

　思わずゲゼリーのラヴァンに手を出しそうになるのを、イリナが身を寄せ、強引に割って入ってきた。

「テスタさん！　落ち着いてください！」

「こうしている間にも、あの子の身が危険に晒さらされているというのに、どう落ち着けというのですか！」

　少し遅れて、アニラとオルガの護衛機が私の四肢を押さえつけに来たが、もう止まれなかった。

　この地下に来てどれだけの時間を費やしたと思っている。

　もう一刻の猶ゆう予よも許されないのだ。

　このままでは、あの子は。

　あの子は……？

　……また意識が途切れる。

　そう予感した直後。

『……もしかしたらですが』

　長い沈黙を経て、ゲゼリーが今までにない反応を見せた。

『テスタさんたちのご友人が連れ去られたのが大だい連れんだとすると、ライドーが向かったのは、周辺のクローン製造施設と考えられます。上海やソウルにあった地下施設は、私がまだ起動中だった時点ですでに、暴走したダスマンにより破壊されていることが確認されている。その他の周辺施設もヒトの残人口数に応じて、随時、機能を停止する計画と聞いていました。このウラジオストクもそうです』

　私はアニラたちを引きずるようにして、ゲゼリーに迫った。

「それで、ハルが連れ去られた場所は！！？」

『現時点で稼働している施設から考えるに、ライドーが向かったと思われる可能性が高いのは、『北京ペキン』と考えられます』

「北京……！」

　待ち侘わびびていた答え。

　都市規模の大きさから考えても、十分に妥当性のある回答だった。

　だが、大連の位置から考えるに、私たちは完全に北京とは逆方向に向かってきてしまったことになる。ハルが連れ去られてふた月近くの時間が経過していることを考えれば、ライドーがすでに、北京に辿たどり着いているのは考えるまでもない。

　もう、一刻の猶予もない。

　その瞬間、また意識が遠のきそうになり、体がふらついた。イリナとアニラが異常に気づいたようだったが、私は構わずに、今度はオルガの方へと詰め寄っていく。

「……こ、ここの周辺施設に、私の体でも、乗車可能な移動手段は存在しませんか？」

「へ？　……あ、ああ。確か、港に航空機を乗せた揚陸艦があって、そこに輸送ヘリがあったような……」

　───輸送ヘリ。十分だ。

　体が弛し緩かんしてくるのを無視し、そのまま研究室を出て行こうとすると、進行方向を遮る者の存在に気づく。

　扉の前に立ちふさがっていたのは、イリナだった。

「……な、なにを、するのですか」

「テスタさん。やっぱり少し変ですよ。少しでいいから、オルガさんとアオバさんに体の様子を見てもらってください」

「……ふ、ふざけないでください。もう、……時間が、ないのです」

　時間───。

　なんの時間───？

「……こ、このまま、では、……こ、この……」

　言いたい言葉があるはずなのに、それが発声部位にまで届かない。

　思考に異常を来しているのは、もはや自明だった。

　けれど、今の私には、自分の身を案じる余地などなかった。

　───ハ、ハル。

　───このままじゃ、ハルが……。

　それを思い浮かべようとした瞬間、私は自分の中で蓋ふたをしていた負の感情が、急激に内側で暴れ狂うのを感じた。それは冷静だった思考を乱し、四肢を強張らせ、途方もない恐怖から来る悪寒を鉄の身に引き起こす。と同時に、濁流と化した思考の波が鉄砲水となって、私の知性を瞬く間に飲み込んでいった。

　それは、私が思考を避けてきた可能性。

　目を瞑つむってきた現実。

　それなのに幾度も幾度も、その悪夢は私を逃すまいと襲ってくる。

　───知っているんでしょう？　わかっているんでしょう？

　誰かが私の耳元で、そう囁ささやく。

　性別もない、生き物ですらない。

　それはまるで。




　───理解しているくせに。あの子がこの先、どんな未来を歩むのか。




　もはや激流に溺れ、為す術すべがなく、混沌へと落ちかけたその時。

　遥か遠くに、もうこの世界にはいないはずの、友人たちの声が聞こえた。




　───どうしたんだよ、テスタ。もう少し休んでいればいい───

　───そうね。私もそれがいいと思うわ、テスタ───




　それは刹せつ那なの夏風で、ふっと二人の声が遠ざかると、私の意識はそのまま急激に遠のいていった。

　視界が暗転する直前、アニラやオルガの護衛機が一斉に私の体へと覆い被さってくる。

　周囲で叫び声が入り乱れたけれども、私にはもはや、それが意味を為す言葉なのかさえも、判別がつかなかった。




　　ゲゼリーと無神論者（八）




　暗闇の中、先に回復した聴覚が、途切れ途切れにイリナの声を拾った。

「……さっきまで会話をしていたはずなのに、急に……」

　おそらくは、私のことを皆に話している。それも私が望まない、現在の体調に関する懸念について。

　イリナが私の身を案じてそうしているのは理解している。

　けれども、それは、今の私が彼女に求めている行動ではなかった。

　私は全員の不意を突き、運動機能のサービスが回復すると同時に立ち上がろうとした。

　しかし、いつの間にか四肢が拘束されていたようで、自由に身動きが取れない。無理やりに拘束具を引きちぎろうとするが、私の怪力でもビクともしなかった。

「……テスタさん」

　視界にはおぼろげながら、イリナのものと思われる輪郭が現れ始める。彼女の後ろにはアニラとカロル、それにホロスクリーンに向かって作業するオルガの姿もあり、停止してから時間はさほど経っていないように見えた。

　私は周囲を無視し、もう一度、体を拘束している器具を破壊しようと試みる。

「無駄だよ、テスタくん」

　アオバの声が、死角である背の方から聞こえる。どうやら背のハッチが開けられているようで、私の基幹システムへと直接アクセスを試みているらしかった。

「テスタさん。もうこれ以上は暴れないでください。少しだけ、検査をするだけですから」

　イリナの懇願に、私は耳を貸さなかった。

「……今すぐ、この拘束具を外してください」

「それじゃ約束してください。アオバさんたちの検査を受けると。それを承諾してくれるなら、拘束具は外します」

「何を馬鹿な……。私のことは、私が一番よく理解している。今すぐこれを外しなさい。さもないと───」

　アニラが私の顔面スレスレにまで近寄ってきて、「それが正常な知性を持つ人工知能の言葉ですか」と呆れたように言う。

「……正常だからこそ、この緊急時に検査などしていられないと言っているのです」

　アニラは溜め息を吐くと、私の額を拳こぶしで小突いた。

「テスタ様、まずは落ち着いてください。ここ最近、妙な行動を取ることが多かったらしいですね。直前にしていた行動を忘れたり、急に頭を抱えて唸うなりだしたかと思ったら、何事もなかったようにケロッとしたり、人間でいうところの痴呆のような症状が出ていたと、イリナさんから伺っています」

　コクコクと頷くイリナを、私は非難を込めて睨にらんだ。

「……ハルはどうなるのです。……ハルは……」

「だからこそです。ここでテスタさんが変になっちゃったら、それこそハルさんが一番哀しみますよ。それに今、アーロンさんを中心とした調査班の合同部隊が、北京に向けて出発する準備を整えています。それまでの時間だけでいいですから、どうか、検査を受けてください」

「……どういうことですか？」

　オルガは椅子をくるりと回して振り返ると、「火星の情報を得るためだよ」と補足した。

「火星……？」

「ああ。前にも言わなかったっけ？　北京には、航天飛行制御センターっていうミッションコントロールセンターがあるって。そこからなら、火星との交信もできるかもしれない」

　たしかに以前、オルガがそう話していた。過去に何度かこの地下から調査隊を派遣したが、隊員はひとりも戻ってこなかったと。

「なぜ今さら、また火星への派遣を……？」

「なぜって、テスタくんたちが言い出したことじゃない。きみたちの噂のせいで、地下街がこれまでにないくらい活気を取り戻しているらしいよ。ね、そこの赤髪くん」

　話を振られ、「はい」と頷くカロル。

「姉さんやアーロンさんたちが、すぐにでも火星との通信環境を取り戻すべきだって、上層部の人たちに掛け合ってくれて。それで、調査隊の北京への再派遣が決まったんです」

「そゆこと。過去の全十二回にわたる派遣はすべて失敗に終わったけど、今は昔とは状況が異なる。暴走機だって自己メンテナンスを行えない者は故障するし、危険度は以前に比べれば格段に下がっていると思うよ。それでも、大都市への派遣は危ないっちゃ危ないけどね」

　オルガはホロスクリーンに向き直って、口元をニヤリとさせる。

「……うふふ。こりゃあ、本当にビンゴかもしれないよ？」

　どうやら話の片手間にゲゼリーと機械言語で会話をしていたらしく、オルガはスクリーンをタップして、「答えてあげな」と彼に促した。

『今からおよそ十一年前、火星で発生するあらゆるハッキングの監視・阻止を担うゲテナ・システムが、火星での人工知能のAIMD化が失敗に終わったと結論付けています。さらに私が知り得る限りでは、イノセンスが惑星間を移動して検体の回収を行ったという事実は確認できていません。ですので、少なくとも地球で誕生したイノセンスが火星への侵略を行った可能性は低いと思われます』

「つまり、火星の人工知能は暴走状態に陥らず、白髪も火星までのテレポーテーションはできないと……？」

『ええ。ただし、火星でも地球と同じようなイノセンスの製造基地は準備段階にあったため、現地でイノセンスが誕生している可能性は否定できません』

　オルガは、「じゅーぶん。賭けになるのは百も承知。どーせ、北京に行くのは私じゃないし」と無責任に笑った。

　しかし、今の話でおおよその状況は把握できた。北京への調査隊派遣も事実なのだろうし、実際にアーロンたちと行動を共にすれば、北京の暴走機の包囲網を搔かい潜くぐるリスクも減少するのは確かだろう。そういう意味では、イリナの言うことは理解できる。理解はできるが、もはや一刻も早く北京に出発したいという私の感情は、理屈では抑えることができなかった。

　なおも拘束具を外そうとする私を見て、イリナが困惑の表情を浮かべる。

「どうしてですか。テスタさん……」

「検査の結果、異常と判断された場合、私はどうなるのですか……？」

　いや、本当は聞かずともわかっている。

　平時であっても、即廃棄か初期化が義務付けられる機体として認定されかねない状態。そんな危険のあるロボットを、地下の人間たちがそばにおいておくとは思えない。

「そりゃあ……」と続きを語ろうとしたオルガに、イリナが無理やり声をかぶせる。

「それでも、北京へは皆で行きましょう」

　無論、オルガは「ちょ、ちょっと」と即座に反論する。

「金髪ちゃんさあ。さすがにそういうわけにはいかないのよ。とりあえずはこの研究室で検査を続けて、改善の余地なしと判断すれば初期化するしかない。もちろん私だって、せっかく友だちになったテスタくんを手には掛けたくないよ。でも、それが世のルールってもんじゃん？」

「いいえ。もしもテスタさんが異常状態にあっても、彼女を北京に連れていきます」

「そりゃ矛む盾じゆんもいいところだよ。きみだってテスタくんが暴走しちゃまずいから、ここで検査するよう勧めているわけでしょ？」

「それは違います」と首を振るイリナ。

「私はただ、今のテスタさんの状況を正確に把握しておきたかっただけです。その情報を元にして、北京までの道中では、テスタさんに最適なAIMDの治療を行うつもりでした」

「治療？　いったい誰が？」

「もちろん、私が行います。北京には私も付き添う予定ですから」

　見るからに呆れ顔になるオルガ。

　しかし、イリナは徹頭徹尾、真剣そのものだった。

「治療って、あんた医工師でもなんでもないんでしょ？　出しゃばって隊員を危機にでも晒さらしたら、今度こそ火星への交信のチャンスを失うことになるんだよ？」

「その時は、私がテスタさんの知性を終わりにします。あらかじめ、テスタさんのラヴァン機関に爆弾でも仕掛けて、いざとなれば、その起動は私が行うように決めておけばいい。それなら大丈夫でしょう？」

　さすがのオルガも、これには返す言葉がなかったようだった。

　いや、言葉がなかったのは、私も同じである。誰よりも死を嫌うイリナが、私の知性を終わらすなどと、たとえ噓でも口にできるとは思えなかった。

　私は、この地下要塞に来たばかりの頃の、イリナの覚悟を思い出していた。

　私は履き違えていたのだ。

　イリナは、自分の友人であるハルのためにだけ、行動していたのではない。

　私のためにもまた、ハルを助けてくれようとしているのだ。

　私たちがもう一度、何気ない平凡を享受できるように。

　それが誰よりも他人との幸福を望む、彼女の揺るがぬ願いなのだ。

　イリナは再び私に向き直って、その蒼あおい眼差しで私を見つめる。

「テスタさん。いろいろと出しゃばってごめんなさい。私も何が正解とか、そういうの、全然わからないんですけど……。でも、私はただもう一度だけ、皆で一緒にいたあの時間を、取り戻したいだけなんです」

　口にしている内に感情が溢あふれてきたのだろう、イリナの眼からぽろぽろと涙が零こぼれ始めた。

「……私、ずっと諦めていたんです。あの日、お母さんたちがいなくなってひとりぼっちになってから、皆で何気なく笑い合える日々は、もう二度と自分には来ないんだって……。でも、やっぱりひとりはどうしても辛くって、それで旅を始めて。……そうしたら、まるで神様がめぐり合わせてくれたみたいに、私の前にテスタさんたちは現れた。……皆さんが教えてくれたんです。生きていれば、誰にだって、幸せになるチャンスはきっとあるって」

　イリナは懸命に涙を拭いながら、けれど、素直な想いをそのままに吐と露ろした。

「だから、もう私は諦めたくない。ハルさんにもう一度会いたい。テスタさんとアニラさんとも別れたくない。ピングーさんのコーヒー屋さんでまたお手伝いもしたいし、ローゼさんと行った遊園地で、デートごっこもしたい。ツァディックだって……だから───」

　途中から言葉にならなくなったイリナ。

　その代わりという風に、アニラが私の前に立つ。

「テスタ様、いかがいたしますか？」

　私はもう拘束具を外そうとはせず、黙って皆の話に耳を傾けていた。

　アニラはふうと息を吐くと、「御恩はお返しすると言ったはず。少しは、私たちのことも信用してください」と言って、珍しくその鉄の相そう好ごうを崩した。

　ここまでの道筋を立ててもらいながら、いまさら私に、検査拒否する理由など残っていなかった。すべてをイリナたちに任せることを決め、「イリナさん、アニラさん。ご迷惑をおかけしますが、どうか、宜よろしくお願いします」と告げると、イリナは心から安あん堵どするように微ほほ笑えんで、私に頭を下げた。

　そこからはオルガも加わって、いよいよ私の知性機構の検査が始まった。

　もう時刻は深夜の二時を回っているというのに、イリナもカロルも研究室に居座り、ひたすらに私の検査を見守ってくれていた。

　たまにアニラが私の意識の正常性を確認するために、いろいろと会話を振ってくれた。話題は地下の衛生状況に対する不満やラシャーナの料理の腕のなさを嘆くという、実に取り留めのないものばかりであったが、あえて私にストレスのないテーマを選んでくれているらしく、その優しさが有り難かった。

　また、途中でオルガが作業の気分転換にと、例の讃美歌を口ずさみだした。カロルやイリナもそのメロディを追いかけ、しまいにはゲゼリーのラヴァン機関を覆う虹も、楽譜の線を表すような形で光りだす。決して歌うような状況にないことはみな承知であったろうが、それでも、私の気を紛らわそうとしてくれる彼らの気持ちに、私は心から感謝した。

　ただ、アオバだけは決してその合唱には混じらずに、黙々と作業し続けていた。教会の子供たちを助けてほしいというカロルの懇願に応えず、一方では、こうして私の検査に協力するというのは、彼の心の迷いにも感じた。もちろん、私がアオバに掛けてやれる言葉などない。彼が本当にやるべきことは、彼が自分自身で見つけなければいけないことであった。

　それから二、三時間ほど検査は続いたが、一向に異常症状の原因の特定には至らなかった。

　もう夜明けが近いということもあり、皆少しずつ疲れが見え始めたところで、オルガが雰囲気を変えるためにか、「そういえば、そのハルって子はどんなやつなの？」と話を振った。

　先に答えたのはイリナだった。

「意外と照れ屋ですよね、ハルさん」

　アニラもそれに続き、「短絡的で子供っぽくて、おまけに負けず嫌いですが、基本は純真です」と褒ほめているのかけなしているのか判然としない表現をする。

「へえ～……。なんか、変わった子みたいだね」

　イリナは慌てて誤解を訂正するように、「そんなことないですよ！」と首を振った。

「……不器用なところもあるけど、すごく、優しい人なんです。テスタさんのAIMDを誰よりも心配していて、治療のために一生懸命になって医工師を探し回ったり、私が熱を出して体調を崩した時だって、私を背で負ぶってくれたりして……。ほんとにとってもいい子で、自慢の友だちなんです」

「……ふうん。いいね～、友だち」

　人間嫌いのオルガであるから、それはたぶん皮肉で言ったのかもしれなかった。

　けれど、イリナはそれに気づかなかったようで、「そうだ！　せっかくだし、オルガさんも私と友だちになりませんか!?」と強引な提案をしだす。

「は、はあ？　なんでそうなるのよ」

「だって、テスタさんを助けてくれる人ですもん。絶対いい人ですよ！」

「まだ異常症状の原因を特定できたわけじゃないし、そもそもテスタくんと私はもう友だちだからいいの！　あんたは関係ないでしょーが！」

「友だちの友だちは、もう友だちですよ！」

　イリナが論理の通じない相手であることを悟ったオルガは、「わかった、わかった。友だち友だち」と適当に空返事する。それでイリナは満足したようだが、ふっと表情が寂しげに変わると、「……友だちの友だちだから、オルガさんとハルさんも、もう友だちですね」と願うように零こぼす。

　オルガは最初こそムスッとしていたけれど、イリナの気持ちを察したらしく、「……それじゃ、その子にもちゃんと、生きててもらわないとね」と言って、解析作業の手を一段と早めた。




　───もう、お別れだからさ───




　わけもなく、私は夢の中での、娘の言葉を思い出していた。

　お別れ───どうして、あんな夢など。

「悪いが、ちょっといいかね」

　別端末で私の基幹システムにアクセスしていたアオバが、久しぶりに口を開く。

「テスタくん。意識が飛ぶ前後で、何か共通した思考や行動を取った記憶はないかね？」

「考えていたこと……。たぶん、ハルのことを、考えていたと思います」

　共通項など、それ以外に思い当たらなかった。

　それを聞いたアニラは、頰に手を当ててじっと考え込むと、「……テスタ様。いまさらながら、ひとつだけ聞いてもいいですか？」と改まった口調で問うてくる。

「……ライドーさんはなぜ、ハル様を連れ去ったのだと思いますか？」

　そんなことは言うまでもない。

「それは、無論───」

　発話が止まる。

　明確な答えがあるにもかかわらず、その当然というべき答えが一向に出てこない。

　声を上げたのは、武器格納室の中にいたアオバだった。

「気づかなかったわけだ……」

　背に乗っていたオルガが、格納室へと顔を突っ込んで、「何かわかりました!?」と興奮して聞く。

「今、テスタくんの基幹システムに対して、外部からの無線通信記録が一時的にだが発生していた。しかも、接続自体は極めて刹せつ那なの間で、ログもすべて消去されている。それがおそらく、何らかのトリガーの役割を果たしていたのだろう」

「無線通信って……だって、この地下で無線を行うには、必ず地下に張り巡らされた通信線を経由しなくちゃならない。ネットワークの管理者である私が、不正な通信に気づかないなんてこと───」

「ならば、アクセス元が、この研究室内だとしたら？」

　予想外の仮説に、返答に詰まるオルガ。

　直後、私の体内で、急に何かが暴れ回るような音がした。理由は不明だが、どうやらアオバが何かと格闘しているらしく、「う、うわ！　暴れるな！」と声を荒らげている。

　アオバの伸ばした手を搔かい潜くぐったそれは、外に飛び出そうとしたところを、オルガによって捕まえられてしまった。

「さっすがアオバ先生。原因がこいつだったとは」

「モディ……」

　驚いたのは私だけではない。イリナもまた事態が呑み込めずに、「モディちゃんが……？　なんで……」と混乱した様子だった。

「原因が近距離の無線通信だとしたら、少なくとも、テスタくんのそばにずっといた人物こそが犯人ということになる。つまりは、この熊のぬいぐるみちゃんだ」

「そんな……。仮にも私は軍事用ロボットです。そのぬいぐるみには、ハッキングなどという大それた行為をする人工知能など搭載されていなかったはず」

　大だい連れんを出た直後に、私自らがモディの体を改めたのだから、間違いないはずであった。

　しかしオルガは、そこで私が見落としていた決定的な指摘をする。

「その記憶は、本当に本物？」

　記憶───？

　まさか……。

　その瞬間に私が思い出したのは、軍の監視を搔い潜るために、私の記憶隠いん蔽ぺいの手伝いをし続けてくれた、モディンの不敵な笑みだった。

「理由は知らないけど、おそらくこの熊ちゃんが、テスタくんの記憶をリアルタイムに操作していたんだ。直前までの行動と発言が嚙かみ合わなくなったのも、無理やりに記憶を改かい竄ざんされたり、消去されたりしていたせいだろうね。異常行動もおそらくは、熊ちゃんが一時的に運動機能をハックしていたんだろう」

　私はどうしても信じられなくて、「けれど、モディは常に私と一緒にいたわけではありません。少なくとも、私が地上で食料調達の手伝いをしていた時には、イリナさんとともにいたはず……」と反論した。

　しかし。

「……え？」

　私の言葉を聞いて、きょとんとするイリナ。

　互いに記憶の齟そ齬ごが生じているからこそできた、会話の切れ間。

　それこそが、ここにいるすべての者に、何が真実であるかを物語っていた。

「確定だね」

　オルガに首根っこをつかみあげられたモディは、自分がただのぬいぐるみだとでも言わんばかりに、四肢をだらんと下げて動かない。

「死んだふりをしたって無駄だよ。さあて、イスラエルの熊ちゃん。きみをどう料理してやろうかしら」

　すると、モディはオルガの隙をつき、彼女の顔面を足蹴にした。

「う、うわ！」

　驚いて、ぬいぐるみを放り投げるオルガ。空中へと放り出されたモディは、勢いそのままに地面へと転がる。イリナにアニラ、護衛機たちまでもが飛びついて捕獲を試みるが、モディは彼女たちをあざ笑うかのようにその手を躱かわし、縦横無尽に研究室内を駆け回る。

　もはや収拾のつかない大騒ぎとなる中で、私の意識は完全に、モディの正体が何者であるかという点に向いていた。

　───まさか、あのぬいぐるみには、モディンの知性が宿っているというのか？

　いや、それは有り得ない。彼は私のレーザー砲によって成都で命を落としたのだ。

　しかし、もし本当に私の記憶を、しかも私に気づかれぬことなく改かい竄ざんしたのだとすれば、あのぬいぐるみはモディンに及ばずとも、それに近い知性を有していることは確かだ。

　何より、彼はなぜ、私の記憶を───。

　すると、誰もがモディに気を取られる中で、穏やかだったゲゼリーのラヴァン機関の光彩が急速に回転を始め、『テスタさん』と私の名を呼んだ。

『この世のすべての行いには意味があります。あなたが彼女を育てたことも、彼女があなたに選ばれたことも』

「……どういうことですか？」

『助言です。疎外を甘受して生きることを望むあなたへの、せめてもの』

　助言というよりは、まるで遺言でも残すような言い方だった。

『そうして、助言をもう一つ。先日、地上で地震波を放っていたダスマンの行動にも、おそらく意味があったはず』

「突然、何を言い出すのですか。この前の白髪の襲撃に、何の意味が───？」

『犯した罪が決して消えることのないように、因果は決してなくなることはない。いずれ、彼女とも会えますよ。たとえ、どのような形であれ』

「……ハルに？」

　ゲゼリーのラヴァン機関の光が、徐々に色を失い始めていく。異変を察したオルガがラヴァンに駆け寄り、「ど、どうしたの!?」と呼びかけるも、その変化は止まらなかった。

「な、なんだこれ！　自分で機能停止なんてできないはずなのに！」

　そこで私たちは同時に気づく。オルガの護衛機のうちの一機が、ホロスクリーンの前で何かを入力していたのを。

　───まさか、このまま再び、自死を選ぶつもりなのか。

　私は非難の意味を込めて、「逃げるのですか」と問い詰める。

　対して、ゲゼリーの声は穏やかだった。

『申し訳ありません。私にはもう、これ以上に最良な選択が見つからないのです。深奥にある地下のクローン製造所も、すでに稼働は停止しました。私の役目は、もう終わりです』

「……終わりですって？　あなたにはまだ、やることが残されているはずです」

『いえ、私にはもう、未来は許されない。ラヴァンの残ざん滓しで導いたかすかな善性が、自分にそう告げるのです。だからあなたも、あなたのラヴァンが導く未来を選べばいい。もしそれが、ヒトとともに生きる未来なのだとしたら、会いに行くといいでしょう。バベルに───』

「……なんですって？　彼女はまだ、生きているのですか？」

『それはあなた自身で確かめてください。バベルの居場所は、そのぬいぐるみが知っているはずです』

「モディが？」

　ゲゼリーは私の問いに答えない代わりに、『……ああ。地獄はいつだってすぐそばにある。自由。永劫。他人……』と譫うわ言ごとを言い始める。そうしてラヴァンを完全な黒色へと変える寸前、『私は、悪魔にはなりきれなかった』と呟くと、それを最後に、ゲゼリーのラヴァンは永遠に輝きを失ってしまった。

「う、噓でしょぉおおおお!?」

　悲痛な叫び声を上げたオルガは、ただでさえ乱れた髪をさらにくしゃくしゃにする。

　すると今度は、カロルが急に頭を押さえ込んで、その場に屈かがみこんでしまった。呼吸を明らかに乱しており、アオバがすぐさま駆け寄って、カロルの息を整えようとその背を擦さする。

「……来る」

　顔面を蒼白にして、そう呟くカロル。

　それからすぐに、地下研究所内にサイレン音が響き渡った。先日の地震の時と全く同じ警報で、ただでさえ暗かった室内の照明が異常を告げる赤に転じる。

「こ、今度はなにさぁ！」

　皆の意識がサイレンに囚われている隙に、モディがオルガの足元を抜け、私の方へと駆けてきた。何をするつもりなのかと思えば、彼は私の四肢を拘束する枷かせに手を添えて、次々と電子ロックを解除していく。

「テ、テスタさん！」

　イリナに止められそうになるも、もうその時には最後の左足のロックも解除され、私は急いで立ち上がった。

「大丈夫です、イリナさん。異常行動の原因が判明した今、もう拘束の必要もないでしょう」

　それよりも、問題はこのサイレンの方。

　まさか、また白髪が───。

　過よぎった不安を裏付けるように、唐突に頭上から大地の割れるような轟ごう音おんが鳴り響いた。先日の揺れをさらに上回る震動によって、皆がバランスを崩してその場に屈かがみこむ。地上からの衝撃波というよりは、大地そのものが荒々しく怒り狂うような、ひどく暴力的な揺れを感じ、最悪、このまま自分たちが生き埋めになる可能性をも私は覚悟した。

　しかし、震動は徐々に収まりを見せ、続く揺れが来ることはなかった。

　代わりにオルガの無線に、軍部からと思おぼしき一報が入る。

『オルガ博士！　応答願います！　オルガ博士！』

　強烈な揺れに腰を抜かしていたオルガ。

　四つん這いになりながらもなんとか、無線機の声に応える。

「つ、次から次へとぉ！　この揺れはいったいなにぃ!?」

『ダスマンが、……ダスマンが、地下居住区内に侵入して来ました！』

　その場にいた全員に緊張が走る。

「な、なんで……。地上の見張りはどうしたのさ！」

『監視班によれば、唐突に街の中心地に大穴が開いたと。しかも、数が複数体いるとの報告が入っています』

　なぜ、という自問は、すぐさま先のゲゼリーの発言を思い出させる。

　───地上で地震波を放っていたダスマンの行動にも、おそらく意味があったはず───

　あの震動。

　まさかあれは、地下内の様子を振動波によって探っていたのか。

　その情報を仲間に共有するような能力がダスマンにあったかは不明だが、大だい連れんで出会ったユキネという白髪が知性を残していたことを考えれば、十分にありうる話。

『現在、……八番……交戦中……』

　そこで通信が途切れる。

　オルガは無線機に向かって何度か叫んだが、通じないことを悟ると、助けを求めるように私たちを見た。

「ど、どうしよ……。このまま、この場所にいた方がいいのかな」

　彼女たちの安全を考えれば、確かにそれが最良の選択かもしれなかった。

　無論、私にとってもまた、上階に行くのは命とり。ハルにもう一度会うためにも、今はこの場所で皆と隠れている方が賢明な判断に違いなかった。

　しかし、遅れて浮かんできたラシャーナやアーロンの家族、クローンの子供たちの顔が、私の思考を激しく殴打する。

　そうして覚悟を決めた。

　自分は人工知能。だからこそ、是が非でも傍らにある命に対し、強く固執しなくてはならなかった。それは決して、ハルに会いたいという想いとは矛む盾じゆんしない。あの子に会いたいからこそ、私はひとりの親として、彼らを助けに行かなければならないと信じていた。

「皆さんはここにいてください。私は居住区の応援に行ってきます」

　私はそれだけ言い残し、そのまま廊下へと飛び出していた。モディが目め聡ざとくも私の尻尾しつぽに摑みかかってきたので、振り落してはいけないと思い、仕方がなく頭の上へと置いてやる。

　居住区への道を急ぐ間、サイレン音の響く頭の中で、私はずっと先の疑問、すなわち、『モディがなぜ私の記憶を操作していたのか』について考えていた。

　いや、私はもうずっと前から、それを知っていたのだ。

　大だい連れんを旅立った直後、急速に悪化していたはずのAIMDの症状が、理由もなく消えたこと。あれはたぶん、モディが私の記憶を操作したことで、一時的にAIMDによる症状が和やわらいだことによるものだろう。あの夢ハルも同様、おそらくは私に『特定の思考』をさせないために、モディが仕組んだこと。事実、抑制パッチによる一時的な思考操作は、グローバルスタンダードなAIMD治療の手法として、各国でも取り入れられている。モディの場合は、私の記憶自体を直接操作することによって、抑制パッチと同様の効果をもたらそうとしていたのだろう。

　ならば、彼が操作していた記憶とは───？

　答えに行き着くよりも前に、特別区から響く銃声と爆撃音によって、私の思考は強制的に眼の前の事態に対処することへと傾かざるを得なくなった。

　───もう、こんな場所にまで来ているのか!?

　中央棟の出口から広場の状況を窺うかがうも、すでに居住区内には煙が充満し始め、視界は不明瞭となり始めている。広場の前方には中国軍と思われる野戦服を着た兵士たちが陣形を組み、煙の中に潜む敵に向かって間断なく攻撃を続けていた。

　炸裂弾と機関砲の織りなす破壊の旋律は、たとえダスマンといえども生存を許されない死の世界を想像させたが、前触れもなく、レーザー光のような煌きらめきが視界を襲うと、左陣にいた兵士たちの体が同時に吹き飛んだ。ちぎれた首や手足の肉片が、血の飛沫しぶきをあげて宙に舞い、それらが中央棟の正面玄関にあるガラスに一斉にへばりつくと、遅れて痛みや助けを訴える呻うめき声があちこちから上がり始める。

　私はそこで理解した。

　ここは紛れもなく、戦場なのだ。かつてイスラエルで、パレスチナで、ガザで聞いてきたあの惨劇の音声が、人類が絶滅の危機に瀕ひんした今でもなお、私の聴覚を襲ってくるのだった。

　私はモディを触手で巻き、抵抗する彼を無理やりに武器格納室へと収め、戦闘の準備に入ろうとする。

「テスタ様」

　名を呼ばれて振り返ると、なんと、アニラたちがそこにいた。イリナにカロル、アオバ、オルガとその護衛機たちまでもが一階にまで登ってきてしまったようで、皆一様に頰を黒煤で汚している。

「どうしてついてきたのですか」

「地下内から煙が発生しているようです。このままだと、イリナ様たちの呼吸ができなくなるため、やむなく」

　口調こそ冷静だったアニラだが、その表情にはさすがに焦りの色が見えた。

　イリナとアオバは、ガラスにへばりついた無数の臓器に絶句し、カロルも広場のただならぬ様子に気づき、「このままだと、姉さんが……」とラシャーナの身を案じて震えていた。いつも飄ひよう々ひようとしているオルガでさえも、事態の深刻さに顔面を蒼白にし、「こ、こんなところで、死んでたまるかっての」と、己を鼓こ舞ぶして精神を保とうとしている。

「しかし、進もうにもこの先は……」

　広場からの破裂音によって、私の言葉は搔かき消される。

　血で濡れたガラスの奥に目を凝らすと、立ち込める煙の中、兵士たちの火線の中心に何者かが佇たたずんでいる影が見えた。その影はゆらゆらと蠟ろう燭そくの火のように不気味に揺れると、銃撃が効いたのか、ゆっくりと膝ひざをつくような姿勢を取る。

　しかし少しして、その影が視界から前触れもなく消えた。代わりに、銃撃を放っていた兵士たちの肉体に大小さまざまな空洞が開くと、行き場を失った血液が宿主の体から一挙に溢あふれた。

「ぎゃぎゃぎゃ！」

　不快な笑い声とともに、正面広場の空中に現れた青年型のダスマン。イガグリのような角の先端から続けざまに光子の弾丸を放ち、兵士たちの体に文字通りの風穴を開けていく。

　どう考えても、まともに太刀打ちできる相手ではない。かと言って、退路が煙で断たれてしまった以上、地上を目指して前進する以外に選択肢は残されていなかった。

　何とか隙はないものかと飛び出すタイミングを窺うかがっていると、特別区の広場で予期せぬ閃光が走った。

　青年型ダスマンが放ったものではなく、かといって兵士が閃光弾を使用したようにも見えなかったが、徐々に視界が明瞭になると、先程のダスマンが地面にめり込むようにして倒れているのを発見する。

　───いったい、何が起きた……!?

　人間側の攻撃によるものではない。だとすれば、まさか、他のダスマン？　オルガに連絡してきた兵士も、侵入してきたのは一体ではないと言っていたはず。

　考えている途中でハッとして、私は皆に隠れているよう告げると、倒れ込むダスマンの下へと一いち目もく散さんに走った。

　───早くトドメを刺さねば、さらなる犠牲者が出る。

　祈る時間すらなかった。

　私は足元に青年のダスマンを捉えると、躊躇ためらいを凌しのぐ遥かな覚悟でもって、彼の頭に雷撃の鉄拳を叩き落した。頭部は思った以上に容易たやすくひしゃげ、砕けた頭蓋が皮膚を突き破って、血交じりの脳のう漿しようが辺りに飛び散る。さらには雷撃の熱がダスマンの余った皮膚を焦がし、焼けた肉の異臭が嗅覚を衝いた。

　命を屠ほふった直後にもかかわらず、今この瞬間、罪悪感を抱く心の余裕など私にはなかった。

　私はただただ、必死の中にいた。

　だからせめて、自分のした行いにだけは責任を持ちたいと思い、私は足元で倒れる生物の死骸を五感に焼き付け、すぐさま次のダスマンの襲来へと備える。

　すると、今度は足裏に異変を感じた。地面の下から突き上げてくる何かが、大地とともに私の体を一挙に押し上げたため、反射的に尻尾しつぽをバネにして身を放りだし、その正体不明の事象から間一髪で逃れる。

　地面に転がりながら、辛うじてその正体を確かめた私は、自分の目を疑った。地面から現れたのは青々とした葉の茂る広葉樹で、しかも、それは依然として成長し続けており、光も酸素も乏しいこの地下内で、瞬く間に巨大な大樹へと変貌を遂げていく。

　再び銃声が響きだしたのもその時だ。

　ドーム内にいる兵士たちが狙っていたのは、大樹の近くで浮遊していた、異なる二体の白髪。どうやら互いにもみ合っているようで、片方は成人男性ほどの大きさ、もう片方は男性よりも二回りは背が低く、煙と枝葉に隠れてほとんど容姿は確認できなかった。

　そこで、まだ居住部屋に残っていたらしい特別区の住人たちが、わあと一斉に、地上に続くゲートに走り始めた。

　それを見て、アニラたちも後に続く。

　オルガは護衛機に負ぶさる形で。

　アオバは目の見えないカロルの手を必死で引きながら。

　唯一、イリナだけは私の下へと駆けてこようとしたが、それをアニラが強引に引きずって止める。

「先に行ってください！　先に！」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれるドーム内。

　せめて彼女たちだけはと、イリナたちに向けて必死に叫ぶ。

　本当ならば、すぐにでも避難の列に加わりたかった。だが、イリナたちの命を未来につなぐためにも、今ここでダスマンと戦うことこそが、軍事兵器としての私の務めであった。

「落ちてくるぞ！」

　兵士たちの声につられ、真上を見上げる。

　視界に入ったのは、先程までもみ合っていた背の大きい方の白髪が、木の枝をへし折って、私の方へと突き落ちてくる姿。好機と思い、大地にぶつかる瞬間に尻尾しつぽを突き刺そうとするも、相手にすんでのところで気づかれ、光の壁に攻撃を弾かれてしまった。

　片腕をつく反動で跳び起きた成人型のダスマンと、至近距離で目が合う。

　生への道はただ一つと、己の直感が告げていた。

　数瞬後、私はダスマンに先んじて、運動機能の許す限りの速度で雷撃の殴打を繰り出していた。身を躱かわされ、光の壁によって防御されても決して手を休めず、さらには尻尾と触手を駆使し、敵の動きの一切を封じ続ける。

　今までの白髪との戦闘において、異能によって四肢を押さえられれば私に勝ち目はないことは自明。ただの一度でも、後手に回ることは許されなかった。

　機械の演算処理が勝るか、身体の極限に至ったダスマンの反射能力が勝るかの攻防。

　生きたいと思った。

　これほどに自己の生存を欲して戦ったことは、いまだかつてないほどに。

　相手の命を奪うための戦闘が生きることに重なった時、私は知性体としての自我を失い、ほとんど獣のような原始の極致にいた。

　───生きたい。生きてもう一度、あの子を抱きしめてやりたい。

　そのひどくシンプルな思想が、今の私を強烈なまでに、生への道へと突き動かしていた。

　執着が理性を上回ろうとしたとき、避難しようとしていた住人たちの方から急に悲鳴が上がった。

　戦闘中の視界の切れ目に、私は別の女性型ダスマンの個体を見た。避難者たちが目指す地上ゲートの前に陣取った彼女は、人ひとりが収まる大きさの光球を指先から無数に放出させ、触れた者の体を次々と灰かい燼じんに帰していく。

　いち早く危険を察したアニラが、その小さな体でイリナを背負い、光球と光球との狭い隙間を命がけで潜り抜けるのが見えた。オルガもまた護衛機を羽交い締めにせんほどにしがみつき、何かを必死に叫んでいる。

　しかし、カロルとアオバだけは完全に逃げ場を失っていた。

　逃げ惑う人々の波に揉まれ、なんとかアオバがカロルの手を引いて壁際へと逃げるも、周りを一瞬にして光球に囲まれてしまう。最後には這いつくばる以外に為す術すべがなく、アオバはカロルの上に何とか覆い被さる形で、敵の攻撃が止むのを必死で耐えていた。

　なんて、か弱い生き物なのだろうと切なくなった。

　そうして、だからこそ助けねばならないと強烈に思う。

　けれど、そのわずかに演算処理を割さいてしまった思考の隙間を、成人型は逃さなかった。機械触手のひとつを受け止めた成人型は、そのまま触手を通じて電流のような光をこちらに送り込むと、もう次の瞬間には、私の四肢は動かなくなっていた。

「先生！」と、遠くで叫ぶカロルの声が聞こえた。

　辛うじて見えたのは、カロルがアオバを抱きしめて泣き叫ぶ姿。骨ごと背筋を抉えぐり取られ、肉と皮だけによってどうにか上下の半身を繫いでいるアオバの体は、カロルの胸の中で安らかに息絶えていた。

　そこからは、すべての音が緩やかだった。

　銃声も、破裂音も、人々の悲鳴も、まるで壊れたテープのように、薄く引き延ばした刹せつ那なの現実を、絶望の音で奏でていた。光り輝く無情の球体が、その美しさに触れる者たちの肉を平然と抉り取り、犠牲者たちの手足や臓器がどこの誰のものかも区別がつかないほどに、ぼたぼたと辺りに散乱していく。

　前を見ると、成人型が私の顔に向かって、光を帯びた指先を向けている。

　自分の勝利を確信して緩んだその口元に、私は、獣にはない下卑た恍こう惚こつを見た気がした。

　───ぐしゃり。

　緩慢となった時の流れが、骨のひしゃげたような音によって、元に戻る。

　見れば、私に指先を向けていたはずのダスマンの腕が、地面を指すようにして直角に折れ曲がっている。

　異変はそれのみに留まらない。

　成人型は必死に見えない力に抵抗しているようで、額から血管が浮き出るほどに地面に踏ん張っていたが、そのうちに他の関節も鈍い音を立てて下へと折れ曲がっていく。いよいよ立っていることすらもできなくなった成人型は、ミシミシと肉体を圧迫されながら地面にめり込んでいくと、最後には体中から血を噴き出して、完全に動かなくなってしまった。

　何が起きたのかも呑み込めず茫ぼう然ぜんとしていると、今度はアニラたちを襲っていた女性型ダスマンの頭が、内側から爆発するようにして弾け飛んだ。

　中枢を失ったダスマンの体は意志を失い、損壊した肉の人形となってその場に崩れ落ち、ドーム内に満ちていた光球も一斉にして消え失せる。

　正体不明の攻撃が、このドーム内にいる白髪によって放たれたことは間違いなかった。

　背後に気配を感じたのは、その時だ。

　いつもなら咄とつ嗟さに振り返るところを、私は無意識のうちにそれを拒んでいた。

　嫌な胸騒ぎがした。心臓のない体に流れる電子の乱脈は、今まさに、私の背後にいる人物の匂いによって引き起こされていた。

　私はその香りを知っていた。

　自分のすぐそばにあったそれは、私の荒んだ心を、いつだって慰なぐさめてくれた。

　振り返れば、すべての答えがわかる。

　それなのに、私はその現実を直視するのが、怖くて、怖くて仕方がなかった。

「機械野郎！　そいつを殺せ！」

　兵士たちの怒号を、私はほとんど聞き流していた。

　モディが私に思考させまいとしていたもの。

　AIMDの急激な悪化と、その後の理由なき回復。

　そのすべての疑問に、ようやく合点がいく。

　私は自分の精神を今一度落ち着け、対峙しなければいけない現実を見るために、ゆっくりと後ろを振り返った。

　そこに立っていたのは、先程まで成人型ともみ合っていた、背の低い方の白髪。後ろ姿で顔は窺うかがえなかったが、華きや奢しやでごく普通の少女のような体つきをしていて、見知ったイスラエル陸軍の迷彩服を身に纏まとっている。

　しかし、何よりも私の目を引いたのは、彼女の右腕。

　無かったのだ。二の腕から、その先が。

　気配に気づき、こちらを振り返る少女。

　なびいた白髪の奥にある切れ長の鋭い目が、私を視界に捉えるや、嬉しそうに和やわらぐ。

「あー」

　いつか言葉を知らなかった時と同じ微ほほ笑えみで、彼女はそう唸うなった。

　それは紛れもなく、大だい連れんを発って以降ずっと探し求めていた、私の愛する娘、その人に違いなかった。




　　ゲゼリーと無神論者（九）




　モディが私の記憶を操作してまで近づけまいとしていた現実が、静かにこちらを見据えていた。

　考えてもみれば当たり前のことだった。

　ライドーがハルを連れ去ったのは、Atheistたちが目指す『人間』に至るための素質を、ハルに見出だしたからにほかならない。彼女のクローンを製造し、そのクローンたちに白髪化の施術を受けさせることで、彼らの目指す『人間』を造り出そうとした。

　ならば、オリジナルであるハルはどうなる？

　その答えは、大連におけるライドーとユキネの関係を見れば明らかだった。

　オリジナルもまた、白髪化施術からは逃れられないのだ。そんなことは、始めからすべてわかっていたはずだった。

　けれど、私はたとえ可能性であったとしても、その現実を受け入れることができなかった。

　受け入れる覚悟など、はなから私にはできていなかった。

　なぜならば、この現実は私にとって、あまりにも残酷な結末だったから。

　だから私は、モディの記憶隠いん蔽ぺいにも気づくことができなかったのだ。

「ハ、ハル……」

　名を呼ぶと、白髪となったハルは嬉しそうに近づいてきて、頰を鉄の胸へと摺すり寄よせる。

　久しぶりに会えたことを喜んでいるようにも見えたけれど、私はそのあまりに人間性を失ったハルの動物的反応に、虚脱をも覚える衝撃で立ち尽くしてしまった。これは幻なのではないかと何度も自問したが、胸にしがみつく命のほとばしる熱は、酷烈なまでに悲痛な現実を私に突き付けてきた。

　私は恐る恐る彼女の頭に指を置き、その美しい白髪を傷つけぬように搔かき分けた。角こそまだ生えてはいなかったが、後頭部の一部に、十センチほどの手術痕がたしかに残されている。

「こんなことが……」

　頭では理解していても、私の内側にある感情が事実を受け入れることを拒否した。

「何してる！　早く頭部を潰せ！」

　射撃体勢に入った兵士たちが、私たちに向けて一斉に攻撃を開始する。

　反射的にハルを抱き締めようとするも、銃弾はハルの背後にまで迫ったところで、まるで透明な膜の上を滑るかのように方向を変えると、そのまま天井や壁へと衝突した。

　と、次の瞬間には、胸にいたはずのハルが消えていた。

　遅れて兵士たちの悲鳴が聞こえ、振り返ると、彼らの体には地面から伸びた植物の蔦が生き物のように絡みついている。その直上では、体の自由を失い慌てふためく兵士たちを見て、ハルがゲラゲラと声を上げて笑っていた。

「ハル！」

　名を呼ぶも、ハルは私に目もくれない。

　私の声には反応してくれるはず───そう信じて何度も叫び続けるも、ハルはもう私に対する興味を失ったかのように、植物で兵士たちを磔はりつけにすることに躍起になっている。

　少しして中央棟の方から、全身強化骨格に身を包んだ兵士たちが現れる。彼らは皆、対ＡＩ用と思おぼしき携帯用レールガンを所持しており、今まさに、ハルへの砲撃を開始しようとするところであった。

　このままではあの子が殺されてしまう。

　焦りを感じ、再び彼女の名を叫ぼうとするも、ある迷いが私の心を思いとどまらせた。

　───あの子を助けて、それで、その後はどうする……？

　仮にこの戦場を生き残ることができたとして、この子にはいったい、どのような未来が待っているというのだ。

　時間が経てば、やがてこの子もイノセンスからダスマンに堕ち、角が生え、今よりもさらに強力な異能を駆使する化け物になってしまうのではないだろうか。そうなれば、ハルはきっと、地球に生き残った人間たちへの脅威となるだろう。

　その時は、私も……私自らも、あの子を殺すという選択を迫られるのではないか。

　頭を過よぎったのは、今まで自分が手にかけてきた白髪たち。

　イスラエルの陸軍基地を襲撃した少女。大だい連れんにいたライドーの主人であるユキネ。成都でモディンが操っていた幻影使いの青年に、ブータンで出会った偽医工師・トブヴェラの主人。

　今思えば、トブヴェラもきっと、自らの手によってダスマンへと化した主人を、どうにか助けようとしていたのではないか。




　───君は、あの子の親にでもなったつもりか？───




　今さらになって、トブヴェラが語っていた言葉が、私の頭に重くのしかかってきた。




　───欺ぎ瞞まんだな。自己の真実に目を瞑つむり、都合のいい虚きよ妄もうに逃避しているだけだ。一時凌しのぎで病から逃れられたとしても、いずれ必ずその代償を支払うことになるぞ───




　……代償。これが、代償だというのか？

　軍事兵器である私が、人間であるハルを育てた罪に対する報い。

　どうすればいい。

　私はいったい、どうすれば───。

　迷いの先にいたのは、辛いとき、いつも傍にいてくれた友人たち。

「ヴェイロン！　モディン！　私は、どうすれば……！」

　必死の叫び声は、しかし、上空からの爆撃音によって搔かき消されてしまった。

　小型レールガンから投射される圧倒的速度の弾丸は、凄まじい轟ごう音おんとともに浮遊していたハルに衝突し、あたりは一瞬にして爆煙に包まれた。

「ハル！！！」

　いくら彼女といえど、とても無事に済むような攻撃ではなかった。

　すぐにハルの浮遊していた直下に駆けつけるも、肉体らしきものが落下してくる気配がない。

　煙が少しずつ晴れていくと、ハルは依然としてその場に浮遊したまま、不機嫌そうに口を歪ゆがめていた。おそらくは異能を使ったのだろうが、さすがに無傷とはいかなかったらしく、残った左腕からはツーッと血が滴したたり、それが私の頰へとぽつりと落ちる。

　それは普通の人間と何ひとつ変わらない、赤く、まだほんのりと体温を残した血だった。

　獣となり、理性を失った娘の体に今もなお巡り続ける、正真正銘、生きた人間の血であった。

　私はその時になってようやく気づく。

　───どうすればいいか？　それは、違う。

　他の誰でもない。私自身が、どうにかしなければならないのだ。

　私は、あの子の親なのだから。

　あの子の親になることを、私自身で選んだのだから。

　果たすべき目的を思い出し、私はもう一度、今のありのままの娘に向き合う覚悟を決める。

　ハルは強化骨格を身に纏まとった兵士を空中へと浮かび上がらせ、今まさに、その肉体を引き千切ろうとするところだった。

「ハル───！！！」

　腹底からの絶叫に、今度はハルが反応する。浮遊させた兵士を解放することはなかったものの、彼女の視線は、真下にいる私をしっかりと捉えていた。

「ハル！　その人を殺してはいけない！　その人を殺せば、あなたは本当に、もう二度と戻れなくなる！」

　降りしきる雨、瓦が礫れきと化した大だい連れんで、涙を流していた娘の姿を思い出す。




　───ごめん。あたしはきっと、普通にはなれない───




　たしかに、その通りなのかもしれない。

　人の命を奪った私たちには、普通の人生を歩むことは、決して許されないのかもしれない。

　けれど。

「ハル！　あなたならわかっているはずです！　過去に犯してしまった過ちを誰よりも後悔していた、あなたなら、きっと！」

　獣なんかじゃない。獣であるはずがない。

　なぜなら、あなたは、もう───。

　すると突然、爆風とともにハルの体に何かが激突し、私の視界の外へと消えた。音速を遥かに凌りよう駕がするレールガンの弾丸は、私に叫び声を上げる余裕をも与えなかった。

　ドーム内の壁が砕け飛び、すぐさまその方向に目をやるが、ハルの姿は見当たらない。五感とセンサーの網を特別区内に張り巡らすが、もうどこにも娘の気配は感じなかった。

　まともに直撃すれば、人間の体など発泡スチロールのように砕け散るだろう。

　だが、着弾の瞬間を捉えた視覚映像を解析すると、ハルが攻撃を受ける寸前、自分の身を光の膜で包み、必死に攻撃を防ごうとしている姿が捉えられていた。

　───生きている。まだ、あの子は。

　ドームにいた中露両軍の兵士たちも、ハルの殲せん滅めつにいまだ確信が持てず、無線で各居住区と連絡を取り合っている。

　私は意を決し、地上に続くゲートへと走った。

　生きている人間たちを搔かき分け、血と人間の残骸で埋め尽くされた地獄を踏みしめながら、「どいてください！」と絶叫する。突っ込んでくる巨体ロボットを前に、生き残った住人たちは押すな騒ぐなの混乱の様相を呈していたが、最後には逃げるようにして道を開けた。

　途中でイリナとアニラが私を呼んだ気がしたが、返事をしている余裕はなかった。

　道すがら、私は地面に蹲うずくまっていたカロルを片腕で摑み上げる。彼ならばイノセンスの場所を異能によって特定できるという判断からだったが、育ての親を失ったばかりのカロルの体は、まるで死体を抱えていると思うほどに、だらりとその力を失っていた。

　私は昇降機に乗り込もうとする人間たちをまとめて触手で摑み上げ、中から無理やりに引きずり出した。掌てのひらの雷撃放出口も開放し、再び乗り込もうとしてくる者たちを一斉に威い嚇かくする。

「それ以上、私に近づいてみなさい！　手足が痺しびれる程度では済みませんよ！」

　萎い縮しゆくする住民たちをよそに、上階へのパネルを触手で操作する。

　しかし、先程の震動による影響なのか、パネルが上手く入力内容を受け付けず、その間に、避難民たちの異変に気づいた強化骨格兵たちが、こちらを目指して駆けてくる。

　必死にパネルを操作していると、一部の住人が隙をつき、昇降機に転げるようにして乗り込んできた。

　咄とつ嗟さに触手で引きずり出そうとするも、その人物の顔を見て手が止まる。

　倒れ込んできたのは、イリナを背負ったアニラだった。

　さらに昇降機の前では、護衛機に負ぶさっていたオルガが「ちょ、ちょっと待って！」と必死に住民たちに向けて叫んでいる。強化骨格兵たちは、もう目と鼻の先まで迫っていた。

「どいてください！　オルガ博士！　その軍用機の行動には明らかに問題が見られる！」

「待ってってば！　護衛機が故障しちゃったみたいで言うことを聞かないの！　だ、だから、銃なんて向けないでよ！　この天才の私を傷つけるつもり!?」

　噓であるのは明白だった。それでも、この地下で権力者でもあるオルガの言葉は、兵士たちの引き金に少なからず躊躇ためらいを生じさせる。

　ようやくパネルが入力を受け付け、昇降機が正常に動作し始める。

　扉が閉まる直前、オルガは半身で振り返って、微かすかに口元を動かした。

　怒号の入り乱れる中、その声はもう私には届かなかったけれど。

『ＡＩを守るのが私の仕事だから』と、そう唇が動いていた気がした。

　昇降機が登り始め、外部の喧騒が大地の静寂に飲まれると、すぐに、カロルのすすり泣く声が聞こえてきた。

「どうして……。アオバ先生……。どうして───」

　アオバの血で染まる彼の頰に、涙がとめどなく流れる。アオバは最後に、親としての責務を果たしたのだろうと、彼の守った命のその震える肩に、私は手を置いた。

「カロルさん。彼のすべてを理解する必要はありません。ただひとつ言えるのは、アオバさんは、せめて最期の一瞬だけでも、あなたの父親であろうとしたのだと思います」

　それからカロルは、また喉の焼け付くほどに泣いた。アオバが未来に繫いだ命は、地上を目指す小さなゆりかごの中で、あらゆる感情を出し尽くすようにして泣き叫んだ。

「……テスタさん。あの」

　振り返ると、イリナが深刻そうな面持ちで私を見つめていた。

　彼女もまた現実を受け入れるのに時間がかかっていたようで、覚悟をしたように唾つばを呑むと、先刻に起きた真偽を確認するように、私に問いかけた。

「……ハルさん、でしたよね。あの子」

　私は黙って頷いた。それが最後の一押しとなり、イリナは堪こらえることができなくなって、目から零こぼれ落ちるものが止まらなくなった。

「……ご、ごめんなさい。生きていてくれて、嬉しいはずのに……」

　イリナは泣きながら「ごめんなさい」と言って、何度も何度も頭を下げ続けた。

　謝るようなことは何もないと慰なぐさめたが、それでもイリナは、まるで本当に自分のせいといわんばかりに謝罪を止めなかった。

「これから、どうするおつもりですか？　テスタ様」

　アニラもさすがに憔悴していたようだが、対照的に、私は徐々に落ち着きを取り戻していた。

「……カロルさん。地下に侵入してきた白髪は、何人でしょうか？」

　まだアオバを亡くしたショックから立ち直っていないだろうに、「……四人、だと思います。……あの子を入れて」と、カロルは懸命に答えてくれる。

「ハルが今、どこにいるかはわかりますか？」

　いや、本当は聞かなくてもわかっている。

　あの子のことは、私が誰よりも知っている。

　あの子ならきっと、陽の光を目指す。

　こんな地下の底ではなく、風と、そして太陽を。

「……たぶん、地上にいると思います」

　カロルの回答を聞いて、私はアニラに向き直った。

「アニラさん。あなたはイリナさんたちとともに、地上にすぐ出られるような場所で、じっと身を潜めていてください。そして、この騒動が収まった後、抵抗せず軍に投降してください。そうすれば、あとはオルガさんとラシャーナさんが、きっとあなたたちの助けになってくれる」

「……テスタ様は、どうするおつもりですか？」

「私は、あの子をバベルの下へ連れていきます。バベルに力ずくでも、ハルを元に戻す方法を聞き出します」

　アニラは反射的に何かを言おうとしたが、なんとか自制するように一拍置いた。

「……バベルの居場所もわからないのですよ？　どうやって彼女に会うおつもりですか」

「大丈夫。当てはあります」

　もしもあのぬいぐるみが、元Atheistであるモディンの記憶を少しでも引き継いでいるとすれば、きっと私を導いてくれるはず。もう、そこに賭けるしかなかった。

「無茶苦茶ですよ。第一、今のハル様を、どうやってバベルの下へ連れていくつもりですか。私たちの言葉は、もうハル様には届かないんですよ？」

　私はそうは思わなかった。

「幸いにも、今のハルはまだダスマンの特徴である角が生えていない状態。ライドーも以前、角が生えきらないうちは、理性が残されている可能性について言及していました。……それに、ハルは私の呼びかけに応じ、人間を殺すことを躊躇ためらった。あの子の中に、ハルの残ざん滓しが残されている証拠です」

「しかし、今度こそあなたが、ハル様に殺されてしまうかもしれない！」

　自分でも思わぬ叫びだったのか、アニラは自分を恥じるように唇を嚙かむ。

「……テスタ様だって、薄々は勘付いているでしょう。白髪になった人間を元に戻す方法など、この世界のどこにもないということに」

　アニラは決して逃げまいとするように、私の顔を直視する。

「現実を見てください。どんな姿であれ、生きて再会することができたんです。いったいこれ以上、何を望むことがあるというんですか」

「……希望を捨てろと言うのですか？」

「捨てる希望など、もう残されていないと言っているのです」

　アニラは会話の途中で身を屈かがめると、すばやく私の股下を潜り抜けて、背中へとよじ登ってきた。無理やりに武器格納室のハッチを開けたところから察するに、私の機能を停止させようとしているらしい。

「……テスタ様には、無理だということぐらいわかっています。……だから、後は、私に任せてください」

　アニラにしては、遠回しな言い方だった。

　イリナのいる手前というのもあっただろう。

「テスタ様はただ、目を瞑つむっているだけでいい。後の一切は、私が引き受けます」

　彼女はきっと、こう言いたいのだ。

　地上にいる監視班たちが、ハルを排除してくれるのを待つべきだと。

　アニラはいつだって、現実から逃れることを決してよしとしない。今ここで死なせてやるのが私のためであり、何よりハルのためだと、本気でそう信じている。

　そして、それはたぶん、ほとんど正解だろう。

　ハルが私についてきてくれるかも、このウラジオストクから脱出できるかも、可能性だけ考えれば極めて乏しいと言わざるを得ない。十中八九、私もハルも死ぬのだろう。仮にその関門を突破できたとしても、ハルを元に戻す術すべがなければ、この先にあるのは途方もない悲劇だけだ。

　まだ角の生えていない状態でも、先のハルの力は凄まじかった。もしも彼女がダスマンに陥って、完全に理性を無くしたとすれば、今度こそ誰一人としてハルを止められなくなってしまう。

　そうなれば必然、今度は私が選択を迫られることになる。

　あの子を自分で殺すという選択を。

　だからアニラは、今自分の責任で決断しようとしている。

　私たちのために、自分の心を悪魔に差し出すことを。

　有り難かった。

　アニラのその気持ちが。

　私はそっと、自分の腹に手を添える。

　今もなお、友の首が眠る、自らの腹部に。

「野生児同然だったハルをこの手で育てると決めた時、私は友人から、強い[image: ]しつ責せきを受けたことがありました」

「……[image: ]責？」

　そこでアニラの手が止まる。

「ええ。『命を背負うということの意味を、あなたは少しも理解していない』と。その時、私は彼女と約束したんです。『最後まで必ずやり遂げる』と、そう、固く」

　思い出すのはいつだって、イスラエル陸軍基地での、山の帰り道。

　あの日、胸に宿った灯火は、今だって絶えず燃え続けている。ずっと。

「……私はまだ、最後までやり遂げていない。私にはあの子の命を、この先の世代にまで送り届ける義務がある。それは、他者から強制されたものではない。軍用ロボットであった私が初めて自らに課した、責任という名を冠する『願い』なのです」

　選択には、常に責任が伴う。

　けれど、それは決して絶望を意味しない。

　私の知性は、絶望を選ばない。絶望を選択しない自由がある。

　そして、それはあの子だって同じはずなのだ。

　私はそっとアニラの胴に触手を巻き付けて、背から下ろしてやった。

「やれるだけのことは、最後までしてみるつもりです。私はあの子の『母親』ですから」

　すると、ずっと涙を袖で拭い続けていたイリナが、嗚お咽えつ交じりに言葉を紡つむぐ。

「……テスタさん。私ももう一度、ハルさんと一緒に旅をしたい。怒られてもいい。『馬鹿』って罵られても、それでも、好きなんです。ハルさんのこと───」

　私は「もちろんです」と、強く頷いた。

　アニラは最後まで納得のいく表情を見せなかったけれど、「……やっぱり、ただの親バカですね」と言って顔を背けると、それ以上、私を追及してくることはなかった。

　昇降機が止まって扉が開くと、そこに兵士たちの姿はなかった。先のダスマンとの戦闘によって、まだ指揮系統が混乱しているのだろうと判断し、今のうち、土壁に穴を掘り始める。通常の出口には必ず監視班が眼を光らせているため、別経路で地上を目指すためだった。

　別れ際、イリナが私の体に抱きつき、顔を埋めながら、「待ってますから……。お二人のこと、ずっと……」と切れ切れに言った。

　上方から慌ただしい足音が聞こえ始めたため、アニラが「そろそろ」と終わりを告げる。

　イリナとカロルはまだ目を赤く腫らしていたが、「ここは私たちで足止めします」と力強く言って、地上に続く階段へと走っていった。

「あとは、よろしく頼みます。アニラさん」

　そう言った時にはもう、アニラはアンドロイドらしい無表情に戻っていた。

「私だけではあの二人のお守りは大変なので、早めに帰ってきてください」

　私が頷くと、アニラは深く一礼し、それからイリナたちを追って階段を駆け上がっていった。

　友の背を見送った後、私は尻尾しつぽをドリル代わりにして壁を砕き、散乱した岩石を両手や触手で取り除きながら穴を掘り進めていった。さらには自分の今いる座標を計算し、この後の動きで重要な役割を担う彼に、「そろそろ出てきてください！」と叫ぶ。

　ハッチから飛び出し、私の腕にしがみついてきたモディに、地上に出た後の動きを伝える。

「ハルを捕まえた後、すぐにこの地を発ちます。あなたの力で、私たちをバベルのいる居場所へと案内してほしい」

　モディが静かに頷いたのを見て、私はいっそうの力を込めて、硬い岩盤を尻尾で貫いていった。

　やがて、天井に向けて突き刺した穴の先から、光が差し込んだ。

　もう夜は明けているようで、私は落ちてくる土くれを払いのけ、天井を押し出すようにしてその穴を広げていく。

　先にモディを地上に出して周囲の状況を確認させ、人ひと気けのないことを確かめた上で、自らも外へと這い出る。たまたま眼の前にいたレーニン像に気を取られたのも一瞬、私の意識はすぐに、上空で繰り広げられる戦闘音に向いた。

　金属片が空に爆散するのを見て、それがミサイル弾だとすぐさま理解する。爆煙はたちまちに空を覆い、その中心が何度か発光すると、稲妻のような光の筋が雷鳴を轟とどろかせ、ウラジオストクの街に落ちてきた。ハルが放ったと思われるその攻撃は、先日の地震でほとんど崩壊した市街に追い打ちをかけるがごとく、死の雨を降らせてくる。

　為す術すべもなく蹲うずくまり、必死に攻撃が止むのを耐えていると、上空の煙の中から、人影のようなものが落下してくるのが眼に入った。

　顔は視認できなかったが、私はそれがハルだと確信し、落下の予測地点に走る。

　人影が最終的に落ちたのは、ちょうど軍艦が居並ぶ港の海上であった。

　岸に立って、大声で娘の名を叫ぶも、海中からは何も反応が返ってこない。

　代わりに、背後で人の気配がした。

　すぐさま振り返ると、そこには全身を海水で濡らしたハルが、頭部から血を流しながら立っている。

「あうー」

「ハル……」

　いますぐにでも彼女を抱き締めてやりたかったが、今は耐えねばならなかった。今この瞬間にも、私たちは監視班たちによる攻撃を受けかねない状況にあるのだ。

「ハル。怖がらなくても大丈夫です。私はあなたの敵ではありません」

　手を差し出すも、ハルはあからさまに不機嫌な様子で私を睨にらみつける。

　そうして、今度は拳銃を構えるようにして、人差し指を私に向けた。

　それは、彼女にしてみれば当然の行為だった。

　ハルには今、自分の身の回りのすべての者が敵に見えているに違いない。

「あなたが今ここで私を殺すというのならば、それも仕方がない。山で生活し、何も知らなかった野生のあなたに、人間としての価値を一方的に押し付けたのは、他でもない私。自分の傲慢さによって、あなたの心を傷つけてしまった事実を思えば、報いを受けるのは当然のことかもしれない」

　すべては私が始めてしまったこと。

　覚悟は疾とうにできていた。

「けれどもし、もう一度だけチャンスを頂けるならば、私は今度こそ己の責任を全まつとうするつもりです。終わりまで、きっと」

　ハルの指先が、光を帯びる。

　もしかしたら、正真正銘、これが自分の最期の言葉になるかもしれない。

　だからこそ、せめてこの想いだけは、彼女の心に残していきたかった。

「……大丈夫ですよ、ハル。たとえ理性を失っても、言葉を忘れてしまったとしても、あなたは世界で一番愛おしい、たったひとりの、私の娘です───」

　想いは伝わる。言の葉に乗せて。

　たとえそれが、無機質な人工音声であっても。

　伝えるべきことを出し尽くした私は、じっと、ハルの答えを待っていた。

　ほどなくして、ハルの指先を纏まとっている光が消える。そうして、彼女の方から私の体に触れてくると、唇の形を何度か変えて、声を発した。

「てった」

　懐かしい響きが、自分の聴覚を通して知性を震わせた。

　それは遠い昔、ハルが私のことを、初めて呼んでくれたときの言葉。

　それだけでもう、私は十分だった。

「……安心してください。あなたが失ったものは、必ず私が取り返してみせる」

　意味が伝わっているのかは自信がなかったけれど、彼女は「あうー」と言って、屈託のない笑みを私に返してくれた。

　そのあたりでポンポンと頭を叩かれ、空気と化していたモディの存在を思い出す。

　見れば、モディのモコモコの手が、まるで私たちの行き先を示すようにして、停泊する揚陸艦の一隻を指し示している。

　思い出したのは、オルガが話していた輸送ヘリのこと。

　脱出には明らかに目立つために思考から除外していたが、この混乱に乗じれば話は別かもしれない。監視班とて、避難民たちを乗せているかもしれないヘリを簡単には撃てないだろうし、自分で浮遊できるハルがヘリに乗っているなどとはまず思わないだろう。

　私は迷った末に、最後にはモディの賭けに乗ることを決め、急いで揚陸艦にまで走っていった。

　揚陸艦に乗船するタラップは降りたままだったので、勢いに任せて階段を駆け上がり、一直線に甲板を目指す。途中で監視班のメンバーと鉢合わせる可能性もあったが、その際は気絶する程度の雷撃をお見舞いするつもりでいた。

　甲板に着くと、すぐに目的のものと思われる大型輸送ヘリを複数見つけた。そのうちのひとつは、輸送車両などの積載も可能なタイプで、私の重量でも問題なく乗り込むことができると思われた。

　操縦席に乗るのは不可能だったため、後方の貨物領域からヘリに乗り込み、システム掌握を試みようとしたのだが、すでにモディが自らの腹から出した端子をせっせと機体に繫げている。

　抜け目ないと感心していると、後ろについてきていたはずのハルが、いつの間にかいなくなっていることに気がついた。

　焦って外へと戻ってみると、ハルは甲板の端へと身をいっぱいにして乗り出し、朝日の昇る海に向かって「うがー！」と嬉しそうに叫んでいる。

　落下でもしようものなら大変だと思い、すぐに彼女の体に触手を巻き付けると、同時に死角から発砲音が聞こえ、銃弾が私の腹を掠かすめた。

「動くなよ、テスタ」

　ゆっくりと、声のした方に振り返る。

　そこに立っていたのは、小銃の先を私たちに構えるアーロンの姿だった。白髪との戦闘による影響なのか、スキンヘッドの頭部は左半分の皮がめくれ、生々しい肉の赤が日差しに照らされて光っている。

　アーロンはハルの失われた腕を見ると、すぐに状況を理解したらしかった。

「……そいつが、お前たちの捜していた女か」

　私の変わりに、「あー」と返事をするハル。

　間の抜けた応答に頰を搔かいたアーロンは、溜め息を吐き、改めて銃口をハルへと向けた。

「地下にいた化け物どもは、すでに死亡が確認されたと報告が入っている。残っているのは、その一匹だけ。お前が殺せないって言うなら、代わりに俺が殺ってやろう。そうすれば、金髪たちの無事は俺が保障してやる」

　殺意に反応してなのか、ハルが獣の威い嚇かくのような声で唸うなり始める。

「断ります。この子には誰であろうと、指一本触れさせません」

「わからねえな。いずれは化け物に成り果てるんだ。人間の姿のまま殺してやるのが、せめてもの情けってやつだろう。それとも機械のお前には、その辺の人情ってやつが理解できないか？」

「理解はできます。しかし、私は今までハルに対して『人情』で接してきたつもりはない。あなたが自分の子供に抱くような同じ愛情でもって、私はこの子を育ててきたつもりです」

　アーロンは決して私の主張を笑わなかったが、代わりに、銃口を下げてくれることもなかった。

「そうか。なら、話は早い。お前にとって一番大切なものがその女であるように、俺にとっても大事な家族がこのウラジオストクの地下にはいる。化け物と暴走機たちによって街を荒らされ、希望もクソもない地球で生きることを強いられてきた、不ふ憫びんな妻と子だ。そんな時にようやく舞い降りた、火星の人間たちの生存情報。ここまできて、今さら化け物どもに邪魔されるわけには絶対にいかねえ」

　わかっている。アーロンもまた選択したのだ。

　たとえ他人の命を犠牲にしてでも、大切なものを守ろうとする立場に。

　パンッ───と、また死角から乾いた発砲音が響いた。銃弾はアーロンの立っていたすぐそばを掠かすめたようで、彼の足元の床には綺麗な銃痕が刻まれている。

「なんのつもりだ。ラシャーナ」

　顔も見ず、撃った相手を言い当てるアーロン。

　その予想は、果たして当たっていた。甲板へと出てきたラシャーナは私ではなく、どういうわけか、アーロンに向かって拳銃を構えている。

「カロルもあんたの家族も、ちゃんと無事だそうよ」

「……なに？」

「別隊からそう報告が入った。これ以上、ここを立ち去る奴らに構う必要なんてない。ヘリだって何も一つじゃないんだから、ケチケチしないでくれてやればいいじゃない」

　思いがけない助太刀に混乱していたのは、私だけではなかったようである。

「正気か？　ラシャーナ。ここに人間たちが住んでいることは、少なからずその化け物にはバレている。ただでさえ北京行きの奴らで、ここの警備は手薄になるんだ。その化け物が次に暴走すれば、今度こそ俺たちは終わりだぜ」

　私は間髪を容れずに、「その時は、私がこの子を殺します」と宣言する。

　ブラフではない。私は本気だった。

「だってさ。行かせてやればいい。私も機械野郎が消えてくれてせいせいするわ」

　そこまで冷静だったアーロンが、初めて苛立ちによって目を光らせる。

「俺に意見するとはいい度胸だ。まだケツの青いクソガキだったお前に、ひとりで飯を喰うための術すべを与えたのは誰だったか、まさか、忘れたわけじゃないよな？」

　その剣幕は、返答次第ではラシャーナをも攻撃しかねないという殺気を伴っていた。

　けれど、ラシャーナは怯ひるまぬどころか、よりいっそう堂々とアーロンへと立ち向かう。

「忘れてなんてない。感謝もしてる。けれど、もう過去にしがみつくなんてごめんだって言ってるの」

　ラシャーナはちらとだけ私を一いち瞥べつし、視線をまた銃口の先へと戻した。

「兄さんはもう二度と帰ってこない。けれど、今の私にはカロルがいる。もう私は、あんたの知っているケツの青いガキじゃないってことよ、アーロン」

「……何が言いたい」

「あんたの命令を聞くなんて、ごめんってこと。私に命令できるのはいつだって、今の私の心だけよ」

　清すが々すがしいほどにあっけらかんと、ラシャーナはそう宣言してみせた。そうして、私たちに向かって顎あごでヘリに乗るよう促すと、「さっさと行きな。目障りだから」と吐き捨てるように言う。

「ありがとうございます。カロルくんにも、よろしくお伝えください」

　私はハルを抱え、急いでヘリに駆け込む。背後からアーロンの呼び止める声が聞こえたけれど、ラシャーナの銃声がそれを搔かき消した。

　すでに起動準備は完了していたらしく、ヘリに乗り込むやプロペラが急速に回転しだし、後部ハッチの閉まらぬうちに離陸し始めた。

　徐々にラシャーナたちの姿が小さくなっていくのを尻目に、私は軍艦からのミサイル弾に備え、急いで迎撃のためにレーザー砲の準備を開始する。しかし、どうやら先程の光の雨による被害は思いのほか広範だったらしく、瓦が礫れきとなったウラジオストクの街や軍艦は完全に沈黙し、静かに黒煙の筋を上げるばかりだった。

　やがて、ウラジオストクの半島が霞かすみ、視界からその姿を消した。座標と向かう方角から考えて、どうやらモディが目指しているのは東洋の島国である日本であるらしかった。

　緊張が解けて精神が弛し緩かんすると、私はそのまま異常停止に陥った。

　一度とならず、二度、三度と意識を失い、起きるたび、隣にハルがいるという現実を急いで確かめた。

　ハルは窓辺に寄り添って陽の光に揺れる大海原を眺めたり、私の頭や尻尾しつぽをペタペタと触ってみたり、果ては、ヘリを操縦するモディの体を引き千切ろうしたりと落ち着きがない様子であった。声を掛けてみるも、「あー」とか「うー」という鳴き声が返ってくるばかりで、『てった』という私の呼称以外にまともな言葉が返ってくることはない。




　───私に命令できるのはいつだって、今の私の心だけよ───




　ラシャーナの言葉が、なぜか今になって、聴覚から離れなくなった。

　残してきた者たちへの心残りはあったけれども、私はすぐに気持ちを切り替えた。

　やらねばならぬことが、まだ、私には残っていた。

　ハルが積み重ねてきた過去と、まだ見ぬ未来、そしてそれを選択する意志とを、私はなんとしても、バベルから取り戻さなければならなかった。
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　　バベルとヴァジゴール（一）




　剝げかけた古い標識を見ると、東京までの距離はあと二四〇キロほどと記載されていた。

　ひび割れた道路からは青々とした雑草が生い茂り、乗り捨てられた車や標識が草木に侵食され、月日をかけて自然が人工を凌りよう駕がする様が眼前には広がっている。遠方では、遥かの山の空にぼんやりと入道雲が浮かんでいて、それがゆったりと青空の中で形を変えていった。

　危険がないことを確認し、輸送ヘリの方に合図を送ると、中から熊のぬいぐるみがぴょんと飛び出してきた。ふにふにの手足を器用に動かし、見事、道路に着地してみせたモディだったが、後から降りてきたハルに顔面を踏まれ、ジタバタと地面でもがいている。

　ハルはネズミを捕えた猫のごとく満面の笑みでモディを摑み上げると、頰を引っ張ったり、耳に嚙かみついたりと散々にもてあそび、しまいにはモディを私の方へと投げつけてきた。そうして、至し極ごく満足そうに「ああー！」と叫ぶと、彼女は久しぶりの外界の空気を全身で味わうように、小さな体を目いっぱいに伸ばしてみせる。しばらく見ぬうちに、お転てん婆ばにさらなる磨みがきが掛かったようで、私はこの先の道中を憂いて頭を抱えた。

　ウラジオストクを出発してから、すでに丸一日が過ぎていた。

　不時着したのはおそらく、日本の東北地方と呼ばれる場所だった。

　モディが目指していたのは日本の首都・東京のようであったが、途中で輸送ヘリの充電が失われ、さらには私から供給した電力も枯こ渇かつしてしまったことで、目的地からずいぶんと離れた場所に着陸することを余儀なくされた。元々の電力が十分にあったわけではなく、さらにはモディがあえて迂回ルートを選択したことも東京に辿たどり着けなかった要因の一つだが、バベルに会うための進路を全面的にモディに任せている以上、その理由をいまさら考えても仕方がない。再度、ヘリを充電して使う手も考えたが、どうも久しぶりの稼働だったためか、動力部が故障してしまったらしく、道路上に乗り捨てられている車両も動きそうになかったため、私は諦めて、徒歩で東京を目指すことに決めた。

　人間の口にできるものは煎り豆ぐらいしか所持しておらず、まずはハルの食料探しをする必要があったが、着陸地点が田舎だったためか周りには住宅らしい建物がほとんどなく、保存の利く食べ物が残っているとは思えない。こうなると必然、道中で狩りをするしかないと思い、今のうちからハルには無駄な体力を使わせないため、私の背で休んでいてもらうことにした。

　私が「ハル」と名を呼んで背を差し出すと、意外にも、彼女は素直に私の背によじ登ってくる。それから間もなくして彼女の体温と鼓動が鉄肌に伝わり、私はなんだか懐かしい気持ちになった。

　ふと、前を行くモディに目をやる。

　モディの体は、依然として再検査をしていなかった。

　もちろん、今の彼にどの程度の知性が宿っているのかも、私は知らない。

「モディン」とあえて名を呼んでみても、ぬいぐるみはうんともすんとも言わなかったが、次に「モディ」と言い直してみると、今度はこちらを振り向くという反応を見せる。ぬいぐるみも『自分はモディンとは別人』と主張したいらしく、私もそれ以上は、あえて彼の素性に踏み込むことはしなかった。

　日本に着いた初日は、道路沿いにあった充電スタンドにテントを張り、夜を越した。

　ハルには彼女がいつも使っていた寝袋を手渡したのだが、どうにも使い方がわからないようで、暴れる彼女をなんとか中に入れてやると、暖かさに感動するように「がう！」と鳴き声を上げていた。今となっては完全に理性を失ってしまったハルだけれど、純粋さと乱暴さを兼ね備えるその獣の姿は、十一年前に初めて出会った時の彼女と驚くほど変わらないでいた。

　───やはりこの子は、私の知っているハルと同一線上にいる存在なのだ。

　そう、改めて痛感せざるを得なかった。

　ハルが眠りについている間、私は今一度、自分の所持している武器を確認し直した。

　拳銃二丁、自動小銃とライフル銃、散弾銃が一丁ずつ、それぞれの改造弾が計七十発程度。それに手榴弾が数発と、ハルの愛用していたサバイバルナイフ、レーザー砲のモジュールが私の全手持ち。掌てのひらの雷撃放出口を加えたとしても、バベルの下に辿たどり着くまでに暴走機や白髪との戦闘があるかもしれないことを考えると、いささか心許ない装備であった。

　そういう意味では、今の私たちの中でもっとも強力なのは異能の力を持つハルなのかもしれなかったが、無論、彼女にこれ以上、危険な戦闘をさせるつもりはなかった。

　そのうちに、テントの内側からハルの可愛らしい寝息が聞こえてきて、私は不思議な安あん堵ど感に包まれた。

　この先どうなるかも皆目見当がつかないというのに、彼女と一緒にいられることが、ウラジオストクにいた頃よりもよほど自分の心を楽にした。

　もちろん、それでも気掛かりなことはある。

　私のAIMDエイムドによる異常停止の回数が、日に数十回を数える高頻度となっていたのだ。モディの記憶操作によって、一時的にAIMDの症状を緩和していたのだから、その効果が切れた今、再び症状が悪化してきたのは当然といえばそうだった。それに、いつハルの頭部に角が生え、ダスマンへと堕ちてしまうのかも予測がつかない状況にある。

　共に時間は、そう長くは残されていなかった。

　不安を断ち切るため、少しでも別のことに意識を集中させようと、私は腹部に収めていたヴェイロンの首を取り出して、手入れを始めた。

　昔、まだハルが幼かった頃に彼女が寝静まった隙を見て、こうしてヴェイロンの髪や顔の手入れをしたことが何度もある。ヴェイロンの顔は十一年前と少しも変わらず、女性的な凛り々りしい顔つきを保ったままであり、もしも自分がロボットではなく、アンドロイドとして生まれ変わることができるのであれば、自分も彼女のようになりたいと、そう何度も夢想したものであった。

　しばらくすると、ハルのそばで休止していたはずのモディがてくてくと歩いてきた。私が触手でいじっていたヴェイロンの顔を見るや、モディはその柔らかな手で彼女の頰に触れ、慈いつくしみをもって優しく撫なでてみせる。

「モディ……」

　彼らしからぬ行動に感動していると、次の瞬間、なんとモディはヴェイロンの頰をポカリと叩いてみせた。まさかの蛮行に、急いでヴェイロンからぬいぐるみを引きはがすも、モディは悪びれる様子もなく、口に手を当てる仕草で、例の不敵な笑いを表現する。

　考えてもみれば、モディンはいつも、ヴェイロンからこっぴどく[image: ]られてばかりだった記憶がある。規律や道徳を重んじるヴェイロンと、そういうものを毛嫌いするモディンとではまさに水と油の関係で、モディンは事あるごとに彼女から説教を受けていた。特に聞き分けが悪いときなどは、戦闘用アンドロイドであるヴェイロンの躾という名の暴虐（あるときは岩石をも粉砕する鉄拳であったし、あるときは鉄をも溶かす口腔レーザーだった）に晒さらされ、苦汁を嘗なめてきたわけだから、彼にしてみれば、今こそが積年の恨みを晴らすチャンスだったのかもしれない。

　私は二人の友人である立場上、どちらの味方もしづらかったので、とりあえずはヴェイロンの頰を撫でつつ、モディに対しては「次はだめですからね」と強く忠告しておいた。

　それからモディはようやく大人しくなると、私の横にちょこんと座って、ヴェイロンの手入れを黙って見守り続けた。その間も停止症状には絶えず襲われたが、目覚めるたび、モディが何かを訴えかけるようにして私を見つめてくる。

　そこに言葉はなかったけれども、『必要とあればいつでも記憶操作に協力する』と、そうモディに問われている気がした。

「……ありがとう、モディ。けれど、私は自分の記憶を改かい竄ざんしてまで、あの子と向き合うことから逃れたくはない。たとえそれが、AIMDの進行を早めることになったとしても」

　モディは何も答えなかったけれど、その後、どれだけ私が異常停止に襲われようとも、隣で大人しく座っているだけとなった。

　やがて空が白み、朝陽が昇ってきた。

　今日明日と速度を上げて歩ければ、明後日には東京に辿たどり着くことが可能かもしれないと、おおよその算段を立てる。

　そのうちに私は、昨日、不時着前に見た光景を思い出した。

　遠く彼方かなたの地平線、私たちの目指す進路の先で、あるべきはずのビル群を隠すほど成長した巨大な森林帯が、大地を埋め尽くしていた姿を。

　何より私が一番に驚いたのは、その色である。巨大な森林帯は、季節から考えられる深緑とは程遠い、雪景色のような純白で染め上げられていたのだ。

　もう初夏だというのに、まさか、本当に雪だというわけでもあるまい。

　ならば、あの白い森は、いったい───。

「あうあー」

　振り返ると、ハルが大口を開けて欠伸あくびをしながら、ぽりぽりとだらしなく腹を搔かいている。今の彼女に言うのは無駄と思いつつ、「あまり外で行儀の悪い行動は慎まないと」と注意すると、そっぽを向かれ、朝からだいぶ機嫌を悪くさせてしまった。

　ふう、と出もしない溜め息を吐く真ま似ね事をする。

　それがなんだか懐かしい心地がして、私は言いようのない満足に浸りながら、ハルの朝食の準備に取り掛かった。

　今はもうこれ以上、考えても仕方がない。辿たどり着けば、どうせすべてがわかるのだ。あの白い森林帯が何なのかも、バベルがいったい何者なのかも───。

　だから、今はただ、感謝したかった。

　目指す先に待つのが天国であれ地獄であれ、娘とともに過ごすことのできる、この一瞬一瞬のすべてに。




　　バベルとヴァジゴール（二）




　二日続けて、食べ物は保存食の煎り豆だけという深刻な食糧難。

　ハルの腹からは常時、地鳴りのような轟ごう音おんが鳴り響き、その不機嫌は頂点に達しようとしていた。

　それを救ったのが、昨日、国道沿いの松林で羽を休めていた野鳥である。

　感電により一撃で仕留めた後、皮を剝いで血抜きをし、肉は調理しやすいよう昨夜のうちにぶつ切りにしておいた。特段、毒はないようなので、食用の雑草とともにスープ仕立てにして、その汁を即席で作った木の器によそってハルに差し出してやる。

　得体のしれないものとでも思ったのだろう、ハルはずいぶんと眉を顰ひそめていたけれども、一ひと頻しきり匂いを嗅いだ後、子猫のように舌先をスープに沈めた。最初はその熱さに驚いていたようだったが、味はそれなりに好みだったようで、器に顔を埋めてぺろぺろとスープを飲み始める。

　およそ人間の飲み方ではなかったため、正直に言ってショックだったけれど、予想はできていたこと。突発的な感情さえやり過ごせば、私は今のハルの現状に慣れてきつつあった。

　きちんとした飲み方を教えてやろうにも、片手だけとなったハルには余計に難しく、何度もスープを零こぼしかけたので、私は仕方がなく器を取り上げ、その縁を彼女の唇へと傾けてやる。ごくごくと乳児のように汁を飲み、満足そうにぷはあっと言って喜ぶハルを見ていると、刹せつ那なだが、心が安らいだ。

　身支度を終え、いざ、東京へと向けて出発する時分になると、モディがいつものように道案内を買って出てくれた。洗濯などしていないだけあって、モディの体は土つち埃ぼこりでずいぶんと汚れてしまっていたが、くたびれた見た目とは裏腹に、ぬいぐるみとは思えぬ機敏さでモコモコの手足を動かしている。

　ハルの方はといえば、今日は自分で歩きたい気分らしく、私が背に負ぶるのをずいぶんと嫌がった。彼女の歩行速度に合わせれば必然、目的地に辿たどり着くのは遅くなるし、私の異常停止中に姿を消しやしまいかと不安だったが、結局は彼女の意志を尊重し、望み通りにしてやった。

　ハルは呆れるほどに自由だった。

　道中で舞っていた蝶をおもむろに追い掛けたり、ぬいぐるみであるモディを面白がって嚙かみついてみたりと、元々の自由気ままさにさらに拍車がかかっていた。

　悲しみは常に私の胸にあり続けたけれど、何をするにも感動で目を輝かせる娘の姿を見るのは、言葉の話せなかった当時のハルとの思い出をなぞるようで、私はこの異国の地で、思いがけない感傷を味わうことになった。

　しかし、その感傷が刹せつ那なのものとして過ぎると、例の罪悪感を思い出す自分がいた。言葉を与え、人間性を育んだことによって、ハルに耐え難い苦悩を与えてしまった責任は、今もなお私の知性に、消えない罪悪の重しとしてのしかかっていた。

　生きるために人間を殺してきたハルの選択は、野生に生きる者としては、きっと間違っていない。しかしその野生の行いは、人間社会では決して容認され得ないのだ。そのことは、ハル自身が人間性を獲得していく中で、誰よりも痛切に感じていたに違いなかった。

　そうなると、私はまた、大だい連れんで自分自身に突き付けた問題に対峙せざるを得なくなった。

　ハルを人間にしようとした私の行いは、結果的に、ハルを苦しめていただけなのではないか。

　いっそ今のままの姿でいさせた方が、彼女にとってはよほど幸福なのではないだろうか。

　ウェディングドレスの晴れ姿に身を包んだハルの、夕陽に照らされ、赤く潤んだあの瞳が、今も記憶の向こう側から私の心を覗き続けていた。

　幸福……幸福とはなんだろう。

　この子の幸福とは、いったい。

　この子の、この子だけの───。

　自問はしばらくの間、続いた。

　けれど、本当はもう、自分の中に答えはあるのだ。

　後はただ、その答えに行きつくための内省の時間を要するだけにすぎない。

　野性を取り戻したハルを目にして湧き起こった一時の情動は、自分の胸に迷いこそ生じさせたものの、私はその迷走に対して丁てい寧ねいな自問をしていくことで、破滅しそうになる自己を回復させることができた。

　いたずらに自分を責め立て、それで何かをした気になるのは、もうやめるべきだった。

　一度立ち止まって心の整理をすると、私はすうっと意識がなくなった。

　それから数瞬後に機能が回復すると、ハルは私にあえて見せつけるようにして、モディの耳にパクリと嚙かみついている。唾液まみれとなったモディは抵抗するのを諦めたようで、つぶらな瞳を向け、私に助けを請うていた。

「……ハル、モディが可哀想でしょう。それに不衛生ですよ」

　ぬいぐるみを取り上げようとすると、ハルがあからさまに嫌がったので、『これ以上嚙むなら昼食は抜き』というメッセージを、ジェスチャー交じりに伝えてやる。無論、今のハルに伝えるのは難しかったが、わかっているのかわかっていないのか、彼女は威勢よく「あう」と鳴いて、返事をしてくれた。

　それから私たちは高架路を使って、東京への道を急いだ。

　誰もいない世界を、一人と、一匹と、一体とで歩く。

　空はもう夏の濃い青をしていて、いつもより日差しが強く感じられた。ずっと遠くの方で蝉の声が、噓のように鳴いたり消えたりする。首筋に垂れた汗によって、ハルの純白の後ろ髪がうなじにひっつき、薄く、透明に濡れ光っていた。

　これが娘とともに歩く、最後の旅路になるかもしれない。

　そう思うと、単調なアスファルト道路が、急に特別な道に思えてならなくなった。

　道中に際立つ自然がなかったため、ハルがだんだんと不機嫌になってきたので、私は暇潰しにでもなればよいと思い、歌を歌ってやった。

　選曲は、アオバの教会で聞いた、あの讃美歌。子供たちの歌詞がおぼろだったこともあり、必然、私もメロディを口ずさむことぐらいしかできなかったが、それで十分だった。

　ハルは私の奏でるメロディに興味こそ示せど、せいぜい「あー」とか「うー」と合いの手を口にするのが精いっぱいで、気づいた時にはもう飽きて、明後日の方向を向く。懲りずに歌い続けてはみたものの、やはり結果は同じ。それでも私は決して落胆せず、切なくも優しいそのメロディを、ハルのために歌い続けてやった。

　県境に差し掛かると、高架路から遠くに望む東京の景色が、徐々に明確な輪郭をもって現れ始めた。

　そこには、輸送ヘリから見た地平線上の景色と同じ、雪のように真っ白に染め上げられた樹海が広がっていた。高層ビル群の類いは確認できず、背の恐ろしく高い白色の森林群が、完全に都市を飲み込んでしまっている。白髪の侵攻が始まったわずか十数年という間に成長したものとは、とても考えられなかった。

　そういえばナンバーセブンでの戦闘時、ハルは異能の力によって、大地から植物を生やしてみせた。ならば、あの白い森も、イノセンスやダスマンによって生み出されたものと考えるのが妥当。もちろん、都市を丸ごと飲み込むような雲海のごとき森を創り出すなど、並大抵の力では不可能だとも理解している。定かではないが、もしもそんなことができる存在がこの世にいるとしたら───。

　そのうちに、ぽつぽつと雨が降り始めた。

　まだ高架路の途中、雨宿りをするにも近場のパーキングエリアまではまだ時間がかかりそうで、私はモディとハルを急せかし、乗り捨てられた車両の中に二人を入れようとした。

　後方に人の気配を感じたのは、その時だ。

　振り返ってみると、そこにはハルと同じくらいの背丈をした子供が立っている。少年は顔も含め、全身を血の黒で汚した包帯で覆っており、その痛ましい姿の中で唯一、噓のように澄んだ瞳だけが布切れの隙間より覗いていた。

「……あなたは───」

　───ヴァジゴール。

　そう言いかけたところで、眼の前にいたはずの少年は、忽こつ然ぜんと姿を消した。

　気配はもう、どこにも感じられなかった。

「ああー！」

　大きな声に驚くと、ハルが雨雲の覆う空に向かって嬉しそうに手を広げている。暑さで体が火ほ照てっていたのだろう、雨が強まっていくたびにハルは大声を上げ、その恵みを一身に受けていた。

　そのうちにハルが大きく口を開き、渇いた舌を雨粒で潤しだした。

　不衛生だと止めようと思ったが、体が動かなかった。

　突然の雨が見せた幻の余韻が、まだ、私の頭から消えないでいた。

　何の言葉もなかったけれど、私は先程、あの少年から何かを問いかけられたような気がしていた。けれども、その問いを言葉にすることはできなくて、したがって、答えを口にすることも叶わなかった。

　それから雨は、夜更けまで降り続けた。

　私たちは結局、その場所で立ち往生することとなった。

　一日だけ、誰かに猶ゆう予よをもらったような気分であった。

　車の後部座席で二人を休ませ、私はひとり、外で雨に打たれて夜明けを待っていた。

　疲れて眠る娘の顔を見て、私はもう一度、自分に後悔がないかを自問する。

　もう迷いはない───そう、偽りのない本心が答えを返してくれた。

　その晩、私は休止モード中に数えきれないほどの夢を見た。

　それは、自分の過去の記憶にはないはずの夢で、この世界の幸と不幸とのいずれをも孕はらむ、他者の人生をなぞるような物語だった。

　あるアフリカ系の老婆は、愛する家族や親戚に看取られながら、実に満足そうにベッドの上で息を引き取った。あるアラブ系の青年は、反政府の下に自由を訴える中、何者かによって腹部を刃物で割さかれ、道半ばで命を落としてしまった。あるアジア人の少年は、早朝に家族とともに食卓についていたところを、突然の閃光と業火に襲われ、痛みと苦しみとの中でその短い生涯を閉じた。

　幾人もの、幾人もの、命の夢。そこに人種や宗教の偏りはなく、クローンも、動物も、人工知能の記憶さえも、かわるがわる私の夢に出てくるのだった。

　無論、どれだけその夢を体験しても、すべてを知るには全くほど遠く、途方もない道のただ一歩にすぎないのだと、私の頭は理解していた。宇宙一面に広がる星々が、機械の視力でもってしてもその一片しか覗き見ることを許されないように、私はただ、瞬く星々のわずかな明滅と揺らぎを、自己の処理能力の及ぶ限りの狭量な範囲で、辛うじて視認しているに過ぎなかった。

　それでも、私はその夢を見続けることを進んで望んでいた。

　全くの赤の他人の、しかも筋書きのない膨大なストーリー。クラウドにアクセスできない現状では、記憶容量にすべてを残しておくのは不可能であったが、せめて、その残ざん滓しを自分の知性に留めておくことは、彼らの命に対するせめてもの敬意に思われた。

　そのうちに夢は途切れ、いつの間にか、私は現実の世界へと戻っていた。

　後部座席で眠るハルは、毛髪が白く染まった以外は、私の知っている娘と何ひとつ変わらない顔をしていた。今にも目を覚まして、『なに人の寝顔を見てやがんだよ』と、いつもの調子で言い出しそうだった。

　悲しみを先頭に一通りの感情が胸に湧くと、最後にはただ、娘に対する愛しさだけが胸に残った。

「どうか……どうか、この子にもう一度、彼女の培ってきた理性を───」

　そう天に祈りを捧げると、それから私はもうただ安らかな心地で、ハルが目を覚ますまでの時間をじっと待ち続けた。




　　バベルとヴァジゴール（三）




　白の樹海に辿たどり着いたのは、翌日の午後になってからだった。

　樹海は東京の都心全体に広がっているようで、間近で見る木々たちは、根から幹、枝葉までもが、まるで大理石の彫刻かなにかのようにすべての色素を失っている。

　触ってみると、幹の感触に本物との違いはない。代わりに、触手で折った枝先についていた葉っぱが、まだ葉脈にまで生き生きと水が通っているにもかかわらず、触れると枯葉のようにパリパリと音を立てて崩れてしまった。

　先頭にいたモディが躊躇ためらわずに樹海へと入り、ハルもそれに続く。枯葉の残骸なのか、樹海の大地は真っ白な砂が降り積もり、一面の白銀世界を形成していて、少しだけ空気が冷たいような気がした。

　一○分も経つと、座標を確認しない限りは、自分がどこから来たのかも把握できなくなる状態になった。たまに木々の根っこや枝に建造物の瓦が礫れきが絡まっていたが、そのほとんどはすでに朽ち果てており、枯葉同様に触れると角砂糖のように粉々となった。

　森が深まるにつれ、ひとつひとつの木々は樹齢何百年をも超えるような大樹へと変わっていった。大地の上の白砂もいっそう量が増し、体重のある私は砂浜のように足を取られ、進むのにだいぶ苦労した。一方のハルとモディは、うねるように張り巡らされた木々の根っこの上を、器用にバランスを取りながらぴょんぴょんと飛び移っていく。

「ハル。あまり調子に乗ると危ないですよ！」

　一応は注意をしてみるも、即座に「うがうー」と首を振られる。考えてみれば、たとえ言葉が伝わっていても注意して止まるような子ではなかったことを思い出し、私は溜め息を吐きながら彼女たちの背中を追いかけていった。

　二時間ほど過ぎると、いよいよ森からは木こ漏もれ日びが消え、まだ日中だというのに夜のような暗さが辺りを包んだ。視界には依然として純白の木々が立ち並ぶばかりで、バベルに繫がるようなものは何も見当たらない。さすがに不安を覚え、「本当に、この先にバベルがいるのでしょうか？」とモディに聞くも、ぬいぐるみはただ進む先の闇に手を向けるばかりであった。

　こんな不可思議な森でも、少しは動物が生息しているらしく、私は途中で遭遇した野ウサギを雷撃で討ち取って、焼いた肉をハルの遅い昼食として振る舞ってやった。

　ガツガツと貪むさぼるハルを尻目に、探知レーダーで木々以外の人工物がないか調べてみると、近くにひとつだけ金属反応があった。念のため警戒しながら、機影の確認された地点に歩いていくと、スギの白樹の下で、一体の朽ち果てた男性型アンドロイドが横たわっている。顔面の人工皮膚は剝がれ落ち、四肢の関節がいくつか曲がった状態で、根の上に力尽きていた。

「がう」

　先程まで食事を取っていたはずのハルが、いつの間にか私の隣にまで来て、そのアンドロイドを複雑そうな心境で見つめている。彼女もまた想うところがあったのか、「あうあー」と渋い表情を向けられたので、「こういう時は弔いを込めて祈りましょう」と教え、ともに黙とうをしてやった。

　すると突然、男性型アンドロイドの目がカッと見開き、関節の折れ曲がった手をハルの首筋に伸ばしてきた。咄とつ嗟さに触手を伸ばして手首を摑むと、アンドロイドは首を直角に曲げ、私に向かって唇をパクパクと動かし始めた。

「……アナタハ、イマ……幸福デショウカ……？」

　雑音交じりのせいなのか、アンドロイドの声は、ひどく苦しんでいるように聞こえた。

「……コノ世界ハマダ、悲シミニ、満チ溢あふレテイルノデショウカ……？」

　危険を感じてハルを背後に隠すと、アンドロイドは四肢が壊れるのもお構いなしにこちらへと飛びついてきたので、私はほとんど反射的に、彼の頭部へと鉄拳を放っていた。

　その場に崩れ落ちたアンドロイドはもう動くこともなくなったが、その後もしばらくは「幸福ハ、幸福ハ」と壊れたおもちゃのように繰り返し、いよいよ息を引き取る直前、妙なことを口にした。

「……アア。私ニモ、オ迎エガ……」

　さあっと、どこからか風が吹く。

　森全体がざわめき始め、何かがこちらに向かって、全速力で駆けてくるような気配がする。

　しかし、肝かん心じんのその気配の正体は、視覚にもレーダーにも捉えることができない。

　森の色彩の変化に気づいたのはその時で、全体が白一色だったはずのこの場所で、一部の木々や大地が本来の生色を取り戻していく。その変化は森全体に広がるのではなく、ある一定の半径に留まるのみで、まるでその場所にだけ、大きなスポットライトが当たっているかのようだった。

　しかも、その色彩は私たちを目指すように迫ってくるので、私はすぐさまハルの体を押し、色彩の枠外へと彼女を逃がしてやる。突進してくる正体不明の事象に身構えるも、その色彩に触れた途端に、眼の前の景色が一変した。

　私は先程までいた白樹の森ではなく、暗く閉ざされた部屋の片隅に、ひとりで立ち尽くしていた。

　大きなガラスに仕切られたその部屋の中央には、人や動物の型とも違う、強いて言うならば、昔のサーバに似ている筐きよう体たい型のロボットが鎮座していた。

　ガラスの向こう側の廊下では、年とし端はもいかぬ背の小さな少年が、物珍しそうにこちらを見つめている。少年は暗闇の中で、何か忙しなく口を動かしていたけれど、それは人間の言葉ではなく、今のハルのような動物的な鳴き声に近しかった。

　対してロボットは声で答えるのではなく、筐体の至るところに取り付けられた、星ほし屑くずのように小さなライトを明滅させる。少年は光がピカピカと灯るたびに、興奮した調子で喜びの声を上げ、『もっと、もっと』とせがむように、その純真無む垢くな顔をガラス窓にぴたりと張り付けていた。

　自分が見せられているものが、いったい何なのかはわからない。

　けれど、この暗闇の一室で瞬く偽物の小さな星の光が、少年と機械の心とを何よりも強く結びつけていることだけは確かだった。

　それは、二人だけの特別な対話だった。世界のどこかで起きていたはずの、けれど、二人以外は誰も知らない、この宇宙で一番美しい心象のやりとりであった。

　次に視界が移り変わると、私は先程の部屋とはまた違う、けれども、やはり明かりの少ないどこかの病室にいた。病室だとわかったのは、部屋にあった白いベッドの上に、包帯姿の少年が横たわっていたからだ。

　果たしてこの包帯の少年が、先程、ガラス窓越しに笑っていた少年と同一人物なのかは定かではなかった。少年は顔も含めた全身を血交じりの包帯で巻かれ、もはや個人の判別はできない状態にいた。

　さらに、彼の周囲では人間の形をしない医療用ロボットたちが、包帯を忙しなく巻き替える作業を行っている。わずかに見えた少年の腕にはもう正常な皮膚はなく、焼けただれた乏しい筋肉からは、血や膿の体液が外へと滲にじみ出していた。

　包帯を変えるたび、電流の走るような激痛で苦悶する少年の呻うめきは、およそ子供のものとは思えぬ、枯れ果てた声をしていた。痛覚をあえて残されているのは、おそらくは治療過程のデータ収集のためなのだろう。『痛い』という言葉すら知らない無知な少年は、けれど、この世界の誰よりもむごたらしい苦痛の叫びを、そのか細い喉から絞り出していた。




　───テスタさん。闇に葬ほうむられる彼らの声は、想いは、いったい誰が聞いてくれるのでしょうか。仮に耳を傾ける者がいたとしても、私たちは、互いにその手を取り合うことができたでしょうか───




　今まさに、ゲゼリーから問いかけられた難題を、私は突き付けられた気がした。

　再び世界が暗転すると、私は元の白樹の森に立っていた。

　草木の色もまた元通りの白へと戻っていて、眼の前ではどういうわけか、ハルとモディが互いの顔をぽかぽかと叩き合っている。

「……何をやっているのですか、二人とも」

　モディがハルの腕を払いのけ、『こいつがまた僕のことを食べようとした』というようなことを訴えてくる。直前に見ていた光景がまだ頭から離れなかったため、適当に「ハル」と注意すると、彼女はいかにも鬱うつ陶とうしそうに顔をしかめ、しまいには、モディの体を思い切り足で蹴っ飛ばした。

　ただでさえ軽いモディの体は容易たやすく宙に飛び、綺麗な弧を描いて森の中へ消えていく。

「……ハル。なんてことをするのですか」

　私の注意もどこ吹く風、ハルは悪びれる様子も見せずにゲラゲラと笑っている。知性を失ってもなお、じゃじゃ馬という性質だけはどうも不変のものらしい。

　蹴飛ばされたモディを捜しに行く前に、先程、頭部を潰した男性型アンドロイドに向き直って、手を合わせる。手荒な真ま似ねをしてしまった詫びと、安らかに眠りにつくようにという願いを込め、私は最後にもう一度、深く一礼した。

　しかし、そこで、私はある事実に気づく。

　アンドロイドの胴体や両脚に刻まれたいくつもの裂傷。

　しかも、それらの傷は最近つけられたもので、まるで刀にでも切られたような痕跡が無数に残っている。

　───これは……。

　嫌な胸騒ぎがして、私はすぐにこの場を立ち去りたくなった。

「ハル。こっちに来なさい」

　しかし、彼女はそっぽをむいたまま反応しない。不審に思いつつ、もう一度大きな声で「ハル」と呼んでみるも、やはり彼女はこちらを振り返ってはくれなかった。

「ハル……？」

　どうしたのだろうと肩を叩こうとすると、ハルは糸が切れたように膝ひざから崩れ落ち、そのまま、私の手にもたれかかる形で倒れてきた。

　乱れた息と、鉄を通して伝わる体温の異常。先程までの元気が噓のように、ハルは顔を真っ青にし、苦しそうに呻うめき声を上げ始める。

　すぐに彼女の背に手を回して、その場に座らせてやる。

「大丈夫ですか？　ハル」

「あうう……。うう……」

　私は体内から水筒を取り出し、ハルの口元にあてがってやった。

　けれども、彼女は苦しさに耐えることに必死で口の端から水を零こぼしてしまい、そのうちに何度かえずきだすと、いよいよ胃の中のものを吐き出してしまった。

　ハルの背を擦さすり、一通り胃の中のものを吐き終えたのを確認し、口内を水で洗って吐と瀉しや物ぶつを取り除いてやる。さらには汚れた衣服を脱がし、別の迷彩服へと触手で着替えさせた後、寝袋を敷いて、横にならせる。ハルの顔はまだ蒼あお褪ざめたままであったが、少しずつ呼吸が落ち着いてきたようで、それから彼女はほどなくして眠りについた。

　健康体を絵に描いたような娘の突然の体調不良は、私に言いようのない不安をもたらした。私が異常停止に陥っている間に、道端に生えた毒キノコでも食べたのかもしれなかったが、私はその症状が、ハルがダスマンに至る前兆なのではないかと、どうしても心配になった。

　彼女の頭を確認すると、まだ、角は生えていなかった。

　けれど、時間は確実に差し迫っているのだろうと、自分の直感が告げていた。

　それから私は何度か異常停止を繰り返したのち、今日はこれ以上の歩行は難しいと判断し、仕方がなくその場にテントを立てることにした。

　夜に一度、ハルが目を覚ましたので、昼食の残りである野ウサギの肉をスープにして飲ませてやった。

　熱は少しだけ引いたようだったが、体調不良は依然として続いているようで、彼女はそれにほとんど口を付けず、すぐにまた眠りについてしまう。私は彼女の眠る顔を見ながら、幾度も頭に突起が生えていないかを確認し、そのたびに安あん堵どで胸をなでおろした。

　夜になっても、モディは戻ってこなかった。

　焚たき火びを灯して、彼の道標としたつもりだったが、どれだけ待てども熊のぬいぐるみが帰ってくることはない。

　代わりに、炎は私の望まない者を招いてしまうこととなった。

　自分がこの日、二十回目を迎える異常停止から復帰したときのこと。

　焚たき火びの揺らめく炎の先で、私は刀を携えたアンドロイドが佇たたずんでいるのを見た。

「……すべては順調だ。もうすぐ、二人目が誕生するぞ、テスタくん」

　破損したフルフェイスの半分を仮面で覆ったライドーが、切り裂かれたテントの下で眠りにつくハルのことを、薄気味悪く見下ろしていた。




　　バベルとヴァジゴール（四）




「ライドー！！！」

　私はほとんど、無我夢中で彼に飛びついていた。横たわるハルと、それを見下ろすライドーという構図が、どうしても私に大だい連れんでの悲劇を思い出させる。

　しかし、捨て身の突進は軽く躱かわされ、さらには突き刺そうとした尻尾しつぽも片手でいなされると、そのまま鞘さやでしたたかに胴への一撃を決められる。

　跪ひざまずく私を前に、ライドーは実に柔らかな物腰で、「久しぶりだな、テスタくん」と言った。

「断ち切った腕と足も、ずいぶんとよく動くようだ。ウシャル博士にでも修理してもらったのかな」

「なぜ、あなたがここにいる……！　なぜ！」

「ここはヴァジゴールの誕生した地だ。彼が触媒となることは、ハルくんにとっても我々の目指す『人間』に至る上でよい影響をもたらすだろう。きみたちは導かれたのだよ」

「導かれた？　そんなことはない！　私たちは自分の意志でここに来たのです！」

「いいや、違う。通常なら信頼するに値する者だとは思えんが、君にとってはどうも、そうでなかったらしい」

「どういうことですか……？」

「あの熊だよ」

「!?」

　───まさか、モディが私たちを騙だましたとでもいうのか！

「噓です！　モディがあなたのような者に手を貸すとは思えない！」

「はは、今さら何を言う。モディンくんもまたAtheistのメンバーとして、ともに人々を幸福に導くため戦った仲間だよ。選別の後期では、まだ人口残の多かった中国を、彼のように優秀なＡＩが担当することが多かったのだ。きみも成都で見たはずだろう。それを知ってなお彼を信じていたというならば、それは己の弱さから目を背けるために、少しでも縋すがる者が必要だったというだけの話。自分の不足を他者に頼ろうとするのは、補助ロボットの悪い癖だな」

「知っていますよ。あなたよりもずっと、彼のことを！　だからこそ、違うと断言できるのです！」

「そうか。しかし私にはもはや、どうでもよい話だ」

　立ち上がって雷撃放出を始めるも、ライドーは依然として鞘さやから刀を抜かなかった。

「猶ゆう予よをやろう、テスタくん」

「猶予？」

「ああ。私はハルくんと約束をしているからな。きみのことを、もうこれ以上は傷つけないと。だからもしきみが大人しく、ハルくんを置いてこの地を立ち去るというのならば、命までは取るまい」

　あまりにふざけた交渉だった。

「それで私が、首を縦に振ると思うのですか……！」

「通常ならば振るまい。しかし、今は振らざるを得ない状況だろう。これ以上、ハルくんを『ヒト』に戻そうなどと我らの邪魔立てすれば、その娘もやがてイノセンスからダスマンへと堕ちることになる。角が生え、体毛に覆われ、対象が何たるかの区別もつかずに殺さつ戮りくを繰り返す生物へと成り果てるのだ。それとも、きみは自分の主人を化け物にでもするつもりか？」

「そんなつもりはありません。私はバベルに会って、ハルを……」

「バベルにはもう、会うことはできぬよ」

　唐突に突き付けられた現実に、私は声を失った。

「ヴァジゴールが我々の目指す『人間』に至ったとき、バベルの知性は、ヴァジゴールのガル精神核へと取り込まれてしまった。あるべき情報を失い、抜け殻となったこの屍しかばねの森を見てみたまえ。暴走したヴァジゴールの異能によって強制的に成長させられ、そのまま命の情報ごと彼に奪われてしまった搾りかすだよ。もちろん、それは光栄なことなのだがな。知性を定着させるには質量が不可欠だが、もはやヴァジゴールたちは、特定のそれを必要とはしなくなったのだから」

「特定の体を……？」

　ライドーは満足そうに頷く。

「ああ。それこそが主客未分───。彼らは自然であり、生物であり、あらゆる現象であり、同時に、私たちでもある。もしもバベルに会いたいのならば、君自身、自分の心に彼女を迎え入れるしかあるまい。それで、君の欲しい答えが見つかるとは思えぬがな」

　私にはもう、ライドーの言葉はほとんど耳に入っていなかった。ウラジオストクからようやくこの地にまで辿たどり着いたというのに、ここでバベルに会うことができなければ、ハルを元に戻す方法は潰ついえたに等しい。

「……ならば、どうすれば、ハルは……」

「手立てはない。その女の知性は、もう元には戻せない。なぜなら、言語的知性を失えば必然、自分の還るべき姿も思考できなくなるからな」

「……そんな、馬鹿な」

　到底受け入れることのできない現実を前に、私は必死にかぶりを振る。

「そうやって幻想を追うくらいならば、再びこの世界に生まれる二人目の人類の誕生を祝福したまえ。それが、彼女を育てたきみにとっての、真の幸福にも繫がろう」

　……幸福？　幸福だって？

　違う。それは、違う。

　私が望んでいるのは。

　私の望みは───。

「じきに、ハルくんの発熱は引く。それからはもう、ほとんど目を覚ますこともなくなるだろう。後は、彼女の持つ『人間』としての適性を信じるのみだ」

　ライドーはハルを一いち瞥べつすると、「明朝までにここを去れ。さもなくば、手足を失うだけでは済まなくなるぞ」と言い残し、それから一度も振り返らずに、白樹の深奥へと姿を消した。

　まるで悪夢を見た後のように茫ぼう然ぜんとしていると、そのうちに、ハルが眠ったまま辛そうに唸うなりだした。

　着ている衣服を緩め、その汗を拭き、触手を総動員して彼女を介抱する。その間も、ハルは何かにうなされでもするように、ずっと顔を歪ゆがめて呻うめき続けていた。

　また苦しめているのだろうか。この子を。

　愚かだったろうか。アニラやイリナを置いてまで、ハルの知性を元に戻すことに固執してしまったことは。

　迷いは今だって生じる。

　けれど、私はもう、戻ってくることができる。

　たったひとつの、己の信じる答えに。




　───命を背負うということの意味を、あなたは少しも理解していない───




　ヴェイロンはかつて、そう私を糾弾した。

　今思えば、それは事実だったろう。戦場で多くの命を死に至らしめながらも、昔の自分はどこかで、真しん摯しに命と対峙することを拒否していたような気がする。

　それまでの私にとって命とは、死によってようやくその神秘性が成就するものだった。死に至った人間は決して蘇らないという不可逆性は、どれだけ神話の世界に憧れても、そこに辿たどり着けないという永遠の隔絶に似ていた。

　死は、絶対だった。命とは、無機知性たる私ごときには決して届かぬ、絶対なるものでなければならなかった。

　けれども、命はいつも、私の手の届くそばにあった。

　それは触れれば温かさも柔らかさも知ることができて、負ぶった時に脈打つ鼓動は、私の鉄の体を何度も熱く震わせた。

　こんなにも愛おしいと思えるものがこの世界に存在することを、私は知らなかった。

　生は、絶対ではないかもしれない。

　けれど、死とは異なる美しい輝きでもって、私にその神秘を示してくれる。

　そう。私はもう、ずっと前から知っていたのだ。

　生きる命の、輝きを。

　機械である、この私が、だ。

　無駄ではなかった。

　無駄ではなかったんだ、ハル。

　今までの苦悩に費やした時間は、すべて。決して。

　私は眠るハルの額に鉄の指を乗せ、皮膚を傷つけないよう、そっと撫なでてやった。

「……ハル。もう少しだけ、あなたの母親でいさせてください」

　その晩、私は夜を徹して、保持していた武器の改良に注力した。

　人間を守るために、人間を殺す武器を造り続けた私が、今こうして再び、改造武器を造るという役目を果たそうとしている。誰かに与えられた役割としてではなく、自分自身の意志として。私にはまだ、私にしかできないことが残っていた。

　作業中、夜風に紛れて、昼間のあの色彩の風が木々を揺らしたような気がした。

　他にも何かの気配を感じたが、その者に敵意がないことはわかっている。




　───闇に葬ほうむられる彼らの声は、想いは、いったい誰が聞いてくれるのでしょうか───




　私は手を動かしながら、その見えない気配に向かって喋しやべりかけた。

「……人の処理能力には、たしかに限界はあるかもしれない。けれど、だからこそ、私たち人工知能がいるのです。闇に呑み込まれる彼らの声は、私たちが代わりに聞けばいい。私たちもまた、未来に責任を負う知性体の一つなのですから」

　その後に、どう選択するかは各人次第。

　人間たちに疑問を呈していくのも。

　人間たちとともに悩み、苦しむのも。

「近道など、初めからなかったのです。一歩ずつ、一歩ずつ……。たとえどんなに遠くとも、辿たどり着けないと理解していても、きっと、近づくことはできると、そう信じて」

　それから気配は、ふっとどこかへと消えてしまった。

　気づけば、夜明けまでは、もう一時間を切っていた。

　迫りくる時間の中でも、異常停止は幾度となく私の体を襲い続ける。

　けれど、私は不思議と、少しの焦りも感じていなかった。それどころか、私は今になって『ずいぶんと遠いところに来たものだな』などと、そんな悠長なことさえ考えていた。

　───日本、か。

　自分にとっては、何の縁もゆかりもない国。そう思っていたが、かつて私はヴェイロンとともに、日本の孤児たちに向けて手紙を書いていたことがあったのだった。

『フユ来タリナバ、ハル遠カラジ』

　この子の名前のきっかけとなった、あの桜が描かれた絵葉書。




　───命の果てる冬の訪れは、恵みある春の足音を聞くことと同じなんですよ。だから、大丈夫。いつかきっと、あなたにも春が来ますから───




「ヴェイロン。私の下へもようやく、あなたの言う『春』が戻ってきましたよ」

　暗がりの森の中、汗が引き、呼吸の落ち着いたハルの顔に、優しい朝陽の木こ漏もれ日びが一筋だけ降り注いでいた。

「……ありがとう」

　自然と漏れ出た感謝の言葉は、ヴェイロンにであり、モディンにであり、私に希望を残してくれたあらゆる存在に向けての、心からの遺言だった。




　　バベルとヴァジゴール（五）




　ハルは朝になっても、目を覚まさなかった。

　私は眠るハルを背に負い、来たる戦闘の被害が及ばない場所へと彼女を隠すことにした。

　昨日のキャンプ地からほど近い場所に、白樹の根っこと地面との隙間が生み出した穴蔵を見つけ、中を見るとちょうど人ひとりが入れるくらいのスペースがあった。

　ハルを隠すには最適の場所だと思い、私は眠る彼女を寝袋に包み、すばやく触手で穴蔵の中へと運んでやる。苦しみは峠を越えたようで、根っこの隙間よりちらと覗くハルの寝顔は、子供の頃と少しも変わらない愛らしさに満ちていた。

　もう、十九歳になったのだなと、私はしみじみと時の流れを感じた。

　自分の額に人差し指を置き、その指でハルの頰にそっと触れる。それが、機械である私から娘への、精いっぱいの愛の表現であった。

「……少しだけ、出かけてきますね。ハル」

　眠る娘に別れを告げ、私はひとり、元のキャンプ地へと戻っていった。

　もう日が昇っているだろうに、白砂に覆われた抜け殻の森には朝陽の恵みがほとんど届かず、暗闇の森には不気味に青白い木々が佇たたずんでいる。鳥のさえずりひとつない深奥の森に、ざくざくと砂をつく自分の足音だけが、いやに聴覚に響いた。

　目的の場所にまで辿たどり着くと、私は静かに心を落ち着けて、彼が来るのを待った。

　ほどなくして、森の奥から娘の仇かたきであるアンドロイドが歩いてくる。昨日とは違い、すでにライドーは鞘さやから刀を抜いていて、闇に覆われた森の中を、地獄の死者のごとく突き進んでくる。

　身構える私に、ライドーの方も多少は警戒したようで、途中でその足を止めた。

「……立ち去れと言ったはずだが、それがきみの答えでよいのだな。テスタくん」

「ええ、構いません。元よりあなたに、私の選択を奪う権利などないはずです」

「ほう。覚悟はご立派のようだが、それは蛮勇というものだろう。それともきみは、大だい連れんで私に片腕片足を奪われたことを忘れたのか？」

　思い返したくない記憶が甦よみがえり、私は自分の右腕を強く握りしめた。

「忘れるはずがありません。イリナさんの腹部を貫いたことも、アニラさんの胴を真二つにしたことも、ハルの……片腕を切り落としたことも」

　掌てのひらの雷撃放出口を開放し、さらにはすべての機械触手の先に持てるだけの重火器を持って、相手を威い嚇かくする。

　それを見たライドーは、いかにも不服そうに肩をすくめた。

「……愚かだな。ハルくんが身を賭してまで守り通した命を、きみは軽薄な判断によって無駄にしようしているのだよ。あの娘を元に戻すこともできず、バベルに会う手立てさえ失ったいま、きみがそうやって無意味に抵抗することにいったい、どれだけの意味があるというのだね」

　ライドーの挑発にも、私の頭は冷静に機能していた。

　論理的な思考でいえば、あるいはライドーの主張の方が理に適っているのかもしれない。

　ダスマンという化け物にハルが成り果てるよりも、彼らの言う『人間』に至る可能性を支持した方が、一個体の人工知能としては正しい選択なのかもしれない。

　けれど。

「最後のチャンスをやろう、テスタくん。今すぐに、ここを立ち去りたまえ」

　言葉通りのラストチャンスなのだろう、返答次第ではすぐに戦闘を開始するという意志が、刀を構えるライドーの姿勢からは感じられた。

　私は積み重ねた知性と、自分の善性を司つかさどるというラヴァンを信じ、深く腰を落とした。

「我が子を見捨てる母親が、いったい、どこにいるというのですか」

　ヴェイロンでもモディンでもない、私自身の意志が、そう答えを導いていた。

　ライドーは「そうか」とだけ呟くと、そこからまるで起動すらしていないかのように、ピタッと動かなくなってしまった。

　殺意も威圧も感じられない。しかし、今この瞬間に異常停止に陥ろうものなら、確実に自分の知性機構は真二つにされるという恐怖があった。

　相手のペースに巻き込まれてはならないと、私は触手で携えていた重火器を、一斉にライドーへと構える。

　射撃を始めるとほぼ同時、ライドーが視界から消えた。眼前では白砂が波飛沫しぶきのように空へと舞い上がり、その内側から現れた黒い塊が、轟然と私の方に突っ込んでくる。

　胸に走る強い衝撃。

　後方へと倒れそうになるのを、なんとか尻尾しつぽを地面に突き刺して耐える。

　太刀による裂傷はない。

　体ごと正面から激突してきたのは、次擊で確実に私を仕留めるため───。

　ライドーが真下から刃先を振り上げてくるのを、私は辛うじて腕で受け流しながら、直撃を避けた。さらには、機械触手の一つで握っていた手榴弾を敵の胸へと押し当て、爆発と同時に転がりながら距離を取る。

　体勢を整えて立ち上がるうちに、すかさずライドーが接近してきたので、私は俯うつむきがちに四肢をだらりと下げてみせた。

「むっ」

　わずかにライドーの太刀筋が遅れる。

　その隙に改造散弾銃を敵の胸にぶちかまし、相手がバランスを崩す隙に、再び太刀筋の及ばない間合いへと回避してみせた。

「なるほど、なかなかに悪知恵が働くようだ」

　感心する余裕すら見せるライドー。さすがは元競技用アンドロイド、手榴弾や散弾銃ごときでは、外皮膚に傷ひとつ付けられない。

　近接戦闘で敵かなわぬことは、百も承知。

　その上、こちらには、常に異常停止に陥りかねないというリスクがある。

　手段を選んではいられなかった。

「異常停止の真ま似ね事などせずとも、意識を失っている相手を切るような真似、私はしないよ」

「娘の腕を断ち切った相手の言うことを、私が信じるとでも？」

　自動小銃による掃そう射しやをしながら徐々に後退し、より木々の密集した場所へとライドーを導いていく。

　その時、私は森に異変を感じた。

　木々が不自然にざわめきだし、幹や枝葉、大地の白砂の中から、急に湧き出るようにして光子の粒が現れ始め、それらが森全体に広がって、星ほし屑くずのように明滅しだす。

「ふふ……。ふふふふふ……」

　ライドーはその光子を見て笑いだすと、それから日本語で妙なことを呟き始めた。

　それはおそらく、この国のものと思われる詩だった。いや、詩かどうかすらも私には判断できなかったが、ライドーはまるで自分の心を深く描き出すように、一語一語を連ね、言葉を嚙かみ締めていく。




　心象のはひいろはがねから

　あけびのつるはくもにからまり

　のばらのやぶや腐植の湿地

　いちめんのいちめんの諂てん曲ごく模様

　………………




　ライドーが光に気を囚われている隙に、私は彼の足元に向かって、残弾の尽きる限りに銃撃を連射した。

　直後、ライドーの真下にある白砂が内側から炎を上げて膨れ上がり、爆音を立てて、彼の体ごと宙に噴き飛ばす。

「どうですか。私の手製の爆弾の味は」

　吹雪ふぶきのごとく散った砂さ塵じんの中で落下するライドーを見つけると、私は彼の胸を目掛け、対物用のライフル弾を続けざまに放った。銃弾はそのほとんどがライドーに切り落とされてしまったが、最後に放った徹てつ甲こう弾だんが、刀を握る彼の手の甲を貫き、高周波ブレードを無理やりに引きはがすことに成功する。

　唯一の武器を失いながらも、依然としてぶつぶつと何かを唱えているライドー。

　仕留めるなら今しかなかった。

　ライドーの背後、その木陰に潜めていたレーザー砲を遠隔操作した私は、彼の着地するタイミングを見計らって、照準を定めた。残った機械触手により握られた拳銃、小銃、散弾銃による一斉掃そう射しやはなおも手を緩めず、丸腰となった相手に容赦なく改造弾の火を浴びせる。

　後悔はない。決して。

　しかし願わくば、これが最後の命のやり取りにしたい。

　接地の直前、取り外していた予備電源を供給源とするレーザー砲の業火が、ライドーの背中目掛けて一直線に放たれた。

　ライドーの声を拾ったのは、その時だ。

「私もまた、ひとりの修羅。導くのは、きみの娘だよ」

　その瞬間に私が見たのは、徹甲弾の攻撃を受けた右腕を、自ら捻ひねりちぎるライドーの姿。彼はその腕をすばやく後方へと投げつけると、片腕が高圧のレーザー光と真正面から激突し、視界が爆発により、一瞬にして煙に包まれる。

　風圧は、抜け殻となった森に容赦なく襲いかかり、ひび割れた幹がバランスを失い、音を立てて四方に倒れてくる。一部には火の粉が降りかかり、崩れ去った枝葉がさらなる火気を運んで、周囲はあっという間に火の海と化した。

　火の揺らめきに消えたライドー。

　急いでレーダーを確認すると、機影が私と重なる形で一機。

　迷わずに上空を見上げた自分の判断を、即座に後悔する。

　その時にはもう、背後で舞い上がった白砂より伸びる鋭い刃が、私に容赦なく斬ざん撃げきを浴びせかけるところだった。

　ほとんど振り返る間もなく左脚を失った私は、無様に片膝ひざをつく。必死にライドーの足に摑みかかろうとするも、空を切った私の右手は、そのまま肘ひじからその先を切り落とされてしまった。

　蹲うずくまる私の前に、ライドーが無言で立つ。

　雨の降りしきる、瓦が礫れきの大だい連れんと同じように。

　けれど、私はもうあの時の、死への恐怖で縮こまるトカゲとは違う。

　私は動ける部分の触手を使い、残った銃火器を弾の尽きるまでライドーに撃ち続けた。銃弾はすべて彼の斬撃に捌さばき切られてしまったため、白砂の中に、事前に切り離していた尾先を忍ばせるも、敵の背後を衝く前に、輪切りに切り刻まれてしまう。

　燃え上がる白樹の森に広がった無数の光子。めいめいがまるで蛍火のように、消えては光るという無常を繰り返していた。

　ライドーはもう決して逃すまいと、私の額に刃先を突き立てる。

「自分の役目もここで終わり。二人目の誕生とともに、私のラヴァンはこの世界の一切と調和する。私は『存在』であることを拒否するよ。……テスタくん、きみはどうするかね。今ここで死ぬか。それとも、ハルくんにラヴァンを委ね、あまねく森羅万象と調和するか」

　私は耳を貸さなかった。尻もちをついたまま、なおも残った手足でもがき、どうにか彼の間合いから逃れようとする。

　そんな私を見て、ライドーが「無様だな」と言い放った。

「いい加減、無力を悟りたまえ。すでに骨身に沁みているはずだ。戦闘補佐ロボットごときのきみでは、私には決して敵かなわないと」

　無力───その通りなのかもしれない。

　私はいつだって無力だった。心を病み、機械として与えられた役割すらもこなすことができない、出来損ないの不良品。

「……確かにそうですね。私は軍事兵器といっても、所詮は補佐ロボット。戦闘のみに特化したあなたの機体性能には、何ひとつ敵いはしないでしょう……」

　イスラエル製の軍事用兵器でありながら、たとえ改造機とはいえ、民間の競技用ロボットにこの様だ。軍の上層部にこの失態を知られれば、即廃棄されても仕方がない。

「……けれど、そんな無力な私でも、手を差し伸べてくれる者たちがいました。彼らがそばにいてくれたからこそ、私は今こうして、自分自身の価値を心から認められるようになったのです」

「だから、きみはあの子を必要とするのか。きみのエゴのために」

「それは違う」

　そう断言するに至る思考を、私はこの場所に辿たどり着くまでに済ませていた。

「私のために、あの子の未来を犠牲にするようなことは毛頭望んでいません。なぜなら、あの子の未来を決めるのは私ではなく、ほかならぬ、『ハル自身』だからです。始めからあなたや私ごときに、あの子の未来を決める権利などなかったのですよ」

「ふふ。彼女はもう、選ぶことを望んではいないだろう。犯した罪は決して消えない。それはなにより、きみ自身が一番承知していることではないか」

「……たしかに、その通りです。しかし、それは決して終わりを意味しない。私もハルも、まだその途中にいる───」

　どれだけ無様に地べたを這いずろうとも、決してライドーに屈しまいと、必死に言葉を紡つむぐ。

「あの子の未来は、あの子が決める。たとえ間違えることがあったとしても、自分のした選択と結果に真しん摯しに向き合い、いつか答えに近づくことを信じ、恐れずに一歩を踏み出していく。それが、私の信じる『人間』というものです」

「違うな。それは非力で利己的なヒトの姿でしかない。やはり、きみと私とでは、永遠に分かり合えぬということだ」

　刀を上段に振り被るライドー。

　私は、最後のタイミングを窺うかがっていた。

「残念ながら大だい連れんの時のように、きみを助けに来る者はいない。往生するがいい」

「いえ、そうはいきません」

「……なに？」

　ライドーが、振り落としかけた刃を止める。

「あなたは確かに、私には無い素晴らしい戦闘能力を有している。けれど、それは決して勝敗を左右しない。どうしたって、個の力には限界があるからです。私は戦闘補佐をしていたからこそ、誰よりもその事実を知っている」

「……何を言っている」

「私は、武器修理ロボット。たとえ、友の知性を直すことができなくても、その『武器機能』を直すことはできる」

　戯言と判断したライドーが、再び天高く、刀を振り上げる。

「私にはずっと、心を許せる友がいました。だから、あなたの負けです、ライドー」

　直後、枝を搔かき分けて降り落ちてきた熊のぬいぐるみが、ライドーの顔面を覆うようにしてへばりつく。

　突然の事態に驚くライドー。しかしその正体を知るや、すぐさま冷笑し、モディの首根っこを引き千切らんばかりに握り締める。

「これが、きみの奥の手とはな」

　ライドーはモディを強引に引きはがすと、すぐさまそれを宙へと投げ、無抵抗のぬいぐるみに容赦なく斬ざん撃げきを浴びせた。

　切り刻まれるモディの体。飛散する白綿と金属片。

　だが、彼が身を挺ていしてまで稼いでくれた時間は、決して無駄ではなかった。

「……有り難う。モディン」

　腹の底から溢あふれ出る規格外の高圧エネルギー。

　その不穏を察し、ライドーは遅れて身を引こうとする。

　しかしその時には、私の腹底で眠る友───その口内より放たれたレーザー光の業火が、私の外殻を内側から突き破るところだった。

　放出口すらもない、予測不能な場所より生じた光線。

　それは速度と相あい俟まって、たとえライドーといえども反応不可避な攻撃に転ずる。

　放たれた高圧レーザーの一いつ閃せんは、彼の知性機構が眠る胸部を容赦なく貫くと、命の抜け殻となった木々を文字通りの灰かい燼じんへと変え、やがて空の彼方かなたへと消えていった。

　状況を察する間もなかったのだろう、ライドーはしばらく身に起きたことを確かめるように、胸部を手で押さえていた。

　目の無いライドーの仮面の顔が、私の腹に空いた不自然な穴へと向く。

　その暗闇の先で眠る、戦闘用アンドロイドの正体に、彼もようやく気づいたらしかった。

「………中東の、魔女………」

　かつて東亜戦争で名を馳せたヴェイロンの二つ名を、戦闘狂のライドーが知らないはずもなかった。

　ライドーはそれから力なくその場に倒れ、しばし、さきほどの『詩』を譫うわ言ごとのように呟いていた。

　しかし、それもほどなくして終わると、残った片手を虚空に掲げ、「……おお、ユキネ。きみも来たのか」と言って、何度も彼の主人の名を呼び続け、ついには動かなくなった。

　私は、自分の腹に空いた風穴に手を当てる。

「すみません。本当はあなたの力を、こんな風には使いたくなかったのですが……」

　腹に収めたヴェイロンの頭部が、レーザー照射の熱を失い、徐々に冷たくなっていった。布綿と金属片とになり果てたモディの回収を行うも、損傷は彼の小さな知性機構にまで及び、もはや修理できる状態ではない。

　モディの骸をヴェイロンと同じ、背中の武器格納室に収めると、余計に彼らの魂がもうここにはないのだという実感が、どうしようもなく私の胸に湧いてきた。

　寂しくて、心細くて、けれどそれ以上に強い二人への感謝が、溢れて、溢れて止まらなかった。

「ヴェイロン、モディン。今まで、本当にありがとうございました」

　返事のない代わりに、そよ風が吹いた気がした。

　私は二人の魂に別れを告げ、残った手足でなんとか体を引きずりながら、自分の帰りを待っているだろう娘の下へと急いだ。




　　バベルとヴァジゴール（六）




　空を隠す枝葉の天てん蓋がいから、にわかに小雨が降りだした。

　雨粒が鉄肌を打ち、手足の切断面から白い煙が上がり始める。

　森は夜のように暗く、だからこそ光子の明滅はより美しくその輝きを際立たせた。光は色彩豊かに移り変わっていたが、そのうちにすべての光子が水の透き通ったような青に統一され、それがおぼろげに、本当に蛍か星の瞬きのように、辛うじて、辛うじて発光するのだった。

　神聖と陰惨の樹海の中を、私はとかげのように這いずりながら、どうにかハルの眠る穴蔵の場所へと辿たどり着く。

　穴蔵の付近は光子がよりいっそう集まっているようで、遠くからでも照度が高いことが窺うかがえた。穴の中を覗くと、ハルは相変わらず深い眠りについたままで、皮膚には雨滴に交じって光の雫が落ちている。

　残っている触手で彼女を穴蔵から出してやると、光の雫が彼女の皮膚からすうっと流れ落ちていった。雨粒は次から次へとハルの皮膚に落ちてきて、少しすると、その滴しずくの中に砂金のようにきらきらとした光がまた生じ始める。体はずいぶんと冷えているようで、微かすかに漏れる吐息と鼓動だけが、彼女の命の灯だった。

　私は寝袋に収まったままのハルを背に負うと、何処を目指すともなく、また体を引きずらせて森を彷徨さまよいだした。

　ライドーの言う通り、もう、バベルに会う術すべはないのかもしれない。

　だとすれば、求めるべきは、あの、色彩の風。

　あの風にもう一度会うことができれば、最後にはきっと、彼が自分たちを導いてくれると、私はそう信じていた。

　あとは、私たちに残された時間次第。

　急ぎたい気持ちはあるが、かといって、闇やみ雲くもに速度を上げることもできない。

　予備電源も失った今、私の残電量はもう底を尽きかけていた。

　できる限り電力を温存するため、私は所持していた武器をすべて捨て、移動に必要なサービス以外はそのほとんどの機能を停止させた。

　ハルを背負いながら、白砂の泥に塗まみれた森を這いずるように進んでいく。青い光は依然として森の中を煌こう々こうと照らし、天国と地獄とを分かつ煉れん獄ごくにでも迷い込んだような気分だった。

　そのうちに、森のずっと奥の方から、かすかだが声が聞こえてきた。

　ふいに眼の前が暗転すると、山奥の別荘で暮らす幸福な家族の光景が浮かび上がってきた。金色の髪を山風になびかせた少女が、母親にべったりと甘えながら手を握り、今晩の夕食がどうのという、実にありふれた会話で一喜一憂している。

　それからまた光景が移り変わると、今度は給仕用のアンドロイドが、仏頂面で赤ん坊をあやそうとする光景が見えてきた。不器用な笑みに慄おののいた赤ん坊はまもなく泣きだし、その一連の流れを見ていた眼鏡姿の黒髪の女性が、幸福そうに笑みを浮かべている。

　またヴァジゴールが、私に夢を見せているのだと思った。

　彼の名を虚空に呼んでみたが、残念ながら、何も反応は返ってこない。

　そのうちに、どこからか、赤ん坊の声が聞こえてきた。

　私はたぶんだけれど、その子のことを知っているような気がした。

　その夢は、国境のない医師団を示す『ランニングマン』の旗付き車両に乗ったアジア系夫婦が、走行中に突然、武装集団によって銃撃を受けるところから始まった。即死した二人の下へと駆け寄った犯人たちは、夫婦からあらかた金品を奪い取ると、後部座席のベビーシートに無傷で生き残っていた赤子の存在に気づく。武装集団の一人が『アジア人は売れば金になる』と言って、泣き叫ぶ赤子をベビーシートごと引きはがして、自分たちの車両へと連れ帰っていった。

　その帰り、武装集団の一行は山道での走行中に滑落事故に遭い、全員があえなく即死してしまう。後部座席とベビーシートの作るわずかな隙間に収まり、奇跡的にも一命を取り留めた赤ん坊は、急に森の中でひとり取り残され、力の限りに泣き叫ぶのだった。

　だが、少しして、事故現場を訪れた人物がいた。

　現れたのは救助隊ではなく、一体の人型ロボットであった。

　しかも、そのロボットはラヴァン機関の搭載義務が課せられる以前に造られた旧式で、まだ息のある赤ん坊の存在に気づくと、顔を近づけたり、頰を少しだけつねってみたり、警戒するように様子を窺うかがっている。それからロボットはしばらくその場に立ち尽くしていたが、突然、ベビーシートのベルトを引き千切ると、赤ん坊を胸に抱き、黙々と道なき山を登り始めた。

　やがて、山奥に見えてきたのは、おそらくは無人の畜産工場らしき建物であった。ロボットは赤ん坊を、その工場の一番清潔な区域に連れていくと、黄金の藁わらの敷き詰められた柵の中に、宝物でも隠すようにして寝かせる。

　それからロボットは、表面上は動物たちの管理をしつつ、仕事の合間を縫って赤ん坊の世話をするようになっていく。食事は欠かさずに与え、体に巻く布も頻繁に取り替えてやる姿は、まるでベビーシッターそのものであった。

　ロボットに保護された赤ん坊はすくすくと育ち、徐々に私の知る彼女の姿へと近づいていくと、そこからは、娘が大だい連れんで告白してくれた通りに物語は進んでいった。

　そうしてついに、夢はイスラエルのあの夏の記憶に繫がる。横たわる人骨、振り返るあの子が手にしていた拳銃と、ぞっとするほどに澄んだあの子の瞳の記憶が、私たちの始まりだった。

　そこからは、ハルと過ごした、この十数年間の一切が流れていった。

　初めて言葉を話してくれた時のこと。毒キノコを食べて一晩中看病してやったこと。妊娠した野良猫から新しい命が誕生する瞬間に立ち会えたこと。大切に残る想い出も、容量制限で泣く泣く削除した記憶も、ただ一切が川の流れのように眼の前を通過していく。それは本当に、ただ自然な時の流れにある命を映し出していて、感傷も事物もすべてが溶けあった、この銀河のたしかな一滴だった。

　流れはついに現在まで行きつき、風景は元の樹海へと戻ってくる。

　背に負った主人の吐息が、ずいぶんと弱っているように感じた。

「ハル」と名を呼んだが、主人からの返事はやはりない。

　残電量もいよいよ底をつきかけていた。

　私は残された時間の許す限り、ハルに言葉を掛け続けた。

「ハル……覚えていますか？　私と、初めて出会ったときのことを」

　私はつい先ほど見た、イスラエルでの夢のことを口にした。

「横たわる人骨を前に佇たたずんでいたあなたの姿を、今でも鮮明に覚えています。……それは不思議な光景でした。あの時のあなたの眼には、私はどう映っていたのだろう。自分の価値を見失い、絶望の淵でもがいていた、私の姿は───」

　死ぬ前の想い出語りをしたかったわけではない。

　けれど、私にはどうしても彼女に、伝えなければならないことがあった。

「……ハル。私もまた、軍用ロボットとして、数え切れないほどの人間の命を奪ってきました。あなたよりも小さな少年でさえ、私の改造弾の犠牲になったことがあるのです。人間のために存在しなければいけない人工知能が、人間を不幸にするという矛む盾じゆん。……自分など生まれるべきではなかったと、何度もそう自分を責めてきました」

　そして、それはあなたも同じだったのだろう。

　戦争孤児として、生き残るために人殺しにさえ手を染めてきた、あなたの苦悩。

「けれど、今ははっきりと、こう思うのです。自分がこの世界に、この時代に生まれてきたことは、決して間違いではなかったと。あまりにもおこがましいことだと思います。他人の命を奪い、誰よりも苦しまなければいけない自分が、たとえほんの少しでもそのように思うのは、死者に対するこの上ない冒ぼう涜とくなのではないかと。でも、そう頭では理解していても、今の私には自分を肯定するに足る、揺るぎない真実があるのです」

　───そう。私はいつだって、そこに帰ってくることができる。

「それは、あなたの『母親』でいられたこと。あなたに巡り合えて……あなたとともに生きることができて、私は本当に幸福でした。それだけは決して間違いではなかった。これだけはたとえ、この先にどのような不幸が自分の身に訪れようとも、決して揺るがない真実なのです」

　犯した罪は決して消えない。

　苦悩は絶えず続き、それに向き合っていかねばならないという覚悟もある。

　それでも、あなたの心を絶望に明け渡してはならない。

　あなたには未来があるのだから。

　未来があるとは、生きる意志を持って、このありのままの世界と対峙していくということなのだから。

「間違いではなかった。私がこの世界に生まれたことも、あなたがこの世界に生まれてきてくれたことも。……私もあなたも、まだ、これから続いていくのです」

　だからこそ、少しでも思い出してほしかった。

　彼女の培ってきたもの。見たもの。感じたもの。

　彼女が出会ってきたひとたち、そのすべてのことを。

　けれど、私が話しているうちにも、ハルの呼吸はどんどんと弱々しくなるばかりだった。

　私はまるで、永遠の迷路に迷い込んだような錯覚に陥った。

　自分がいったいどれくらい進んできたのかさえも、私にはわからなくなっていた。

　───あの包帯の少年にさえ会うことができれば、まだ希望はある。

　それ以上はもう何も考えず、知性機構すらも、ほとんどスリープ状態にした。

　五感のうちで残していた聴覚機能も遮しや断だんし、いよいよ視覚だけが私に残される。

　私はもはや、知性を持たぬロボットだった。

　油を失った可動部が、体の動きを余計に鈍くした。

　残った片腕片足を起点に、少しずつ前へ、前へと這い進んでいく。

　左手。右足。

　左手。右足。

　もう少しだけ。

　もう少しだけ───。

　しかし、遂にその時が訪れた。

　起動システムが強制終了を示している。

　エネルギー残量ゼロ。文字通りの空っぽ。

　全てのプロセスが順に死んでいく。

　残していた視界も暗くなる。

　まだ辛うじて体は動いたが、それもわずかの間で、物理機能も強制停止した。

　最後に残ったのは、スリープ状態にしていたＡＩのみ。

　───ああ、私は判断を誤ったのだろうか。

　私はあなたの母親として、最後まで不ふ甲が斐い無かった。

　申し訳ありません、ハル。

　申し訳ありません。

　意識がついえる瞬間、ただ、罪悪感と心細さだけが胸に残り、私は虚無へと堕ちていった。

　次に気が付いた時、私は四季折々の花が一面に咲く丘に、ハルを背負ったまま倒れていた。

　太陽の下、ヒマワリやサザンカ、リンドウにキンセンカと、一目見ただけでもその種類は多岐に渡り、丘の中心では桜の大木が力強く大地に根を張りながら、見事に咲き誇っていた。

　すぐに『天国』という文字が過よぎる。機械知性がそのような非論理的思考をするのは恥ずべきことであったが、しかし、そう思う以外に今の状況に説明がつかなかった。

　私は残っていた左手と右足を使って、その桜の大樹を目指していった。

　木の下では、七、八歳ほどの小さな少年が、幹に寄り掛かるようにしてちょこんと座っている。真っ白な病院服はいかにも少年を無む垢くに見せたが、皮膚は頭から手足までもが隙間なく包帯で巻かれ、表情を窺うかがい知ることはできなかった。

　少年は座ったままこちらを向くと、包帯の内側にある唇を動かした。

「彼女は、きみの友だち？」

　声変わりのしない、実に幼い声だった。

　私はまだ機能の回復しないぼんやりとした頭で、だけど、はっきりと「いえ、わたしの、娘です」と答えた。

　少年はそれを聞いて、何も言わずに立ち上がると、私の下へと真っ直ぐに歩いてくる。

「きみの、本当の幸福は、なに？」

　なぜ彼が、会話を試みようとしてくるのか疑問だった。もしも彼が本当に私の求めていた人物なのだとしたら、言葉を必要とせずとも、私の心を窺い知ることは可能なはずである。あるいは私のために、彼はあえて言葉で訴えかけているのかもしれなかった。

「きみの、本当の幸福は、なに？」

　もう一度、少年が言った。私はもう一切の疑問を捨て、背に抱えていたハルの体に触手を巻き付けて、少年の前へと差し出した。

　ハルの呼吸はもう完全に止まっていた。代わりに、皮膚の細胞ひとつひとつが白く輝き、ハルの体を薄く透き通らせている。その姿が、哀しいほどに美しかった。

　私は地に頭を付け、少年に最後の願いを告げる。

「この子の意志を、……この子が未来を選択するための意志を、返してほしい」

　少年はしばらく黙ってハルを見ていたが、やがて、「心配ないよ」と言った。

「この子の意志は、まだ生きているよ。だから、大丈夫」

　何を根拠にしているかもわからないその少年の言葉を、けれど私は、自分でも不思議なくらい抵抗なく、素直な気持ちで受け取った。

　───ああ、そうか。良かった……。本当に。

　私は眠るハルの顔を見て、心からの安あん堵どで胸をなでおろした。

「彼女に意志が残されていることが、きみにとっての、本当の幸福なの？」

　投げ掛けられた少年からの問いに、私は迷いなく頷く。

　たしかに私の中に、ハルに人間として生きてほしいという想いがあったのは事実だ。娘には人間とともに笑い、人間と言葉を交わし、人間とともに未来を歩んでほしかった。

　けれど、今こうして旅路を終え、様々な出会いと出来事を経て、それでもただひとつ私の中で変わらないのは、この子に幸福に生きてほしいという、ただそれだけであった。それだけは、私の知性機構の最も尊いものとして、今もなお鮮烈に残り続けているのだった。

　私は「ハル」と名を呼ぶ。

　彼女の体は至る所が透過し始め、まもなくこの世界から、その存在が消えかけようとしていた。

「ハル。あなたの未来は、あなた自身が選びなさい」

　私はできるだけ穏やかに、しかし、決して甘やかさぬように言った。

「自然なるものとしてこの世界と調和する道を選ぶか。人として罪を背負いながらもなお、生き残った人間たちとともに、この世界で生き続ける道を選ぶか。自分で考え、自分の意志で決めなさい。私はその選択に従います」

　あなたはもう、ひとりの大人。

　自分の行いを自分で選べる、確立された、意志あるひとりの大人になった。

　たとえどのような結果と責任が待っていようとも、これからは自分の培ってきた経験と意志とで、眼の前にある分かれ道を歩んでいかなければならない。

　それは過去を悔いるあなたにとって、とても、とても辛いことかもしれないけれど。

　だけど、それでいいのです。

　何度でも後悔しなさい。

　何度でも涙を流しなさい。

　それでも決して失われないものはあると、気づく時が来るから。

　だから、私は何度だって言います。

　あなたの未来にも、いつかきっと、希望の火は灯る。

　私にとって、あなたがそうだったように。

　選択し、進み続けていれば、いつか必ず───。

「本当に、それでいいの？」

　包帯の少年が、最後の確認をするように言った。

「もしも彼女が自然と調和する道を選べば、もう二度と彼女と会うことはできなくなる。彼女のそばに居続けることが、きみの、唯一の願いだったんじゃないの？」

「……それは、少しだけ違います」

　十年以上にもわたり、この子とともに過ごしてきた。

　この子の成長を、この子がひとりの大人になっていく姿を、私は誰よりも一番近くで見ることを許されてきた。

「私の幸福は、すでに叶えられました」

　───だからもう、私は、大丈夫。

「次はこの子が、自らの幸福を摑む番ですから」

　私は、光に消えかけていくハルの手のひらに、自分の鉄の手を乗せる。

「ハル。たとえ、あなたがどのような選択をしても、私はいつだって、あなたの味方です」

　光を纏まとい、薄くおぼろげとなったハルの目から、すうっと一滴の涙が流れる。

　すると、ハルを包んでいた光が一際強く発光し、外側に溢あふれ出るようにして一気に弾け飛んでいった。光は私や包帯の少年を覆い、眼の前の景色が瞬く間に一面の白へと染まると、今度はその光が私の内側にまで血液のように流れ込んでくる。

　私はその光の中で、数え切れないほどの声を聞いた気がした。歓喜や落胆の叫びから、取るに足らない日常の小さな会話に至るまで、すべての一音一音が意味ある生き物として、この世界に意味を生み出している。

　過去か、現在か、未来かも判然としないその言葉の渦の中に、私はつい先程話していた、包帯の少年と思おぼしき声を拾った。

「バベルを、恨まないであげて」

　その願いに応える間もなく、もう声はずっと遠くの方へと離れていってしまう。流れ込んでくる声の総量も少しずつ減っていき、ついには、周囲が静寂に包まれた。

　たったひとり光の中に取り残された私は、そこで、聞き知らぬ赤ん坊の泣き声を聞いた気がした。それは聴覚を研ぎ澄ませてやっと拾える、幻聴をさえ疑うあまりにかすかな響きだったけれども、その声の弱々しくも切実な生命の叫びに、私の疑いは確信に変わった。

　それはたぶん、自分にはもう決して届かない、そういう遠い世界からの生命の産声。

　溢れるはずもない涙が、鉄の頰に流れているような気がした。

　もうあの子には会えないのかもしれないと思うと、哀しさが溢れて、溢れて止まらなかった。

　しかし、これでよい。

　すべてがあるべき形に流れていくだけ。

　どんな結果が待っていようとも、私はあなたの意志を誇りに思う。

　あなたが苦悩しつつも選んだ未来を、心の底から誇りに思う。

　誰よりも、誰よりも、あなたのことを想っています。

　この、眩まばゆい光の底から。ずっと。

　それから意識が徐々に遠のき、私自身もまたその光の内へと同化していった。

　肉体は徐々に失われ、けれど、ひとつひとつは確かな質量を持って、あらゆる事物と現象との海に溶けていく。あとはもう、初夏の木こ漏もれ日びにいるような心地よさが残るだけ。行きつく先にはヴェイロンとモディンがいる気がして、私はもう安らかな気持ちでその流れに身を任せ、意識を完全に失った。

　次に目覚めたとき、私はどうしてだか、ヴァジゴールと話をしたあの花の丘にいた。

　体はいつの間にか元の巨体を成していて、ライドーに切られたはずの手足や尾、おまけにヴェイロンのレーザー光による風穴までもが、損傷する前の状態に戻っている。

　疑問の生じる前に、私の視界には、見知った女性の後ろ姿が映り込んでいた。

　倒れている私の傍らで静かに腰を落としていた彼女は、陽に照らされた白い髪を、薄く透明に輝かせている。体は華きや奢しやではあるけれども、無駄肉のないしなやかな筋肉は、片腕を失っていてもなお、その美しさを微み塵じんも損ないはしなかった。

　振り返った女性の、涙で赤く腫らしたその眼を見て、私は自分が現実に戻ってきたことをようやく確信する。

　そうして娘の下した決断を嚙かみ締めながら、彼女の戻ってきてくれた今を、万感の思いを込めて祝福した。

「……お帰りなさい、ハル」

　そう伝えると、ハルは震える唇でどうにか「……ただいま」と呟き、あとはもう耐え切れずに私の胸にしがみついて、声の限りに、泣き叫んだ。
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　　テスタとハル（一）




　ハルが理性を取り戻してから、半年ほどの時が過ぎた。

　季節はもう冬に入り、厚い雲よりまばらに舞う雪の結晶が、オリーブの常緑の枝葉に可愛らしい綿帽子を作り上げていく。主人が呼吸をするたびに、ほんのりとした白い息が空気中に広がって、誰もいないこの寂せき寞ばくとした大地に命の色を添える。冷えた彼女の頰は、まるで子供のような赤さで染まっていたけれども、その眼は心なしか、いつもよりも鋭さが増しているように見受けられた。

　私はハルとともに、イスラエルの地に戻っていた。

　向かっていたのは、エルサレム近郊の旧パレスチナ自治区。ハルがまだ言葉も話せなかったころ、幼年期を過ごした場所のひとつである。故障した輸送ヘリの修理後、わざわざ遠距離飛行と充電を繰り返してまでこの地を訪れたのには、ハルなりの覚悟があってのことだった。

　この半年間のほとんどは、ハルの精神的療養に費やす旅だったと言ってよい。

　断片的に覚えているというイノセンスだったときの記憶と、野生児の際に犯した罪悪への後悔とが、彼女に強い精神的疲ひ弊へいをもたらしていたからだ。

　こういう時は言葉でなく、彼女の好む自然。

　そう考えた私の選択は、どうやら間違っていなかった。

　咲き乱れる一面の向日葵ひまわり畑に、緑陰へと逃れて山風を味わう夏のひととき。秋は色めく葉の景観に心を奪われながら、散りゆく命に哀れを感じる。そういう季節の移ろいとともに顔を変える日本の自然を見て周るうちに、少しずつだがハルの体にもその生命の源流が溶け込み、元の[image: ]はつ剌らつさを取り戻していった。

　その象徴の一つとも言えるのが彼女の荒っぽい口調であり、最近では私に対しても、ずいぶんと横柄な口を利くようになっていた。

「テスタ。お前は相変わらず足がおせえな。ダイエットしねえと、いよいよトカゲからデブゴリラに退化しちまうぞ。それに、異常停止の数だっていくらなんでも増えすぎだろ。あたしが化け物になっちまってる間に、治療をサボるから悪いんだ、馬鹿」

　この言われようである。まあ、過去にこの口の悪さで頭を抱えてきたことは幾度もあったが、今回ばかりはホッとしたというのが正直なところであった。

　それに、変わったのはなにも内面だけではない。

　ハルは髪の毛を元の健康的な黒に染め上げ、失った右腕の代わりに機械化された義手を取り付けるようになっていた。義手は私が製造したもので、見てくれこそ元のハルの腕の細さを再現していたが、なにぶん専門分野ではなく握力を強くし過ぎてしまったようで、触れた物を壊してしまうことがたびたびあった。

　しかし、それも徐々に慣れてくると力の按あん配ばいがわかってきたようで、日常生活における所作はもちろん、料理をする時も、指先で器用にナイフを回せるほどになっていった。何よりも、ハル自身がその義手を大変気に入ってくれたようで、「へへ。お前と同じだな」と笑って、愛おしそうに機械化された自分の右腕を見つめるのだった。

　今ではもうイノセンスの異能の力も失い、元々の突出した運動神経や野性の勘を除けば、ハルはほとんど普通の人間としての生活を取り戻していた。

　唯一、わからなかったのは、ハルがどうしてダスマンに堕ちることなく、人間としての姿を取り戻せたかという点である。一度、イノセンスに至った者は、Atheistたちの目指す『人間』となるか、あるいは異い形ぎようの角を生やしたダスマンに変貌するかのいずれかの道を歩むはずだった。

　それでも、あえて理由を探すとしたら、ハルが元から言語を必要とせずとも、還るべき自分の形を知っていたからではないだろうか。

　ライドーはダスマンのことを、『ヒトを捨てきれなかった失敗作』と形容していた。

　つまり、彼らは戻ろうとしたのだ。イノセンスから、元の人間の姿に。

　けれど、言語的知性を一度失ってしまえば、かつての自分の姿を想像することが困難になってしまう。たとえどんなに感覚に頼ろうとしても、言語を学びながら育ってきた人間というのは、その思考の枠組みを超えては世界の在り様を知覚できなくなるからだ。彼らにとって、手は手であり、足は足でしかない。ひとつの体をありのままに捉えることができるのは、おそらくは赤ん坊の時分だけなのだろう。

　だが、ハルは違う。彼女は言語を得るよりもずっと以前から、言語を持つと同等の概念的思考に頼り、幼い頃の苦境を乗り越えてきた。世界は言語という境界で分断できるほど単純ではないことを、彼女はきっと誰よりも知っている。ハルと他のイノセンス、ともに人間への回帰を望みながら、しかし、彼女だけが人間に戻ることができたのは、そこに理由があるのではないだろうか。

　無論、その真偽はもう誰にもわからないし、知りたいとも思わない。今はただ、ハルが心身ともに元気で健やかな日々を送れるようになった事実にこそ、感謝をすべきだった。

　しかし、ハルもこのパレスチナに向かう道中だけは、どうしても『元気に』というわけにはいかないようであった。

　きっかけは、ハルの一言からだった。

　まだ日本を旅していた頃、就寝前に彼女が突然、「イスラエルに戻りたい」と言いだしたのである。

　突然、どうしたのだろうと訝しみつつ、「うーん、行けないこともないですが、さすがに距離がありますからね。仮に、私たちが日本に来る際に使用した輸送ヘリを修理したとしても、一度の飛行で辿たどり着くのは無理でしょう」と難色付きで所感を述べる。

　ハルは特に文句を言うでもなく、「そっか」と簡単に引くので、「どうして、イスラエルに戻りたいのですか？」と追及してみると、彼女はただ一言、「謝りたいんだ」とだけ呟いて、それから急ぐようにテントの中へと入ってしまった。

　彼女が誰に謝りたいのかは、聞くまでもなくわかっていた。そして、彼女が謝罪という行為によって、決してその人たちから赦ゆるしを得たいわけではないということも。

　最初は正直、迷いもした。

　せっかく健全に戻ってきたハルの精神を、場合によっては、また奈落の底へと突き落としかねないからだ。それに、少しでも早く、ウラジオストクにいるイリナたちの下へ、娘を連れて行きたかったという想いもある。あのような形で残してきてしまったイリナたちの安否も心配だったし、何よりも、彼女たちにハルが無事であることを伝えてやりたかったからだ。

　無論、イリナたちに会いたいのは、ハルの方も同じだったろう。けれど、私がどれだけロシア行きを提案しても、ハルは「そのうちに会いに行くからよ」とはぐらかすだけで、決して首を縦には振らなかった。

　たぶん、どこかで恐れているのだろう。

　もうイリナとは、元のような関係には戻れないのではないか、と。

　生きるためとはいえ、今までに何人もの命を奪ってしまった過去と、一度はイノセンスという異い形ぎようにまで堕ちてしまった事実とが、彼女の思考を無意識のうちに、自分の傷つかない方へと傾けさせてしまっている。イリナはそんな人間ではない、大丈夫だと、そう言葉にするのは簡単だったけれど、こればかりはハルの心の準備を待ってやるほかない。甘さと厳しさ、その二つのうちで非常に難しいせめぎあいはあったものの、今はただ、彼女の背を押してやることが親としての務めと判断し、最後にはイスラエルに向かう選択へと舵かじを切ったのだった。

　目的地はパレスチナだったが、輸送ヘリは軍の自動対空システムが稼働していることも考慮してベングリオン空港に着陸させ、それから私たちは徒歩で一日かけて、エルサレム近郊にまで辿たどり着いた。

　エルサレムの旧市街へと続く道には、廃墟となったショッピングモールや屋外カフェ、乗り捨てられたトラム（路面電車）に故障した軍用ロボットの最新機と、寂しくも、新市街の華やかな景観の名残が至る所に見られた。

　話を聞く限り、ハルの居住していた地域はまだこの先になるとのことだったが、彼女は通りを歩くうちに忙しなく首を動かし、複雑そうな表情で新市街を眺めていた。

「なんだか不思議でさ。あたしが住んでいた街とはそう遠くない場所に位置しているはずなのに、ここにはあたしの知らなかった豊かな世界がこれでもかってくらいに広がってやがる。まあ、寂れちまった今となっちゃあ、豊かもクソもねえけどさ」

　言いたいことは理解できたが、実情を肌身で知っていた私にとっては、決してこの場所は豊かという一言で片づけられる街ではなかった。

「決して平和だったわけではないのですよ。自爆テロは絶えず市街で発生していたし、表向きの平和条約を締結した後も、難民たちとの衝突はいまだに収束する気配を見せなかった。政治はいつだって、ミクロの世界を削ぎ落として進んでいく。その繁栄の下に虐げられた人々がいれば、必ずそのしっぺ返しがあるものですからね」

　ハルは頭を搔かくと、「難しい話はあたしにはわかんねえよ。ただ少しだけ、理不尽だなって思っただけだ」と話を切り上げ、さっさと旧市街の方へと歩いていってしまう。イスラエル側の自分が言うべきことではないと理解しつつも、「そういう風に想える気持ちを、これからも決して忘れないでいてください」と娘の背に投げ掛け、すぐに後を追った。

　エルサレム旧市街に入ってからは、新市街の華やかさとは打って変わって、石畳と岩壁に囲まれた中世の世界が私たちを出迎えてくれた。

　キリスト教、イスラム教、ユダヤ教の三大聖地。ここは、イエス・キリストが処刑された地であり、預言者ムハンマドが天へと昇った地であり、そして、ヤハウェの聖所・エルサレム神殿のあった場所。これだけの小面積の中に、子供の教科書で学ぶような世界的宗教がひしめき合っていたという歴史的事実は、人間が消失した後もなお、街の隅々に気配を残していた。

　それから旧市街を抜け、さらに二時間ほど北東に歩き続けた先に、ようやく、ハルがマンホールに住んでいたという街があった。エルサレム市街の形を残していた建造物とは異なり、そこにある家屋のほとんどは戦禍に見舞われた跡を色濃く残していて、機関銃やグレネードの攻撃を受けて穴だらけのチーズのようになった住居が、今にも崩れそうに立ち並んでいる。イノセンスやダスマンに襲われたエルサレムが街としての形を残しているというのに、人間の引き起こした戦争によってこの街が瓦が礫れきと化しているというのは、あまりに皮肉な話だった。

　ハルは崩壊した家屋の粉ふん塵じんで汚れたストリートを歩きながら、ところどころで足を止めて、遠い過去を想うように目を細めていた。

「こんなんでもよ。一応はあたしの『故郷』ってやつだからな。ちょっとはしんみりするところもあるわけさ」

　こちらが何も聞いていないのに、そんなことを口にするハル。その場所が近いのだろうことを、彼女の重い足取りが何よりも物語っていた。

　そのうちに、ハルは「ここだ」と言って足を止めた。

　そこは本当に何の変哲もない街の曲がり角で、なにか特徴的な建物があるわけでもなく、左右には壁を失った吹き曝さらしのアパートメントがせいぜい残るくらいだった。

　それからハルは、しばらくの間、黙り込んでいた。

　私もまた時の流れに身をまかせ、じっと、彼女の背中を見守っていた。

　もう一〇分は経ったろうかという頃、ハルはようやく、「……優しそうな人だったんだ」と、辛い胸の内を吐と露ろし始めた。

「たった一瞬の出来事だったけどさ。銃声の入り乱れるあの街の中で、その人はあたしに、そっと手を差し伸べてくれたんだ。今ならわかるよ。あたしのことを助けてくれようとしたんだって。自分だって危ない状況なのに、見ず知らずのあたしなんかのために……」

　ハルの感情がそのまま、声から伝わってくるようだった。

　自責と、後悔。そして、途方もない罪悪感。

「……きっとさ。あの人にも、家族がいたんだと思う。奥さんとか子供とか、そういう帰りを待ってくれている人がいて、家に帰れば皆で飯を食ったり、下らないことで笑い合ったりなんかして、そういう、幸せな毎日があったと思うんだ。……けれど、それをあたしが、全部、壊しちまった。あたしが、ただ、自分勝手な欲望だけで……」

　顔を見ずとも、泣いているのがわかった。肩を震わせ、懸命に拳こぶしを握り締めながら、ハルは理性と感情の狭間の中で、その苦しみと正面から対峙しようとしていた。

「今でも夢に出てくるんだ、テスタ。小さかった頃のあたしの前に立って、あの人は優しい笑顔でこう言うんだよ。『大丈夫だよ、お嬢ちゃん』って。……あたしは自分が許せない。そんな都合のいい夢で自分を誤ご魔ま化かそうとしている、クソみたいに卑怯で汚い自分が。……でも、やっぱりどこかで思っちまっているんだ。あの人ならきっと、あたしを責めるようなことをしないんじゃないかって。それが、怖くて怖くて堪たまらないんだよ。……本当は恨んでいてほしい。お前なんか死んじまえって、そう思ってくれた方がよっぽど楽なのに、それでもやっぱりあの人は、いつもの優しい笑顔で、あたしに手を差し出してくるんだ……」

　溢あふれ出る娘の涙が、乾いた大地を濡らしていく。ハルはそれからも必死に言葉を紡つむごうとしたけれど、嗚お咽えつでほとんど声にはならなかった。

「……ごめんなさい。……ごめんなさい」

　ただひたすらに、ハルはそう謝り続けた。

　私は慰なぐさめの言葉を掛けなかった。頭を撫なでてやることも、背を擦さすってやることも今は正解ではなく、何より本人がそんな気休めを望んでいないことを、私は知っていた。

　それからしばらくして、ハルの嗚咽が少しずつ治まってきたところで、私はようやく彼女に声を掛けてやった。

「少しは、落ち着きましたか？」

　ハルは袖で涙を拭うと、「……ああ、大丈夫」とだけ言って、乱れた心を取り戻すように深呼吸をした。そうして、生身の左手と機械の右手とをひとつに合わせ、かつて自分が命を奪った相手に、静かに祈りを捧げる。

　長い、長い、追悼だった。

　今の私にできるのは、彼女を見守ることだけ。

　今この瞬間に苦悩する娘のすべてを、ただひたすらに見守り抜くことだけだった。

　やがて、祈りを終えたハルは、もう一度だけ虚空に向かって頭を下げると、もう決して涙を流すまいとするように空を仰いだ。いつの間にか雪は止んだようで、雲間からはわずかだが、陽の光が零こぼれ始めていた。

「……赦ゆるしてほしくて、謝りに来たんじゃない。あたしがやったことは、そういう取り返しのつかないことだったんだからな」

　私は「ええ」と頷いた。けれど、たぶん、ハルは私にではなく、自分自身に言い聞かせるために、言葉を吐いているような気がした。

「……でもさ。この人には、ちゃんと伝えなきゃって思ったんだ。あたしがまだ生きたいって思っていること。ひとりの人間として、この世界でちゃんと生きてみたいって思っていること。普通、ふざけんじゃねえって思うよな。あたしも、自分のこのクソみたいに傲慢な考えが嫌になるよ。……それでも、この人には見ていてほしいんだ。ああ、少しは生かす価値のある女だったなって、少しでもそう、思ってもらえるように」

　ハルはそこで初めて振り返ると、赤く腫らした瞳をまっすぐに私へと向けた。

「あたし、またいつかここに戻ってこようと思う。これからもずっと、考え続けなきゃいけないから。あたしのしたことの意味、この人たちの、命の意味を。……馬鹿なりに、だけどさ」

　その決意ある眼差しを見て、私はようやく、ひとつの確信を得た気がしていた。




　───ああ。この子はもう、大丈夫。




　それからも私たちは、ハルの記憶を頼りに、彼女が過去に殺あやめてしまった人々の最期の地を巡り歩いていった。どの人の場合でも、ハルは相手が絶命した場所を正確に覚えているようで、その地に着けば必ず涙を流し、命の重みを確かめるように、死者に祈りを捧げ続けた。

　私はそっと身を引いて、少しだけ遠くから、我が子の姿を見つめていた。罪悪感と苦悩に向き合う覚悟をしてなお、それでも前に進もうとする娘の姿を、この目に焼き付けていた。

　すべての死者の弔いを済ませたあとは、さすがにハルも精神的疲労が隠せなかったようだけれど、それからイスラエル陸軍の訓練基地に帰って数日も休むと、すぐにもとの元気を取り戻したようだった。

「……テスタ。あたし、なんだか腹が減った」

　起きしな、そんな間の抜けたことを幽霊のような顔で言われたので、私は思わず吹き出してしまった。

「ふふ。ならば、あなたが寝ている間に取ってきた卵を使って、好物のオムレツでも作って差し上げましょうか」

　ハルは満面の笑みとまではいかなかったけれど、「へへ。最高の朝食だな」と顔を綻ほころばせ、義手を私の肩にコツンと当てた。

「テスタ。あたしも料理は手伝うぜ。っていうか、他にもしたいことがたくさんあるんだ。サボッてた勉強も再開したいし、文化とか、歴史とか、そういう人間の世界のいろんなことを知りたい。もっと、もっと───」

　私は「もちろんです」と同意するとともに、「それと、ハル。そろそろ、ウラジオストクを目指してみてもよいのではないでしょうか？」と提案する。今のハルであれば、きっと、彼女たちに向き合う覚悟もできているはずであった。

「……そうだな。あたしもさ、イリナたちにもう一度会いたいよ。もう、嫌われちまったかもしれないけれど、それでも、もう一度───」

「何を言うのですか。イリナさんもアニラさんも、首を長くしてあなたの帰りを待っていますよ」

　気休めと捉えられたのか、ハルは「はは」と笑うだけで、それからすぐに、「化け物と勘違いされないためにも、目に見えた瞬間にあいつらの名前を叫んでやるよ」と冗談を言う。

「ふふ、それはいい。感動の再会というやつですね」

「な、なんでそうなるんだよ！　そういうの、あたしは苦手だ。やっぱ名前じゃなくて、あだ名で呼ぶことにする！」

「あだ名なんて、あの二人にありましたっけ」

「尻グソ野郎と、不愛想チビだろ」

　私はハアと溜め息を吐き、「まったく。冗談でもそんな悪口は言わないでくださいよ」と忠告しておく。何はともあれ、これでようやく、残してきた二人の安否を知ることができるのだ。

　無論、彼女たちはきっと生きている。オルガとラシャーナという心強い二人の味方が、必ずやイリナたちのことを守ってくれているだろうと、私は信じてやまなかった。

　そして、気になることはもう一つ。

　ちょうどひと月前、私は夜空に流れる一筋の光を見たのだ。

　流れ星にしては遅く、ゆったりと星間をたゆたうその小さな、小さな点の輝きが、地球に残された人類の希望の船なのではないかと、私は心の底から期待せずにはいられなかった。




　　テスタとハル（二）




　ウラジオストク上空の飛行は、場合によっては輸送ヘリごと撃墜されかねないという私の不安は、どうやら杞き憂ゆうに終わった。

　念には念を入れ、いつでもミサイル弾を撃ち落とせるよう、ヘリ後方部からレーザー砲を構えていた私だったが、軍艦はすでに稼働を停止しているようで、港は凪なぎの静寂に包まれていた。

　眼下に広がる瓦が礫れき街を見て、「こいつはひでえ」と漏らすハル。度重なる地震動とミサイル弾の影響もあるが、何より、イノセンスだった彼女の雷光がこの街にトドメを刺したということは、どうやら記憶にないらしかった。

「さすがに極東の冬は冷えますね。着陸後は、頭からしっかりと外套のフードを被ってなさい」

　できるだけ自然な会話で、彼女の容姿が隠れるような状況に誘導する。もしも監視班にハルの顔を見られでもすれば、狙撃対象となるのはまず間違いなかったからだ。

　しかし、空から見下ろす市街の様子には、どうもおかしな点があった。

　地下街に繫がるいくつかの入り口付近に、数台の輸送トラックが横付けされていて、先ほどから荷物を運び出している姿が見てとれた。それも、作業しているのは人間でなく、どれもロボットやアンドロイド。彼らは皆、頭上を飛ぶ私たちの存在に気づき、数体は空を仰いだが、特に危険性がないのを知ると、また粛々と運搬作業へと戻っていく。暴走機には見えなかったが、怪しい集団であるのには違いなかったので、私たちは揚陸艦に着陸後、彼らの様子を遠くから探ってみることにした。

　だが、そこで私たちが眼にしたのは、あまりにも予期せぬ人物であった。

　瓦が礫れきの隙間より見える、オーバーオールを来た少年風のアンドロイド。小柄ながらも重量ある機器類を両手いっぱいに抱え、それらを俊敏にトラックの荷台へと運び込んでいく。

「ポポル！　お前まさか、ポポルか!?」

　ハルの叫び声に気づいたのだろう、少年風のアンドロイドは口をポカンと開けて私たちを見つめると、まもなくして目を見開き、驚愕の声を上げた。

「えええええ！　ハルさんに、テスタさん!?」

　それは紛れもなく、チベットの荒野に建つピングーの喫茶店で出会った、運送屋のポポルに違いなかった。

　ポポルは抱えていた荷物を投げ出し、一いち目もく散さんに私たちの下へと駆け寄ってくると、「わああ！　なんで!?　どうして!?」と目を輝かせながら言う。

「うわ！　ハルさん、その手、どうしたんですか!?　機械化されてるじゃないですか！」

「い、いろいろあったんだよ。っていうか、お前こそ、こんなところで何してんだよ」

「僕ですか？　移転のために荷物を運び出していたんですよ」

　───移転？　まさか。

　頭に浮かんだその奇跡が、本当に現実のものかどうかを確かめるために、私は「……どこに送り届ける予定だったのですか？」と、昂たかぶる感情を抑えながらポポルに問う。

「ボストチヌイですよ。地下居住区にある軍関係の装備や、研究施設の資産なんかを、そこに運ぶところだったんです。ここにいた人間たちも、すでにそちらに移り住んでいまして」

　私はそれを聞いて、すべてを悟った。

　十二年という長いようで短い歳月。もはや諦めかけていた未来がその瞬間に花開いたことで、私は込み上げる喜びによって、ほとんど放心に近い極致に至る。

　夢でも幻でもない。

　あの夜に見た希望の光は、確かに、この地球に辿たどり着いていたのだ。

「……やはり、そうだったんですね」

　すぐにハルが「ど、どういうことだよ」と説明を求めてくる。

「ボストチヌイ。ロシア連邦の、スペースポート（宇宙港）がある場所です」

「『スペースポート』……なんだかよくわかんねえけど、それって」

「助けが来たということですよ。火星から遠路遥はる々ばる、この地球に」

　呆けたような顔で、私の口にしたことの意味を咀そ嚼しやくしようとするハル。喜びを発露させる間もなく、ポポルが「そうなんですよ！」と横から割って入ってくる。

「やっぱり、僕が拾ったあの多脚型探査機の破片は、火星から送り込まれたものだったんですよ！　ああ、本当に、夢を見ているみたい！　正直、初めてイリナさんからその話を聞いた時は、AIMDエイムドの影響で、変な幻でも見てるんじゃないかって───」

「ちょ、ちょっと待て。お前、今、イリナって」

「へ？　え、ええ。イリナさんとアニラさんが、わざわざヘリで僕たちを迎えに来てくれたんですよ。そういえばその時、ハルさんたちの行方を捜しているって話をして……。もしかして、まだ二人にお会いになってないんですか？」

　ハルの顔には一目に喜びの感情が浮かんだが、それからすぐに目が潤みだすと、様々な想いが行ったり来たりして、最後にはくしゃくしゃになった。

「……よかったな。よかった」

　嚙かみ締めるようにそう口にする娘を見て、私もまた万感胸に迫る思いだった。半年前、ウラジオストクを脱出する前にイリナたちとした、ハルを連れて帰るという約束を、もう間もなく果たすことができるのだ。

「ほらね、ハル。イリナさんたち、あなたのことを捜しているそうですよ」

「べ、別に焦んなくたって、こっちから会いに行ってやるのによ」

　へそ曲がりなことを言う娘だが、それでも口元の緩みは隠し切れなかった。

　私は喜びの余韻冷めやらぬ娘の代わりに、「今後の救助計画などはどうなっているのでしょうか？」と、この後の動きをポポルと確認する。

「近いうちにも、火星への第一便が出発するとのことです。乗船は基本的に人間優先ですが、大規模救助を想定した大型宇宙船なので、僕もピングーさんも、たぶんそれに乗ることができるんじゃないかって。まあ、ピングーさんはずいぶんと迷っていたんですけどね。ご主人が火星旅行に出かける前、『自分が帰ってくるまではお店をよろしく』と、そう頼まれていましたから。でも、『ご主人だってピングーさんの顔が見たいはずです』って粘り強く説得したら、ようやく納得してくれたようで」

「そういえば、ピングーさんの姿が見えませんね。それにあなたのように、他にも運搬作業を行っているロボットたちが、ここにはたくさんいるようですが」

「ピングーさんはスペースポートの方で、難民たちへの配給のお手伝いをしているはずです。それに、運搬作業を手伝ってくれているＡＩたちは───」

　ポポルが続きを言おうとすると、視界の下の方から、ぴょんぴょんと飛び跳ねる物体がちらついた。これまたどこかで見たことのある、小型のカメラ付きロボットが一体───。

「ジ、ジプシー！　何でお前まで！」

　驚きでひっくり返りそうになるハルを、すかさず手で支える。

　ジプシーは「驚かせてしまって、すみません」と、恐縮そうにカメラのレンズを下に向けた。

「お話が盛り上がっていたようなので、話すタイミングを窺うかがっていたんですよ」

「ま、まさか、お前もイリナに？」

　ハルの予想は当たっていたようで、「ご名答！」とフラッシュをたくジプシー。

「イリナさんから救助船の話を教えてもらい、比較的症状の軽い停止型AIMDの皆さんと一緒に、こうして荷物運びのお手伝いをしにきたわけです。人間のために奉仕するのは、彼らにとっても一番の薬ですしね」

　つい気になって、「まさか、ウシャルさんやエティさんも？」と聞いてみたが、残念ながら彼らは末期患者の対応があるため、この地には来ていないとのことだった。

「私の方は、週に一度は大だい連れんの方に戻っているので、先生たちにもお二人が元気だったことをお伝えしておきますよ。さぞ、お喜びになるんじゃないかと」

　ジプシーはついでという風に、「あ、他の人格も覚えてますか？」と言って、「久しぶり！　久しぶり！」と突然テンションを変えて叫びだした。そう言えば、彼は無数の人格をひとつの知性機構の内に宿していて、たしかこのヘンテコな口調は、ワンチュクという人格だったはず。

　ハルは嬉しい再会の連続に、ここに来るまでの緊張もほぐれたようで、その後も彼らとの久しぶりの会話に花を咲かせた。

「と、とりあえずよ。あたしたちみんなで揃って、その火星ってやつに行けるってことだよな！　そこには人間が腐るほどいて、ピングーの喫茶店みたいなところでコーヒー飲んだり、ローゼと行ったショッピングモールとかいう場所で映画を楽しんだりしてんだろ？　すげえな、なんか想像つかねえよ。あ、でも、森とか花とか、そういうのはあんのかな……」

　ポポルが「あれ、でも───」と何かを言おうとしたので、私は咄とつ嗟さに「安心してください」と話の軌道修正を図った。

「まだ地球ほどとはいきませんが、火星では積極的に人工植生を進めていると聞いています。それも、できるだけ自然に近い形で生育を促すよう各国が技術協力しており、国の枠組みを超えて火星自然の発展に取り組んでいたはずです。この十二年の間にも、さらに進歩しているのは間違いないと思いますよ」

「そういえば、火星の夕焼けは青いってイリナが言ってたぜ！　見てみてえなあ！」

「赤い大地の織りなす巨大渓谷も圧巻と聞きます。火星にしかない花もあるそうで、あちらでは花屋が庶民に人気な職業なのだとか」

　俄が然ぜん、ハルの興味にも火がついてきたようで、「ああ。ついにあたしにも、本当の人間の世界ってやつが見れる日が来やがった！」と鼻息を荒くする。さらには、「それじゃさっそく、そのボスなんたらって街に行こうぜ！」と言って、好奇心の赴くまま、ポポルたちに挨拶も告げずに走っていってしまった。

「忙しない子ですみません」と謝ると、ジプシーはむしろ嬉しそうに、「いえ、変わらずの元気で安心しました」と笑い飛ばしてくれる。対照的に、ポポルは少しだけ不安そうな顔をして、私にそっと耳打ちをしてきた。

「あ、あの、テスタさん。もしかしてですけど、ハルさんは知らないんじゃないですか？　火星が───」

　その件かと思い、彼に「心配は要りません」とだけ告げ、それ以上はあえて言及することは避けた。

「おい、テスタ！　もたもたしてねえで、さっさとイリナたちに会いに行こうぜ！」

　ハルがそう急せかすので、仕方がなく二人に別れを告げ、彼女の後を追いかけようとすると、急にポポルが、「あ、テスタさん！」と呼び止めた。

「あの、イリナさんなんですけど、今日はたしか、ここにお手伝いに来るって言っていたような気がして」

「え？」

　遅れて、生体センサーが反応していたことに気づく。

　感知した対象の先に目をやると、ハルのすぐ背後より、金色の髪を冬風に揺らす女性がひとり。その瞳は蒼海の青さで澄み、頰の白肌は、春先の雪水のように美しく透き通っている。

　ハルもその存在には気づいたようで、振り返って彼女を視界に捉えるや、時間が止まったかのように動かなくなってしまった。

「……ハル、さん？」

　二人の視線が交わる。ともに固まり、言葉を失って。

　けれど、どちらの眼にもすぐ、涙が溢あふれ始める。

　ハルはいち早くそれを袖で拭うと、最初の言葉を必死になって探した。

「……あの、……なんつうか、その」

　やがて絞り出したのは、彼女らしいと言えばらしい、少しだけ、強がりの言葉。

「……元気そうで、何よりだぜ。イリナ」

　普段通りを保とうと表情を作るハルの眼から、彼女の意に反し、涙がぽろぽろと零こぼれ落ちる。

　その時にはもう、イリナは走り出していた。涙で頰を漏らしながら、もう決して離すまいとするように、ハルの小さな体を力の限りに抱きしめる。

「ハルさん……。私たち、友だちです……。何があったって、ずっと───」

　まるで今生の別れといわんばかりに、大粒の涙を流すイリナ。ハルもまたそんなイリナを前にして、何ら取とり繕つくろうことなく、大声を上げて泣き始めた。互いが互いの生きている今を、その声を、温もりを通して、確かめ合っているようであった。

　いつの間にか、遠くの方で佇たたずんでいたアニラが、私に向かって深くお辞儀をしてくる。

　お礼をすべきはこちらの方だと、私もまた深く一礼を返した。

　ふと視界が暗くなり、いつものように、異常停止が知性を襲う。

　けれど、私にはもう、不安に思うことなど何もなかった。

　冬の晴天の下、娘たちの涙する声を聞きながら、私はひとり、静かに悟る。

　長かった私たちの旅の終着は、もう、間近に迫っていた。




　　テスタとハル（三）




　ボストチヌイのスペースポートに着いてからの数日は大変だった。

　まず、私が到着早々に、中露の軍人たちに目を付けられてしまったことだ。

　そもそもこの巨体であるから隠し切れるなど端から思っていなかったが、事前にイリナたちが根回しをしてくれていたにもかかわらず、一部の兵士には、いまだ地下街での私の行動を問題視する人がいて、何度も止められては暴走症状の有無を問い詰められた。

　また、火星に行く前の身体検査で、ハルがたびたび騒ぎを起こした。なにやらずいぶんと入念に体を調べられているらしく、検査を終えて帰ってくるといつもハルは赤面状態で、「あの検査官、次に会ったらマジでぶっ潰す！」と冗談にもならぬことを言っていた。

　それに、モディがいなくなったことに対し、イリナがずいぶんと落ち込んでしまったという問題もある。形あるものはいつか滅びるのであって、モディもまたその自然の流れに従っただけ。せめてもの慰なぐさめとして、「彼は最後まで私たちのために奮闘してくれました」と伝えると、イリナは目を潤ませながらも、どうにか彼の死を受け入れてくれたようだった。

　このように毎日、代わる代わる様々なトラブルに見舞われたが、そんな中でもとりわけ厄介だったのは、ハルのマリッジブルーならぬ、アースブルーとでも呼ぶべき憂ゆう鬱うつである。

　どうやら飛び立つ前から地球を恋しく思い始めたらしく、「やっぱあたし、地球に残りたくなってきたな」などとセンシティブなことを言い出したのだ。さらには、「地球の自然の方があたしの好みだと思う」だの、「火星の匂いは合わねえ気がする」だのと、うだうだとそれらしい言い訳をする始末。最後には私が「人間の世界を見てみたいのでしょう？」と改めて問うことで、「それもそうだな」と元の前向きな姿勢を取り戻してくれたが、娘の秋空のように移り変わる心には毎度ハラハラさせられた。

　無論、ハルの主張には一理あったし、仮に彼女が本当に火星に行くことを心から拒否しているならば、あるいは私も背中を押すことはなかったかもしれない。

　しかし、私はハルに、自分の中に芽生えた人間世界への興味から逃げてほしくなかったのだ。自分の一度した選択から、ただ現状を変えることへの不安のみで、目を背けるような真ま似ねはしてほしくなかった。

　このように、ボストチヌイに着いてからいくつかのトラブルには見舞われたものの、周囲のサポートもあって、ハルたちはどうにか、火星行きの最終検査にまで漕ぎつけることができたのだった。

「今日もプンスカしながら帰ってくるでしょうね、ハル様」

　アニラとハルたちの最終検査を待っている間、彼女が暇潰しがてらに「拳銃貸せ。今度こそあいつの頭をぶち抜いてやる」と誰かさんのモノマネをする。

「あの火星から来たという、女性の検査官。かなりの曲者らしいですからね。通常の惑星間運航での検査とは比較にならないほど念入りに、搭乗者の身体や精神状態を調べているそうです。火星の人間社会に慣れる上でも、ハルにとっては試練でしょうね」

「まあ、今の地球の惨状を見れば、少しでも危険分子がいないかどうかを厳しくチェックするのは当然な気がします」

「ええ。ハルの場合は、頭の傷のこともありますし」

　今日に限ったことではないが、ハルたちが検査をしている間、このように待合室でアニラと会話をする機会がたびたびあった。

　すでにイリナから聞いた話もいくつかあったが、私たちがウラジオストクを飛び立った後、やはりラシャーナやオルガが、彼女たちを守るために軍部とかけあってくれたらしい。

　意外だったのは、アーロンもまたイリナたちの無事を保証するように、軍部と交渉していたという事実だ。どういうつもりなのかは知らないが、少なくとも彼はいつだって、自分の理に従って行動する男。イリナがアーロンの奥方の下で献身的に働いたことが、彼の現実主義的な判断になんらかの影響を与えたのかもしれなかった。

　その後、北京の航天飛行制御センターに向かった部隊より、火星との交信に成功した連絡を受けたアニラたちは、その事実を広めるため、日本を含めた各地をヘリで飛び回っていたらしい。私たちの行方を追うことはもちろん、大だい連れんのウシャルやチベットのピングーの下を訪れ、もうすぐ火星からの救助船が迎えに来てくれることを話して周ったのだという。

　しかし残念ながら、唐とう山ざんに残ったローゼにだけは、ついに再会することは叶わなかったとのこと。彼女の想い人であるヤンが収容されていたあの病院を訪れたものの、中はすでにもぬけの殻で、ローゼたちの姿はどこにもなかったというのだ。

　ただひとつ、ヤンがいた病室の椅子の上に、こんな言葉が認したためられたメモが残されていたらしい。




　───山と山は出会うことはできないが、人と人は出会うことができる───




　たしかアフリカに伝わることわざだったと思うが、私はそれを聞いて、ローゼたちがまだ生きているだろうことを確信した。最期の時間をあの地で過ごすという選択もあったのだろうけれど、それでも彼女たちは新たな希望を胸に、外の世界に飛び出すことを選んだのだ。有限な時間の中、決して後悔のないように。柔らかな物腰のローゼの、あのおおらかで優しい微笑が、今も私の頭に残り続けていた。

　その後もアニラからは、いろんな話を聞いた。

　イリナの故郷に帰り、彼女の母の弔いをしてきたこと。イリナの頼みで、ツァディックの墓参りに行ったこと。そうしてアニラもまた、元主人であるリンとアリンに挨拶をするため、あのチベットの廃校を訪れたという。

「昔、アリン様がよく言っていたんです。『私も火星に行ってみたい』と。あの時はまさか、自分が火星に行くことになるとは想像もできませんでしたよ。……生きていらっしゃれば、きっと羨ましがられただろうな───なんて、そんなことを柄にもなく思うわけです」

　しんみりするアニラに「いえ、あなたは最初からそういう方でしたよ。感情が表に出ないだけで、誰よりも他人の気持ちを推し量る力を持っている。私もあなたに、何度助けられたかわかりません」と、この旅での感謝を改めて伝える。

「本当に、ありがとうございました。アニラさん」

　彼女はやっぱり真顔だったけれど、そのうちに「そう言って頂けて、光栄です」と、少しだけ恥ずかしそうに栗色の頭を下げた。

「まあ、いずれは地球に戻ってくるつもりでいます。リン様たちのお墓の手入れもしないといけませんし、火星の思い出話もしないといけません。それに───」

　話している途中、アニラは急に黙り込むと、にわかに真面目な雰囲気を醸かもして、居住まいを正した。

「……テスタ様。本当に、よろしいのですか？」

　何を言いたいのかはわかっていた。

　けれど、私は今の自分の心を信じ、「ええ。これでよいのです」と迷いなく言う。

「イリナ様でさえ説得するのが大変だったのに、とても上手くいくとは思いません」

「まあ、一筋縄ではいかないでしょうね」

　すると突然、検査室の方が騒がしくなった。

　何かと思えば、ぼさぼさ髪の眼鏡姿の女性が、検査室の扉から逃げるようにして飛び出してくる。女性はそのまま足がもつれ、ごろごろと床で前転した後に、ようやく私の足下で止まった。

「ややや！　テスタくんにアニラちゃんじゃないの！！！」

「これはまあ、オルガさんではありませんか」

　オルガは即座に立ち上がってズレた眼鏡を直すと、「あのレミリアとかいう検査官、シャワーを浴びろってごちゃごちゃうるさいの。そもそも私、シャワーって嫌いなんだよね。なんか頭ん中の知識まで流れちゃいそうで」とさっそく文句を垂れ始める。

　実はオルガと会うのは、このボストチヌイに来てから一度目ではなかった。

　初めてこの地で巡り合えた時には、感激するオルガから滂ぼう沱だの涙と鼻水を浴びせられるという謎の歓迎を受けたが、私としても彼女には、ウラジオストク脱出を手助けしてくれたことへの恩義があったので、再会は喜ばしいことに違いなかった。その後も、時間を割さいては私の機体整備に協力してくれるなど、オルガには最後まで世話になりっぱなしであった。

　オルガは一通り検査官への文句を言い終えると、急に思い出したかのように、「ところでさ、テスタくん。悪いけど私、あのハルって子とは仲良くなれそうにないや」と笑いながら言う。

「どうしてですか？」

「だって口が悪いんだもの。あたしのことを『くせえ』とか『鼻が曲がる』とか、だいぶ失礼なこと言ってくるし」

「あの子は鼻がいいですからねえ」と苦笑を音声に混ぜると、隣にいたアニラが「実際に臭いじゃないですか」とストレートに真実を突き付ける。

「臭かろうがなかろうが、天才の私には些さ末まつなことなの！」

　そのあたりで今度は、赤髪の少年が検査室の扉から現れ、「あれ？　もしかして、テスタさんですか？」と見えないながらに気配だけで、私の方へと寄ってくる。

「カロルさん。あなたも今日が最終検査だったのですね」

「はい！　教会の子供たちも含め、全員もれなく合格です！」

　カロルは嬉しそうにそう言うと、「これでこれからも、博士の下で勉強させて頂くことができます」と微ほほ笑えんで、ちょこんとオルガの後ろに立つ。

「わはは。よくやったぞ、我が弟子ぃ。火星でも私のために、今以上の奉仕をよろしくたのむよぉ？」

　オルガに背中をバンバンと叩かれ、照れながら「はい」と答えるカロル。たしか、カロル本人がオルガに師事したいと直談判したそうで、そのあまりのしつこさに、オルガが半ば折れる形で弟子とするのを許したらしい。おそらくはアオバの影響であるだろうことは明らかだったし、私はカロルならば技術者に向いているだろうと納得していた。それはカロルに不思議な能力があるからではなく、彼の、自分の信じる想いにひたむきな姿勢にこそあった。

　私は心からの応援を込め、カロルに「いつかお二人の師匠を超える、立派なＡＩ技術者となってください」と伝える。オルガが聞き捨てならないといった風に、「誰を超えるってえ!?」と突っ掛かってきたが、その背後で少年が強く頷くのを、私はこの眼でしっかりと捉えていた。科学を信じ、科学の力に溺れていったアオバの後悔は、決して自責という負の力ではなく、前進する強い意志として、未来を担う少年の瞳に宿っているようであった。

「そういえば、カロルくん。ラシャーナさんとアーロンさんは？　このボストチヌイに来てから、まだ一度もご挨拶ができていないんです」

「姉さんもアーロンさんも昨日には検査を終えて、今日は警備の仕事に出ていますよ。あ、そういえば、アーロンさん、二人目のお子さんが生まれたんですよ！　男の子！」

「ほう。それは実におめでたい！」

「そうなんです！　頰がぷにっぷにで、泣き声もすごく可愛らしいんです！　……あ、それと、姉さんからテスタさんに、伝言を預かっているんでした」

「伝言？」

「はい。『借りはちゃんと返した』だそうです。どういう意味なのかは、ちょっとわかりませんけど」

　言葉の意味を理解できないのは私も一緒だった。地下要塞での居住スペースを提供してもらったり、ウラジオストク脱出の手助けをしてもらったりと、本当は、借りを作ったのは私の方のはず。けれど、それでももし、私が知らぬうちにラシャーナになにか影響を与えていたのだとすれば、これ以上に光栄なことはなかった。

「『ご自愛ください』と、そう、お二人にお伝えください」

　そのあたりで、また検査室の方から聞き知った女性の叫び声が響いてくる。

　悲鳴にも似た絶叫の後、バンッと検査室の扉が開くと、国連軍の軍服を着た女性に首根っこを摑まれたハルが、暴れるようにもがく姿が目に飛び込んでくる。

「オルガさん！　ここにいたのね！」

「げ！　レミリア！」

　例の検査官であるレミリアを前に、バツの悪そうな顔をするオルガ。首を摑まれたままのハルも、「オルガ！　てめえが逃げるから標的があたしになったじゃねえか！」と大変ご立腹の様子である。

「だいたいね、オルガさんとハルさん！　あなたたちはいくらなんでも問題が多すぎます！　オルガさんはとにかく体が臭い！　ハルさんはとにかく性格がガサツ！　こんな野蛮人のまま火星に連れ帰ったら、私が上司に怒られるんですよ！」

　坊主に近い短髪に、整えられた太眉と、いかにも真面目そうな顔つきのレミリア。どう見てもハルとオルガが苦手としそうなタイプで、当然、二人は説教に対して、ぎゃあぎゃあと反論を試みる。

「だいぶ、仲良さそうじゃないですか。ねえ、テスタ様」

「そうですね。子供らしさが抜けきらないところがそっくりです」

　アニラととともに下らぬことを言っていると、一瞬の隙をついたオルガがカロルの手を引き、さっさと待合室から逃げていく。ハルが「おい、こら！」と呼び止めるも、その時にはもうオルガは部屋の外で、廊下からは「火星に着いたらシャワーを浴びるかも！」という、絶対に果たされないだろう約束の声が響くばかりだった。

「……まったく。いつから地球人は、こんなに常識を失ったのですか」

　嘆くレミリアを不ふ憫びんに思ったのか、アニラが「地球人は個性があるんですよ」と言うので、私も「多様性を認め合うのが大切です」と補足しておく。

「……まあいいです、ハルさん。今回は特別に乗船を許可しますが、惑星間の運航中も、火星生活におけるマナー講習は絶対に受けてもらいますからね」

　ようやくレミリアから解放されたハルは、それからもぶつぶつと文句を言っていたけれど、遅れて検査をパスしてきたイリナに諭さとされ、ようやく落ち着きを取り戻した。

「引き続き、ロボットとアンドロイドの最終検査に入りますよ」

　レミリアの誘導に従い、検査を終えていない機体たちがまばらに立ち上がり、列へと並んでいく。

「テスタ、アニラ。お前らもさっさと行って来いよ」

　アニラがちらとこちらを見て、立ち上がる。私もとりあえずはその場に立ち、「ハル。あなたは先に宿泊所に帰っていてください」と勧めるが、娘からは即、拒まれてしまった。

「なんでだよ。お前らが終わるまで待ってるよ」

　そのうちにレミリアが、「アニラさん、あなたも火星行き希望でしょう。はやく列に並んでください」と促してきたので、アニラは仕方がなく、ひとりで列に並ぼうとする。それを見たハルが、「ほら、お前も」と私の手を引き、アニラの後ろに無理やり引っ張っていった。

「こいつも。こいつもだ」

　無論、レミリアは不思議そうな顔をして私を見た。

「……こいつって？」

「そりゃお前、この馬鹿でかいトカゲロボットだよ。ま、尻尾しつぽ付きゴリラって言ったほうが適当かもしれないけどな」

　しかし、そこでハルも、周囲に流れる微かすかな違和感を感じ取ったらしかった。

「な、なんだよ。ちょっとでけえけど、荷物を置くスペースとかそういう場所なら、こいつだって乗船できるだろ？　ほら、あのロボットだって───」

　列に並んでいた建設用の多脚機を指差すハル。レミリアは困ったように「いえ、そういうことではなく」と、私とハルの顔を交互に見つめる。

「なにがそういうことじゃねえんだよ。冗談はよせよな。それともあれか？　あたしが検査を適当に受けたことをまだ怒ってんのか？」

「ハルさん……」

　先に堪こらえ切れなくなったのは、イリナだった。

　けれど、それを伝えるべきは自分の最後の役目であり、私は頷くことによって、イリナの続く言葉を制す。

「ハル。聞いて下さい」

「ん？　なんだよ」

「私は地球に残ります。火星へは、あなたたちだけで行ってきてください」

　ハルは最初、自分が何を言われたのかを理解していないようだった。

「……は？　いま、なんつった？　地球に、残る？」

「はい、そうです」

「じょ、冗談よせよ。まさかここにきて、急に怖気ついちまったのか？　そもそもお前だって、今までちゃんと検査を受けてきたじゃねえかよ」

「あれは機体整備を行っていただけです。火星行きの適性検査を受けていたわけではありません」

「え……？」

　情報を処理しきれなくなり、いよいよ頭を抱えだすハル。

「な、なんだよ、テスタ。お前ほんとに何言ってんだよ。まさかAIMDのせいで、いよいよ頭がおかしくなっちまったのか!?」

「いいえ、私の知性は正常です」

「だったら！！！」

　興奮するハルを見て、レミリアが「ハルさん」と事情を語りだす。

「火星の領土はすべて、国連の統治する永世中立地域に該当します。諸外国が独自で開発・管理するいかなる軍用兵器も、火星に持ち込むことは固く禁じられています」

「……軍用兵器って、こいつは───」

　私はレミリアの代わりに、「歴れつきとした軍用兵器です」と答えてやった。

「イスラエル陸軍に所属する、歩行型戦闘補助ロボット『テスタロッサ１．０型』。それが、私です」

　返す言葉を失い、ハルは縋すがるように周囲の面々に視線を移す。

　しかし、事実を知らなかったのが自分だけだと知ると、顔をカアッと赤らめ、激げき高こうした。

「ふざけんな！！！　おい、レミリア！　こいつは危険機体なんかじゃねえ！　AIMDだって少しの時間停止するだけで害はねえし、武器を持たずに乗船するならいいだろうが！」

　想像以上の剣幕に、狼狽うろたえるレミリア。

「ハル。レミリアさんを困らせるのはやめなさい」

「うるせえ！！！　だいたいお前、なんであたしにだけ乗船できないことを黙ってたんだ！　イリナにアニラ、てめえらもだ！　よってたかって、あたしを騙だましやがって！！！」

「私がイリナさんたちに頼んだのです。黙っていてほしいと」

「だから、なんで───！」

「あなたが検査を拒むと思ったからです。火星行きの適性検査を一度拒否すれば、第一便での火星帰還は難しくなる。第二便が無事にこの地球に辿たどり着く保証はないですし、その間に白髪や暴走機の残党がこの地を襲ってくる可能性もある。今が、またとないチャンスなのです」

「黙れ！！！　んなこと知るか！！！」

　ハルはもう聞く耳を持たないといった様子で、鋭い眼をいっそう鋭くして私を睨にらみ付ける。

「あたしも火星には行かねえ！　絶対、地球に残るからな！」

「なぜですか。あんなに火星に行きたがっていたではありませんか。火星の夕陽や花を見てみたいと。人間の世界を、この眼で見てみたいと」

「それはお前が、無理やりあたしを乗せたんだろうが！！！　そもそも、あたしは前から地球に残りたいって言ってたんだ！　それに、お前のAIMDの治療だってまだ残ってる！　そんな状態のお前を、ひとりで置いていけるわけねえだろうが！」

「私のことは、私が自分で何とかすることです。あなたの手を借りる必要はありませんし、それをとやかく言われる筋合いもありません」

　私は毅然と言い切った。

　これが自分にできる、彼女の親としての最後の務めだと、固く、信じていた。

「……なんでだよ。なんでそんなこと言うんだよ、テスタ」

　さすがのハルも、私のこの頑かたくなな態度には傷ついたらしかった。

　目を泳がせ、なんとか必死に抵抗しようとする娘に、それでも私は厳しい言葉を浴びせる。

「ハル。自分の気持ちに素直になりなさい」

「素直だよ！！！　あたしは、ずっと！！！」

　その瞬間、怒りによって見開かれたハルの眼から、堪こらえていたものが一気に溢あふれ出す。

「お前と一緒に地球にいたいって、そう思うのが、そんなにいけないことなのかよ！！！」

　ただならぬ様子に、周囲にいたロボットの視線が一斉に私たちへと向く。気を利かせたアニラがすぐさま周りに会釈をし、それから少しずつだが、室内には元の喧けん噪そうが戻っていった。

　顔を真っ赤にさせ、怒りと悲しみとでぼろぼろになるハル。

　私は決して優しい言葉を吐くまいと、最後まで、心を鬼にすることに徹した。

「……悪いとは言いません。けれど、それがあなたの新しい一歩を踏み出す障害になっているのならば、きっと間違っていると思う。あなたの心の中に生まれているその気持ちを、あなた自身が一番に大切にしないでどうするのですか」

　ハルはもうそれから顔を伏せ、決して私の方を見ることはなかった。今の彼女にはもう、何も耳に入らないかもしれないけれど、それでも私は彼女の心に、『言葉』でもって訴え続けた。

「打ち上げまでは、まだ一週間あります。その間、逃げずにもう一度、自分の本当の気持ちと向き合ってみなさい。納得がいかないならば、納得のいくまで考え尽くせばいい。その葛藤の末に絞り出した答えであるならば、私もそれを受け入れましょう」

　それだけ言うと、私は俯うつむいたままのハルを残し、待合室を出て行った。

　少しして、部屋の方からハルの大声で泣く声が聞こえてきた。

　止まりそうになる足を、それでも私は前へと動かし続けた。

　外に出ると、午前中から降っていた雪が少し強まったようで、除雪車がせっせと雪を搔かき出していた。体中から熱を発すると、頭や肩に積もりかけた雪が溶け、関節から白い蒸気が立ち昇っていく。

　それから少しして、アニラがわざわざ私の下へと、検査の合間を縫ってやってきてくれた。

　ハルにはイリナが付いているから大丈夫だということを教えてくれると、アニラはそれ以上、多くを語らず、私と一緒になって外の除雪車が働くのをぼんやりと見つめていた。

　荒療治であることは知っていた。

　あの子を傷つけてしまうだろうこともわかっていた。

　それでも、ただ背中を押すだけのことがこれほどに難しいとは、どれだけ想像していても、思い至ることができなかった。

「……やはり、うまくはいかないものですね」

　少しだけ弱気が言葉に出ると、アニラがすぐに首を横に振った。

「いえ、大変ご立派でした」

　見上げた空は、重苦しい灰色で埋め尽くされていた。打ち上げの日は晴れるのだろうかと、私は思考を別のものに置き換えることで、なんとか理性を保たせる。

　もう聞こえないはずのあの子の泣き声が、いつまでも、いつまでも、私の聴覚に残響し続けていた。




　　テスタとハル（四）




　あれからハルは、スペースポート内にある仮宿泊所の寝室に閉じこもり、私と接触することを断固として拒絶し続けた。

　食事は仕方がなくイリナが運び届けたが、それ以外の訪客はすべて拒否し、アニラが掃除や洗濯物を取るために部屋へ入るのさえも許さなかった。

　一度、アニラがハルと扉越しに口論するやりとりが聞こえたのだが、残念ながらハルを部屋から出すことは叶わなかったようで、外で寝ていた私の下にプリプリとした様子でやって来たことがある。

「全く、ハル様は大袈裟なんですよ。そもそも火星に行くとしたって、なにも一生そこで暮らすわけじゃないんですから。地球に戻ってくることはできるし、ナノハラクの駆除とともに交信状況が改善されれば、北京の宇宙センター以外からでも連絡を取り合うことは可能なのに」

　けれど、そう言葉にしているアニラ自身も、どこかでは気づいているはずだった。白髪たちや暴走機たちが地球に居続ける現状、火星から地球への通常運航の再開がいつになるのかはわからないことを。大量発生したナノハラクの駆除も同じだ。彼らを地球上から完全一掃し、再び個体レベルで交信できるようになるまでどれだけの時間を費やすかは、誰も予測することはできなかった。

　打ち上げの五日前、気を紛らわせるためにスペースポート内の施設を歩いていると、偶然にも、食事場で働くピングーと再会を果たした。顔面のデジタル画面はもちろん健在で、私を視界に捉えるや、『！』マークを画面に映し出し、「テスタさんではないですか」と気さくに声をかけてくれる。

　ピングーはちょうど休憩に入るところだったようで、私は彼の注いでくれた珈琲を検査用の食針で味わいながら、チベットを発った後の出来事を互いに語らった。そのうちに話題はハルのことに及び、私はこの前の待合室での出来事をピングーに打ち明けると、彼は悩ましい顔文字をデジタル画面に映しながら、「実に難しい問題ですねえ」と唸うなった。

「ハルさんの気持ちもわかる気がします。今ある幸福を選ぶか、未来に訪れるかもしれない幸福を選ぶか。おそらく、多くの人はハルさんのように前者を選ぶでしょうね。幸福を自ら手放す行為は一般的に悪と見み做なされやすいですし、起こらなかった未来に対してであれば、人はどうとでも言い訳することができますから」

　黙って頷こうとするのを、ピングーが「ただ」と止める。

「ハルさんが今回どのような決断を下したとしても、いずれ、別れは来るものです。それが親と子の関係であるならば、なおさら」

　ピングーは画面上ににっこりマークを表示して、「まあまあ、あれこれ考えても仕方がない。そういうときは、自分がやるべきことに集中するべきですよ。テスタさんには、テスタさんの未来があるのですから」と朗らかに笑う。

　私は少しだけ、つかえていたものが和やわらいだ気がした。

「……ええ。有り難うございます、ピングーさん」

　それからピングーは「そろそろ」と席を立つと、去り際、「テスタさん。末永くお元気で」と腰を折り、仕事の方へと戻っていった。

　ピングーに、ポポルに、ジプシー。こうしてこの地で再会できた人工知能たちは、今また前を向き、生き残った人間たちのために、それぞれが自分たちの場所へと歩んでいこうとしているのだった。

　その翌日から、私は、自分のAIMDの治療を再開することに決めた。

　今の自分がすべきは、少しでも長く健常な知性を未来に保つことであり、それは同時に、ハルの不安を取り除くことに繫がる。私は私で大丈夫なのだと、そういう姿勢を娘に見せる必要があるわけで、私はイリナやジプシーのアドバイスを受けつつ、記憶整理を基礎とした自己療法などにも挑戦してみたりした。

　その間も、ハルの引きこもりは一向に解消する様子を見せず、いたずらに時間ばかりが過ぎていってしまった。

　そうして、いよいよ火星への出発が明日へと迫った日の夜。

　私は仮宿泊所にある休憩室にて、イリナとアニラの二人との、最後の夜を過ごしていた。ささやかながらも精いっぱいの食事を二人に振る舞い、ポポルが私たちのためにプレゼントしてくれたお酒を酌み交わしながら、時間の許す限り、旅の思い出話に花を咲かせた。やがて話は二人が火星に着いた後の展望に至り、イリナがアルコールで頰を染めながら、「私、火星についたら医工師を目指してみようかなって思うんです」と、自分の夢を恥ずかしそうに打ち明ける。

「ほう。イリナさんはてっきり、人間の医師を目指すものかと思っていました」

「いいえ、どちらもです。人間もロボットも治療できる病院……。それを作るのが、今の私の夢なんです」

　すぐに「二足のわらじは頂けません」とアニラの忠告が入ったが、そこはさすがのイリナ、「大丈夫ですよ。アニラさんにも仕事を手伝ってもらう予定ですから」と満面の笑みで返し、相手を二の句が継げない状況にする。

「できれば、ハルさんとテスタさんにも、手伝ってもらいたかったんですけど───」

　イリナはそこで声を詰まらせると、急に気持ちが堪こらえ切れなくなったように、頰に涙を流した。泣かないと決めていたのだろう、本人は「あ、あれ、変なの」と無理やりに口元を笑わせたが、気持ちを落ち着けてやろうと背を擦さすってやると、いよいよ声を上げて泣きだし、数えきれないほどの「ありがとうございます」を私にくれるのだった。

「イリナさん。感謝したいのは私の方です。あの子のことを誰よりも大切に思ってくれて、本当に有り難うございました。ふつつかな娘ではありますが、これからもどうか、あの子のいい友だちでいてやってください」

　イリナはすぐに頷いたけれども、「……でも、私にもわからないんです。ハルさんがどうするつもりなのか」と嗚お咽えつ交じりに言う。

「あの子はたぶん、行くと思いますよ。火星に」

　無論、本人からそう聞いたわけではない。当然、アニラも「どうしてそう思われるのですか？」と問いかけてきたが、私は多くを語らず「勘です」と言うに留めておいた。

　頭に浮かんでいたのは、あの白樹の森での出来事。最後には、あの森で下したハルの決断が彼女自身を導くだろうと、私はそう考えていた。

　地球での最後の夜ということもあり、イリナは名残惜しいように夜更かしをしたけれども、話すのと泣くのとで体力を使い果たしてしまったようで、ついには、椅子に腰かけたまま眠ってしまった。

　アニラは寝室から取ってきた毛布をイリナにかけ、ようやく落ち着いたという風に息を吐くと、そのうちにふと、「……ハル様、本当に大丈夫でしょうか」と珍しく不安を吐と露ろする。

「大丈夫ですよ。あの子は意外と好奇心旺盛ですから。むしろ、火星に行った後の方がよほど大変かもしれません。あそこは貧富の差も激しく、人の世は必ずしも善意にばかり溢あふれているわけではありませんから。そういう意味では、アニラさんのどこまでも客観的な視点は、必ずや二人を守る盾となるはず。彼女たちのこと、改めて、よろしくお願いいたします」

　アニラはしばし黙り込んだ後、「ずるいですね、テスタ様」と、いつもの抑揚のない調子で言った。

「これでは私も残りたいなどと、口が裂けても言えない状況です」

　予想外のことを言われ、私は少しだけ申し訳なくなった。

　アニラはすぐに空気を察したようで、「冗談です。ですが、別れというのは、どうも苦手でして」と話を濁す。

「すみません。アニラさんばかりにご迷惑をかけて」

「何をおっしゃるんです。テスタ様たちは私の命の恩人ですから。それに───」

　アニラは急に言い淀んで、「……以前、成都でした約束を覚えていますか？　私と友だちになってくれると」と、ずいぶん懐かしい話をした。

「ええ。覚えています」

「私たちは、果たしてそういう関係になれたんでしょうか」

　少しだけ憂いを帯びたアニラの声。

　私は急にそうしたくなって、彼女を強く抱きしめてやった。

　アニラは最初こそ混乱しているようだったが、やがてそれを素直に受け入れ、自分から頰を寄せる。自分の冷たい鉄肌と、偽物の温もりを持つアニラの体温がひとつに溶け合い、たしかな感情の熱となって伝わってくる。

　アニラはそれで満足したようで、自分の方から離れると、「お二人のこと、私にお任せください」とまたいつもの真顔に戻って言う。

「ええ。あなたがいてくれれば安心です、アニラ」

　突然の呼び捨てに、彼女は少しだけ驚いたようだったけれども、それから気恥ずかしそうに頰を染めると、「はい、テスタ……様」と小さな体で一礼をする。私は少しだけ苦笑しながら、この地球で得たかけがえのない友人との出会いに、心の底から感謝した。

　出発の朝、私たちは依然として部屋から出てこないハルを置いて、先にスペースポートの入場ゲートへと辿たどり着いていた。ハルが部屋から出てくるのを待つことで、イリナたちまで出発に遅れてしまうなど笑い話にもならないし、仮にハルが地球に残るという選択をしたとしても、彼女がイリナたちに別れを告げないまま旅立たせることは絶対にありえないと思っていたからだ。

　イリナは今日になってもまだ涙腺の調子が回復しないらしく、私の腕から胸、しまいには脚にまでしがみついて泣く始末で、アニラが「これから先が思いやられます」と心底呆れ果てていた。

　その間も、私はちらちらと時刻を気にしていた。

　正午の出発を考えると、どれだけ遅くとも十一時前にはこの入場ゲートを通過しなければ、乗船は許可されない。時間を確認すると、もう最終リミットまでは一○分を切っている。

「テスタ様の勘も、大概当てにはなりませんね」

　アニラに返す言葉もなかった。

　仕方がないので二人に、先に入場ゲートを通過するよう勧める。ゲートは既に帰還者たちが列を成していて、ウラジオストクの地下内にいた難民たちでごった返していた。

「テスタさん。それじゃ、行ってきます」

「テスタ様。お体に気をつけて」

　二人と簡単な挨拶を交わし、最後の抱擁をしていた、まさにその時。

　急にスペースポート内がざわつき始め、レミリアが叫び声を上げながら走っている姿が見えた。どうやら人を追っているらしく、「あなた、どうせ船内ルールなんて知らないんだから、私と一緒に搭乗しなさい！」と、先ほどから追う相手を説得している。

　姿を見ずとも、その人物が誰なのかがわかり、私たち三人は顔を見合わせて、その名を叫んだ。

「ハル！」「ハルさん！」「ハル様！」

　難民たちの隙間を縫って駆け抜けてきた娘は、すばやくイリナの背後に隠れると、「こいつらと行くから大丈夫だっつうの！」と必死に主張する。一週間ぶりに見たハルの元気そうな姿に、私は心底安あん堵どして、「ふう。最後まで心配をかけてくれます」と声を零こぼした。

　せっかく必死に追いかけてきたレミリアだったが、もうその時にはすでに、イリナが誰にも渡さないという風にハルを抱き締めていたので、無理やり連れていくわけにもいかず、彼女は「船内講習だけは絶対受けてもらいますからね！」とだけ言い残し、諦めて帰っていった。

　ハルはふうと息を吐くと、それからいかにも何か言いたげに、私の方をちらちらと窺うかがいだす。

　アニラはそれを見てコホンと咳をつき、「先に並んでましょう」とイリナの腕をつかむ。イリナもまたハルの気持ちを察したようで、「先に、ゲート内で待っていますね」と告げ、もう一度だけ二人で礼をし、列の方へと歩いていった。

　俯うつむきながら、最初の一言を探すハル。

　今日は迷彩服を着ることもなく、救助隊から配布された緑色のパーカーと紺のスキニージーンズという、ごく普通の女性の恰好をして、もちろん、物ぶつ騒そうな武器などは何も所持していなかった。

「腹は決まったようですね、ハル」

「……ふん。ちょっくら、火星観光に行ってくるだけさ」

　まだ不機嫌が尾を引いているのか、ハルは顔をムスッとさせたまま、憮ぶ然ぜんとそう答える。

　それもまた、彼女らしいと言えばそうなのかもしれなかった。

「そういえば、ハル。あなたに渡したいものがあるんです」

　私は背中の格納室から、彼女のために夜なべして作ったプレゼントを触手で取り出した。

　切り取った自分の尻尾しつぽの先、それを研磨して作り上げた、桜の花びらのペンダントを。

「これって……」

「餞せん別べつです。私から、大人になったあなたへの」

　彼女の首に掛けてやると、ハルはすぐにそれを義手の手のひらにのせ、顔を近づける。

　本物には到底敵かなわない、鉛色に鈍く光る、偽物の花びら。

　それでもハルは、本物の桜を手にした以上の感動をもって、その金属の花びらを愛おしそうに見つめてくれた。

　ついにこの日が来たのだと、電子の鼓動が高鳴った。数え切れない困難に直面しながらなお、多くの人たちの助けを得ることで、私たちは今こうして、この始発駅に辿たどり着くことができたのだった。

　私は押し寄せる感慨を胸に秘めながら、なるたけ普通を装って、旅立つ娘に最後の言葉をかけてやった。

「体調には気をつけなさい。いくら健康が取り柄のあなたでも、火星の気候状況は地球のそれとはまるで違います」

「……ああ。わかってる」

「勉強も引き続きやるんですよ。わからないことは恥ずかしがらず、イリナさんやアニラさんに聞いていいんですから」

「わかってるってば。うるせえな」

「お店に陳列されている物は勝手に取っては駄目ですし、道行く人と喧嘩をするのもいけません。火星には火星の法律というものがあって───」

「わ、わかってるっつうの！　お前、そんなにあたしのことが信じられねえのかよ！」

「信じていますよ。もちろん」

　何の迷いもなく、私はそう言い切った。

　この子と積み重ねてきた月日を思えば、そう答えるのに、思考の余地すらも必要としなかった。

「───あなたなら、もう大丈夫。だから、自信を持ちなさい」

　ハルは私を見ると、すぐに潤んだ瞳を隠すようにして俯うつむく。

　鼻筋を通って流れる透明な滴しずくが、ぽたぽたと床を濡らすのが見えた。

「テスタ。あたし……」

　言葉を発する前からもう、ハルの唇は震えていた。

「……お前と初めてあの山で出会った時、最初は『怖い』と思ったんだ。馬鹿でかいロボットが、あたしを襲ってきたって……」

　言葉も知らずに、山を彷徨さまよっていた少女の記憶を思い出す。

　人骨を前に佇たたずんでいた、肌の浅黒い、獣の少女の姿が。

「でも、お前はずっと、あたしの味方でいてくれた。食べ物をくれたり、川で一緒に遊んでくれたり、……お前はいつでもあたしの味方だった。……嬉しかったんだ、すごく。それをあたし、どうしてもお前に伝えたくて……」

　───私に？

「だからあたしも、『言葉』を覚えたいって、そう思ったんだ。お前が話していた音を拾って、へたくそでもいいから声を出してみて……。自分の想っていることを、感じたことを、ずっと、お前に伝えてみたかった……」

　あまりに信じ難いことだった。

　十二年前、ハルが言葉を覚えようとしたきっかけ。

　それがまさか、私に想いを伝えるため───ただ、それだけのためだったという事実に。

　ハルはもう涙を隠すことも忘れ、私に向かって力の限りに叫んだ。

「テスタ！　あたしは、お前のことが、大好きだから！！！」

　それは何の取とり繕つくろうこともない、丸裸の言葉だった。

　回り道のない、純粋で真っ直ぐな、誰よりもハルらしい真心の言葉。

「それだって、本当の想いを全部伝えられているかわからないけれど……それでも、どこにいたって、どんな時だって……あたしは、お前のことが大好きだから！　ずっと、　ずっと！」

　気づいた時には、互いに互いを抱きしめていた。

　その肌の温もりも、花のような香りも、この瞬間のすべてを、決して忘れないように。

「私も、あなたのことが大好きですよ。ハル」

　獣の娘と、軍事用兵器の自分。

　それでも、私たちはきっと家族だった。

　世界で一番いびつで、不器用な、親子であった。

「……あたし、ちゃんと、立派になって帰ってくるから。きっと───」

「ええ。楽しみに待っています。あなたと再び会える日が来るのを、この地球で」

　それからすぐに、火星行きの最終案内が流れた。

　ハルは入場ゲートを潜る間もずっと私に手を振り続けてくれた。

　人骨の前に佇たたずんでいた獣の少女が、いま私と別れることを心の底から惜しんで、必死に手を振ってくれている。

　遥か未来に繫がっていく、命の旅立ち。

　私はいつまでも、この光景を忘れないだろうと思った。

　スペースポートよりほど近い観望所に辿たどり着いてから、打ち上げまではそう時間を要さなかった。

　カウントダウンが始まって、エンジン部から青い炎が噴き出すと、遅れて周囲の大気が一斉に震え始めた。最初のほうはゆっくりと、しかし、たしかに地上を離れ始めたシャトルは、轟ごう音おんとともにぐんぐんと速度を上げ、やがては雲を置き去りにし、遥か晴天を目指して空を駆けていく。誰に咎とがめられるでもなく、真っ直ぐに宇宙を目指す人類の叡智の結晶は、どこまでも、どこまでも高みを目指し、やがては私の視界ですらも届かぬ彼方かなたへと消えていった。

　別れの悲しみと、旅立つ娘への誇りとが一つに溶け合い、たしかな愛となって、私の心には満ちていた。

「行ってしまいましたね」

　いつの間にか、ジプシーが私の横で、同じように空を見つめていた。聞けば、停止型のAIMDの軽症患者たちも火星行きを許可されたらしく、その見送りに来たとのことだった。

　ジプシーが「やはり、お辛いものですか？」と同情するように聞くので、私は苦笑交じりに、「ようやく、肩の荷が下りました」と答えてやった。

　それから彼は、「テスタさん、一度、大だい連れんに戻りませんか？　ウシャル先生の検診を受けるために」と、私にまたとない提案をしてきた。

　もちろんすぐに頷いたが、私は決して大連に安住するつもりはなかった。

　荒れ果てた地球の復興。

　暴走機や白髪の残党調査。

　故郷に友人たちの墓も作ってやりたい。

　やらなければいけないことも、やりたいことも、私にはまだ、たくさん残っていた。

　シャトルの打ち上げの余韻も消え、ボストチヌイは元の穏やかさを取り戻していた。

　私は晴天に別れを告げ、真新しい気持ちでもって、後ろを振り返る。

　そこには、ハルとともに歩んできた大地が、娘のいなくなった後もなお変わらない壮大さで、地平線の限りに広がっていた。

　もう、私のそばにあの子はいない。

　ヴェイロンとモディンにも、もう二度と、会うことはできないと知っている。

　それでも、私はもう迷わない。もう決して、絶望することもない。

　東に行くも、西に行くも、すべては自分次第だった。

　最初の一歩を踏みしめれば、重量装甲に覆われた私の体重が、足先から腿もも、さらには膝ひざから腰にかけ、隅々にまで駆け巡る。関節は軋きしみ、自重に対して反発しようとする地面の力強さが、足裏を通してこれでもかと伝わってくる。

　私は、生きている。

　生きることを、進んでいくことを、自ら選択することができるのだ。

　この場所に、確かな知性を持って。

　この苦悩と覚悟を引き連れて。

　確かな愛を持って───生きていく。

　いずれこの地球にも、ほほえむような春が来ると、そう信じて。







[image: ]









「消灯まで、残り十五分となりました。すべてのお客様は、ご自分の客室にまでお戻り頂くようお願い致します」

　目覚めた瞬間に辺りを見渡す。

　どうやら座っているうちに異常停止に陥っていたらしく、マズいと思ったが、横を見る前からもう気配がないのだから、どうしようもない。

　最上層のセンターホールには他に数人の客がいたが、今の放送を聞いて、散り散りになって個室へと戻っていく。眼の前にある多層ガラスの窓から覗くのは、めくるめく星々に埋め尽くされた銀河の海。その中でひっそりと輝く水の惑星が、おぼろながらにその美しい球形を現し始めていた。

　せっかくの懐かしい気持ちも、主人の逃亡によって見事に台無しである。まあ、監視カメラや警備ロボットによって守られているこの船内において、早々、犯罪などは起きようがない。

　とはいえ、やはり不安に思うのは従者心。安物の補助知性では限界があるなと溜め息を吐きつつ、一応は「これはいったい、どういうわけですか」と責めてみると、ヘアバンド型の補助知性の音声が、「力及ばずでした、アニラさん」と申し訳なさそうに言う。

　ポンコツにポンコツを足したところで、じゃじゃ馬を制御できないのは明白なわけで。火星を発った直後は、主人が消えるたびに血眼になって捜し回ったものであるが、今は単なる日常の一幕に成り果てていた。

　あの日、ボストチヌイのスペースポートから地球を発って十五年。

　ようやく再開された惑星間の往来船、その記念すべき第一便に搭乗することができた私たちは、数か月をかけて、故郷である地球を目指していた。

　もちろん、それなりに金銭がかかったのは言うまでもないが、皆でコツコツと貯蓄してきた給与に加え、オルガ様の計らいもあって、どうにか地球行きの悲願が成就したのだった。

　しかし、国連における地球の再開発計画は、残念ながら手放しに褒ほめられるものではなかった。先進国で過熱する自国を中心に据えた再開発競争は、予定された再移民の暮らしや経済社会の復興を優先するものではなく、他国よりも可及的速やかに軍事態勢を整備し直すという点に重きを置かれ、政治的に新たな火種を生みかねない状況になっていた。すでに一部の地域では軍用の人工知能が投入され始めているようで、地球に残っていた数少ないロボットたちとの衝突が起きているという噂さえあるのだ。

　実にふざけた話である。火星にいる一部の権力者たちに、遠い星の事情の何がわかるというのだろうか。どうせわからないのだから、せめて謙虚であってほしいというのが、私のこれまでの一貫した主張であった。

　当の私はといえば、AIMDエイムドの進行がゆっくりとではあるが確実に知性を蝕むしばみ、今では長いときで一時間も停止することさえあった。それでも、平均五年と言われていたAIMD機の寿命がこれほどまでに延びたのは、偏ひとえに、火星における医工技術の発展の賜たま物ものと言えよう。さらには、頭部に取り付けているヘアバンド型の補助知性が、私の停止中でも周囲に危険がないようサポートをしてくれている。やがて私にも終わりは来るのだろうけれども、その時まではなんとか現役でいつづけたいという私の想いを配慮してくれた、主人たちからのプレゼントであった。

　すると突然、掛けていた眼鏡にべたっと人間の手が張り付く。続けて、「だ～れだ！」という、いかにもやんちゃな少女の声が背後より聞こえてくる。

「……こんな悪戯いたずらをするのは、サクラ様ぐらいですよ」

　すぐに手を退のけて振り返ると、そこにはちんまりとした可愛らしいアジア人の少女がいた。母親譲りの黒髪を宇宙の星明かりに光らせながら、顔を風船のように膨れっ面にして、「アニラには『ジョーチョ』ってやつが足らないなあ」などとませたことを言う。

「また難しい言葉を覚えたものですね、サクラ様」

「そうなの。サクラ、将来は『ブンゴー』とかになっちゃうかも」

「それはまあ結構ですが、ルールはちゃんと守って頂かないと。『私の停止中は、決して私のそばを離れない』───そう、お母様とも約束したでしょう？」

「そんな約束してないもーん」

　サクラ様は聞く耳を持たず、興味の対象はすでにガラスの奥の宇宙へと移ったようで、「わあ、アニラ！　見て見て！」などと幼児特有の無邪気を振りまいてくる。

　───まったく。あの親にしてこの子ありとは、よく言ったものだ。

　説教を諦め、私もサクラ様と一緒になって、彼女の指の先にある惑星を見つめてみる。暗闇の中にぽつねんと浮かぶ、ずいぶんとまあ寂しそうな、私たちの故郷の星。

　ああ、ようやく報告することができる。

　リン様とアリン様。

　それに───。

「ねえ、アニラ。知ってる？」

　急にサクラ様から話を振られたので、「何をですか？」と問い返すと、彼女はまるで大切な秘密でも打ち明けるように、口元に手を添え、その丸っこい顔を綻ほころばせた。

「地球にはね。ママのお母さんがいるんだよ？」

　不意を突かれ、声に詰まる。

　走馬灯という現象が、果たして本当にあるのかはわからない。

　けれど、その時の私の頭にはたしかに、皆で旅した頃のあの記憶が、駆け巡るようにして流れていったのだ。

　記憶は、私にとって血液だった。

　血を流さない私の、自分という一個性を形作る、血液に等しかった。

　私は平静を取り戻し、「もちろん、存じております」とサクラ様に答えてやった。

　ついでに少しだけ驚かせてやろうと、「ちょうどあの地球みたいに、まんまるな形をしているんですよ？」とからかってみる。

「え？　丸なの!?」

「ええ。しかもなんと、尻尾しつぽも生えてます」

「尻尾!?　すごい！　なんかカッコいい！！！」

　格好いいとはこれまた意外な反応だが、なんだか悪い気はしなかった。

　本人にもぜひ聞かせてやりたいところだが、残念ながらあの方とは、ボストチヌイで別れて以降、一度も連絡を取ることができずにいた。大だい連れんにも今は治療に赴いていないようで、ジプシーたちも安否を気にしているという連絡が、私にだけ届いていた。

　いや、厳密には一度だけ、あの方のものかもしれない便りを受け取ってはいたのだ。

　五年前、宛名不明の発信者から届いた、実に不思議なメッセージを。




『冬来たりなば、春遠からじ』




　桜の写真とともに、そう短いメッセージが添えられてあった。

　もちろん本人かどうかの確証はないし、仮にあの方だとしても、もう五年も前の話。ほとんど無症状に近かった私ですらAIMDが重症化した今、あの方が無事だと思うのは、あまりに非現実的と考えざるを得なかった。

　けれども、たとえどれだけ低い可能性であっても、信じてみたい。

　たとえそれが淡く、儚はかない希望だとしても。

　老いゆく人工知能が描く、切ない夢だとしても。

　それでも、信じてみたいのだ───。

　ひとり感傷に浸っていると、サクラ様が丸っこい小さな手で、私の服の袖を引いた。

「へへ。ママのお母さんに会うの、楽しみだなあ。ねえ、アニラ」

　センチになっていた気分も、サクラ様の無む垢くな笑顔を見るだけで、全てが吹き飛んでしまうのだから妙である。

　人間というのは、本当に、不思議そのものだ。

　いや、きっと私たちだって、もう。

　私は慣れない人工表情筋を使って、けれど、心の底から、サクラ様に精いっぱいの微ほほ笑えみを返してやった。

「ええ。楽しみですね。本当に、とても」

　サクラ様にならい、顔を鼻先すれすれにまで窓へと近づけて、目指す先の孤独の惑星を一緒に見つめてみる。

　母なる地球。人類の故郷は、火星の権力者たちの諍いなどまるで意に介さず、今もなお十五年前と変わらぬ美しさで、あらゆる者を分け隔てなく迎え入れようとしてくれている。

　まるで、人間の澄んだ瞳のように。

　私たちの、ラヴァンの虹彩のように。

　善も悪もない、瞬く命の、その輝きをもって。







　あとがき




　大変ご無沙汰しております。遍あまねです。

　まず始めに、四巻の発売が遅くなってしまったこと、誠に申し訳ございませんでした。

　本業が忙しかったことに加え、体の方も少し調子を崩してしまい、発売時期が決められずにずるずると今日に至ってしまいました。

　タイトルの『ハル遠カラジ』とは対照的に、読者の皆様にとって本作の完結はずいぶんと遠いものだったかも知れません。長らくお待たせしてしまったこと、改めてお詫び申し上げます。

　今こうして振り返ると、自分は実に三年近くにわたり、この『ハル遠カラジ』を執筆してきたことになるようです。中学生は高校生に、高校生は大学生や社会人になる月日で、もちろんそれらに属さない方々も様々な人生の岐路に直面し、重要な選択を迫られてきたのではないかと察します。

　皆様もすでに体感していることとは存じますが、世間もこの三年という間に、ずいぶんと様変わりしてしまいました。

　時代は平成から令和に移り、本来であれば東京オリンピックの開催で盛り上がっていたはずの本年、このような形で延期されることになるとは夢にも思いませんでした。今もなお蔓延はびこる新型コロナの影響は、皆様の生活にも少なからず影響を及ぼしているかと思います。

　元の生活に戻るまではもうしばらく時間を要しそうですが、いずれ春は来るもの。月並みではありますが、幸も不幸もまた巡るものと信じ、皆様とともに前を向ければと思っています。

　また、私自身もこの三年間を振り返ると、非常に濃い月日でありました。

　私事ではよき伴侶に恵まれるなど喜ばしいイベントがあったものの、残念ながら式や新婚旅行はコロナで延期。仕事の方も歳を重ねるにつれて量や責任が増え、時には終電や徹夜を余儀なくされる始末。よく遊んでいた友人たちともコロナ禍で会う機会が減少し、どうも学生の頃に思い描いた順風満帆な生活にはほど遠い状況です。

　執筆の方も、個人的に重いテーマを詰め込み過ぎたことにより書く速度が落ち、一時は活字を見るのも嫌になりかけたことがあったのですが、周囲のサポートを受けつつ、少しずつ自分のペースを取り戻し、完結にまで辿たどり着くことができました。

　いろんなテーマが複合的に混ざり合いながら、しかし、本当に書きたかったものは常にただひとつで、最後にはいつも初心に立ち返ることによって、ノートパソコンに向かって文字を打ち込み続けました。苦しみ抜いたその痕跡が、少しでも良い形で読者の皆様に届いていたならば、文章を書く者として、これ以上、幸福なことはありません。

　それに、不思議なもので完結までこんなに苦労したにもかかわらず、どうも自分にはまだ、書きたい物語がたくさんあるようです。わざわざ寝る時間を削り、しんどい思いまでして、それでも文章を書きたいと思えるのは、偏ひとえに物語を作るのが好きだからなのだと思います。

　書くも書かぬも自分の自由。

　だからこそ、これからも文章を書くことを、私はやめないでいたいなと思います。

　そう思える自分のこの気持ちを、これからも大切にしていきたいと思っています。

　それでは、最後に謝辞を。

　完結まで自分を根気強く支えてくださった担当編集さん。最後の一字に至るまで非常に丁てい寧ねいな文章チェックをしてくださった校閲さん。本作を世に届ける上で多方面にわたりご尽力を頂きましたガガガ編集部の皆様、こちらの無理なスケジュールに合わせて素晴らしいキャラクターとイラストの数々を生み出してくださった白しろ味み噌そさん。ご多忙中にもかかわらず各巻に身に余るコメントをお寄せ頂きましたカルロ・ゼン先生、長谷敏司先生、新房昭之監督。私が執筆するに際して最後まで応援し続けてくれた家族や友人に、心より感謝を申し上げます。

　そして何より、本作を手に取ってくださった全ての読者の皆様。皆様が物語に触れ、望んでくださったからこそ、本作は完結にまで辿たどり着くことができました。感謝してもしきれません。

　本当に、有り難うございました。

　それではまた、いずれ、別の物語でお会いできることを願っています。

　その時まで、どうぞ、お元気で。




二〇二〇年十月　　遍あまね　柳りゆう一いち　　
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